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序

この報告書は，佐賀県教育委員会が日本道路公団の委託を受けて，

昭和51年度から実施している九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査の記録の一部であります。

今回の報告は，昭和54年度から昭和55年度までに発掘調査を実施

した神埼郡東脊振村所在の下石動遺跡，三養基郡上峰村所在の堤一

本黒木遺跡・谷渡古墳群，中原町所在の一本桜古墳群に関するもの

であります。

九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書もすでに(1)'"'-'( 5 ) 

まで刊行されておりますが，これら報告書を通して埋蔵文化財に対

するご理解をいただくとともに，今後の学術文化の向上に少しでも

役立てば幸いと思います。

なお，発掘調査に従事していただきました地元の方々をはじめ，

関係各位のご協力により本書を発行するはこびになりましたことを

心から感謝申し上げます。

昭和62年 3月

佐賀県教育委員会

教育長志 岐 文山吊



例 E司

1.本書は九州横断自動車道建設に伴う事前調査のうち，昭和54年から昭和56年にかけて発掘

調査した神埼郡東脊振村所在の下石動遺跡，三養基郡上峰村所在の堤一本黒木遺跡・谷渡古

墳群，中原町所在の一本桜古墳群の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は日本道路公団の委託事業として佐賀県教育委員会が実施した。

3.発掘調査にあたっては中原町，上峰村，東脊振村の各教育委員会，並びに地元の方々の助

力を得た。

4.本書の執筆者は次のとおりである。

I 調査の概要…….....・ H ・...………...・ H ・H ・H ・.....・ H ・....・ H ・.....・ H ・...… H ・H ・...・ H ・..高瀬哲郎

II 遺跡

下石動遺跡

1. 遺跡の概要……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高瀬 哲郎

2. 遺構・…....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・堤 圭子

3.遺物 (1)縄文時代....・H ・....・H ・..多々 良友博(土器)・松尾 吉高(石器)

(2) 弥生時代… H ・H ・-……久保伸洋(土器)・松尾吉高(石器)

(3) 古墳時代・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高瀬 哲郎

(4) 歴史時代・……・・…… H ・H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・-…・高瀬 哲郎

4. 小結……………...・H ・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高瀬 哲郎

堤一本黒木遺跡…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高瀬 哲郎

谷渡古墳群・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高瀬 哲郎

一本桜古墳群...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・・ H ・H ・..……………・ H ・H ・...高瀬 哲郎

III まとめ

し下石動遺跡出土の縄文土器について...・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…多々 良友博

2.下石動遺跡出土の弥生土器について...・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..…久保伸洋

3.参考資料一下石動遺跡出土の土師器・須恵器(古墳時代)

4. )J 刀 (歴史時代)

5.調査記録の作成および整理の分担は次のとおりである。

遺 構 実 測...・ H ・...・ H ・-高瀬哲郎・久保和彦・久保伸洋・川谷昭彦・武広正純・城野一

郎・野由美恵子・嬉野みつ代・北原由美子・佐藤昭則・山口俊

博



遺物復 元 整理….....・ H ・...高畠澄子 ・新井久美 ・古川万鶴代 ・高園ひろ子 ・広滝敏子 ・村

瀬邦子 ・土井マサ子

遺 物 実 測……...・H ・..多々良友博・ 西村信子 ・池田覚子 ・中島成子 ・島孝子 ・藤原倫

子 ・江副悦子 ・尾形郁子 ・西田悦子 ・武藤直子 ・松永節子 ・青

木瑞枝 ・神田浩子 ・久米寿美子 ・馬場美奈子 ・野口百合子 ・山

口成子 ・平川朋子

製 図….....・H ・...松尾吉高 ・岩井祥子 ・樋渡瑞枝 ・吉田雅子

遺構写真撮影...・H ・...・H ・-高瀬哲郎 ・久保和彦 ・久保伸洋

遺物写真撮影....・H ・-……原口定

写真現像焼付等……...・H ・..原口定 ・古賀栄子 ・池部悦子

その他，県文化財資料室の多 くの方々の協力を得た。

6.本書の作成 ・編集は文化財資料室の松尾吉高 ・堤圭子・ 原葉子 ・種浦加代子の協力を得て，

高瀬哲郎が行った。

凡 例

1.遺構については各遺跡ごとに一連番号を付し，その前に SB:住居跡・ 建物跡，SD:溝

跡， SK:土壌 ・貯蔵穴 ・穴， ST:古墳，SX:その他の遺構，の分類番号を標記する。

2.遺構の寸法数字は m単位， 遺物の寸法数字はcm単位を原則とする。 また，挿図の縮尺は(S

B : 住居跡 ・ 建物跡)を~， (S K: 土壌 ・ 貯蔵穴)を~， に統ー している。

3.実測図基準は国土座標にする。

4.遺物番号は挿図，表，図版いずれも同ーとする。

5.下石動遺跡の報告については，縄文 ・弥生 ・古墳 ・歴史の各時代区分を用いる。



I 調査の概要

1.調査の経過…

目
、五『

ヅ、

2. 調査組織……...・ H ・.....・H ・..…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

3. 調査の概要…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・H ・.5

II 遺跡

下石動遺跡

1.遺跡の概要……...・ H ・....・H ・...…・……・・…………・・……………....・H ・....・ H ・.....・ H ・...…10

2. 遺構・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….....・ H ・...……19

(1) 弥生時代…....・H ・...…...............................................................................19

(2) 古墳時代・...・H ・-…....................................................................................57

(3) 歴史時代....・ H ・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・79

(4) その他………...・ H ・..……………………...・H ・..………...・H ・.....・H ・.....・ H ・..…...・H ・..97

3.遺物 …….....・ H ・-……H ・H ・.....………….........................................................123

(1) 縄文時代 ………….....・ H ・H ・H ・...…………・・・…………………………………...・H ・"123

(2) 弥生時代…...・H ・....・ H ・.....・ H ・....・ H ・-…...・H ・....・H ・-…....・ H ・-…H ・H ・....・ H ・H ・H ・...134

(3) 古墳時代 …………………………...・H ・...・H ・.....・H ・....………………...・H ・.....・H ・..166

(4) 歴史時代....・H ・-…・……....・H ・.....・ H ・...………............・H ・H ・H ・.....・ H ・........…….204

4. 小結・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・263

堤一本黒木遺跡

1.遺跡の概要....・H ・.......................................................................................268

2.遺構........................................................................................................2叩

3.遺物........................................................................................................274

4.小結.......................................................................................................乞27η7 



谷渡古墳群

1.遺跡の概要……........................................................................................280

2.遺構....・ H ・-……・........................................................................................282

3. 遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・…・・…………・…・....・ H ・....・ H ・...・ H ・.288

4.小結・…....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・....・ H ・-…・…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・-…-…....・ H ・H ・H ・.....291

一本桜古墳群

1. 遺跡の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……...・ H ・....…...・ H ・..294

2.遺構........................................................................................................296

3. 遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・H ・H ・H ・-……H ・H ・...296

4.小結……...・ H ・.....・ H ・..……………………………………………...・ H ・..…………...・H ・.298

III まとめ

1.下石動遺跡出土の縄文土器について...・ H ・..………...・ H ・H ・H ・.....・H ・..…………...・ H ・.300

2.下石動遺跡出土の弥生土器について………………………………………………...・H ・.301

3.参考資料一下石動遺跡出土の土師器・須恵器(古墳時代)...・ H ・...・H ・H ・H ・.......・ H ・.302

4. 万 11 歴史時代)……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.305

註・...................................................................................................................308



挿図目 次

Fig.1 東脊振村周辺遺跡、分布図… ・…… ……… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

/J 2 東脊振村石動地区周辺地形図・…・…一……………………H ・H ・H ・H ・.....・H ・......…・…-……… 13

/J 3 下石動遺跡周辺地形図……...・ H ・.....・H ・..一 ………………......・ H ・..…………………………・14

/J 4 下石動遺跡A地区グリッド設定図・・……・・ ………………...・H ・..…………………………ー15

/J 5 下石動遺跡B地区グリッド設定図...・H ・.....・ H ・..………・ー…………H ・H ・-…....・ H ・...・H ・"16・17

/J 6 下石動遺跡C地区グリッド設定図……………………...・H ・H ・H ・.....・H ・-………・…・………18

/J 7 下石動遺跡SB002住居跡実測図・……・…・・…・……....・H ・....・ H ・-…-…...・H ・-… ….....・ H ・..20

/J 8 下石動遺跡SB005住居跡実測図……....・H ・………・….....・H ・……………………………21

11 9 下石動遺跡SB009住居跡実測図 …………………H ・H ・-……ー……H ・H ・....・H ・...・H ・-…….22

11 10 下石動遺跡SB011住居跡実測図...・ H ・.....・H ・-………・・………H ・H ・-…………一 …-……・23

/J 11 下石動遺跡SB012住居跡実測図・...............................................….......・・・ …...・H ・.24

11 12 下石動遺跡SB015住居跡実測匡1....・H ・-………………...・H ・-… ……...・H ・-……...・H ・.....25

11 13 下石動遺跡SB017住居跡実測図 …・…・・…...・ H ・....・ H ・-・…… …...・ H ・...・H ・.....・H ・.....…26

11 14 下石動遺跡SB023住居跡実測図 ・…・……・・…...・H ・.....・…・… ・…...・H ・.....・ H ・-………・・27

11 15 下石動遺跡SB027住居跡実測図…....・H ・...… …・…・…・・H ・H ・-………H ・H ・....・H ・-…・…...28

11 16 下石動遺跡SB208住居跡実測図…-・-…-…....・H ・-…………ー…H ・H ・-…一………・・...・H ・.29

/J 17 下石動遺跡SB202住居跡実測図…-…・……...・ H ・...・H ・..……...・H ・...・H ・..….......・…・……30

11 18 下石動遺跡SB197住居跡実測図…・ ・…..................................................................31

/J 19 下石動遺跡SB209住居跡実測図・…・・ H ・H ・-…・…....・H ・...・H ・-…… ・…・・H ・H ・-…………...・ H ・31

11 20 下石動遺跡SB204住居跡実測図…一……H ・H ・-……..........・H ・.....…・…....・H ・-……… H ・H ・32

/J 21 下石動遺跡SB006住居跡実演U~ ....・H ・……………....・H ・-・……-…...・ H ・-……....・ H ・...・H ・..33

/J 22 下石動遺跡SB010住居跡実測図・…… ・……...・H ・....…・.......・ H ・...・ H ・-……........・ H ・-…..34

/J 23 下石動遺跡SB020住居跡実測図 …・・……...・ H ・.. ……..........・H ・-……・…...・H ・-…・・・…35

11 24 下石動遺跡SB205住居跡実演l図・…...・H ・....・ H ・-・…....・H ・.....…....・H ・...・ H ・.....……・……36

/J 25 下石動遺跡SB030住居跡実測図 …・......................................................・・…....・H ・...37

11 26 下石動遺跡SB200住居跡実演u図 ...........................................................................38

/J 27 下石動遺跡SK038土壊実測図 ..............................................................................39

11 28 下石動遺跡SK039土核実測図 …・・…......................................................................39

11 29 下石動遺跡SK040土壊実測図...............・..............................................................39

11 30 下石動遺跡SK054土墳実測図 ...・H ・-… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



Fig.38 下石動遺跡SK1l4土墳実測図…ー… ・…....・H ・・・・・ H ・H ・....・ H ・....・ H ・-…・…...・ H ・...・ H ・-….42

JI 39 下石動遺跡SK121・122土壌実測図……....・ H ・...・ H ・-…....・ H ・...・H ・....………...・ H ・-一………43

11 40 下石動遺跡SK157土墳実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43

JI 41 下石動遺跡SK162土壌実演u図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …・…・…..43

11 42 下石動遺跡SK165土壌実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

11 43 下石動遺跡SK177土壌実測図....・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・-………………・ ……… ・・ …・……..44

11 44 下石動遺跡SK186土墳実測図 …ー… ・…・・…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44

11 45 下石動遺跡SK041土壌実演u図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45

11 46 下石動遺跡SK042土墳実演u図……........・ H ・...・ H ・..…..........…… …・・・ H ・H ・....・ H ・...・ H ・.45

11 47 下石動遺跡SK043土壌実演j図…・…・…...................................................................45

11 48 下石動遺跡SK051・052'053土壌実測図・・ H ・H ・....・ H ・....…..…… ...…...・ H ・.........・ H ・..46

11 49 下石動遺跡SK055土壌実測図 ………・…・・・…・・…・・・…・…・・……-一一・・…ー…・…・・・…・・・・・…...46

11 50 下石動遺跡SK098土壌実測図...・ H ・...・ H ・...…-……-……… ……・…....・ H ・-…...・ H ・..….46

11 51 下石動遺跡SKI03土壌実測図 …..............‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

11 52 下石動遺跡SKl11土壌実測図...・ H ・.......................................................................47

11 53 下石動遺跡SK1l9土壌実測図 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・47

11 54 下石動遺跡SK123土墳実演j図…...........................................................................48

11 55 下石動遺跡SK138土壌実測図 ………… …・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48

11 56 下石動遺跡SK147土壌実演u図 ..............................................................................48

11 57 下石動遺跡SK148土壌実測図・… H ・H ・-…・…・・……… …・………一…… H ・H ・.....・ H ・-…..49

11 58 下石動遺跡SK149土壌実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49

11 59 下石動遺跡SK160土壌実測図・・…………・・・・…・…・・…………...….....・ H ・....・H ・...・ H ・49

11 60 下石動遺跡SK168土墳実測図 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50

11 61 下石動遺跡SK179土壌実測図・……・… ...…・・・・・……・…・……・・・ …・...・ H ・....・ H ・...・ H ・50

11 62 下石動遺跡SK183土墳実演l図…・…...・ H ・-……….....・ H ・-…………………………………・・51

11 63 下石動遺跡SK124土墳実測図…....・ H ・...・ H ・...・ H



Fig.75 下石動遺跡 SK047土壌実測図 ・・・・…・…・・・・…・・・・・・……・・….....・H ・……・….........…… ..55 

JI 76 下石動遺跡SK150土壌実測図 …・…-…-・…・…ー …………............・H ・-…………...・ H ・55

JJ 77 下石動遺跡SK145土壌実演~図 ・… ............. ... .... . . . . ... . .. . . . . .. . ... .. ... . ... . . . .. . . ..... ......... ....56

JJ 78 下石動遺跡SK176土壌実演~図 …..…・・…・…… ・……...・H ・....・H ・-…・・….........・ H ・-… .56

JJ 79 下石動遺跡SB003住居跡実測図…・……H ・H ・-… …・….......... ・……H ・H ・-………………58

JJ 80 下石動遺跡SB004住居跡実測図 …・…・………・・……………...・ H ・.....・ H ・....………………59

JJ 81 下石動遺跡 SB007住居跡実測図 ...・H ・.....・H ・-… -…・・H ・H ・...・H ・.....・ H ・.....……-… 60 

JJ 82 下石動遺跡SB014住居跡実測図 ・…….....・ H ・.....………・… …....・H ・.....・H ・...・ H ・-………..61

JJ 83 下石動遺跡SB016住居跡実測図 ・・……・・ ・…ー・ -…....・H ・-…....・H ・....・H ・.........・H ・.62

JJ 84 下石動遺跡SB018住居跡実視~図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・63

JJ 85 下石動遺跡SB019住居跡実演j図・・…H ・H ・-…H ・H ・.... …・-・……………・・……....・H ・.63

JJ 86 下石動遺跡SB022住居跡実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64

JJ 87 下石動遺跡SB024住居跡実演l図....・H ・...・ H ・-……… ・……H ・H ・....・H ・......・ H ・...・ H ・-……65

JJ 88 下石動遺跡SB025住居跡実測図 ... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・66

JJ 89 下石動遺跡SB192住居跡実演~図 … H ・ H ・-…... ・ H ・.. .… …-………-… …・…-……・・ ・…-…66

JJ 90 下石動遺跡SB026住居跡実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・67

JJ 91 下石動遺跡SB193住居跡実測図 …・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・…..68 

JJ 92 下石動遺跡SB194住居跡実測図 ・・ ・・……… …-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・68

JJ 93 下石動遺跡SB195住居跡実測図 …・・…・…・…....・H ・-…・ ・...・H ・....…・ …-………・一…..69

JJ 94 下石動遺跡SB199住居跡実測図 ....・H ・....…・・・ ….....・H ・・・ H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・-………69

JJ 95 下石動遺跡SB206住居跡実演l図 ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・…70

JJ 96 下石動遺跡SB028住居跡実測図・…H ・H ・-……………… ...・ H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・-…………71

JI 97 下石動遺跡SB029住居跡実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・71

IJ 98 下石動遺跡SB031住居跡実測図 …...・H ・...・H ・H ・H ・-…・…・...・ H ・-………...・H ・...・ H ・-…72

JI 99 下石動遺跡、SB032住居跡実演~図… . .... . ...... .. . . . . . . . . ... .. . . .. . ... ... . . . ... .... . ... . . . .. . . ........・ ・ ・・ 73

JJ 1ω 下石動遺跡SB187住居跡実測図…・………………………H ・H ・....・ H ・-一 …...…-…一……74

JJ 101 下石動遺跡SK079土墳実測図 ・…H ・H ・.....……..……・….....・ H ・-…H ・H ・-…...・H ・...………75

JJ 102 下石動遺跡、SK090土壌実測図・….............................................................



Fig.ll5 下石動遺跡SB 188建物跡実測図…...・H ・-…………...・ H ・H ・H ・...一…………....・ H ・.....・ H ・..84

11 116 下石動遺跡、SB 190建物跡実演~図…・・……...・ H ・....・ H ・ . . .…… ・・...・ H ・...・ H ・ -…………H ・ H ・ .85

11 117 下石動遺跡、SK036 • 037土壌実測図・・・・…… …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・86

11 118 下石動遺跡、SK104土墳実測図…...・H ・....…………...・H ・H ・H ・-…・・…・……・...・ H ・...・H ・.....87

11 119 下石動遺跡SK141・142土壌実測図・…H ・H ・.....・ H ・-一………….......・ H ・-…………...・ H ・-….87

11 120 下石動遺跡、SK085土壌実測図 …....・H ・-・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・…87

11 121 下石動遺跡、SK163土墳実演l区)...・H ・...・H ・...…・…・….. ……… ・・ H ・H ・.....・H ・-………….88

11 122 下石動遺跡SK184土墳実測図…・…・・・…...・H ・..…・・…・・・…ー・……....・H ・.....・H ・..…・…・・….88

11 123 下石動遺跡SK082土墳実測図…...・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・H ・.... ……・・…..…・・ H ・H ・...・H ・.88

11 124 下石動遺跡SK086土壌実瀕~図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・89

11 125 下石動遺跡SK088土壌実狽~図....・ H・-……・ ……・・ …...・H ・...・H ・-…H ・H ・.....・ H ・.....……89

11 126 下石動遺跡SK097土壌実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・89

11 127 下石動遺跡SK089土壌実演l図……・・……………・・…………H ・H ・...・H ・.....・H ・-……・……90

11 128 下石動遺跡SK095土墳実測図…....・H ・H ・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・-・・ ……・….....・ H ・..….....・H ・.90

11 129 下石動遺跡SK058土壌実測図 …-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・91

11 130 下石動遺跡SK064土壌実演l図 ….....・H ・....・H ・・・H ・H ・....・H ・-…・ ・……....……… …・・… .91 

11 131 下石動遺跡SK065土墳実演~図・…. . .・ H ・-…・…… ・ …・…一………H ・ H ・ .. .・ H ・ ... ・ H ・ H ・ H ・... ・ H ・ ..9 1

11 132 下石動遺跡SK045土壌実測図...・H ・-……… ・……・・…・…・・・ ・…・…・・ H ・H ・-……....・ H ・..92

11 133 下石動遺跡SK102土壌実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92

1) 134 下石動遺跡SK129土壌実測図一…………・・・・………………… H ・H ・-…H ・H ・.....・H ・...・H ・.92

)) 135 下石動遺跡SK1l5土壌実演j図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・93

IJ 136 下石動遺跡SK130土壌実測図...・H ・-………・・…...・ H ・…....・H ・-….....・H ・.....・H ・...・H ・-…93

IJ 137 下石動遺跡SK132土壌実測図…....・H ・....・H ・....・ H ・-…H ・H ・-… ・……..……………....93

1) 138 下石動遺跡SK133土壌実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・94

1) 139 下石動遺跡SK134土壌実測図 …・・・…・…・・ ・…・……-……… …・……-……...… H ・H ・94

IJ 140 下石動遺跡、SK087土壌実測図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・94

IJ 141 下石動遺跡SK094土壌実測図 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



Fig.155 下石動遺跡SK 1l2土壌実演~図・・…・・…・・・……......・ H ・......…ー……...・ H ・..……......・ H ・ .....101

/1 156 下石動遺跡、SK060土模実演l図…………………...・ H ・H ・H ・..…...・H ・-…・-……・・・…・・….....101

/1 157 下石動遺跡、SK153土壌実測図...・H ・....・H ・....・H ・-…...・H ・....……....・ H ・...…・・・H ・H ・....・H ・.102

/1 1日 下石動遺跡、SK066土壌実測図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・102

/1 159 下石動遺跡SK067土壌実狽~匡J .... ・ H ・....・ H ・....・ H ・-……………・ …・…-… ..……H ・ H ・-… .102 

/1 1ω 下石動遺跡SK1l7土壌実測図ー ・…-…......・H ・-…・・・・・…・・…・・・…・・…………………・・…・…103

/1 161 下石動遺跡SK144土壌実測図...・ H ・.....・H ・..…...・H ・..…...・ H ・..………・………...・ H ・-… ..103

/1 162 下石動遺跡SK070土壌実測図ー ・……・・・・-…・・・…・・・…・・・・…・・………・・・………………・…・・103

/1 163 下石動遺跡SK071土壌実測図..............................................................................104

/1 1似 下石動遺跡SK072土壌実演l図…・..........................................................................104

/1 165 下石動遺跡SK074土墳実測図…・….......................................................................105

/1 1侃 下石動遺跡SK152土墳実演~図…・・・…・…ー …一…-…・・・…・・……....・H ・..…・・・…・・・…...・H ・.105

/1 167 下石動遺跡SK050土墳実測図…...........................................................................105

/1 1臼 下石動遺跡SK073土壌実測図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・106

/1 169 下石動遺跡SK078土壌実測匡J...・H ・....・H ・...............................................................106

/1 170 下石動遺跡SK1l6土壌実測図…・ ……・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・107

/1 171 下石動遺跡SK1l8土墳実測匡J...・H ・.......................................................................107

}} 172 下石動遺跡SK151土壌実測図…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・107

}} 173 下石動遺跡SK169土壌実演l匡J....・H ・......................................................................108

}} 174 下石動遺跡SK059土壊実測図….....・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・108

/1 175 下石動遺跡SK093土墳実測図….....・H ・...・ H ・....・H ・.......・H ・....・H ・・…....・H ・...・H ・...…・……108

}} 1祁 下石動遺跡SK069土壌実測図....・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・109

}} 177 下石動遺跡SK084土壌実演~図・…. ...・ H ・... .….. ....・ H ・. . … ・・・… ・・ -…・… ・…. .... ..・ H ・-…・…・・ 109

}} 178 下石動遺跡SK077土壌実測図・……・……・...............................................................110

}} 17 



Fig.195 下石動遺跡出土縄文土器実測図(2)……・…-….......................................................127

JJ 196 下石動遺跡出土縄文土器実測図(3)........................................................................128 

JJ 1灯 下石動遺跡出土石器実測図(1).... ..... ...... .... ..... ...... ..... ........ ........ ...... ..... .... ... ..... ....130 

JJ 1側 下石動遺跡出土石器実測図(2)...・ H ・..…...・H ・.....…・…・・………・ …………… ......131 

JJ 1関 下石動遺跡出土弥生土器実測図(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135

JJ 200 下石動遺跡、出土弥生土器実測図(2)…一 ・……・・…・・……・....・ H ・-…H ・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・.136

JJ 201 下石動遺跡出土弥生土器実測図(3)…・・・ H ・H ・....…・・………・……・・…・…・……...・H ・......・ H ・..137

JJ 202 下石動遺跡出土弥生土器実測図(4)........................................................................138 

JJ 203 下石動遺跡出土弥生土器実測図(5)....・H ・....・H ・-……H ・H ・.....・H ・...・ H ・....・ H ・...・H ・...・H ・-…・139

11 捌 下石動遺跡出土弥生土器実測図(6)・……・……・・……… H ・H ・...・H ・...・H ・-…...・H ・....・H ・..…・140

11 205 下石動遺跡出土弥生土器実測図(7)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・141

11 206 下石動遺跡出土弥生土器実測図(8)…………・・・……・・・・……・………...・H ・...・H ・...・H ・-…・・142

11 207 下石動遺跡出土弥生土器実測図(9)・…・…................................................................143

11 208 下石動遺跡、出土弥生土器実測図(10)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・….145

11 209 下石動遺跡出土弥生土器実測図(日)・…....・ H ・-…........................................................147

11 210 下石動遺跡出土石器実測図(3)....・H ・....・H ・......・H ・...・ H ・-…....・ H ・...・H ・.....・H ・-………..…・149

11 2ll 下石動遺跡出土石器実測図(4)...・H ・...・H ・....…・……・…-…..........・H ・.....・ H ・-…...・H ・...・ H ・150

11 212 下石動遺跡出土土師器実測図(1)…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・168

11 213 下石動遺跡出土土師器実測図(2)....・H ・-…...............................................................169

11 214 下石動遺跡出土土師器実測図(3)....・H ・....・H ・...・H ・........・ H ・....…・…………………………171

11 215 下石動遺跡出土土師器実測図(4)....・H ・...・ H ・...・H ・-…...・ H ・...・H ・.....・H ・..…………・……..172

11 216 下石動遺跡出土土師器実測図(5)….....・H ・...・H ・........................................................174

JJ 217 下石動遺跡出土土師器実測図(6)・….......................................................................175

11 218 下石動遺跡出土土師器実測図(7)・…....・H ・..……・・・……..………....・H ・.....・H ・...…H ・H ・.177

11 219 下石動遺跡出土土師器実測図(8)....・H ・....……........................................................179

11 220 下石動遺跡出土土師器実測図(9)....・H ・..



Fig.235 下石動遺跡出土土師器実測図(Zu…・……・・・ ・………………・……....・ H ・...・ H ・・・…....・ H ・223

!! 236 下石動遺跡出土土師器実測図(22)…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・224

!! 237 下石動遺跡出土須恵器実測図(2)...・H ・.....................................................................227

/1 238 下石動遺跡出土須恵器実測図(3)....・H ・...…...・ H ・-… H ・H ・....…....・ H ・...・ H ・.......…・………・・229

11 239 下石動遺跡出土須恵器実測図凶............................................................................231

11 240 下石動遺跡出土遺物へラ記号拓影(2)…… H ・H ・-・…...・ H ・...・ H ・..…-…....・ H ・.......・ H ・...…..232

/1 241 下石動遺跡出土黒色土器・磁器実測図…................................................................234

/1 242 下石動遺跡出土石製品 ・土製品・鉄器 ・鉄製品実測図(2)....・H ・..…-……・…...・ H ・….......236

11 243 上峰村堤地区周辺地形図.....................................................................................268

11 244 堤一本黒木遺跡、周辺地形図……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・269

11 245 堤一本黒木遺跡遺構配置図…・…・・・…………........………...・H ・H ・H ・....・ H ・-…....・H ・-…270

11 246 堤一本黒木遺跡、SKOl土壌実測図.........................................................................271

11 247 堤一本黒木遺跡SK02土塘実測図…………・・ ・……....・ H ・...・ H ・-…………………………272

/1 248 堤一本黒木遺跡SK03土壌実測図....・ H ・.................................................................273

11 249 堤一本黒木遺跡出土遺物実測図…・........................................................................275

11 250 上峰村周辺遺跡分布図…・… H ・H ・......・ H ・.......……… …-………………-……ー・…・……・・280

/1 251 上峰村堤地区周辺地形図…・.................................................................................281

11 252 谷渡古墳群周辺地形図........................................................................................282

11 253 谷渡古墳群遺構配置図....・H ・-…… H ・H ・....・H ・....・ H ・...・ H ・....・H ・.....……・…一…….....・ H ・..283

11 254 谷渡古墳群STOl古墳石窒実測図...・ H ・...・ H ・......・ H ・.....・ H ・-… H ・H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.........285

11 255 谷渡古墳群ST02古墳石室実測図…......................................................................286

11 256 谷渡古墳群ST03古墳石室実調u匡J..・H ・....・ H ・-…………・ ・…・……....・ H ・...…… H ・H ・-…ー287

/1 257 谷渡古墳群出土遺物実測図…....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・...・H ・-…...・ H ・...........…・・……・...・ H ・.289

11 258 一本桜古墳群周辺地形図.....................................................................................294

/1 259 一本桜古墳群STOl古墳墳丘測量図…………・…・……...・ H ・・・ H ・H ・...・ H ・.......・H ・....・ H ・-…・295

11 260 一



表 目
、.J....

ヅ、、

Tab. 1 下石動遺跡遺構一覧表…………….....・ H ・-………….....・H ・...…-…・・…......…一・・…...118

1/ 2 下石動遺跡出土石器一覧表(縄文時代) ・…………・…・….....・H ・...・H ・-…・……………132

1/ 3 下石動遺跡、出土弥生土器一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ……・ H ・H ・..151

1/ 4 下石動遺跡出土石器一覧表(弥生時代 ・その他) ....・ H ・....…-……...………… ・…・・.164

11 5 下石動遺跡出土土師器一覧表(1)・…………… ・……・………………….........……・……190

11 6 下石動遺跡出土須恵器一覧表(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・…・・……202

11 7 下石動遺跡出土土師器一覧表(2)……・…………………H ・H ・....…...・...….......…・・・……238

11 8 下石動遺跡出土須恵器一覧表(2)...・H ・H ・H ・-……・……・・H ・H ・......・H ・...・H ・.....……………253

11 9 下石動遺跡出土黒色土器 ・磁器一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・H ・260

11 10 下石動遺跡出土遺物番号表...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・-……-… ・...・H ・...・ H ・...・H ・-…261

11 11 堤一本黒木遺跡、出土弥生土器一覧表……H ・H ・...・H ・.....……H ・H ・....・ H ・.....・H ・-…・…・……276

11 12 谷渡古墳群出土土師器 ・須恵器一覧表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 290 

折り込み図目次

PLAN 1 下石動遺跡遺構配置図 (A地区)

11 2 下石動遺跡、遺構配置図 (B地区)

11 3 下石動遺跡、遺構配置図 (C地区)



図 版 目 次

PL. 1 石動地区〈航空写真〉

刀 2 下石動地区遠景

万 3 下石動地区遠景

刀 4 下石動遺跡A地区遠景

H 5 下石動遺跡A地区全景

H 6 下石動遺跡A地区北側 ・西側〈遺構検出状況〉

IJ 7 下石動遺跡A地区東端く遺構検出状況〉

11 8 下石動遺跡B地区全景 ・東側

11 9 下石動遺跡、B地区西側

11 10 下石動遺跡、C地区全景

11 11 下石動遺跡、く遺構一弥生時代〉

S B002 • S B005・SB009住居跡

11 12 下石動遺跡、〈遺構一弥生時代〉

S B011・SB012・SB017住居跡

11 13 下石動遺跡〈遺構弥生時代〉

S B023・SB027・SB202住居跡

11 14 下石動遺跡、く遺構 弥生時代〉

S B006・SBOI0・SB204住居跡

11 15 下石動遺跡、く遺構一弥生時代〉

S B020・SB030・SB205住居跡

11 16 下石動遺跡〈遺構一弥生時代〉

S K038~040土墳

11 17 下石動遺跡〈遺構一弥生時代〉

S K035・SK161・SKI71土壌

11 18 下石動遺跡〈遺構一弥生時代〉

S K111・SK121・SK162土壊

11 19 下石動遺跡〈遺構弥生時代〉

S K041・SK042・SK165土壌

1) 20 下石動遺跡く遺構弥生時代〉

S K043・SK055・SK098土壌

IJ 21 下石動遺跡〈遺構一弥生時代〉

S K1l9・SK123・SK138土墳

11 22 下石動遺跡〈遺構弥生時代〉

S K147~149土壌

11 23 下石動遺跡、〈遺構一弥生時代〉

S K056・SK140・SK166土壌

11 24 下石動遺跡く遺構 弥生時代〉

S K034・SK048・SK1l0土墳



PL. 25 下石動遺跡 〈遺構一古墳時代〉

S B003・SB004. S B007住居跡

J/ 26 下石動遺跡、 〈遺構一古墳時代〉

S B014 • S B016・SB019住居跡

月 27 下石動遺跡 く遺構一古墳時代〉

S B022・SB024・SB025住居跡

J/ 28 下石動遺跡 〈遺構一古墳時代〉

S B026・SB199・SB206住居跡

刀 29 下石動遺跡 〈遺構一古墳時代〉

S B028・SB029・SB031住居跡

刀 30 下石動遺跡 く遺構一古墳時代〉

S B032・SB187住居跡， S K079土墳

J/ 31 下石動遺跡 〈遺構一歴史時代〉

S B008・SB013・SB021住居跡

J/ 32 下石動遺跡 く遺構一歴史時代〉

S B196・SB201住居跡， S B188建物跡

J/ 33 下石動遺跡 く遺構歴史時代〉

S B190建物跡， S K 058 • S K 065土壌

J/ 34 下石動遺跡 〈遺構一歴史時代〉

S K045・SK102・SK1l5土壌

J/ 35 下石動遺跡 〈遺構一歴史時代〉

S K087・SK133・SK134土壌

J/ 36 下石動遺跡 く遺構一時期不明〉

S K060・SK067・SK070土横

J/ 37 下石動遺跡 〈遺構一時期不明〉

S K074・SK077土壊， S D217・SD218溝跡

J/ 38 下石動遺跡 〈遺物出土状況一弥生時代〉

S B010住居跡， S K149土壌

J/ 39 下石動遺跡 〈遺物出土状況一古墳時代〉

S B026住居跡

JJ 40 下石動遺跡 〈遺物出土状況一古墳時代〉

S B016・SB024住居跡

JJ 41 下石動遺跡 〈遺物出土状況一古墳時代〉

S B014・SB199住居跡

JJ 42 下石動遺跡 〈遺物出土状況歴史時代〉

S B021住居跡， S K184土墳

JJ 43 下石動遺跡、 く遺物出土状況一歴史時代〉

S B189・SB196住居跡



PL. 44 下石動遺跡出土縄文土器

S K152土壌

JJ 45 下石動遺跡出土縄文土器

S B015・SB020・SB192. S B201住居跡， S K122・SKl71・SK179・SK183土墳

JJ 46 下石動遺跡出土石器〈縄文時代〉

S B003~ S B006・SB014. S B016住居跡， S K045・SK179土墳， A地区 (1-97)・

(K-1l4)・(M-125)・(N-1l2)・(P-1l5)・(Q-1l7)，B地区 (M-95)

JJ 47 下石動遺跡出土石器〈縄文時代〉

S B003住居跡， S K046土墳， S D216・SD217溝跡

JJ 48 下石動遺跡出土弥生土器

S K1l4・SK1l9・SK149土壌

JJ 49 下石動遺跡出土弥生土器

S K047 • S K048・SK1l4土壌

JJ 50 下石動遺跡出土弥生土器

S B010住居跡， S K038・SK047・SK048・SKllO • S K1l3・SK184土墳

JJ 51 下石動遺跡出土弥生土器

S B010住居跡， S K038・SK055・SK149土墳

JJ 52 下石動遺跡出土石器〈弥生時代〉

S B002・SB003. S B009・SB010・SB014・SB200住居跡， A地区 (N-lll)・

( P-1l5)・(P-122)

JJ 53 下石動遺跡出土石器〈時期不明〉

S B016. S B027住居跡， S K046土壌， A地区 (J-1l5)・(P-1l4)

JJ 54 下石動遺跡出土土師器〈古墳時代〉

S B014・SB016・SB024・SB026住居跡

JJ 55 下石動遺跡出土土師器く古墳時代〉

S B014. S B032. S B199住居跡， S K046土壌， B地区 (R-84)

JJ 56 下石動遺跡出土土師器く古墳時代〉

S B003・SB004・SB024. S B026・SB032住居跡， S K076土壌， B地区 (R-84)

JJ 57 下石動遺跡出土土師器く古墳時代〉

S B016・SB022・SB024・SB026住居跡、

JJ 58 下石動遺跡出土土師器く古墳時代〉

S B026・SB029・SB031住居跡， S D225溝跡， B地区 (P-84)・(R-84)

JJ 59 下石動遺跡出土土師器 ・須恵器〈古墳時代〉

S B016・SB022・SB026・SB199住居跡， S K092土壌， B地区(L-120)・

(R-84) 

JJ 60 下石動遺跡出土石製品 ・土製品 ・鉄器 ・鉄製品〈古墳時代〉

S B014・SB024・SB031住居跡， S D216溝跡， A地区 (P-1l7)，B地区 (J-97)・

(K-98) 

JJ 61 下石動遺跡出土土師器〈歴史時代〉

S B021住居跡， S K064・SK086・SK087・SK094・SK184土墳



PL. 62 下石動遺跡出土土師器〈歴史時代〉

SK065・SK082・SK087・SK089・SK132・SK184土壌

JJ 63 下石動遺跡出土土師器〈歴史時代〉

S B196住居跡， S K064・SK089・SK142・SK184土墳

JJ 64 下石動遺跡出土須恵器〈歴史時代〉

S B016住居跡， S K037' S K085・SK089・SK094・SK132・SK184土壌

JJ 65 下石動遺跡出土須恵器〈歴史時代〉

S K046・SK064・SK089・SK094・SK163・SK184土壌

JJ 66 下石動遺跡出土須恵器・黒色土器〈歴史時代〉

S K099 • S K101・SK1l5・SK184土壌， A地区 (Q-109)

JJ 67 下石動遺跡出土石製品・土製品・鉄器・鉄製品く歴史時代〉

S B188住居跡， S K065・SK090・SK142・SK184土壌， A地区(F-1l4)・(L-lll)・

(M-125)， B地区 (K-97)

!J 68 堤一本黒木地区〈航空写真〉

!J 69 堤一本黒木遺跡遠景

JJ 70 堤一本黒木遺跡全景

JJ 71 堤一本黒木遺跡く遺構〉

S KOl~03土壌

月 72 谷渡地区く航空写真〉

JJ 73 谷渡古墳群全景

JJ 74 谷渡古墳群全景

JJ 75 谷渡古墳群く遺構〉

S T01古墳全景・石室

JJ 76 谷渡古墳群く遺構〉

S T02古墳全景・ ST03古墳石室

月 77 谷渡古墳群〈遺物出土状況〉

S T01・ST03古墳

JJ 78 谷渡古墳群出土須恵器

S T01~03古墳

JJ 79 一本桜地区〈航空写真〉

JJ 80 一本桜古墳群く遺構〉

S T01古墳全景

JJ 81 一本桜古墳群く遺構〉

S T01古墳全景



I 調査の概要

1-





I 調査の概要

1.調査の経過

九州横断高速自動車道に伴う埋蔵文化財の発掘調査を開始したのは，昭和52年 1月18日であ

る。この年度は，佐賀市久保泉丸山・藤附，大和町惣座の各遺跡の調査を実施した。このうち，

久保泉丸山遺跡は，縄文時代晩期から弥生時代前期の支石墓群と古墳時代中期の古墳群からな

る，県下でも重要な遺跡であることがわかり，日本道路公団と保存の協議を重ね，後の昭和56
註 l

年・ 57年度に「移設保存工事」という措置をとることになる。

昭和52年度は，前年度の遺跡に加えて，佐賀市を中心に六本黒木・大門西・藤附などの遺跡
註2

の調査を実施した。

昭和53年度は，佐賀市の長尾・金立開拓・藤附・西原の各遺跡とともに，県東部の中原町で
註 3

も調査を開始し，綾部城跡・綾部八本松などの遺跡を手がけた。

昭和54年度は，佐賀市では三郎山・鈴熊・藤附遺跡，中原町では獅々喰・香田・白虎谷，の

各遺跡を調査するとともに，さらに県東部では東脊振村の浦田・西一本杉・下石動など，また
註 4

県西部では多久市の松瀬・米満などの遺跡の調査を実施しており，かなり広域に及んでいる。

昭和55年度は，東脊振村の下石動・西石動・山古賀，大和町の春日・醸石A・久池井，神埼

町の猿獄・上志波屋，上峰村の堤一本黒木・谷渡，中原町の一本桜，それに多久市の十井手・

今出川・山の上・池の平など，数多くの遺跡を調査している。そして，今回報告を行ったのは，
註5

この年度に調査を実施した遺跡のなかで，東脊振村下石動遺跡を中心としたものである。

昭和56年度は，前年度の遺跡に加えて，さらに大和町では醸石B，神埼町では朝日・切畑，

多久市では山王・撰分・大工固などの，遺跡の調査を実施するとともに，武雄市の後田遺跡を
註6

も行っている。

そして，この年度後半の昭和57年 1月から昭和58年 3月まで，さきの佐賀市久保泉丸山遺跡
註 7

の「移設保存工事」を実施した。

昭和57年度は，前年度からの継続が多く，多久市の山王・撰分，大和町の喋石・久池井・惣
註8

座・春日，神埼町の切畑・朝日，などの遺跡を調査した。

また，例の久保泉丸山遺跡の「移設保存工事」に伴う調査では， 100基を越す大規模な支石墓
註 9

群を確認している。

昭和58年度は，西は北方町から東は基山町まで，かなり広域に及ぶ調査を実施している。北

方町の東宮裾，多久市の撰分・長尾開拓，小城町の一本松古墳群，三日月町の織島西分，大和

町の東山田一本杉・惣座・久池井，神埼町の朝日北，鳥栖市の都谷・割石・日岸田，それに基
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註10

山町の三川下などである。

昭和59年度は，佐賀~鳥栖間で残っていた遺跡の調査も完了し，ついに調査の中心は佐賀~

武雄間へと進むことになる。対象となった遺跡のなかで主なものは，多久市長尾開拓，小城町

寄居 ・寺浦，三日月町老松山，大和町東山田 ・西山固などである。

そして，この昭和60年 3月に九州横断高速自動車道の鳥栖~佐賀聞が開通し，供用開始され
註11

た。

昭和60年度は，大和町，小城町，三日月町の 3町で調査を実施した。遺跡の主なものは，大
註12

和町の西山田，小城町の寄居 ・寺浦，三日月町の老松山など，前年度からの継続が多い。

昭和61年度は，大和町の西山田遺跡を終了し，調査の中心はさらに西へ進み，武雄~嬉野間

へ至っている。この地域の遺跡は窯跡が多く ，武雄市で聾屋窯跡などの調査を実施した。

2.調査組織

本報告書に掲載した遺跡の，発掘調査および整理報告の関係者は次のとおりである。

発掘調査(昭和54年 ・55年度)

(総括)

教育長 古藤浩

文化課 長 田中寿義雄

課長 補 佐 川久保松広 ・高島 忠平

(発掘調査)

文第 化財調査
l 係長

高島忠平

指導主事 高瀬哲郎 ・蒲原宏行・久保和彦(現，神埼農業高校教

諭)

嘱 託 久保 伸洋(現，東脊振村教育委員会)

調査補助員 佐藤 昭則(現，那珂川町教育委員会)・山口 俊博(現，鹿

屋市教育委員会)

調査準補助員 川谷昭彦 ・武広正純 ・城野一郎

(庶 務)

専 門 員 広川 昇(昭和55年度)

庶務係長 片測正美(昭和54年度)

主 事 北島和男 ・野口茂美 ・森由紀子
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整理・報告(昭和61年度)

(総 括)

教 育 長 志岐常文

文化課長 北村一義

課長補佐 尾 形 善 郎 ・宮原義幸

(整理・報告)

文第 化財調査
1 係長

中牟田賢治

指導主事 高瀬哲郎

文化財保護主事 松尾吉高

嘱 託 堤 圭子・原 葉子・種浦加代子

佐教賀北高等学校諭 多々良友博

東委脊員振会村主教育事 久保伸洋

(庶 務)

庶務係長 菊池文夫

主 査 山下行夫

主 事 西岡真一・鶴田明美

3.調査の概要

」孟ニ圭一二一同!日|

堤一本黒木遺跡

谷渡古績群

20凶

本報告書収録遺跡位置図
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下石動遺跡(略号S1 N) 

所 在 地 神埼郡東脊振村大字石動字二本松・ 三本松・四本松

調査担当者 高瀬哲郎・蒲原宏行・久保和彦・久保伸洋

調査期間

調査面積

遺跡の内容

主な出土遺物

昭和55年 2月7日~昭和56年 1月30日

12.000ぱ

弥生時代から歴史時代までの住居跡・土墳を主体とした集落跡

縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・子持勾玉

堤一本黒木遺跡(略号T1 K) 

所 在 地 三養基郡上峰村大字堤字一本黒木

調 査担当者

調査期間

調査面積

遺跡の内容

主な出土遺物

高瀬哲郎・久保伸洋

昭和56年 l月26日~昭和56年 2月20日

1，400m' 

弥生時代後期に丘陵上に造られた土墳(住居跡か)

弥生土器

谷渡古墳群(略号TNW)

所在地

調 査担当者

調査期間

調 査 面 積

遺跡の内容

主な出土遺物

三養基郡上峰村大字堤字谷渡

高瀬哲郎・久保伸洋

昭和56年 1月6日~昭和56年 2月7日

5，400m' 

古墳時代後期の古墳群

縄文土器・土師器・須恵器

一本桜古墳群(略号 1P Z) 

所 在 地 三養基郡中原町大字原古賀字一本桜

調査担当者

調査期間

調査面積

遺跡の内容

主な出土遺物

高瀬哲郎・久保伸洋

昭和55年 9月16日~昭和55年 9月26日

1，400m' 

古墳時代後期の古墳群

須恵器
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しも いし なり

下 石 動 遺 跡t

遺跡、名:下石動遺跡、(略号S1 N) 

所在地:神埼郡東脊振村大字石動字二本松・三本松・四本松
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下石動遺跡

1.遺跡の概要

下石動遺跡は神埼郡東脊振村大字石動字二本松，三本松，四本松に所在する。本遺跡の位置

している佐賀県東部地域は，概観すると標高l，OOOm前後の峰を連ねて東西方向にはしる脊振

山地を後背地として，それから南へいくつも派生する山麓の低丘陵地，さらにその裾野にひろ

がる低平地(いわゆる佐賀平野)，そして遠く有明海へといたる，地形をなしている。山地の傾

斜は急であるが，それに続く低丘陵地は，小さく出入りする狭く平坦な地形が多くみられる。

しかし，中原地区の姫方丘陵，上峰地区の二塚山丘陵，神埼地区の吉野ヶ里丘陵など，南へ細

長くのびる丘陵もある。また，山地に源を発する河川が山麓部に下る地域，例えば寒水川流域

の中原町山田地区・古田原地区，城原川流域の神埼町仁比山地区，それにこの田手川流域の東

脊振村石動地区などでは，山へ深く入り込む谷地形とともに，そこから低平地へむけてひろが

る扇状地形もみることができる。

いま，地域のこのような地形の変化のなかで，遺跡をその分布する立地状況で大きくとらえ

てみると，低丘陵部と低平地部で密度が高く，特に低丘陵部は県下でも有数の遺跡分布地域で

あり，時期も重層する複合遺跡であることが多いようである (Fig.1， PL. 1・2)。

時期別にこの地域の遺跡分布状況を掲げると，旧石器時代の遺跡はまだ発見例が少なし神

埼町二塚山遺跡，吉野ヶ里遺跡などの低丘陵地でわずかにナイフ形石器がみつかっているぐら

いである。

縄文時代になるとかなり遺跡の分布も多くなり，低丘陵地を中心に点々とみられる。しかし，

散布地がほとんどであり，遺構の確認例は神埼町船塚遺跡などぐらいで少ない。散布地として

は，東脊振村戦場ヶ谷遺跡(押型文土器)，山古賀遺跡，寺ヶ里遺跡，タヶ里遺跡，中原町姫方

原遺跡(押型文土器，剥片鉱)，姫方遺跡(阿高式土器)，上峰村堤土塁跡などである。しかし，
註13

中原町香田遺跡では集石遺構に伴って押型文土器が，支石墓に晩期の土器が，出土している。

このように縄文時代については，全体を通じての資料が少なく，押型文土器や支石墓に関する

ような，個々の検討がなされているにすぎない。

弥生時代に下ると，遺跡の分布域は低丘陵地から低平地にかけて大きく広がり，遺構の密度

が高くなるとともに，遺物の量もかなり増加してくる。とくに埋葬跡と住居跡は，それぞれ墓

地および集落として広い範囲で把えられるほどの規模のものが確認されており，縄文時代に比
註14

べてかなり状況が明らかになっている。埋葬跡としては，東脊振村二塚山遺跡群(聾棺墓・石

棺墓などの墓域，舶載鏡・貝剣11・青銅製鋤先・鉄矛などが出土)，三津永田遺跡(聾棺墓，舶載
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下石動遺跡 10 タヶ里遺跡 19 屋形原古墳群 28 一本谷遺跡

2 堤一本黒木遺跡 11 戦場ヶ谷遺跡 20 谷j度古墳群 29 目達原古墳群

3 西石動遺跡 12 三津永田遺跡、 21 一本桜古境群 30 堤土塁跡

4 浦田遺跡 13 伊勢塚前方後円墳 22 大塚古墳群 31 下中杖遺跡

5 西前回遺跡 14 志波屋六本松遺跡 23 二塚山遺跡 32 川寄遺跡群

6 山古賀遺跡 15 辛上廃寺跡 24 五本谷遺跡 33 尾崎利回遺跡群

7 山田谷古墳群 16 吉野ヶ里丘陵遺跡群 25 船石遺跡、 34 船塚遺跡

8 西石動古墳群 17 馬郡遺跡 26 土地遺跡

9 西一本杉遺跡 18 鎮西山南麓遺跡群 27 切通遺跡

Fig. 1 東脊振村周辺遺跡分布図
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註15

鏡・素環頭太万・鉄釧などが出土)，中原町姫方遺跡(大規模な聾棺墓)，上峰村船石遺跡(聾
註16

棺墓)などであり，また住居跡としては，中原町姫方原遺跡，町南遺跡，東脊振村西前田遺跡，

西石動遺跡，などの集落跡がある。そのなかで， 二塚山遺跡群の調査成果からは，その地域の

埋葬の変遷や共同体の構成にいたるまでの，地域的なひとつの状況さえも探り出されている。

古墳時代では，遺跡の分布域はさらに広がり，山地側にまでおよんでくるようになる。数的

にみると遺構のほとんどは古墳であり，他には住居跡，土壊などが確認されているにすぎない。

それも時期としては後期のものが多い。前期から中期にかけての遺構としては，東脊振村西一
註17

本杉遺跡(円墳，割竹形木棺・箱式石棺)，下三津前方後円墳，上峰村五本谷遺跡(方形周溝

墓)，中原町姫方の雄塚・雌塚，三田川町目達原古墳群などの墓跡，中原町香田遺跡，姫方原遺
註18

跡，神埼町尾崎利回遺跡などの住居跡が注目される。特にこれらの遺跡のなかで，西一本杉遺

跡の古墳は現在，県下で最古に位置づけられるもののひとつであり，また目達原古墳群は佐賀

平野部の古墳の消長を探るうえで重要なものである。後期のものとしては，やはり古墳が中心

であるが，神埼町伊勢塚(前方後円墳)のような規模の大きなものは少なしいわゆる群集墳

を形成しているものが多い。中原町山田古墳群，少弐山古墳群，白虎谷古墳群，一本桜古墳群，

上峰村谷渡古墳群，奥の院古墳群，新立古墳群，二本柳古墳群，鎮西山南麓古墳群，東脊振村

修学院古墳群，上石動古墳群，西石動古墳群，石動西一本杉古墳群，龍拝古墳群，浦田古墳群，

戦場古墳群，などが知られている。なお，住居跡では，東脊振村西前田遺跡，浦田遺跡，タヶ

里遺跡においてカマドをもつものが確認されており，県下でも古い例として注目されているが，

全体的に集落としての状況はあまり明らかではない。
註19

歴史時代の遺跡で調査された例は少ないが，浦田遺跡(奈良~平安時代の住居跡)，三田川町
註20

下中杖遺跡(平安~鎌倉時代の集落跡)，などがある。とくに下中杖遺跡では井戸跡から多量の

輸入陶磁器が出土しており，その地域の生活水準の高さを示している。また，この時代のひと

つの特徴として，寺院跡がある。東脊振村辛上廃寺では百済系瓦，上峰村塔の塚廃寺では鴻腫

館式瓦，がそれぞれ出土しており，周辺地域に所在する寺院跡，あるいは官街跡との関連をう
註21

かがわせている。また下っては，東脊振村霊仙寺跡がある。これは中世において，この脊振山

中で行われた，いわゆる山岳仏教に関連した遺跡で，火葬に伴う種々の埋葬施設，それに寺院

施設などの遺構が確認されており，この時期の地域のひとつの特殊性を示している。その他に

は，やはり脊振山南麓の低い山々を中心として，いわゆる中世山城が点々と築かれている。例

えば，中原町鷹取山城跡，白虎城跡，臥牛城跡，綾部城跡，上峰村鎮西山城跡，東脊振村飯盛

城跡，などがある。

以上のように，この下石動遺跡の周辺には数多くの遺跡が分布しており，時期も旧石器時代

から通じている。下石動遺跡も縄文時代からの複合した遺跡であり，これらの遺跡との関連を

考えるうえからも，重要な遺跡であろう。
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さて，下石動遺跡は前述のように，脊振山系に源を発する河川のひとつ，田手川が山麓部か

ら平野部へと流れを変える地域，その扇状地形のところに位置している。一帯は平坦地である

が，東側は南北にのびる二塚山丘陵が真近にせまっているい西側は田手川の河岸段丘となっ

ており，地形としては南側にひらけている (Fig.2， PL. 3)。

遺構は，この平坦地全域にひろがっているようであるが，今回の調査は下石動地区の南側を，

幅50mで東西に横切るかたちで実施している。南北にはしる旧道により漸定的に区切り，東側

からA・B・C地区と したが，その総面積は約12，OOOm'である。 一帯は現在水田地帯であるが，

いまに至るまで地形の大きな改変もなかったようで，検出した遺構の残存状況は良好で、あった

(Fig. 3， PL. 4)。

各調査区の遺構の分布状況をみると，やや高位に位置する A地区に明らかに遺構が集中して

Fig. 2 石動地区周辺地形図(1/10，000) 
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おり， B地区， c地区へと田手川左岸の方に下るにつれて，その数は激減する (Fig. 4 

~ 6)。これは本遺跡の全時期を通じてみられる現象であり，いかにA地区の一帯が重要な地域

であったかがうかがえる。

A地区では，弥生時代の竪穴式住居跡19軒・土墳55基，古墳時代の竪穴式住居跡17軒・土壌

3基，歴史時代の竪穴式住居跡 5軒・土壌20基，中世の溝跡 5条，それに時期不明の竪穴式住

居跡 2軒・掘立柱建物跡 2棟・土壌20基，計148の遺構を確認している (Fig. 4， PL. 5 

~7)。

B地区では，弥生時代の竪穴式住居跡 1軒，古墳時代の竪穴式住居跡 5軒・土壌 5基，歴史

時代の竪穴式住居跡 1軒・掘立柱建物跡 2棟・土墳 9基，中世の溝跡 3条，それに時期不明の

土墳 5基，計31の遺構を確認している (Fig.5， PL. 8・9)。

C地区では，古墳時代の土墳 l基，歴史時代の土壌 3基，それに時期不明の土壌18基，計22

の遺構を確認している。

これらを時代別に総計してみると，弥生時代の竪穴式住居20軒・土壌55基，古墳時代の竪穴

式住居跡22軒・土壌 9基，歴史時代の竪穴式住居跡 6軒・掘立柱建物跡 2棟・土壌32基，溝跡

Fig. 3 下石動遺跡周辺地形図(1/4，000) 
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8条，それに時期不明の竪穴式住居跡 2軒 ・掘立柱建物跡 2棟 ・土壌43基であり ，本遺跡で検

出した遺構総数201のうち，弥生時代と歴史時代のものが数的には多いようである (Tab.1)。

これは出土した遺物の量からみても同様であり ，遺物としては縄文土器・弥生土器・土師器・

須恵器 ・黒色土器 ・磁器などの土器類や石器 ・石製品などがみられるが，そのうち弥生土器と

土師器 ・須恵器がきわめて多い。縄文土器は遺構を検出できなかったが，弥生土器 ・土師器 ・

須恵器の多くは竪穴式住居跡と土壌から，また磁器は溝から，検出している。以下の遺構の年

代決定は，これら遺物の比較検討に大概基づいて行っている。
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2.遺構

下石動遺跡では，旧石器時代の遺構は検出していない。縄文時代についても，遺物は弥生時

代や古墳時代の住居跡埋土から出土したものが多く，その時期の遺構として明確に把握できる

ものはない。ただ，多くの縄文土器片が出土した SK152土墳の状況については，検討する必要

があろうが，下石動遺跡からのそれら縄文土器の出土状況と対照してみると，やはり混じり込

んだ可能性が強い。 一応，縄文時代の遺構も検出していないものとしたい。

(1)弥生時代

この下石動遺跡では，弥生時代以降の遺構は多く検出されている。弥生時代の遺構としては，

竪穴式住居跡・土壌，がみられる。また，それらから出土した遺物は中期と後期のものにわかれる。

竪穴式住居跡は20軒で， 平面形態により分類すると，円形 ・長楕円形・隅丸長方形にわける

ことができる。その平面形の違いから住居跡相互の配置関係をみてみると，円形のものどうし

では切り合いはない。もっとも近接しているものとしても，S BOll住居跡と SB012住居跡で

あり ，約0.8mの間隔である。だが，同形のものと長楕円形・隅丸長方形のものには，切り合っ

たり，近接している状況を数か所で確認できる。たとえば， A地区南側では，円形のSB023 

住居跡が隅丸長方形の SB205・020住居跡を，またA地区西側では円形の SBOll住居跡が長楕

円形の SB208住居跡を，それぞれ切っている。このよ うなことからすると，この遺跡では住居

跡の平面が円形のものが長楕円形・隅丸長方形のものより，先行してあらわれるようである。

つぎに規模 ・構造についてみると，円形のものは床面積14"'32m'・主柱穴数 4"'8個，長楕

円形は床面積10"'22m'，隅丸長方形は床面積 9"'24ぱ，である。長楕円形と隅丸長方形のもの

については，主柱穴数を確定できなかったが，S B020・SB202・SB204住居跡の検出状況か

らすると，柱穴数は少ない。また，円形住居跡の柱部分については柱痕まで確認できたものも

あるが，ほとんどの柱が直径15cmほどの丸い部材しか用いておらず，細いようである。

土壌は55基検出しているが，その配置をみると，住居跡の屋内にはまったくない。ほとんど

が屋外であり，住居跡と接したり，切り合う関係にあるものでも，数基しかないなど，土携を

基本的には屋外に配置するものとしていた状況がみられる。

それら土壌を，形態により分類すると，まず平面は方形・長方形・円形・楕円形・長楕円形・

不整形にわけることができる。断面は，平坦な墳底から壁がまっすぐに立ち上がっていくもの

と，浅くくぽむ墳底から壁もゆるやかにのびていくものとがみられる。そのうち前者には， A

地区西側の SK038"'040・SK161土墳のように壊底に小穴をもつものと，S K123・SK124・

S Kl77土壌のように墳底に小穴をもたず平坦なものとがある。

遺物としては，聾・査・鉢・高杯 ・蓋 ・器台 ・支脚が出土しているが，いわゆる聾棺とされ

るものは出土していない。弥生時代における，この地域の土地利用に関して，貴重な示唆を与

えるものである。

以下に，これら遺構を住居跡と土壌に区分して，掲げていくことにする。
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Fig. 7 S B002住居跡実測図

S 8002住居跡 (PL.ll-l)

位置 A地区 O~P-114~115 

規模長径 5.06m

短径 5.00m

壁高 O.06m

主柱穴数 6個

出土遺物 弥生土器(婆)，石器(石庖丁)

遺物出土状況

その他 S B201住居跡に北東側を切られる。
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Fig. 8 S B005住居跡実測図

A lL=38.80m 

努w
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一一← L=38.80m 

ー扇面函届
2m  

S 8005住居跡 (PL.11-2) 

位置 A地区 P-118 

規模長径 4.50m

短径 4.37m

壁高 O.18m

主柱穴数 5個

出土遺物 弥生土器(斐)，土師器(杯)，土製品(器台)，石器(削器・尖頭器)，石

製品(砥石)

遺物出土状況

その他 S B004住居跡に西側の一部を切られる。
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S B009住居跡実測図Fig. 9 

S 8009住居跡 (PL.11-3)

M~N-119~120 A地区位置

5.42m 径長規模

5.38m 2霊短

O.lOm 高壁

6個主柱穴数

弥生土器(斐)，須恵器(壷)，土製品(支脚)，石器(磨製石斧)出土遺物

S B199住居跡に西側を切られる。

-22-

遺物出土状況
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Fig. 10 S BOll住居跡実測図

S 8011住居跡 (PL. 12-1) 

位置 A地区 J~K-114~ 115 

規模長径 6.33m

短径 6.18m

壁高 O.12m

主柱穴数 8個

出土遺物

遺物出土状況

その他
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S 8012住居跡 (PL. 12-2) 

位置 A地区 J~K-115~117 

規 模長径 6.48m

短径 6.11m 

壁高 0.22m

主柱穴数 6個

出土遺物 弥生土器(壷)，土師器 (小型の萱)

遺物出土状況

Fig. 11 S B012住居跡実測図

その他 S K130土墳に北側の一部を切られる。 4個の柱穴に柱痕を残す。
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Fig. 12 S B 015住居跡実測図

S 8015住居跡

位置 A地区 I~T-118~119 

規模長径 5.24m

短径 4.98m

壁高 O.26m

主柱穴数 4個

出土遺物 縄文土器(深鉢)

遺物出土状況

その他 S K184土墳に北西側を切られる。 4個の柱穴に柱痕を残す。
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Fig. 13 
S B017住居跡実測図
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S 8017住居跡 (PL. 12-3) 

位置 A地区 M~N-122~123 

規模長径 5.40m

短径 5.20m

壁高 O.08m

主柱穴数 6個

出土遺物 弥生土器(護)，土製品(器台)，石器(ブレイク)

遺物出土状況

その他 S B196住居跡に北東側を， S K155~157土壊に南側を切られる。 5 個の

柱痕を残す。
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Fig. 14 S B023住居跡実測図

o 2 m 

S 8023住居跡 (PL. 13-1) 

位置 A地区 F~G-117~118 

規模長径 5.22m

短径 4.80m

壁高 O.12m

主柱穴数

出土遺物

5個

弥生土器(饗)，土製品(器台)

遺物出土状況 住居跡の中央部付近で，ほぽ床面に接するところに，わずかに遺物が散

布。

その他 5個の柱痕を残す。
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Fig. 15 S B 027住居跡実測図

S 8027住居跡 (PL. 13-2) 

位置 A地区 H~I-125~126 

規模長径 5.38m

短径 5.21m

壁高 O.23m

主柱穴数 4個

出土遺物 弥生土器(斐 ・萱)，石製品(磨石)

遺物出土状況

その他 南側が削平されている。
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Fig. 16 S B 208住居跡実測図

S 8208住居跡

位置 A地区 K~L-1l5 

規模長径 4.00m

短径 3.72m

壁高 O.08m

主柱穴数

弥生土器(婆)出土遺物

遺物出土状況

その他
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S 8202住居跡 (PL. 13-3) 

位置 A地区 P-1l3~1l4 

規模長径 4.41m

短径 2.80m

壁高 0.34m

主柱穴数

出土遺物 弥生土器(斐・壷)

遺物出土状況

その他
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S 8197住居跡

位置 A地区 P~Q-122~123 

規模長径 2.76m残

短 径 2.96m

壁高 0.16m

主柱穴数

出土遺物 土師器(高杯)

遺物出土状況

その他 北側が調査区外のため未掘

S 8209住居跡

位置 A地区 N~Oー111~1l2

規模長径 4.28m

短 径 2.19m

壁 高 0.14m

主柱穴数

出土遺物 弥生土器(斐)

i m 遺物出土状況床面より 0.1mほど上位

Fig. 18 S B 197住居跡実測図
その他

の遺構検出面付近に，破

片が散布。遺物は少ない。

S B007住居跡に南側の

一部を切られる。

G ~g 
ノ

ゑ物級協級協物初級協物物物級協mz多
1-

Fig. 19 S B 209住居跡実現li図 園田園ー
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Fig. 20 S B 204住居跡実測図

S 8204住居跡 (PL. 14-1) 

位置 A地区 H~I-114~115

規模長径 5.32m

短径 2.82m

壁高 O.12m

主柱穴数

出土遺物 縄文土器，弥生土器(窪・萱)

遺物出土状況住居跡のほぼ中央部で，床面より O.15mほど上位の埋土中層に，散布。

遺物はわずかである。

その他
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Fig. 21 S B 006住居跡実測図

S 8006住居跡 (PL. 14-2) 

位置 A地区 O~ P-118~ 119 

規模長辺 6.56m

短辺 3.44m

壁高 0.10m

主柱穴数

出土遺物 弥生土器(窪)，石器(石匙)

遺物出土状況

その他
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Fig. 22 S B 010住居跡実測図

S 8010住居跡(P L. 14-3， 38-1) 

位置 A地区 N~O-122~ 123 

規模長辺 5.63m

短辺 4.44m

壁高 O.33m

主柱穴数 4個

出土遺物 弥生土器(饗・萱)，土製品(支脚・器台・土製円盤)，石器(石斧)

遺物出土状況

その他 S K119土壌に南西隅を切られる。
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S 8020住居跡 (PL. 15-1) 

位置 A地区 G~H-116~117

規 模長辺 7.10m

短辺 4.00m

壁高 0.12m

主柱穴数

出土遺物 縄文土器(深鉢)，土師器(蚕・萱)

遺物出土状況

Fig. 23 S B 020住居跡実測図

その他 S B023・205住居跡に南東隅を切られる。
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Fig. 24 S B 205住居跡実測図

S 8205住居跡 (PL. 15-2) 

位置 A地区 G-117~118 

規模長辺 4.28m

短辺 2.19m

壁高 O.14m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他 S B023住居跡に南東側，全体の%を切られる。

弥生土器(饗)，土師器(杯)

-36-



hv…ω 

S 8030住居跡 (PL. 15-3) 

位置 B地区 G~H-84~85 

規 模長辺 5.27m

短辺 4.16m

壁高 O.15m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他

土師器(套・高杯・手担土器・杯)
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Fig. 25 S B 030住居跡実測図
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S 8200住居跡

位置 A地区 Q-1l4~1l5 

規模長辺 4.17m

短辺 O.79m

壁高 O.20m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他 北側が調査区外のため，遺構の大半は未掘の状態である。

弥生土器(護)，土師器(高杯)，土製品(器台)，石器(石庖丁)
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S K038土繍 (PL. 16-1) 

位置 A地区 L-112 

規模長辺 1.62m

短 辺 O.93m

深さ O.25m 

出土遺物 弥生土器(斐・萱)，土製品(器台)

遺物出土状況 ほぽ墳底に接するところから，

埋土上層にかけて，広く散布。

完形のものもみられる。

その他 底の中央に柱穴をもっ。

S K039土壌 (PL. 16-2) 

位置 A地区 L-112 

規模長辺 1.05m

短辺 O.83m

深さ O.81m
L=38.60m 
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Fig. 29 S K040土壌実測図
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出土遺物

遺物出土状況

その他 断面袋状をしており，底の中央

に柱穴をもっ。

S K040土場 (PL. 16-3) 

位置 A地区 K-112~113 

規 模 長 辺 1.18m

短辺 O.74m

深さ O.88m 

出土遺物

遺物出土状況

その他 底の 中央に柱穴をも

2m つ。



S K054土壌

位置 A地区 H~J-123 

規模 長 辺 1 .81m

短 辺 1.59m

深さ 0.32m

出土遺物 弥生土器(婆)，土製品(器台 ・支脚)

遺物出土状況墳底より 0.1mほど上位の埋土中層から

上層にかけて，散布。完形のものもみら

一一L=38.20m 

後阪タグ
後初 E!仏土壌実測図

Fig.31 
S K156土壌実測図

白

れる。

その他 柱穴をもっ。

S K 156土墳

位置 A地区 L~M-123 

規模長辺 1.20m

短 辺 0.64m

深さ 0.87m

出土遺物

S K 161土繍 (PL. 17-1) 

位置 A地区 L-1l4 

規 模 長 辺 0.96m

短辺 0.70m

深さ 0.55m 

出土遺物

遺物出土状況

その他 柱穴をもっ。
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Fig. 32 S K161土壌実測図
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その他 柱穴をもっ。 SK157土

壌を切る。
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S K 171土墳 (PL.17-2)

位置 A地区 N-119 

規模長辺 1.OOm

短辺 O.78m

深さ O.62m 

出土遺物 縄文土器(深鉢)

遺物出土状況

その他 柱穴をもっ。

S K 172土境

位置 A地区 K-117~118 

規 模 長 辺 1.62m

短 辺 O.92m

深さ O.13m 

出土遺物 弥生土器(費)

遺物出土状況

その他 柱穴をもっ。

一一一 L=38.60m 

。

S K178土壌実測図

S K 178土境

位置 A地区 0-117

規 模 長 辺 1 .11m 

短辺 O.70m

深さ O.86m

出土遺物

遺物出土状況
2m 

その他 柱穴をもっ。
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Fig. 37 
S K035土壌実測図
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S KOOl土壌

位置 A地区 P-119 

規模長辺 1.38m

短 辺 0.82m

深さ 0.35m

出土遺物

遺物出土状況 土壌の北側上位から墳底へ

かけて，流れ込むような状

況で出土。遺物は少なく，

破片ばかりである。

S B006住居跡に南側を切その他

られる。

S K035土墳 (PL.17-3)

位置 A地区 O~P-113 

規模長辺 1.28m

短 辺 1.20m

深さ 0.84m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 114土繍

位置 A地区 P-122 

規模長辺 1.88m

短辺 1.43m

深さ 0.69m

出土遺物 弥生土器(斐・鉢・萱)，土師

器(鉢・甑)，須恵、器(杯蓋)，

土製品(器台・支脚)

遺物出土状況墳底近くから遺構検出面の

ところまで，土墳全体に弥

生土器が散布。遺物は大変

多いが，破片ばかりである。

S K115土壊に南東隅を切その他

られる。
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Fig. 41 S K162土壌実測図
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短 辺 O.95m

深さ O.13m 

出土遺物 弥生土器(翠)

遺物出土状況土壌のほぼ中央部

で，壌底より O.1m

ほど上位の遺構検

出近くに，破片が

散布。

その他

S K 122土墳

位置 A地区 M-121 

規 模 長 辺 O.94m

短 辺 O.92m

深さ O.64m 

出土遺物 縄文土器(深鉢)

遺物出土状況

その他

S K 157土場

位置 A地区 L~M-123 

規模長辺 1.69m

短辺 1.26m

深さ O.45m 

出土遺物

遺物出土状況

その他 S K156土壌に切られる。

S K 162土墳 (PL. 18-3) 

位置 A地区 M-114 

規模長辺 O.90m

短辺 O.72m

深さ O.65m

出土遺物

遺物出土状況

その他



g 

....lg号

一一一一L=38.50m 

Fig.42 

S K165土墳実測図

E 

f 

一一一一L=38.60m 

らJV7土壌

L =38.50m 

届匝函ー~

Fig. 44 S K 186土壌実測図

S K 165土境 (PL. 19-1) 

位置 A地区 K~L-122~123 

規模 長 辺 2.22m

短 辺 2.12m

深 さ O.54m

出土遺物 弥生土器 (聾 ・萱)

遺物出土状況土墳の中央付近で，墳底より

O.15mほど上位の埋土中層の

ところに， 集中して出土。遺物

はあまり多くない。

その他

S K 177土壌

位置 A地区 L-1l6 

規模 長 辺 1.05m

短 辺 O.76m

深さ O.68m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 186土犠

位置 A地区 J-1l9~120 

規模長辺 1.25m

短辺 1.13m

深 さ O.88m

出土遺物

遺物出土状況

その他 S B014住居跡に北側を切られ

る。
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S K041土墳 (PL. 19-2) 

位置 A地区 J-112 

規模長辺 1.05m

短 辺 0.60m

深さ 0.46m

出土遺物

遺物出土状況

その他

円、

Hω

∞・
ω
C
H
U

Fig. 45 S K041土墳実測図

S K042土壌 (PL. 19-3) 

位置 A地区 J~K-112~113 

規模 長 辺 1.62m

短辺 1.18m

深さ 0.65m

L= 出土遺物 弥生土器(饗・萱)，土製品(器台)

38.60m遺物出土状況墳底より 0.15mほど上位のところから，遺
竺 'ググ方正二二三二刃彩タ
E 4勿~勿勿~ 構検出面にかけてよく散布。遺物はやや多

Fig. 46 S K042土壌実測図
し ~o

その他

S K043土壌 (PL. 20-1) 

位置 A地区 F-115~116 

規模 長辺 1.46m

短 辺 1.20m

一一一 L=38.80m 深さ 1.28m 

出土遺物 弥生土器(護・壷 ・鉢)

遺物出土状況墳底より 1.0mほど上位の埋土上層に，散

布。破片ばかりである。

2 m 

Fig. 47 S K043土壌実測図

その他
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Fig. 48 S K051・052・053土壌実測図
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S K051・052・053土域

位置 A地区 H-122 

規模長辺 2.32m

短辺 1.54m

深さ 0.20m

出土遺物 弥生土器(婆)

遺物出土状況 (S K052)土壌の南

側で，ほぽ壌底に接

するところに，破片

がわずかに散布。 (S

K053)土壌の西壁近

くで，ほぽ墳底に接

するところに，破片

がわずかに散布。

S K051→052→053 

の土壌の順で作られ

一一 L=38.50m 

その他

ている。

S K055土犠 (PL.20-2) 

位置 A地区 J-122 

規模長辺 1.42m

短 辺 0.90m

深さ 0.34m

出土遺物 弥生土器(楚)，土師器(杯・

斐)，土製品(器台・支脚)

遺物出土状況遺構検出面から埋土中層にか

けて，流れ込むような状況で出

土。遺物は土壌全面に広く散

布。遺物には完形に近いものも

ある。

その他

S K098土墳 (PL. 20-3) 

位置 A地区 P-1l1 

規 模 長 辺 1 .89m

短 辺 O.77m

0.44m 

弥生土器(寮・斐蓋・壷・鉢)

墳底より 0.15mほど上位，埋土

中層に広く散布。遺物はやや多

いが，破片ばかりである。

その他
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S K 103土墳

位置 A地区 O~P-113~114 

規模長辺 1.24m

短辺 O.82m

深さ O.69m

出土遺物

遺物出土状況

J 

一一一一L=38.80m 

その他

Fig. 51 S KI03土壌実測図
5
0
h
S
 

H
A
-
-

- L =38.70m 

ゑ Fig.52

巡会

S B202住居跡の南側の一部を

切る。

S K 111土墳 (PL. 18-1) 

位置 A地区 P-120 

規模長辺 2.31m

短 辺

深さ

出土遺物

1.25m 

O.82m 

弥生土器(婆 ・萱)，

須恵器(杯)

遺物出土状況 壌底より O .2~O . 6

m ほど上位，埋土

中層に広く散布。

遺物はやや多いが，

破片ばかりである。

その他

S K 119土壌 (PL. 21-1) 

位置 A地区 M~N-122 

規模長 辺 3.14m

短 辺 1.03m

深さ O.59m

出土遺物 弥生土器(婆 ・萱)，

土 製品(器台 ・支

脚)

遺構検出面から埋

土下層にか砂て，

流れ込むような状

況で出土。遺物は

やや多く ，また，破

片も大きめ。

S B010住居跡の

南西隅を切る。

遺物出土状況

一一L=38.50m 

ノ~~〆似~//，//グ その他

Fig. 53 S K119土壌実測図
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一一一L=38.80m 
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Fig. 54 S K123土墳実測図
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S K 123土塀 (PL.21-2)

位置 A地区 M-113 

規模長辺 1.12m

短 辺 O.80m

深さ O.42m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 138土塘 (PL.21-3)

位置 A地区 1-121 

規模長辺 1.79m

短 辺 O.89m

深さ O.42m

出土遺物 弥生土器(奮)，土師器(杯・蓬)， 

その他

黒色土器(杯)

土壌の北側で，墳底より O.2m

ほど上位の埋土中層に，広く散

布。破片が多い。

S K139土壌に東側を切られる。

ゑ初反努
Fig.55 S K138土壌実測図

L =38.20m 

o 2 m 

Fig. 56 S K147土壌実測図

S K 147土墳 (PL. 22-1) 

位置 A地区 J~K-125 

規模長辺 1.60m

短 辺 1.07m

深さ O.69m

出土遺物

遺物出土状況

その他
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一一一L=38.60m

S K 148土壌 (PL. 22-2) 

位置 A地区 K-125 

規模長辺 1.20m

短 辺 0.80m

深さ 0.55m

出土遺物

遺物出土状況

その他

Fig. 57 S K148土壌実測図
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Fig.58 

一 一

S K 149土壌 (P L. 22-3 ， 38-

2・3) 

位置 A地区 M-124 

規模長辺 2.34m

短辺 1.08m 

深さ 0.58m

出土遺物 弥生土器(護・萱)，

土製品(器台)

遺物出土状況墳底より O.lmほ

ど上位の埋土下層

のところから， 中

層にかけて，土壌

全体に散布。遺物

は多く，また破片

も大きめ。

その他

S K 160土域

位置 A地区

規模長辺

L~M-114 

1.26m 

一一一L=38.20m 
短辺 0.76m

深さ 0.95m

出土遺物

遺物出土状況

その他届届匝ー一ー

Fig. 59 S K160土壌実測図
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S K 168土墳

位置 A地区

規模長辺

深さ

出土遺物

遺物出土状況

M-120 

1.03m 

短 辺 0.73凶

その他

Fig. 60 S K 168土壌実測図

S K 179土塘

位置 A地区

規模長辺

短 辺

0.62m 

S B210住居跡に南側を切られ

る。

J-120 

1.62m 

1.34m 

深さ 0.92m

出土遺物 縄文土器(深鉢)，石器(削器)

遺物出土状況

その他

一一一L=38.60m 

m

図

2
1
測実壌土ハ

wd
弓

t
司

iK
 

Q
U
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O~P-118 

1.42m 

1.04m 

S K 183土墳

A地区

辺

辺

長

短

位置

規模

O.76m 

縄文土器(深鉢)

1.08m 

L-114~115 

3.09m 

2.74m 

さ

遺物出土状況

規模 辺

A地区

辺

さ

S K 124土横

深

出土遺物

短

深

出土遺物

長

その他

位置

一一L=38.60m 

遺物出土状況

その他
一一一一 L=38.60m 

g 

n 

-

L =38.50m 
o 1m 

匝嗣孟ー-

Fig.64 
S K113土墳実測図

N-120 

1.02m 

O.98m 

A地区

径

径

S K124土壌実測図

S K 113土境

位置

規模 長

短

Fig.63 

O.45m 犬、深

弥生土器(護)

墳底より O.35mほど上位，遺構

検出面近 くに，破片がわずかに

散布。

出土遺物

遺物出土状況

その他
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S K166土壊実測図

一 一

一一一L=38.50m

警
Fig. 66 S K044土壌実測図
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Fig. 67 S K056土墳実測図

S K 166土墳 (PL. 23-1) 

位置 A地区 L-121 

規模長径 1.04m

短 径 O.89m

深さ O.66m

出土遺物 縄文土器，弥生土器(翠)

遺物出土状況土墳の西壁寄 りで，壌底より

O.5mほど上位の埋土上層付近

に，散布。遺物は少ない。

S B016住居跡に南側を切られその他

る。

S K044土域

位置 A地区 G-120 

規 模 長 径 O.63m

短 径 O.44m

深さ O.37m

出土遺物 弥生土器(婆)

遺物出土状況土壌のほぼ中央部で，墳底より

O.1mほど上位の埋土中層付近

に，破片がわずかに散布。

その他 S D216溝跡に南側を切られる。

S K056土墳 (PL. 23-2) 

位置 A地区 1-125 

規 模 長 径 1 .57m

短 径 O.81m

深さ O.80m

出土遺物 石器(石斧)

遺物出土状況

その他 S B027住居跡に南側を切られ

る。

-52-



E
B
.∞一円

H

J
|
|
 

!と通

勿ダ叫一

、、一一

L =38.60m 

移疹務グ

S K 140土墳 (PL. 23-3) 

位置 A地区 K-122 

規模長径 1.43m

短 径 O.89m

深さ O.42m 

出土遺物 弥生土器(饗)，土製品(器台)

遺物出土状況墳底より O.2mほど上位，埋土

中層に，広く全面に散布。遺物

はあまり多くないが，破片は大

きめ。

その他

S K 170土壌

位置 A地区 L-118 

規模長径 1.55m

短 径 O.85m

深さ O.39m 

出土遺物 弥生土器(套)

遺物出土状況

その他

C日D 

S K048土壌 (PL. 24-1) c、a
cec V3 

11 位置 A地区 H-121 
ド」

I ~ 規模長径 2.92m

短径 O.85m

深さ O.12m 

出土遺物 弥生土器(婆・壷)，

I ~ 土製品(器台)

- L =38.20m 
遺物出土状況土壌のほぽ中央部

ち~d 1 m で，壌底より O.lm

l-T--T-rTi 
ほど上位の遺構検

Fig. 70 S K048土墳実測図 出面付近に，集中

して出土。遺物は

やや多いが，破片

ばかりである。

その他
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一⑤ -

Fig.71 
S K049土壌実測図

一一L=38.40m 

S K049土墳

位置 A地区 F-1l9 

規模 長 径 1.18m

短 径 O.69m

深さ O.62m

出土遺物 弥生土器(婆)， 土製品(器台)

遺物出土状況

E その他
cコ
tr) 

n 

-

-L =38.50m 

句協房タタ
Fig. 72 S K 110土壌実測図

自
己
申

S K 110土壌 (PL.24-2)

位置 A地区 L-1l8 

規模 長 径 3.13m

短 径 O.97m

深さ 0.54m

出土遺物 弥生土器(饗・壷)， 

土師器(斐)

遺物出土状況土壌の南壁付近で，

壌底より 0.4mほ

ど上位の遺構検出

面近くに， 2~3 

個体分の破片が散

布。

その他

S K213土繍

位置 A地区 K~L-117~118 

規模長径 2.50m

短 径 0.78m

深さ 0.17m

出土遺物

遺物出土状況

2m  その他

Fig. 73 S K213土壌実測図

-54-

S B206住居跡に南側の一部を切

られる。
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Fig. 76 S K150土壌実測図

S K034土壌 (PL. 24-3) 

位置 A地区 P-112~113 

規模 長 辺 2.40m

短辺 O.83m

深さ O.27m

出土遺物 弥生土器(套)，土師器(杯)，

土製品(器台)

遺物出土状況土壌のほぼ中央部で，墳底よ

りO.15mほど上位の埋土中

層に，破片が散布。 遺物は

少ない。

その他

S K047土墳

位置 A地区 E~F-117 

規 模 長 辺 1 .01m

短 辺 O.97m

深さ O.40m

出土遺物 弥生土器(饗・童)，土製品(器

台・支脚)
一一L=Jd.oum 

遺物出土状況遺構検出面の北側上位から埋

土中層にかけて，流れ込むよう

な状況で出土。遺物は土墳全面

に広 く散布。破片が多い。

南側が調査区外。その他

S K 150土墳

位置 A地区 M-124 

規模長辺1.80m

短辺 1.00m

深さ O.09m

出土遺物

遺物出土状況土壌の南側で，ほぽ墳底に接す

るところに，わずかに散布。小

破片である。

その他
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一一一 L=38.60m 

Fig. 77 S K145土壌実測図

S K 145土壌

位置 A地区 H-119 

規模長辺 1.62m

短 辺 O.92m

深さ O.22m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 176土壌

位置 A地区 J~K-117 

規 模 長 辺 3.10m

短辺 1.10m 

深さ O.20m

出土遺物 弥生土器(斐・壷)，土製品(器

一一一 L=38.60m 台)

Fig. 78 S K176土壌実測図

-56-

遺物出土状況

その他



(2) 古墳時代

古墳時代の遺構としては，竪穴式住居跡・掘立柱建物跡・土壌，がみられる。また，それら

の遺構から出土した遺物は後期のものである。ただ，やや時期差があるようである。

竪穴式住居跡は， A地区で17軒， B地区で 5軒，計22軒を検出している。平面はすべて方形

である。

まず，それらの配置であるが，住居跡相互の切り合いは少なく， A地区東端の SB192住居跡

とSB194住居跡， S B018住居跡と SB193住居跡の 2か所でしかみることはできない。また，

全体的には， A地区北東端の SB194・SB195住居跡と B地区西端の SB032住居跡を除いて，

各住居跡の南北中心軸方向が真北よりやや西傾する，という状況がひろくみられる。このよう

に多くの遺構がその方向をほぼ同じにとるには，この時期の自然および社会的条件に依るとこ

ろが大きいと思われるが，そのひとつとして地形との関連を考えることができそうである。特

にA地区では，地形測量の等高線(Fig.4)が示すように，微高で平坦な丘陵がゆるやかに北北西

から南南東の方向にのびているが，それと住居跡群の南北中心軸の方向はほぼ同じなのである。

つぎに各住居跡の規模や位置関係であるが，やはり A地区において，いくつかの状況がみら

れる。まず注目されるのは，調査区中央付近に東西に並置している SB014・SB016住居跡の

規模の大きさである。それぞれの床面積が，約55m'と約60m'もあり，次いで広い SB004住居跡

(約39ぱ)や SB031住居跡(約33m')と比較しでも，かなり大規模である。さらに周辺の小規

模な住居跡， S B019住居跡(約 9m')・SB199住居跡(約1l.5m')・SB022住居跡(約15m')

などから比較すると，実に 4~6倍ほどにも達する広さをもっていることになる。また，位置

関係からみても， S B014・SB016住居跡は丘陵中央の平坦部を広く占めており，他の住居跡

はそのまわりを取り囲むかのように点在している。このようなことから， S B014・SB016住

居跡はこの時期の中心的な建物であったことが想定されよう。

土壌は， 9基しか検出していない。そして，住居跡が集中しているA地区の場合，わずかに

3基だけである。数的にみて，弥生時代の土壌と比べて，その利用度はかなり低い。ただ，配

置からみると，弥生時代のものと同じように，住居跡の屋内にはない。

また，それらを形態により分類すると，平面は円形・楕円形・長楕円形・不整形にわけるこ

とができるが，弥生時代のものと比べて，各遺構の平面はいずれもやや形状が整っていない。

以上が，古墳時代の遺構の概略であるが，弥生時代の状況と同様に，やはり埋葬に関係した

遺構はみられない。

また，遺物としても，土師器・須恵器・土製品・石製品・鉄製品などが出土しているが，そ

のほとんどは日常に用いられる容器や用具類であり，祭杷的な要素さえもあまりみられない。

以下に，これら遺構を住居跡と土壌に区分して，掲げていくことにする。
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S B003住居跡実測図Fig.79 

S 8003住居跡 (PL. 25-1) 

位置 A地区 O~P-1l5~1l6 

規模長辺 5.51m

短辺 4.43m

壁高 O.14m

主柱穴数 3個残

出土遺物 弥生土器(斐・椀)，土師器(窪・杯・手握土器)，須恵器(皿)，土製品

(土弾)，石器(磨製石斧・石庖丁)

遺物出土状況床面より O.lmほど上位，遺構検出面近くに，散布。遺物は少ないが，完

形に近いものもある。

その他 S B201住居跡に西側隅を切られる。
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S 8004住居跡 (PL. 25-2) 

O~ P-116~ 118 A地区位置

6.68m 辺長規模

6.10m 辺短

O.13m 高壁

4 {固主柱穴数

弥生土器(萱・杯)，土師器(高杯・墾・壷・杯)，須恵器(杯)，石器(石

鉱)，鉄製品

出土遺物

ほぽ床面に接するところに，散布。遺物は少なく，破片ばかりである。

4個の柱痕を残す。
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Fig. 81 S B 007住居跡実測図

S 8007住居跡 (PL. 25-3) 

位置 A地区 M~N-110~111 

規模長辺 4.40m

短辺 3.57m

壁高 0.13m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他 S K099土壌に西側隅を切られる。

3個残

弥生土器(窪・壷)，土師器(杯)
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Fig.82 

S 8014住居跡 (PL. 26ーし 41-1・2) 

位置 A地区 J~L-1l8~120 

規模長辺 7.68m

短辺 7.33m

壁高 O.22m

主柱穴数 4個

出土遺物 土師器(杯・婆・壷・鉢・甑・手握土器)，須恵器(高杯)，石器(石鎌・

石庖丁)，鉄器(万子)

遺物出土状況 住居跡の東側と北側で，ほぽ床面に接するところに，散布。遺物はあま

り多くないが，破片は大きめ。

その他 3個の柱痕を残す。
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位置 A地区 K~L-120~122 出土遺物 弥生土器(高杯・斐)，土師器(萱・婆・手裡

規模長辺 8.14m 土器)，須恵器(杯蓋・高杯)，石器(石匙)，

短 辺 7.56m 石製品(磨石)

壁 高 O.08m 遺物出土状況住居跡北東側で，ほぽ床面に接するところに，

主柱穴数 4個 多く散布。遺物は多く，また完形に近いもの

も多い。廃棄されたままの状況とも考えられ

る。

その他 本遺跡で最も大型の住居跡である。
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Fig. 84 S B 018住居跡実測図 Fig.85 S B019住居跡実測図

S 8018住居跡 S 8019住居跡 (PL. 26-3) 

位置 A地区 K~L-125 位置 A地区 G~H-1l5~1l6 

規模長辺 3.74m 規模長辺 3.02m

短辺 3.22m 短 辺 2.93m

壁高 O.10m 壁高 O.02m

主柱穴数 主柱穴数

出土遺物 出土遺物 須恵器(杯蓋)

遺物出土状況 遺物出土状況

その他 東側が削平をうり その他 S K133・134土壊に西側を

ている。 切られている。
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Fig. 86 S B 022住居跡実測図

S 8022住居跡 (PL. 27-1) 

位置 A地区 E~F-116~117 

規模長辺 4.18m

短辺 3.92m

壁高 O.02m

41国主柱穴数

出土遺物 土師器(萱・牽・高杯)，須恵器(杯・杯蓋)

遺物出土状況 ほぽ床面に接するところで出土。住居跡全面に広く散布。遺物は少な

く，破片ばかりである。

その他 S D216溝跡が南側を切っている。
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Fig. 87 S B 024住居跡実測図

S 8024住居跡 (PL. 27-2， 40-3 ) 

位置 A地区 F~G-118~ 119 

規模長辺 5.38m

短辺 5.10m

壁高 0.14m

主柱穴数 4個

出土遺物 弥生土器(護)，土師器(杯・壷・婆)，石製品(子持勾玉)

遺物出土状況 住居跡東側で，ほぽ床面に接するところから遺構検出面にかけて，多く

散布。床面より 0.15mほど上位，埋土中層付近にもっとも多い。子持勾

玉はこの中層付近で出土。また，土器には完形のものもみられる。

その他 S D216溝跡が中央よりやや南寄りを，東西に切る。 SK056土績が北西

隅を切る。
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ーーーーーS B025住居跡実測図Fig.88 

。。

L =38.40m 

2 m 

予デ斗f[Tlιーす干す

S 8025住居跡 (PL. 27-3) 

位置 A地区

規模 長 径

短 f圭

壁 高

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他
g 
g 
σ、
σ3 

4 

E~G-117~119 

3.54m 

1.34m 

O.17m 

南側が調査区外。

L =39.00m 

阪両揚

o 2 m 

Fig. 89 S B192住居跡実測図

S 8192住居跡

佐置 A:t也区 M-125 出土遺物 縄文土器(深鉢)，土師器(杯蓋・蚕・萱)，須恵

規模 長 辺 3.64m 器(鉢)

短 辺 3.21m 遺物出土状況

壁 高 O.26m その他 東側が削平されている。

主柱穴数 2個残
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S B026住居跡実測図

S 8026住居跡 (PL. 28ーし 39-1 ~ 3) 

位置 A地区 H-123~124 

規模長辺 5.75m

短辺 4.74m

壁高 0.32m

主柱穴数 2個残

出土遺物 弥生土器(斐)，土師器(杯・婆・萱・甑・片口・手提土器)

遺物出土状況 住居跡の北壁付近から，多くの完形の土器が出土。これら遺物の周囲の

埋土に，焼土が混じる。

その他 南東側が削平されている。
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Fig. 91 S B 193住居跡実測図
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S B 193住居跡

位置 A地区

L~M-124，，"， 125 

規模長辺 4.11m

短辺 3.30m

壁 高 O.17m

主柱穴数

出土遺物弥生土器(萱・

護人土師器

(高杯・護)

遺物出土状況

その他 S B018住居跡

• S D215・216

溝跡に切られ

る。

S B 194住居跡

位置 A地区 M~N-124~125 

規模長辺 3.33m

短 辺 2.58m

壁高 O.10m

主柱穴数

出土遺物 弥生土器(婆)，土師器

(警)

遺物出土状況
一一L=38.40m 

その他 S B192住居跡に南東

2m 
隅を切られる。
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Fig.93 S B195住居跡実測図

L =38.60m 

S B 195住居跡

位置 A地区

O~P-124 

規模長辺 4.48m

短 辺 1.70m

壁 高 O.13m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他 SD 214溝跡

に中央部を北

西から南東方

向に斜めに切

られ，それよ

り東側は不明。

、、
⑨ 

S B 199住居跡 (PL.28-2.41-3)

位置 A地区 N-1l8~1l9 

⑨ 

f伽微微r

規模長辺 1.85m

短 辺 1.69m

壁高 O.04m

主柱穴数 4個

出土遺物 土師器(婆・甑・壷).

須恵器(杯・杯蓋)

遺物出土状況 ほぽ床面に接すると

その他

ころに散布。遺物は少

なく，破片ばかりであ

る。

Fig. 94 S B 199住居跡実演u図
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Fig. 95 S B 206住居跡実測図

S 8206住居跡 (PL. 28-3) 

位置 A地区 K~L-1l7~1l8 

規模長辺 2.96m

短辺 2.82m

壁高 0.16m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他

土師器(斐・壷)，須恵器(杯蓋)
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S 8028住居跡 (PL. 29-1) 

位置 B地区 1-87 

規 模 長 辺 4.46m

短 辺 3.70m

壁高 O.07m

主柱穴数

出土遺物 土師器(斐).土

製品(器台)

遺物出土状況 ほぽ床面に接

するところに，

ヲ務

Fig. 96 S B 028住居跡実測図 同孟函函司
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S 8029住居跡 (PL. 29-2) 

位置 B地区

L~M-91~92 

規模長辺 4.05m

短 辺 3.91m

壁高 O.06m

主柱穴数

出土遺物土師器(斐・

杯・皿・高

杯).須恵器

(杯)

遺物出土状況 ほぽ床面

に接するとこ

ろから，床面

より O.1mほ

ど上位の埋土

下層にかけて，

遺物が散布。

S D 224溝跡

に中央部を南

北に切られる。

2m その他

E
C的
.
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I
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物被務働移級協務協

Fig. 97 S B 029住居跡実測図
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遺物がわずか

に散布。破片ば

かりである。
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Fig. 98 S B 031住居跡実測図

S 8031住居跡 (PL. 29-3) 

位置 B地区 L~M-87~88 

規模長辺 5.99m

短辺 5.79m

壁高 O.09m

主柱穴数 4個

出土遺物 土師器(杯・高杯・手控土器・翠・鉢)，石製品(有孔円板)

遺物出土状況

その他
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Fig. 99 S B 032住居跡実測図

S 8032住居跡 (PL. 30-1) 

位置 B地区 M~N-85 

規模長辺 4.57m

短辺 3.62m

壁高 0.07m

主柱穴数

出土遺物 弥生土器(饗)，土師器(杯・楚・甑)

遺物出土状況 ほぽ床面に接するところに，広く遺物が散布。西壁近くで出土した杯は重

ねられていた。

その他
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Fig. 100 S B 187住居跡実測図

S 8187住居跡 (PL. 30-2) 

位置 B地区 N~O-94 

規模長辺 4.18m

短辺 4.05m

壁高 0.05m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他

土師器(窒・甑)，須恵器(斑)
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土墳

I~ミ

一一L=38.70m 

S K079土壌 (PL.30-3) 

位置 B地区 L-83~84 

規模 長 径 1.98m

短 径 1.80m

深さ O.34m

出土遺物 土師器 (鉢 ・査)

遺物出土状況墳底よりO.lmほど上位の埋土

下層から，上層にかけて，散

布。遺物は少なく ，破片ばかり

である。また，壌底近くの埋土

に少し炭化物が混じる。

。

その他

円

Hω

∞
・∞c
g

ー一一一L=38.80m 

Fig. 102 S K090土壌実測図

S K090土横

位置 B地区 Q~R-93

規模 長 径 3.59m

短径 1.47m

深 さ O.69m

出土遺物 土師器(萱 ・護)，須恵器(高杯)，土製品(土玉)

遺物出土状況 墳底に近いところ と，遺物検出面近 くに遺物が散布。遺物は多いが，ほと

んどが埋土上層からである。また，埋土に少し炭化物が混じる。

その他
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Fig. 103 S K159土壌実測図

S K 159土壌

位置 A地区 L-123 

規模 長径 2.23m

短 径 O.99m

深さ O.35m

出土遺物 弥生土器(斐).須恵器 (杯)

遺物出土状況

その他

L =38.20m 

F
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S
・
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物~~物物反核疹
lm 後ZFFig104S間土 |い

S K 155土壊

位置 A地区 M-122 

規模長径 3.20m

短径 O.96m

深 さ O.20m

出土遺物 土師器(饗・手担土器)

遺物出土状況

その他 西側は SB016住居跡に接する。
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Fig. 105 S K091・092土壌実測図

77 

S K091・092土犠

位置 B地区 P-92~ 

93 

規模長径 3.50m

短 径 2.22m

深さ 0.75m

出土遺物土師器(壷・

護)，須恵器

(杯蓋・杯)

遺物出土状況 (5Kω1) 

墳底よりO.lm

ほど上位の埋

土下層に，遺

物がわずかに

散布。

(5 K092)遺構

検出面近付こ，

破片がわずか

に散布。

その他
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L =38.60m 

Fig. 106 S K131土壌実測図

一一L=39.00m 

Fig. 107 S K080土壌実測図

L =38.60m 

τゑ叩〆J l ?m 
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S K 131土壌

位置 A地区 L-123 

規模長辺 2.87m

短辺 1.64m

深さ O.25m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K080土壊

位置 B地区 M-85~86 

規模長辺 3.12m

短 辺 1.12m

深さ O.12m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K076土塀

位置 C地区 M-76~77 

規 模 長 辺 1 .61m

短 辺 O.87m

深さ O.44m

出土遺物

遺物出土状況

その他

土師器(杯)



(3) 歴史時代

本遺跡から出土した古墳時代以後のものと考えられる遺物を， 一般的な時代区分に従ってわ

けると，飛鳥時代・奈良時代・平安時代以降，の各時代の遺物とすることができょう。ただ，

ここではそれらを一括して歴史時代の遺物とし，また，それら遺物と係わる遺構も歴史時代の

もの，として取り扱うことにする。

歴史時代の遺構としては，竪穴式住居跡・掘立住建物跡・土壌，がみられる。

竪穴式住居跡は， A地区で 5軒， B地区では 1軒，計6軒しか検出できず，古墳時代に比べ

て，かなり少なくなっている。平面はすべて方形である。

まず，それらの配置であるが，住居跡相互の切り合いはなしまた近接したものもない。点

在しており， S B013住居跡と SB021住居跡において，わずかに土壌と切り合っているにすぎ

ない。全体的には，古墳時代の住居跡の状況と同様で，各住居跡の南北中心軸の方向は，やは

り真北よりやや西傾している。

つぎに規模であるが，古墳時代にみられたような規模の大小差はあまりなしまた比較的に

小規模のものばかりである。最大のものでも，約16m'(S B013住居跡)の床面積をもつにすぎ

ない。最小は， S B189住居跡で，約7.8ばである。

掘立柱建物跡は，その柱掘り形の埋土中から出土した遺物により， S B188とSB190の建物

跡の計 2棟を，この時代のものとして判断している。いずれも B地区に配置されている。SB

188建物跡は2間X3間， S B 190建物跡は2間X2間で総柱，のも のである。ただ，住居跡の場合と

異なり，その南北中心軸の方向は，建物跡相互でも，また住居跡群とも，同じにとっていない。

土横は住居跡に比べてかなり多数検出しており， A地区で20基， B地区で9基，それにC地

区で 3基，計32基を数える。古墳時代との比較では，住居跡が減少している反面，土壌の方は

増加する，という傾向がみられる。ただ，やはり土壌は住居跡の屋内にはない。

それらを形態により分類すると，平面は方形・長方形 ・円形 ・楕円形・不整形にわけること

ができる。そのなかでは，円形・楕円形のものが多いようである。

つぎに，それらの規模をみると， A地区のSK037・SK045・SK134・SK184土墳， B地区のS

K089・SK094土壌， C地区の SK058・SK064・SK065土壌など，やや大型のものが目立つ。

遺物は，古墳時代と同じように土師器や須恵器などの日常の容器類がその大半を占めており，

土製品・石製品・鉄製品はわずか数点にしかすぎない。

このように，弥生時代 ・古墳時代の状況と同じく，遺構で埋葬に係わるものはみられない。

また，遺物に祭紀的な要素もあまりみられない。概して，弥生時代から歴史時代にかけてのこ

の調査区の土地利用に関しては，大きな変換はなかったようである。

以下に，これら遺構を住居跡 ・掘立柱建物跡 ・土壌に区分して，掲げていくことにする。
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住居跡
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L =39.00m 

o 2 m 

Fig. 109 S B 008住居跡実演u図

S 8008住居跡 (PL. 31-1) 

位置 A地区 M-114~115 

規模長辺 3.87m

短辺 3.37m

壁高 0.02m

主柱穴数

弥生土器(斐)，土師器(杯)出土遺物

遺物出土状況

その他
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Fig. 110 S B 013住居跡実測図

S 8013住居跡 (PL. 31-2) 

位置 A地区 J ~K-1l7~1l8 

規模長辺 4.38m

短辺 4.02m

壁高 0.18m

主柱穴数 4個

土師器(斐)，須恵器(杯 ・杯蓋 ・高杯)出土遺物

遺物出土状況

その他

-81ー
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S 8021住居跡(P L. 31-3 .42-1) 

位置 A地区 G~H-117~118 

規 模 長 辺 3.74m

短辺 3.40m

壁 高 0.18m

主柱穴数

出土遺物 土師器(杯・杯蓋・斐・

萱・甑).須恵器(杯

蓋)

遺物出土状況床面よりわずか0.05

L =38.40m m ほど上位。埋土下

層のところに，散布。

遺物は少ないが，完

形に近いものが多い。

』副1m脇 … …ノノノノノノノιJ秀彦グ
Fig. 111 S B021住居跡実測図

2X5~ 
"" " Z-

。 1m

匝函函ーー

Fig. 112 S B196住居跡実測図
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その他 北側の壁の中央にカ

マド部をもっ。

S 8196住居跡(PL. 32ーし43-3) 

位置 A地区 M~N-123 

規模長辺 3.28m

短辺 3.07m

壁 高 0.23m

主柱穴数

出土遺物 土師器(鉢・萱・杯・杯

蓋)

遺物出土状況 住居跡の西壁に設け

L= 
38.50m 

その他

られたカマド部付近

から，多く出土。その

うち，カマド部内の

杯(完形)は倒置した

状態で出土。

西側の壁中央にカマ

ド部と思われる突出

部をもっ。
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Fig. 113 S B201住居跡実測図
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級協物倒FA0 

ig. 114 S B 189住居跡実測園田由自由国
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S 8201住居跡(PL. 32-2) 

位置 A地区 O~P-1l4 

~1l5 

規模長辺 3.54m

短 辺 2.71m

壁高 0.10m

主柱穴数

出土遺物縄文土器(深鉢)，

弥生土器(窒)，土

師器(楚・杯・杯蓋・

甑)

-Lー 遺物出土状況ほぽ床面に接
39.00m 

するところから遺

構検出面にかけて，

住居跡全面に散布。

遺物はやや多く，

また破片も大きめ。

その他 東側壁にカマド部

と思われる突出部

をもっ。

S 8189住居跡 (PL. 43-1・2) 

位置 B地区 L~M-97~98 

規 模 長 辺 2.77m

短辺 2.70m

壁 高 O.19m

主柱穴数

出土遺物 土師器(杯・萱)，須恵

器(杯・杯蓋)

遺物出土状況住居跡の北東隅と南東

隅で，ほぽ床面に接す

るところに，散布。完

形のものが多い。

北側壁中央にカマド部その他

をもっ。

2m 
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Fig. 115 S B 188建物跡実測図

S B 188建物跡 (PL. 32-3) 

位置 B地区 L~M-93~95 

規模桁行 6.10m

梁行 4.50m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他 2間X3聞の掘立柱建物跡である。

6箇所の柱穴に柱痕が認められた。

10個

土製品(土玉)

-84-



CUE D 3 CUE D 3 
E 

cVc 3 日号
。00ラ

11 
11 11 

ーー
ド」

| 除込ふ¥¥¥、、

L =38.50m 

グ川V級
L =38.50m 

グゑP物物語言
- L =38.50m 

o 2 m 

勿グ級協
Fig. 116 S B 190建物跡実測図

S B 190建物跡 (PL. 33-1) 

位置 B地区 L~M-100 

規模桁行 4.52m

梁行 4.22m

主柱穴数 9個

出土遺物

遺物出土状況

その他 2間X2聞の総柱の掘立柱建物跡である。
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一一一一L=38.80m 

S K036土墳

位置 A地区 N -1l3 

規模長辺 2.20m

短 辺 2.00m

深さ O.14m

出土遺物

遺物出土状況

その他 西側を SK037土墳に切られている。

S K037土横

位置 A地区 N-1l3 

規模長辺 2.79m

短 辺 2.10m

深さ O.58m

出土遺物 土師器(蚕・杯・高杯・ 萱蓋)，

須恵器(杯 ・杯蓋)

遺物出土状況墳底より O.6mほど上位の埋

土上層に，多 く散布。遺物は

少ない。

その他
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一一一L=39.00m 

激励募Z

r< 
11 
。。 一一一一一一一

S K 104土墳

位置 A地区 P-114 

規模長辺 1.26m

短辺 1.22m

深さ O.37m

出土遺物 弥生土器(斐)，須恵器(長頚

遺物出土状況

その他

S K 141土域

萱・皿)

位置 A地区 1 -122 

規模長辺 O.98m

短 辺 O.90m

深さ O.30m

出土遺物 土師器(婆)

遺物出土状況墳底より O.2mほど上位の埋

土中層に，わずかに破片が散布。

その他

S K 142土壌

位置 A地区 1 -122 

規 模 長 辺 1.70m

短 辺 1.37m

O.24m 

土師器(鉢・蚕)，須恵器

Fig. 119 S K141・142土墳実測図 (杯)，石製品

遺物出土状況 土墳の中央部付近で，ほぽ墳底に接するところから，埋土中層にかけて，散布。遺物は多

いが，破片ばかりである。また，滑石製の用途不明の石製品は墳底近くから出土。

その他

E 
S K085土壌

22 
位置 B地区 N-95 11 

(障
規模長辺 1.26m

じ己-
短 辺 O.56m

深さ O.21m 

出土遺物 土師器(杯)，須恵器(杯蓋)、、
遺物出土状況土壌の北側で，墳底に近いところに，ほ

一一L=38.30m ぽ完形の須恵器(杯蓋)と土師器(杯)

hW11 1 m が各 l個ずつ，据えたような状況で出土。

また，埋土中にも多数の小破片が散布。

Fig.120 S K085土墳実測図 その他
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降ミ
S K 163土壌

位置 A地区 P-115 

規 模 長 径 1.83m

短 径 1.22m

深さ O.83m 

出土遺物 土師器(杯・杯蓋・

窒).須恵器(杯・杯

蓋).土製品(土弾)

ー- L=35.90m 
遺物出土状況 墳底よりO.lmほど

多多

Fig. 122 S K 184土壌実測図

上位の埋土下層から，

上層にかけて，散布。Fig.121 
S K163土壌実測図 遺物は少なく，破片

& 
11寸
....i'$l 

S K082土墳

位置 B地区 L-93 

規模長径1.56m

その他

ばかりである。

蓋・皿・甑).須恵器

(饗・杯・萱).黒色

土器(椀).鉄器(鎌)

遺物出土状況墳底近くから埋土上

層にかけて，土壌全

体に多量の遺物が散

布。完形のものはな

く，全て破片ばかり

である。埋土に多量

の炭化物が混じる。

その他

一一一一L=39.00m 
短径 1.35m

。
Fig. 123 S K082土壌実測図

深さ O.lOm

出土遺物 土師器(杯・皿)

遺物出土状況土墳の南壁付近で，墳底に近いところに，破

片がわずかに散布。

その他
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Fig. 124 S K 086土壌実測図
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Fig. 125 S K088土壌実測図

一一一一L=38.40m 

:物放グ

S K086土墳

位置 B地区 L-94 

規 模 長 径 0.93m

短 径 0.66m

深さ 0.13m

出土遺物 土師器(杯)

遺物出土状況土壌の東側で，墳底より 0.1mほ

ど上位の埋土上層に散布。遺物は

少ないが，完形に近いものもいく

つかみられる。

その他

S K088土壌

位置 B地区 P-95 

規模長径 1.55m

短径 1.45m

深さ 0.49m

出土遺物 土師器(窒・鉢)

遺物出土状況墳底より 0.3mほど上位の埋土中

層から，上層にかけて，散布。遺物

は少なく，破片ばかりである。

その他

S K097土壌

位置 B地区 J -100 

規 模 長 径 1 .51m

短径 1.26m

深さ 0.32m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

須恵器(萱)
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円、

Hω

∞
Nog

Fig. 127 S K089土横実測図

一一一一 L=39.00m 

Fig. 128 S K095土壌実測図匝
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S K089土墳

位置 B地区

K~ L-93~94 

規模長径 2.77m

短径 2.55m 

深さ 0.93m 

出土遺物 土師器

(護・萱・杯・皿・鉢・

甑)，須恵器(杯蓋・

杯・婆)，土製品(土

玉)

遺物出土状況

墳底より O.Zmほ

ど上位の埋土中層

から，上層にかけ

て，土横全体に広

く散布。遺物は多

く，また破片も大

L= 
38.20m 

きめ。

その他

S K095土墳

位置 B地区 M-98~99 

規模長径 3.81m

短径 2.83m

深さ 0.58m

出土遺物 土師器(杯)，

須恵器(杯蓋)， 

石製品(砥石)

遺物出土状況墳底より 0.3

m ほど上位

の埋土中層か

ら，上層にか

けて，遺物が

散布。遺物は

やや多いが，

破片ばかりで

ある。また埋土

にわずかに炭

化物が混じる。

その他
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一一一L=38.20m 
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Fig. 131 S K065土横実測図

S K058土域 (PL. 33-2) 

位置 C地区 M一7l~72

規模長径 2.19m

短径 1.88m

深さ O.54m 

出土遺物 土師器(甑)

遺物出土状況 土壌の北壁と東壁付近で，墳底

その他

S K064土壌

よりO.25mほど上位の埋土中

層のところに，散布。遺物はわ

ずかである。

位置 C地区 N-76 

規 模 長 径 1.86m

短 径 1.65m

深さ O.73m 

出土遺物 土師器(婆・杯・甑・鉢)，須恵器

(杯・杯蓋・皿)

遺物出土状況墳底より O.2mほど上位の埋土

下層から，遺構検出面近くのと

ころまで，土横全体に遺物が散

布。完形のものはなく ，破片ば

かりである。

その他

S K065土繍 (PL. 33-3) 

位置 C地区 M-75~76 

規模長径 2.55m

短 径 2.31m

深さ O.59m

出土遺物 土師器(饗・杯・手担土器・甑)，

須恵器(杯蓋・杯)，鉄器(鉄鉱)

遺物出土状況墳底近くから遺構検出面にか

けて，土壌全体に遺物が散布。

完形のものはなく ，破片ばかり

である。埋土に焼土と炭化物が

混じる。

その他
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おミミ S K045土墳 (PL. 34-1) 

位置 A地区 G~H-118~119 

規模長径 1.45m

む
短径1.01m

O 
深さ O.l1m 。

出土遺物 土師器(甑)，石器(石鉱)

遺物出土状況墳底近くのところに，破片がわ

ずかに散布。小破片である。

その他
~"，\\\ 

一一L=38.50m 

!?J
蕩

Fig. 133 S K102土壌実測図

一 一

一一一ーL=38.60m 

働協物，

S K129土墳実測図

S K 102土壌 (PL.34-2)

位置 A地区 0-113 

規 模 長 径 1.36m

短径 0.92m

深さ 0.67m

弥生土器(奮・壷)，土師器(壷・奮・杯・

杯蓋・高杯・甑・鉢)，須恵、器(杯蓋)

遺物出土状況境底より O.lmほど上位の埋土下層

出土遺物

から中層にかけて，土塘全面に広く

散布。遺物は多く，また破片も大きめ。

埋土に焼土と炭化物が多く混じる。

その他 断面は袋状をなす。

S K 129土壌

位置 A地区 K-116 

規模長径 1.26m

長径 0.97m

深さ 0.03m

出土遺物 土製品(カマド)

遺物出土状況

その他
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Fig. 135 S K 115土壌実測図

ロフ-
一一一一L=38.60m 

Fig. 136 S K130土墳実測図

一一一L=38.60m 

物協汐~ m 

Fig. 137 S K132土壌実測図

S K 115土壌 (PL. 34-3) 

位置 A地区 P-122 

規模長径 2.27m

短 径 1.77m

深さ O.85m

出土遺物 土師器(鉢・杯・

護・皿)，須恵、器

(杯)

墳底より O.3mほ

ど上位の埋土中層

から，上層にかけ

て，散布。破片ばか

りである。

その他

S K 130土域

位置 A地区 K-116 

規模長径 1.50m

短 径 O.70m

深さ O.20m

出土遺物 土師器 (皿)

遺物出土状況

その他

S K 132土横

位置 A地区 1 -117 

規模長径 2.02m

短 径 1.20m

深さ

出土遺物

O.56m 

弥生土器(葱・器台)，土師器

(杯・萱・牽・皿)，須恵器(杯蓋)，

土製品(器台)，石器(石銭)

遺物出土状況墳底より O.1mほどよ位の埋土

その他

-93-

下層から，上層にかけて，広 く

全面に散布。破片ばかりである。
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S K 133土墳 (PL. 35-1) 

位置 A地区 G-115 

規模長径 1.28m

短 径 1.13m

深さ O.20m

出土遺物 弥生土器(斐)，土師器(墾・萱・

杯・高杯・手担土器)，土製品(器

物揚グ7

一一 L=38.30m 台・カマド)

遺物出土状況土壌のほぼ中央部で，墳底より

Fig. 138 S K 133土壌実測図

、

Fig. 139 S K 134土壊実測図

一ーL=38.10m

g
O
N
 

O.25mほど上位の遺構検出面

近くに，集中して散布。遺物はや

や多いが，破片ばかりである。

その他

S K 134土境 (PL. 35-2) 

位置 A地区 G-115 

規模長径 2.05m

短 径 1.54m

深さ

出土遺物

O.47m 

土師器(饗・萱・杯・杯蓋・甑・皿・

高杯・手担土器)，須恵器(杯蓋・

杯・斐)

遺物出土状況土壌のほぼ中央部で，墳底より

O.15mほど上位の埋土下層か

ら中層にかけて，多く散布。遺

物の破片も大きめ。

その他

S K087土墳 (PL. 35-3) 

位置 B地区 L~M-93~94 

規模長径 2.55m

短 径 1.49m

深さ O.13m 

ー 一一一 L=三38.20m出土遺物

像級協物級協ダ

Fig. 140 S K087土壌実測図

土師器(饗・杯・皿)

遺物出土状況

imその他
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S K094土墳

位置 B地区 H~I 

97~98 

規 模 長 径 2.77m

短 径 2.55m

深さ O.93m

出土遺物 土師器

(護・杯・杯蓋・鉢).須

恵器(護・杯・杯蓋)

遺物出土状況

土墳の中央部付近で，

ー L=38.00m 墳底より O.15mほ

ど上位の埋土下層の

ところに，散布。遺

物は少ない。埋土に

焼土と炭化物が混じ

戸

H
a
--OB

Fig. 141 S K094土壌実測図 る。

その他
S K046土域

位置 A地区 G-1l8~1l9 

規模長辺 2.82m

短辺 1.52m

深さ O.20m

出土遺物 土師器(斐・杯・甑・壷).須恵、器(杯、

叢・杯).石器(石斧).石製品(砥

一一L=38.60m 

遺物出土状況

物放話量::間土壌実測図仇

一区コ日-

石).鉄製品

S K099土墳

位置 A地区 N-llO~lll 

規模長辺 1.30m

短 辺 O.63m

深さ O.05m

出土遺物 黒色土器(椀)

遺物出土状況

その他

~子彩幼~
物 努Z 』函=m

Fig. 143 S K099土壌実測図
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S K 107土墳

位置 A地区 Q-116 

規模長辺 2.26m

短 辺 0.96m

深さ 0.13m

出土遺物 土師器(高杯・鉢).須恵器(杯)
一一一L=39.00m 

Fig. 144 S K107土模実測図

遺物出土状況

その他 北側は調査区外。

S K 143土壌

位置 A地区 H-116 

規模長辺 1.75m

短 辺 1.13m

深さ 0.07m

出土遺物 土師器(窒).黒色土器(椀)

一一ーL=38.80m 遺物出土状況

級協物務後綴多
Fig. 145 S K143土壌実測図

i 
一一一L=38.40m

Fig. 146 』届ー1m 

S K154土壌実測図

その他

S K 154土墳

位置 A地区 M~N-124 

規模長辺 1.19m

短 辺 O.60m

深さ O.l1m

出土遺物 須恵器(杯蓋)

遺物出土状況

その他 中央部を SD216溝跡が切る。
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(4) その f也

下石動遺跡で検出した遺構について，その時期を決めるにあたり拠り所としたのは，遺構そ

のものの形状もあるが，主にそこから出土した遺物の状況である。

これにより，遺構の多くは時期を決められたが，遺物がまったく出土していない遺構や，遺

物が出土していても遺構の堆積層からみてそれを伴っていないと考えられる遺構については，

時期を不明のままとし，報告している。

住居跡がA地区で 2軒，掘立柱建物跡がA地区で 2棟，そして土壌が多く， A地区で20基・

B地区で 5基・ C地区で18基，計43基である。

これらには， S B210住居跡や SK096・SK139・SK185・SK229土壌など，時期が明らか

な他の遺構と切り合う関係をもつものもあるが，それは新旧の問題にとどめている。

ただ， S K137・SK185・SK229土壌のように，平面が長方形で，壁面が墳底からほぽ垂直

に立ち上がるという形状をもっ土壌は，この遺跡のなかでは弥生時代のものに多くみられるよ

うである。その時期のものとしてよいのかもしれない。

また，主にC地区にみられるが，平面が円形・楕円形・あるいは不整形で，墳底の平坦面が

狭く，壁が垂直ではなくゆるやかにのびる土壌がある。形状としては，他の土墳と比べて大き

な違いはないが，土壌の土層にはっきりとした違いがみられる。たとえば，遺構検出面の辛面

ではほぼ中央から土層がわかれること，断面では水平方向ではなく垂直方向に土層が重なるこ

と，などの点である。これらの土壌は，それらの状況からいわゆる「風倒木」によるものとも

思われる。

下石動遺跡ではその他に遺構として溝跡を検出している。 C地区にはないが， A地区でSD

214~219 ・ S D227・SD228溝跡の 8条， B地区でSD220~226溝跡の 7 条，計15条である 。

それらのなかで， S D216溝跡はもっともその延長が長 く，A地区東側から南側までめ ぐってい

る。幅も 1m前後でほぼ一定している。途中で弥生~歴史時代のいくつかの遺構を切る関係に

あるところから，この遺跡のなかでは時期的に新しいようである。また， A地区の西側には，

S D219とSD217の溝跡がみられるが，その平面が不定な形状であることや堆積土層の状況か

ら，水の流路であったようである。北の SD219溝跡から南の SD217溝跡へと流れていたこと

が考えられるo

B地区では，東端に SD226溝跡がみられる。上端の幅が約16m，下端が約 4mで，その聞は

段をなしながら狭くなるものである。やはり堆積土層の状況から，水の流路であったようであ

る。また， S D224溝跡はB地区のほぼ中央部を，南北方向にやや弧をえがきながらはしるもの

であるが，その東壁面にそって端から端までかなり多数の小穴が集中してみられる。溝に付属

して，何らかの構築物が存在していたのかもしれない。

以下に，これら遺構を住居跡・掘立柱建物跡・土壌・溝跡に区分して，掲げていく。

-97-



住居跡
E
g
n
H
A
t-
-

一一一L=38.60m

S 8210住居跡

位置 A地区 L~M-119~120 

規 模 長 辺 3.15m

短辺 2.70m

壁 高 O.09m

主柱穴数

出土遺物

遺物出土状況

その他

2m 勢~~b.ー
Fig. 147 S B210住居跡実測図

S 8198住居跡

位置 A地区 Q-120 

規模長辺 2.53m

短 辺 1.56m

壁高 O.34m

主柱穴数 1個残

出土遺物

遺物出土状況

その他 北側は調査区外。
一一 L=39.00m 

2m 

Fig. 148 S B 198住居跡実測図
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S 8207建物跡
c。y勺、
11 位置 A地区 O-1l7~1l8 
ド」

害
規 模 桁 行 1.94m

梁行1.80m

主柱穴数 4個

出土遺物

遺物出土状況

その他 1間x1聞の掘立柱建物跡であ

る。

一一L=39.00m 

安匂，~~九跡実測日

L =38.80m 

一一一L=38.80m 

5
2
.
n
H
A
l
-
-

E
C∞.∞何
H
J

疹機物物級協

Fig. 150 S B 203建物跡実測図
99-

S 8203建物跡

位置 A地区 N-1l4 

規 模 桁 行 2.80m

梁 行 2.76m

主柱穴数 6個

出土遺物

遺物出土状況

その他 1間x2聞の

掘立柱建物跡

である。

2m 



土墳

ロ~ 
一一 L=38.60m 

ヂ今場
Fig. 151 S K 120土壌実測図

Fig. 152 S K137土墳実測図

S K 120土繍

位置 A地区 M~N-121 

規模長辺 0.75m

短 辺 O.72m

深さ 0.24m

出土遺物

遺物出土状況

その他

一ーーL=38.60m 

S K 137土壌

位置 A地区 I-120 

規模長辺 1.36m

短辺 0.88m

深さ 0.84m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K083土繍

位置 B地区 P-93 

規模長辺 2.22m

短 辺 0.80m

深さ O.21m
一一一一 L=39.00m 

出土遺物

遺物出土状況

Fig. 153 S K083土墳実測図

1 m 
その他
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一一 L=39.00m 

S K081土墳

位置 B地区 I~J-92 

規模長辺 1.53m

短 辺 1.00m

深さ 1.08m

出土遺物

遺物出土状況

その他

Fig. 154 S K081土墳実測図

一ーーー L=38.60m 

S K 112土墳

位置 A地区 N-120 

規模長径 1.38m

短 径 1.28m

深さ O.44m

出土遺物

遺物出土状況

その他ゑ~
Fig. 155 S K 112土壌実測図

S K060土壌 (PL. 36-1) 

位置 C地区 J~K一7l~72

規模長径 2.09m

短 径 1.76m

深さ 0.45m
一一一 L=38.50m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

m
 

ワ
u
i
l
'

Fig. 156 S K 060土壌実測図
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十の-
一一ーL=38.60m 

疹物多
Fig. 157 S K153土境実測図

一一一一L=38.50m 

Fig. 158 S K066土墳実測図

ヨ・ー-

S K 153土境

位置 A地区 0-123 

規模長径 0.82m

短径 0.81m

深さ 0.17m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K066土墳

位置 C地区 L一74

規模長径 2.10m

短 径 2.05m

深さ 0.24m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K067土境 (PL. 36-2) 

位置 C地区 L-75 

規模長径 2.49m

短 径 2.47m

深さ 0.64m

出土遺物
一一一ーL=38.50m 

遺物出土状況

写参 1m 

その他

Fig. 159 S K067土壌実測図
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w-
一一一L=38.60m 

Fig. 160 S K1l7土壌実測図

匂
一一一L=38.40m 

Fig. 161 S K144土壌実測図

S K 117土繍

位置 A地区 0-123 

規 模 長 径 1 .11m 

短径 0.95m

深さ 0.15m 

出土遺物 石器(削器)

遺物出土状況

その他

S K 144土繍

位置 A地区 H-118~119 

規模長径1.10m 

短 径 0.84m

深さ 0.35m 

出土遺物

遺物出土状況

Ccg コD その他

S K070土壌 (PL. 36-3) 

位置 C地区 K~L一77

規模長径 2.69m

短 径 2.38m

深さ 0.82m

出土遺物

遺物出土状況

その他

今夜
Fig. 162 S K070土壌実測図』函

m
 

n
J
u
--
i
E
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イ今場〆
Fig. 163 S K071土壌実測図

。

S K071土壌

位置 C地区 K一77

規模長径 2.42m

短 径 2.36m

深さ 0.80m

出土遺物

遺物出土状況

その他

F
H
a
-
-
B
 

S K072土壌

位置 C地区

J~K-77~78 

規模長径 2.95m

短径 2.93m

深さ 0.84m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

Fig. 164 S K072土壌実測図
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F
H
ω
∞・
ccg

S K074土壌 (PL. 37-1) 

位置 C地区 I一75~76

規模長径 2.49m

短 径 2.23m

深さ 0.59m

出土遺物

遺物出土状況

その他

一一一一L=38.00m 

Fig. 165 S K074土壌実測図

一一一L=38.60m 

蕩万物物勿努援
物勿~ Fig 附 S K152土

ノ ト三

一一一L=38.40m 

S K 152土域

位置 A地区 M-124 

規模長径 1.68m

短 径 1.02m

深さ 0.15m

出土遺物 縄文土器(深鉢)

遺物出土状況

その他

S K050土繍

位置 A地区 E~F-118 

規模長径 1.32m

短径 0.83m

深さ 0.41m

出土遺物

遺物出土状況

9 . m その他

Fig. 167 S K050土壌実測図
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F
H
U
∞・
ccg -， Fig. 168 

S K073土墳

位置 C地区 1-75 

規模長径 4.l1m

短径 3.60m

深さ 0.97m

出土遺物

遺物出土状況

、l

S K078土墳

位置 C地区 L-76~77 

規模長径 1.69m

短径1.47m

深さ 0.54m

出土遺物

遺物出土状況

一一一一 L= その他努 38.00m

F
H
ω
∞
・-
O
B

Fig. 169 S K078土壌実測図
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一一一一一L=38.00m 

その他



一一一L=38.60m 

Fig. 170 S K116土壌実測図

-ω 
一一一L=38.60m 

物物物物多多
Fig. 171 S K118土壌実測図

-@-
通・-
一一一L=38.60m 

努多グ。 1 m 

~ 
Fig. 172 S K151土壌実測図

S K 116土墳

位置 A地区 P-123 

規模長径 1.77m

短 径 1.05m

深さ 0.64m

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 118土壌

位置 A地区 O~P-123 

規模長径 1.42m

短 径 1.07m

深さ 0.10m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 151土壌

位置 A地区 M-123 

規模長径1.14m 

短 径 0.59m

深さ 0.33m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

-107-



S K 169土塘

位置 A地区 M-118 

規模長径 1.34m

短 径 0.91m

深さ 0.25m 

出土遺物

一一一L=38.40m 
遺物出土状況

物放げ
その他

Fig. 173 S K169土壌実測図

S K059土墳

位置 C地区 K-72 

規模長径 2.60m

短 径 2.05m

深さ 0.34m 

出土遺物

遺物出土状況

一一一ーL=38.10m 
その他

物編物7
Fig. 174 S K059土壌実測図

Fig. 175 S K093土壌実測図'
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S K093土墳

位置 B地区 I~J-96~97 

規模長径 3.85m

短径1.49m

深さ 0.07m

出土遺物

お伽遺物出土状況

その他

2 m 



Fig. 176 S K069土壌実測図

S K069土犠

位置 C地区 L一78~80

規 模 長 径 2.75m

短 径 2.16m

深さ 0.69m

出土遺物

遺物出土状況

ー ーLーその他
38.50m 

E
C
D
.mmUH
A
I
l
-
-

一一一L=39.00m 

物 Z物mグ』
Fig. 177 S K084土壌実測図
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S K084土壌

位置 B地区 P-93 

規 模 長 径 3.29m

短径 1.46m

深さ 0.57m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

m
 

n〆
d
a
a
la-



| S K077土塀 (PL.37-2) 

/ 位置 C地区 M一77

にコ¥ゾ 短 径 O伽

F

H
M
∞・
cc
g

深さ 0.40m

出土遺物

移MWJグ3800mr:土状況

Fig. 178 S K077土壊実測図

一一一L=38.80m 

S K033土繍

位置 A地区 P-112 

規模長辺1.51m

短辺 1.44m

深さ 0.41m

出土遺物

遺物出土状況

その他

J 

錫汐グ
Fig. 179 S K033土壌実測図 g

C
C
罰
的

H
A
--
-
-

S K 109土犠

位置 A地区

M~Nー118

一一一一L=39.00m 

規模長辺 2.35m

短辺 1.01m

深さ 0.17m 

出土遺物

遺物出土状況

その他

m
 

2
1
1
1
 

Fig. 180 S K109土壌実測図
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一一L二 38.80m

夜夜

S K 126土墳

位置 A地区

規模長辺

S K 108土壊

位置 A地区

規模長辺

短辺

0-116 

2.52m 

1.54m 

深さ O.14m

出土遺物

遺物出土状況

その他

L-116 

1.44m 

短 辺 O.83m

深さ O.65m

出土遺物

S K 127土墳

位置 A地区

L-116~117 

規模長辺 1.75m

短 辺 O.84m

遺物出土状況

-111-

深さ

出土遺物

遺物出土状況

その他

S K 128土壌

位置 A地区

規模長辺

O.65m 

K~L-116 

2.63m 

短辺1.37m 

深さ O.13m

出土遺物

遺物出土状況

その他



S K 135土墳

位置 A地区 1-118 

規模長辺 1.72m

短 辺 1.00m

深さ O.41m

出土遺物

遺物出土状況

その他

一一L=38.60m 

微弱r
Fig. 184 S K 135土壌実測図

mη欧
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S K 139土壌

位置 A地区 1-121~122 

規模長辺 4.02m

短辺 2.62m

深さ O.17m 

出土遺物 土師器(婆)

遺物出土状況

その他

一一一L=38.60m 

m
 

q
J
U

・4
E

・・



S K096土壌

位置 B地区 M-98~99 

規 模 長 辺 3.19m

短 辺 1.58m

深さ 0.61m 

出土遺物

遺物出土状況

38.60mその他

徐立~一万彬
努勿疹勿勿幼グ

Fig. 186 S K096土壌実測図

一一一ー L=38.50m 

S K057土墳

位置 C地区 K~L一70

規模長辺 2.72m

短辺 1.32m

深さ 0.61m

出土遺物

遺物出土状況

その他

Fig. 187 S K057土壊実測図

ノ
S K061土壌

位置 C地区 H一72

規模長辺1.80m

短辺 O.70m

深さ O.48m

出土遺物

遺物出土状況

その他問 事ダ」 m
 

'
E
A
-
-
F
a

・
Fig. 188 S K061土壌実測図
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/ 

Fig. 189 S K 062土壌実測図

Fig. 190 S K063土壌実測図
E 

S K062土墳

位置 C地区 N一74~75

規 模 長 辺 2.89m

短 辺 1.09m

深さ O.51m

出土遺物

一一L= 遺物出土状況
38.50m 

その他

S K063土壌

位置 C地区 N-75 

規模長辺 2.52m

短 辺1 .85m

深さ O.49m

一一一L=38.50m 
出土遺物

遺物出土状況

その他

S K075土墳

L=38.10m 

位置 C地区 H-74 

規模長辺 1.62m

短 辺 O.86m

深さ O.49m

出土遺物

復場家グー 遺物出土状況

その他



S K068土壌

位置 C地区 M-76~77 

規模長辺 2.71m

短辺 1.48m

深さ O.78m

出土遺物

遺物出土状況
J 

E 句p〆:IrI
溝跡

A 

Fig. 193一 A地区 SD217溝跡土層断面図 (~)

S D217溝跡土層説明

層 色調 土 質 密度 その他

a黒 褐 色 軽箱土 緊密 腐植質

11 b 11 H やや密 H 

c 11 砂質埴土 11 H 

a暗 褐色 11 H やや腐植質
2 

b 暗灰褐色 軽植土 H H 

aやすい
灰色 細砂土 疎

b H 粗砂土 11 

31c 暗 褐 色 砂質嬢土 11 

d や す い
灰色 微砂質壌土 H 

E H H H 3dよりやや粗い

4 刀 礁 土 やや密

5 明黄褐色 砂質埴土 緊密 地山
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A 一一一~'L =38.70m

主一一一一一一 一一-2 L=3370m

Fig. 193-2 B地区 SD225溝跡土層断面図(Ao)

S D225溝跡土層説明

層 色 調 土 質 密度 そ の 他

a黒褐色 砂や質腐埴植 土
(や質) 密 暗褐色砂質埴土がブロック状に入る

11 b 黒色褐に 色
(黒近い)

砂質(腐埴植 土
質)

}} 

C 暗褐色 微砂質埴土 }} 

2 淡黄褐色 微砂質埴壌土 疎

3 淡青灰色 微砂質壌土 刀

a 淡灰色 市E 砂 土 }} 2~5cmの礁を多く含む
4Ib 灰褐色 万 刀 4 aよりやや細かい

5 暗褐色 砂 壌 土 密~緊密

6 }} 砂質埴壌土 密

7 淡黄褐色 微砂質土 やや密

8 青淡灰褐色 微砂質埴壌土

9 明 灰 褐 色 砂質壌土 疎

a 暗褐色 砂質埴土 密
10 

b 明 灰 褐 色 砂 質 埴 壌 土 密~緊密

11 明 黄 褐 色 重 埴 土 緊密 地山
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A 
一一一一生二L=38.40m

B 一一 __ B' L =38.40m 

2 

~ 
C 

r'， 
ーー一一一一一--"-L=38.40m 

S D216溝跡土層説明

層色調 土質 密度 そ の 他

l 暗褐色 砂質埴土 緊密

Fig. 193-3 A地区 SD216溝跡土層断面図 (;<0)
2 M 11 月 暗黄プ褐色ク砂状質に埴入壌る土

カf ロツ

3 暗灰褐色 砂質埴土 やや密

4暗褐色 重 埴 土 H 明褐色砂質埴壊土が
{ややシルト賀) プロック状に入る

5暗褐色 砂質埴壌土 H 明プ褐色ク軽状埴に土，が少量
ロッ 入る

6 暗灰褐色 重箱土 H 
(ややシルト曹)

7明褐色 重(やや箱シルト土質) H 
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Tab. 1 下石動遺跡遺構一覧表

時遺
遺構番号 旧番 号 地 形 状 長径 短径 壁高

長軸方位
主 柱

遺 物 位 置 備 考
期構 区 長辺刷 短辺倒 深さ刷 穴数日目

S B002 2 号住居 A 内 形 5.06 5.00 0.06 6 弥生土器・石器 O~P-113~114 S B201より古

S B005 5 号住居 11 11 4.50 4.37 0.18 5 土弥生製土品器・石・土器師・石器製・品 O~P-117~118 S B004より古

S B006 6 号住居 ノ/隅丸畏方形 6.56 3.44 0.10 N-5・E 弥生土器・石器 N~P-118~119 SKOOlより新

S B009 9 号住居 11 円 形 5.42 5.38 0.11 6 弥土製生土品器・石・須器恵器・ M~N-1l9~120 S B199より古

S BOI0 10号住居 11 隅丸長方悟 5.63 4.44 0.33 N-ll・E 4 弥石生器土器・土製品・ M~O-122~123 S K119'158より古

{主 SB011 11号住居 11 円 売~I 6.33 6.18 0.12 8 J ~K-1l4~115 

S B012 12号住居 H M 6.48 6.11 0.22 6 弥生土器・土師器 J ~K-1l5~1l7 S K130より古

S B015 15号住居 M M 5.24 4.98 0.26 4 縄文土器 J -118~119 S K184・185より古

S B017 17号住居 M H 5.40 5.20 0.08 6 弥石器生土品・土製器・ M~N-122~123 
S K155~157・
S B196より古

弥 S B020 20号住居 M 隅丸畏方帝 7.10 4.00 0.12 N-3'-E 縄文土器・土師器 G~H-1!6~ll7 S B205・023より古

居

S B023 23号住居 H 円 形 5.22 4.80 0.12 5 弥生土器・土製器 F~G-117~ 1l8 S B020・023より新

S B027 27号住居 M 11 5.38 5.21 0.23 4 弥生土器・石製品 1 -122~125 S K056より新

S B197 26号土壌 か長楕円形 2.76残 2.96 0.16 N-7・w 1 土師器 P-122~123 北側は調査区外

S B200 11号 土 壌 11 不整形 4.17 0.79残 0.20 N-90・ 弥土製生土器器・石・土器師品 Q-1l4~115 北側は調査区外

跡 SB202 8 号土壌 H 長楕円形 4.41 2.80 0.34 N-77・E 弥生土器 P -113~114 S KI03より古

生
S B204 43号土壌 M M 5.32 2.82 0.12 N-30・E 縄文土器・弥生土器 H~ 1 -114~1l5 

S B205 54号土壌 M 隅丸長方悟 4.28 2.19 0.14 N-33'-E 弥生土器・土師器 N~O-1l7~1l8 S B 020.よ02り3新よ
S B021 り古

S B208 41号土墳 H 長楕円形 4.00 3.72 0.08 弥生土器 K~L-115 

S B209 16号土壌 M 11 4.30 1. 74 0.12 N.30・E 弥生土器 N~O'-1ll~112 S B007より古

S B030 30号住居 B隅丸長方悟 5.27 4.16 0.15 N-65・w 土師器 G~H←84~85 弥生後期

S KOOl 151号土壌 A 方 形1.38 0.82 0.35 N-35・E P-119 S B006より古

S K034 4 号土壌 M 不整形 2.40 0.83 0.27 N-90" 弥土製生土器器・土師品・ P-112~113 

時
S K035 5 号土壌 H 方 形1.28 1.20 0.84 N-31"-E O~P-113 

SK038 102号土壌 M 長方形 1.62 0.93 0.25 N-13'-W 弥生土器・土製品 L-112 柱穴有り

SK039 34号土壌 M 11 1.23 0.83 0.81 N-60・E L-112 柱穴有り

土 SK04035号土墳 M 11 1.18 0.74 0.88 N-57・w K-112~113 柱穴有り

S K041 38号土壌 H 11 1.05 0.60 0.46 N-34・w J -112 

SK042 39号土壌 M 11 1.62 1.18 0.65 N-80'-W 弥生土器・土製品 J ~K-1l2~1l3 

代 S K043 57号土壌 M 11 1.46 1.20 1.28 N-O・ 弥生土器 F-115~116 

S K044 59号土壌 H 楕円形 0.63 0.44 0.37 N-O' 弥生土器 G-120 S D216より古

SK047 58号土壌 M 不整形 1.01 0.97 0.40 N-19・E 弥生土器・土製品 E~F-117 南側は調査区外

S K048 60号土墳 M 長楕円形 2.92 0.85 0.12 N-89'-W 弥生土器・土製品 H-121 S D216より古

墳 SK049 72号土墳 H 楠円形 1.18 0.69 0.62 N-O' 弥生土器・土製品 F-119 

S K051 M 長方形 N-79'-E 
S K051→052 

S K052 111 1.54 0.20 N-44'一E 弥生土器
→053 

S K053 111 N -60'-E 
S D216より古

S K054 73号土墳 11 不整形 1.81 1.59 0.32 N-9・w 弥生土器・土製品 H~ 1 -123 柱穴有り

S K055 65号土壌 11 長方形 1.42 0.90 0.34 N-50・w 弥土製生土品器・土師器・ J -122 
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時遺
遺構番号 旧番号 地 形 状 長径 短径 壁高

長紬方位
主 柱

遺 物 位 置 備 考
期構 区 長辺ω 短辺刷 深さω 穴数個

S K056 85号土横 A 楕円形 1.57 0.81 0.80 N-48"-W 石器 1 -125 S B027より古

S K098 l 号士繍 M 長方形 1.89 0.77 0.44 N-2・w 弥生土器 P-l1l 

S K103 9 号土繍 か長方形 1.24 0.82 0.69 N-28・w O-P-113-114 S B202より新

:> K110 19号土墳 H 長楕円形 3.13 0.97 0.54 N-3・w 弥生土器・土師器 L-M-118 

S Kl1l 22号土墳 H 長方形 2.31 1.25 0.82 N-4 '-W 弥生土器・須恵器 P-120 

S K113 24号土墳 11 円 育長 1.02 0.98 0.45 N-73'一E 弥生土器 N-120 

S K114 25号土 墳 a万方 形1.88 1.43 0.69 N-3・E 弥須生恵土器器・土・土製器師器・ P-122 S K115より古

S K119 31号土墳 H 長方形 3.14 1.03 0.59 N-1・w 弥生土器・土製器 M-N-122 S B010より新

S K121 33号 土壌 aM 方 形 0.99 0.95 0.13 N-4・E 弥生土器 M-121 S K122より古
弥

S K122 33号土横 blll H 0.94 0.92 0.64 N-13'-E 縄文土器 M-121 S K121より新

SK123 36号土壌 11 長方形 1.12 0.80 0.42 N-17・w M-113 

S K124 仮 40号土横 11 11 1.96 1.11 0.93 N-85'-E L-114-115 

土 SK138 64号土墳 alll 11 1. 79 0.89 0.42 N-11・w 弥黒生色土土器器・土師器・ 1 -121 S K139より古

S K140 66号土横 11 楕円形 1.43 0.89 0.42 N-84'-W 弥生土器・土製器 K-122 

S K145 71号土域 11 不整形 1.62 0.92 0.22 N-90' H-119 

生 SK147 76号土横 11 長方形 1.60 1.07 0.69 N-66'ーE J -K-125 

SK148 77号土横 11 11 1.20 0.80 0.55 N-38'-E K-125 

S K149 78号土墳 alll H 2.34 1.08 0.58 N-5'-W 弥生土器・土製器 M-124 S K150より新

S K150 78号土墳 b 11 不整形 1.80 1.00 0.09 N-3'-W M-124 S K149より古

SK156 121号土墳 a 11 長方形 1.20 0.64 0.87 N-.21'-W L-M-123 柱穴有り

S K157 121号土壌 b 11 方 形1.69 1.26 0.45 N-12'-W L-M-123 S K156より古

時
S K160 125号土横 11 長方形 1.26 0.76 0.95 N-4 '-W L-M-114 

S K161 126号土横 11 11 0.96 0.70 0.55 N-30'-W L-114 柱穴有り

SK162 127号土横 11 方 形 0.90 0.72 0.65 N-38・w M-114 S B008より古

墳 SK165 131号土横 11 11 1.11 1.05 0.54 N-87'ーE 弥生土器 K-L-123 

S K166 132号土繍 11 円 形1.04 0.89 0.66 N-31・E 縄文土器・弥生土器 L-121 S B016より古

S K168 134号土壊 11 長方形 1.03 0.73 0.62 N-O' M-120 S B210より古

SK170 136号土繍 11 楕円形 1.55 0.85 0.39 N-35'-E 弥生土器 L-118 S B199より古

代
S KI71 137号土横 11 長方形 1.00 0.78 0.62 N-9'-W 縄文土器 N-119 柱穴有り

S K172 139号土横 11 不整形 1.62 0.92 0.13 N-IO'-E 弥生土器 K-117-118 柱穴有り

S K176 145号土壊 11 11 3.10 1.10 0.20 N-O' 弥生土器・土製品 J -K-ll7 

SKI77 146号土棚 11 方 形1.05 0.76 0.68 N-64'-E L-116 

S K178 147号 土壌 M H 1.11 0.70 0.86 N-I0'-E 0-117 柱穴有り

S K179 149号土繍 11 長方形 1.62 1.34 0.92 N-90' 縄文土器・石製品 J -120-121 

S K183 154号 土繍 11 11 1.42 1.04 0.76 N-7・w 縄文土器 0-P-118 S B004より古

SK186 157号土横 11 方 形1.25 1.13 0.88 N-8 '-W J -119-120 S B014より古

SK213 138号土横 11 長楕円形 2.50 0.78 0.17 N-5 '-E K-117-118 S B206より古

古 住 S B003 3号住居 A方形 5.51 4.43 0.14 N-65'ーE 3 弥器・生土土製器品・・土石師器・器石・製彊品車 0-P-115-116 S B2古01・SK163 
墳 居 より

代時 跡 S B004 4 号住居 JJI " 6.68 6.10 0.31 N-60'-E 4 弥器・生石土器器・最・土製師品器・調車 0-P-116-118 S B005より新
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時遺
遺構番号 旧番号 地 形 状 長径 短径 壁高

長軸方位
主柱

遺 物 位 置 備 考
期構 区 長辺mJ 短辺刷 深さ刷 穴数日圃

S B007 7 号住居 A 方 *1 4.40 3.57 0.13 N-24・w 3 弥生土器・土師器 M~N-llO~I11 SK099より古新
S B209より

S B014 14号住 居 " M 7.68 7.33 0.22 N-120-W 4 土石師器器・鉄・須器恵器・ J ~L-1l8~120 S B013より古

S B016 16号住居 J) M 8.14 7.56 0.08 N -690

- E 4 弥恵生器土・石器器・土・石師製器品・須 K~M-120~122 S K166・155より新

S B018 18号住居" H 3.74 3.22 0.10 N-170-W K~L-125 東ss 側DB2削1916平3よよ りり新芭王

S B019 19号住居 J) " 3.02 2.93 0.02 N-50-W 須恵器 G~H-1l5~1l6 S K133・134より古

{主 SB022 22号住居 M H 4.18 3.92 0.09 N-620-E 4 土師器・須恵器 E~F-1l6~1l7 S 0216より古

S B024 24号住居 J) H 5.38 5.10 0.14 N-OO 4 石弥生製土品器・土師器・ F~G-1l8~1l9 S KO古46・S0216 
より

S B025 25号住居" H 3.54 1.34 0.17 N-690-E E~F-1l8~1l9 南側調査区外
古

S B026 26号住居" H 5.75 4.74 0.32 N-830-E 2 弥生土器・土師器 H-123~124 南東側が削平

S B192 仮 35号住居 H J) 3.64 3.21 0.26 N-I00-E 2 要文恵土器器・土師器・ M-125 東s側B削平
194より新

居
S B018 古・S 0216 ・S B193 仮 36号 住居" H 4.11 3.30 0.17 N-140-W 弥生土器・土師器 L~M-124~125 
215より

S B194 仮 37号住居 J) H 3.33 2.58 0.10 N-00 

弥生土器・土師器 M~N-124~125 S B192より古

墳 S B195 J) J) 4.48 1. 70 0.13 O~P-124 S 0214より古

S B199 20号土墳 H H 3.70 3.38 O.ll N-72・E 4 土師器・須恵器 N-1l8~ 1l9 s 。Bよ00り9新・S K169・
17 

跡 SB206 49号土横 H H 2.96 2.82 0.16 N-130-W 土師器・須恵器 K~L-1l7 SKI72・213より新

S B028 28号住居 B J) 4.46 3.70 0.07 N-90・ 土師器・土製器 1 -87 

時
S B029 29号住居 n J) 4.05 3.91 0.06 N -650

- E 土師器・須恵器 L~M-91~92 S 0224より古

S B031 31号住居 M J) 5.99 5.79 0.09 N-O・ 4 土師器・石製品 L~M-87~88 

S B032 32号住居 M J) 4.57 3.62 0.07 N-16・E 弥生土器・土師器 M~N-85 

S B187 仮 33号住居 H J) 4.18 4.05 0.05 N..850

ーE 土師器・須恵器 N~O'-94 

S K131 51号土壌 A 不整形 2.87 1.64 0.25 N-250-W L-123 

代
S B017より新古S K155 120号土墳 H 長楕円形 3.20 0.96 0.20 N-71・E 土師器 M-122 S B016より

土 SK159 123号土墳 H H 2.23 0.99 0.35 N-28・w 弥生土器・須恵器 L-123 

S K079 177号土繍 B 円 形1.98 1.80 0.34 N-58"ーE 土師器 L-83~84 

S K080 118号土横 H 不整形 3.12 1.12 0.12 N-850-E M-85~86 

S K090 112号土墳 M 長楕円形 3.59 1.47 0.69 N-820-W 土土師製器品・須恵器・ Q~R-93 

墳 SK091 113号 土墳 H 楕円形 N-85・w P-93 

S K092 114号土墳 JJI 11 N-53・w P-92 

S K076 91号土墳 C 不整形 2.92 1.65 0.71 N-74・ーE 土師器 M-76~77 

S B008 8 号住居 A 方 形 3.87 3.37 0.02 N-460-W 弥生土器・土師器 M-1l4~115 S BOllより新

S B013 13号住居 H J) 4.38 4.02 0.18 N-19'-W 4 土師器・須恵器 J ~K-l!7~1l8 

歴 住 S B021 21号住居 J) M 3.74 3.40 0.18 N-19'-W 土師器・須恵器 G~H-1l7~1l8 カマドをもっ

S B196 50号土繍 J) H 3.28 3.07 0.23 N-18'-W 土師器 M~N-123 H 

史居
S B201 仮仮3492号号住住居居 J) J) 3.54 2.71 0.10 N-80'-E 縄.土文師土器器・弥生土器 O~P-1l4~1l5 JJ 

時 跡
S B188 仮 34号住居 B掘立柱建物 6.10 4.50 N-47'-W 10 土製品 L~M-93~95 

S B189 仮 38号住居 J) 方 形 2.77 2.70 0.19 土師器・須恵器 L~M-97~98 カマドをもっ

代 S B190 J) 掘立柱建物 4.52 4.22 9 L~M-I00 

土 SK036 17号土横 aA 方 形 2.20 2.00 0.14 N-68"-W N-1l3 S K037より古

墳 SK037 17号土壊 blJ) H 2.79 2.10 0.58 N-22'ーE 土師器・須恵器 N-1l3 S K036より新
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時遺
遺構番号 旧番 号 地 形 状 長径 短径 壁高

長軸方位
主柱

遺 物 位 置 備 考
期構 区 長辺刷 短辺刷 深さ4nl 穴数個

S K045 55号土壌 A楕円形 2.90 2.14 0.13 N-O・ 士師器・石器 G-H-118-119 S K046より新

S K046 56号土壌 11 不整形 2.82 1.52 0.20 N-O・ 土石師製器品・・須鉄恵製器品・石器・ G-118-119 S K045より古

S K099 11 11 1.30 0.63 0.05 N-90・ 黒色土器 N-110-111 S B007より新

S K102 7 号土壌 11 楕円形 1.36 1.92 0.67 N-75・E 須弥生恵器土器・土師器・ 0-113 

S K104 10号土壌 M 方 軍手 1.26 1.22 0.37 弥生土器・須恵器 P-114 S D228より新

歴 S K107 14号土壌 M 不整形 2.26 0.96 0.13 N-90・ 士師器・須恵器 Q-116 北側調査区外

S K115 25号 土墳 b M 楕円形 2.27 1. 77 0.85 N-8'-W 土師器・須恵器 P-122 S K114より古

S K129 47号土壌 M 11 1.26 0.97 0.03 N-34'-W 土製品 K-116 

S K130 48号土壌 M 11 1.50 0.70 0.20 N-61・E 土師器 K-116 S B012より新

S K132 52号土壌か 11 2.02 1.20 0.56 N-5 '-W 弥恵生器土・土器製・土品師・石器器・須 1 -117 

S K133 53号土墳 aI /J H 1.28 1.13 0.20 N-8'-W 弥土製生土品器・士師器 G-115 S K134より古

史
SK134 53号土壌 blll 11 2.05 1.54 0.47 N-67'-W 土師器・須恵器 G-115 S K133より新

S K141 67号土壌 a M 方 形 0.98 0.90 0.30 土師器 1 -122 S K142より新

土 SK142 67号 土壌 blll 11 1. 70 1.37 0.24 N-77'-E 土石製師器品・須恵器・ 1 -122 S K141より古

S K143 69号土壌 H 不整形 1.19 !.13 0.07 N-O・ 土師器・黒色土器 H-116 

SK154 119号土墳 M 11 1.83 0.60 0.11 N-90・ 須恵器 M-N-123 S D216より古

横 SK163 128号土壌 H 円 形1.83 1.22 0.83 N-65'-W 土土製師器品・須恵器・ P-115 S B003より新

S K184 仮 40号住居 M 11 3.04 2.63 1.17 N-85・E 土黒色師器土器・須・恵鉄器製品・ T-118-119 S B014・015より新

時
S K082 87号土墳 B 11 1.56 1.35 0.10 N-O' 土師器 L-93 

S K085 H 長方形 1.26 0.56 0.21 N-72・E 土師器・須恵器 N-95 

S K086 万円 形 0.93 0.66 0.13 N-86'-W 土師器 L-94 

S K087 M 楕円形 2.55 1.49 0.13 N-31・w 土師器 L-M-93-94 S B188より新

S K088 M 円 形1.55 1.45 0.49 N-O・ 土師器 P-95 

S K089 H 11 3.18 2.88 0.49 N-26・E 土土製師器品・須恵器・ K-L-93-94 

代 S K094 H 楕円形 2.77 2.55 0.93 N-51・w 土師器・須恵器 H-I -97-98 

S K095 124号土壌 a H 円 形 2.89 2.20 0.57 N-76・E 土石師器器・石・須製恵品器・ M-98-99 S K196より新

S K097 刀 H 1.51 1.26 0.32 須恵器 J -100 

S K058 旧97号土壌 C 11 2.19 1.88 0.54 N-60'-W 土師器 M-71-72 

S K064 95号土壌 n 11 1.86 1.65 0.73 N-74・w 土師器・須恵器 N-76 

S K065 93号土壌 M ノ/ 2.55 2.31 0.59 N-46'-W 毒事器・須恵器・ M-75-76 

S B198 138号土壌 A不整形 2.53残 1.56残 0.34 l Q-120 北側は調査区外

住 S B203 M 掘立柱建物 2.80 2.76 N-46・E 6 N-114 
居

時跡
S B207 仮 41号住居 ρ 11 1.94 1.80 4 0-117-118 

S B210 21号土壌 H 方 形 3.15 2.70 0.09 N-90・ L-M-119-120 S K168より新
期

S K033 3 号土墳 A不整形 1.51 1.44 0.41 N-66'-E P-ll2 

不
土 SK050 84号土壌 11 楕円形 1.32 0.83 0.41 N-52・ーE E-F-118 S D216より古

明 S K108 15号土横 11 不整形 2.52 1.54 0.14 N-80'-E 0-116 

繍 SK109 18号土墳 H ノ/ 2.35 1.01 0.17 N-20・E M-N-118 

S K112 23号土繍 11 円 形1.38 1.28 0.44 N-8 '-W N-120 
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時遺
遺構番号 旧番 号 地形状 長径 短径 壁高

長軸方位
主柱

遺 物 位 置 備 考
期構 区 畏辺ω 短辺加古 深さω 穴数個

S K116 28号土壌 A 楠円形 1.77 1.05 0.64 N-90・ P-123 S D216より古

SK117 29号土横 M 円 形1.11 0.95 0.15 N-00 

石器 0-123 

S K118 30号土横 万楕円形 1.42 1.07 0.10 N-90・ 0~P-123 

S K120 32号土横 M 方 形 0.75 0.72 0.24 N-11・E M~N-121 

S K126 44号土墳 H 不整形 1.44 0.83 0.65 N-650-E L-116 

S K127 45号土壌 N 11 1. 75 0.84 0.65 N-75・E L-116~117 

S K128 46号土壌 M 11 2.63 1.37 0.13 N-78・E K~L-116 

S K135 61号土横 M 11 1.72 1.00 0.41 N-00 1 -118 

S K137 63号土横 H 長方形 1.36 0.88 0.84 N-7T-E 1 -120 

時 S K139 64号土墳 b H 不整形 4.02 2.62 0.17 N-87・-w 土師器 1 -121~122 S K138より新

S K144 70号土横 H 円 形1.10 0.84 0.35 N-00 

H-118~119 

S K151 79号土壊 H 楕円形 1.14 0.59 0.33 N-90-W M-123 

S K152 80号土墳 N 11 1.68 1.02 0.15 N-730

ーE 縄文土器 M-124 

S K153 82号土墳 H 円 形 0.82 0.81 0.17 0-123 

土 SK169 135号土繍 H 楕円形 1.34 0.91 0.25 N-90・ M-118 

期
S K081 85号土横 B長方形 1.53 1.00 1.08 N-00 1 ~J -92 

S K083 115号土棚 H 11 2.22 0.80 0.21 N-670

- E P-93 

S K084 111号土壌 H 楕円形 3.29 1.46 0.57 N-650-E P-93 

S K093 H 長楕円形 3.85 1.49 0.07 N-14・司E 1 ~J -96~97 

S K096 124号土墳 b H 不整形 3.19 1.58 0.61 N-720

ーE M--98~99 S K095より古

S K057 旧104号土繍 C 11 2.72 1.32 0.61 N-81・ K~Lー70

S K059 旧98号土棚 H 楕円形 2.60 2.05 0.34 N-900 L-72 

不
S K060 旧103号土壌 H 円 形 2.09 1. 76 0.45 N-90・ J~Kー7l~72

墳 SK061 旧101号土横 M 不整形 1.80 0.70 0.48 N-490

- E H-72 

S K062 96号土壌 H 11 2.89 1.09 0.51 N-720-E N-74~75 

S K063 94号土塀 H 11 2.52 1.85 0.49 N-67・w N-75 

S K066 110号土墳 万円 形 2.10 2.05 0.24 L-74 

S K067 109号土墳 H 11 2.49 2.47 0.64 L-75 

明 S K068 106号土績 H 不整形 2.71 1.48 0.78 N-590

ーE M-76~77 

S K069 88号土墳 H 楕円形 2.75 2.16 0.69 N-90・ L-78~80 

S K070 90号土墳 万円 形 2.69 2.38 0.82 N-90
0 

K~L-77 

S K071 107号土壌 H 11 2.42 2.36 0.80 K-77 

S K072 89号土横 N 11 2.95 2.93 0.84 N-OO J ~K-77~78 

S K073 旧99号土横 H 11 4.11 3.60 0.97 N-23・w 1 -75 

SK074 108号土壌 H 11 2.49 2.23 0.59 N-90・ 1 -75~76 

SK075 旧110号土棚 H 不整形 1.62 0.86 0.49 N-52・w H-74 

S K077 92号土横 H 楕円形 2.14 0.91 0.40 N-710-E M-77 

S K078 105号土横 万円 形1.69 1.47 0.54 N-730-E L-77 
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3.遺 物

検出した遺構は住居跡・土壌・溝跡など，かなり多数にのぼっているが，それらと共伴して

出土した遺物もまた，多量である。

遺物は，時代からすると，縄文時代から歴史時代までであり，年代の幅は大きい。しかし，

各時代を通じて，もっとも多いのは土器類で，他に石器・石製品・土製品・鉄器・鉄製品がみ

られるが，本遺跡の遺物総数からすると，ほとんど無に等しいような状況である。それら遺物

を，各時代毎に種別にわけで示すと，

縄文時代……土器・石器

弥生時代……土器・石器(その他の石器)

古墳時代……土師器・須恵器・石製品・土製品・鉄器・鉄製品

歴史時代……土師器・須恵器・黒色土器・磁器・石製品・土製品・鉄器・鉄製品

となる。以下に，それら個々について記述する。

(1) 縄文時代

本遺跡では旧石器時代の遺物はまったく出土していない。縄文時代の遺物も少ない。土器と

石器がわずかに出土しているだけである。

土器は，破片ばかりであり，器形の全体は明らかでない。土器の調整や文様に違いがみられ，

条痕文・縄文・沈線文・貝殻文・突帯文などにわかれる。

石器は，完形のものがやや多い。尖頭器・石鍍・石匙・削器・石斧などがみられる。

縄文土器 (Fig.194~ 196， PL. 44・45)

ここで報告する土器は全て「遺構」出土のものではあるが，いわゆる「原位置」を留めるも

のではない。住居跡埋土出土のものは弥生時代中期の竪穴住居跡埋土に混入したもので，その

位置づけは明解である。しかしその取り扱いに問題があるのは土壌出土のものである。下石動

遺跡の縄文土器を出土した土壌は遺構の説明にもある通り通常の掘り込みによるものではなく，

倒木・土層の局地反転等の結果出来上った土壌であり，出土した土器の出土状態やその性格・

時期と同時性を考える上ではその点を念頭に置いておく必要がある。すなわちここでの土器を

何らかの資料として使用する場合には一定の資料操作・留保付きが条件となる。

S K152土壌で土器がまとまって出土した以外はいずれも10数点の出土で小破片が多い。土器

には条痕文土器を主体として曽畑系・縄文・貝殻文土器が出土しており，佐賀平野東部の縄文

前期後葉から中期にかけての土器を知る上で貴重な資料となった。ここでは出土遺構ごとに説

明を加えることにする。
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S K 152土墳出土土器 (Fig.194-1 ~21) 

条痕文土器(1---..8) 1は直口する深鉢の口頚部である。復元口径20.7cmである。色調は

内面黒灰色，外面黒褐色である。口縁部内面はていねいなヨコナデで頚部内面は横位の条痕の

上をナデ，外面は右下りの条痕の上をナデている。 3は深鉢の胴部である。色調は内外面とも

に黒灰色である。 1とは胎土・調整・焼成ともに類似するが3の方が器形が大きい。 6は浅い

丸底をもっ深鉢の底部である。色調は内面褐色，外面暗灰色である。内面はナデ，外面は火を

強く受けている。他も全て深鉢の胴部で，色調は褐色か黒灰色が多い。焼成は良好で胎土中に

は石英・長石粒と少量の雲母がまじる。

縄文土器(9 ---..21) 9 ~21は全面に LRの斜縄文を施すもので，同一個体ないし同一型式

と思われる。 21は口頭部がゆるやかなキャリパー状となる深鉢の胴部である。復元胴径37.2cm

である。色調は内面褐色，外面褐色ないし黒褐色である。内面ナデている。頚部と胴部の境に

外側からの焼成後穿孔が 1か所ある。 9---..20は全て胴部と考えられる。色調は褐色ないし黒褐

色である。内外面とも器面調整はナデであり，外面の斜縄文はその上に横位あるいは右上りに

施されている。 14は内面に炭化物が付着しており， 9. 10 ・ 11 ・ 13~15 ・ 18は胎土中に金雲母

を含んでいる。また，全ての胎土中に石英・長石粒を含んでいる。

S 8015土墳出土土器 (Fig.195-22) 

22は深鉢の胴部である。色調は内外面ともに灰褐色で外面の一部に黒変部あり。内外面とも

に条痕によって調整されている。胎土には石英・長石粒と金雲母を含んでいる。

S K 171土壌出土土器 (Fig.195-23~30) 

沈線文土器 23は口頭部がゆるやかに外反する深鉢の口頭部である。色調は内外面ともに黒

褐色である。全体に条痕によって器面調整が行われている。口縁部内面には幅1.8皿の短沈線が

横位に 2条施され，外面には幅1.8皿の浅い沈線が右下りに施されている。口唇部にはキザミを

もっ。胎土には石英粒が多く含まれている。

条痕文土器 (24---..29) 全て深鉢の胴部と思われる。色調は全て褐色ないし黒褐色がほとん

どである。 25 ・ 27~29の外面は条痕の上からナデている。胎土には石英・長石粒・雲母を含ん

でいる。金雲母を含むものはない。

土製円盤 30は深鉢の胴部破片を利用して土製円盤としている。一部を欠く。縦4.3cm・横

4.6+αcm・厚さ0.8cmをはかる。色調は内外面ともに褐色である。条痕によって器面調整され

ている。
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Fig. 194 下石動遺跡出土縄文土器実測図(1) ! 



S K 179土墳出土土器 (Fig.195-31 ~34) 

全て条痕文土器である。他の土壌のものと調整・焼成等大差ない深鉢の胴部である。色調は

灰色・褐色ないし黒褐色である。胎土にはいずれも石英・長石粒・雲母を含むが， 31・33には

金雲母を含む。

S K 183土壌出土土器 (Fig.195-35~43) 

貝殻文土器 (35"-'37) 35は波状口縁をもっ深鉢の口頚部である。色調は内面褐色，外面黒

褐色である。器面調整はナデである。内面には幅13皿前後の員殻腹縁による横位の押し引き文

が外面には同じ貝殻腹縁による横位・縦位の押し引き文が施されている。胎土には石英・長石・

黒色鉱物粒を含んでいる。 36は深鉢の頚部で35と同一個体か同一型式の土器と考えられる。色

調は内面褐色，外面暗褐色である。器面調整はナデである。外面に幅13凹前後の貝殻腹縁によ

る横位の細かい波状文が施されている。 37は深鉢の胴部である。色調は内面褐色，外面暗褐色

である。器面調整は内面へラケズリ外面ナデである。外面の文様は幅15mmの貝殻腹縁による横

位の条線文の上に縦位の沈線が施されている。

条痕文土器 (38"-'43) 38は口頚部がゆるやかに外反する深鉢で復元口径12.8cmである。色

調は内外面ともに黒褐色である。内面はヨコナデで接合痕が明瞭に残っている。外面の口頭部

に右下りの浅い条痕が，胴部がナデである。胎土には石英・長石粒と金雲母を含んでいる。39"-'43

は深鉢の胴部である。色調は褐色ないし黒褐色のものが多い。 42の外面はていねいにナデられ

ており条痕はほとんど消えている。胎土には石英・長石粒を含み， 40・42には黒色鉱物粒がり

には金雲母が含まれている。

S K 122土壌出土土器 (Fig.195-48) 

ゆるやかに口頚部が外反する深鉢の口頭部である。色調は内面黄褐色，外面暗褐色である。

内外面ともに条痕の上をていねいにナデている。

S 8020住居跡埋土出土土器 (Fig.195-47) 

いわゆる曽畑式土器である。口頭部が大きく外反する深鉢の口縁部である。色調は内面黄褐

色，外面褐色である。器面調整はナデである。内外面ともに口縁下に 2条の刺突文が，口唇部

にも一条の刺突文が施されている。胎土には滑石粒を含まない。

S 8192住居跡埋土出土土器 (Fig.196-49) 

胴部が張り，口頭部が外反する深鉢の口頭部である。復元口径は32.7cmで，残存高12cmであ

る。色調は内面黒褐色，外面暗褐色である。器面調整は内外面ともに右下りのナデである。文
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様は口縁下の内面に幅 5皿の押し引き文が横位に 2条，頚部外面には縦位の細沈線の上に幅5阻

の回線が横位に 2本単位に 3条，またその下には同じ施文具による l条の波状文が施されてい

る。口縁部は断面三角形で，口唇部にも押し引 き文が 1条施されている。

S 8201住居跡P-2出土土器 (Fig.195-44~46) 

沈線文土器 (44・45) 44は口頭部がゆるやかに外反する深鉢の口縁部である。色調は内面

茶褐色，外面黒褐色である。器面調整はナデである。内外面とも口縁下に幅 4凹の沈線が 2条

施されている。 口唇部にキザミをもっ。 45は深鉢の頚部である。色調は内外面とも黒褐色であ

る。器面調整は内外面とも条痕である。内面に幅3皿の沈線が横位に 1条施されている。

突帯文土器 46は深鉢の胴部である。 色調は内外面とも に黒褐色である。器面調整は内外面

とも条痕であり ，外面は一部ナデている。外面には幅8皿の低い突帯を貼り付け，キザミ状の

刺突文を施している。

以上の他SB005住居跡埋土から 1点， S K166土壌から滑石粒を含まない曽畑式土器の口頚

部が 1点，出土したがここでは図示することができなかった。

Fig. 196 下石動遺跡出土縄文土器実測図(3)

石器 (Fig.197・198，PL. 46・47)

本遺跡では，尖頭器 ・石鍛 ・石匙 ・削器・ 磨製石斧 ・打製石斧，が出土している。

尖頭器 (Fig.197-50・51，PL. 46) 

20cm 

50は横広で薄い剥片を素材とし，剥片の周縁の両面に浅い調整剥離を施して先端を尖らせて

いる。細身で先端が尖るために，尖頭器として把えたが，調整剥離は削器のものであり ，尖頭
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器とするより，削器とすべきものかもしれない。 51は表裏全面に組い調整剥離を施した槍先状

のものである。基部を欠損するが，やや幅広で木葉形になるもの推定される。

石鯨 (Fig.197-52~63， PL. 46) 

52は基部の扶りが深く，全体の調整剥離が丁寧なもので，早期に多くみられる。 53--...60は基

部の挟りが弧状からくの字状になるものである。 53・54のように長身のものから， 56~60のよ

うに幅広のものまでのバラエティーがあり，時期も早期から晩期にかけてのほぼ全時期に存在

するが，概して， 54~56のように調整剥離が丁寧なものは早・前期と古く， 57・58・60のよう

に調整剥離が組いものは後・晩期と新しいようである。 61・62は平基で，調整剥離は粗く，後・

晩期のものであろう。 63は磨製石鉱でほとんど全面を研磨されているが，周縁部に剥離痕を残

している。前期のものであろうか。

石匙 (Fig.198-66~68) 

66--...68ともに縦長大型剥片の打面近くの両側縁に扶りを入れ， ["つまみ」として整形したもの

である。刃部は両側縁の片面に浅い調整剥離を施して整形している。基本的に，素材とする剥

片の形状を大きく変えることなし「つまみ」と刃部を作り出すことのみを意図したもので，全

体の形状・形態を整えるという意識はほとんど認められない。このようなものは後・晩期に多

くみられる。

削器 (Fig.197-64・65，198-69， PL. 46) 

64・65・69ともに不定形剥片の縁部に浅い調整剥離を施して刃部を作出している。 64は幅広

剥片の打面部主剥離面に調整剥離を施して刃部を作出しているが，他の縁部にも使用痕とみら

れる刃こぼれがある。 65は欠損しているが，剥片の片面に浅い連続した調整剥離を施して刃部

を作出している。 69は縦長剥片の両面に連続した浅い調整剥離を施して刃部を作出している。

磨製石斧 (Fig.198-70~73， PL. 47) 

70は蛤刃状の丸い刃部と刃部状の頭部をもっ。刃部のほうが頭部より幅広で、，刃部から頭部

にかけて曲線的に先細りになる。器面は粗い砥石が使用されたようで，研磨による擦痕が残っ

ている。 71は刃部を大きく欠損するが， 70と同タイプである。 72は大部分を欠損し，器面の一

部を残しているだけである。 73は扇平で小型のもので頭部を欠損している。片面は器面の剥脱

が著しく磨痕を残していない。

打製石斧 (Fig.198-74， PL. 47) 

74は扇平棒状の礁の周縁部を敵打して形態を整えたもので，器面は風化の為か剥脱が著しい。

刃部は刃こぼれによる欠損がみとめられる。
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Tab.2 下石動遺跡出土石器一覧表(縄文時代)

(法量 ①長さ 計③?;残25i)(写真登録番号⑮4x 5インチサイズ)

番号 器 種 挿図版図番番号号 出土地点 法 量 石 質 遺物登録番号 写真登録番号

Fig. 197 A ① ② 
9.45cm 

⑮ 
2.5 cm 

50 尖 頭 器
③ 0.8 cm 

安 山岩 82000411 
PL. 46 S B005 22.2 g 852785 

Fig. 197 A 
① (6.9) 

⑮ 
② 3.0 

51 JJ 
③1 .6 

JJ 82000412 
PL. 46 (K-114) 

④ (36.9) 
852783 

Fig. 197 B 
① 2.9 

⑮ 
② ③ 

1.9 
52 石 t族 0.5 

黒曜石 82000408 
PL. 46 (1-97) 

④ 1.5 
870234 

Fig. 197 A ① ② 
2.85 
1.6 

53 H 
③ 0.6 

H 82000470 H 

PL. 46 S B004 
④ 1. 75 

Fig. 197 A 
① ② ③ 

2.7 
1.7 

54 JJ 
0.5 

H 82000409 JJ 

PL. 46 S K132 
④ 1.3 

Fig. 197 A ① 2.3 

② ③ 
1.7 

55 H 
0.35 

H 82000406 JJ 

PL. 46 S B014 
④ 0.8 

Fig. 197 B ① 2.0 

② ③ 
2.0 

56 H 
0.4 

安山岩 82000407 JJ 

PL. 46 (M-95) 
④ 0.8 

Fig. 197 A ① 1.8 

② ③ 
1.4 

57 H 
0.4 

黒曜石 82000403 H 

PL. 46 (M-125) 
④ 0.6 

Fig. 197 A ①② (1.6) 

58 JJ 
(1.5) 

H 82000471 H 

PL. 46 S B003 ③④ 0.25 
(0.55) 

Fig. 197 A 
59 JJ 

(1.4) 
H 82000402 JJ 

PL. 46 S K045 
0.3 
(0.4) 

Fig. 197 A ① ② 
1.7 
1.5 

60 H 

③ ④ 
0.5 

安山岩 82000404 刀

PL. 46 (P-115) 
0.8 

Fig. 197 A 
2.0 

61 H 
0.4 

JJ 82000405 JJ 

PL. 46 (Q-117) 
(1.3) 
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番号 器 種 挿図版図番番号号 出土地点 法 量 石 質 遺物登録番号 写真登録番号

Fig. 197 A ① 1. 75 @ 
② ③ 

1.55 
62 石 主族 0.4 黒曜石 82000401 

PL. 46 (N-112) 
④ 0.75 870234 

Fig. 197 B ① ② 
2.65 
1.45 

63 !I 

③ ④ 
0.25 

M 82000410 !I 

PL. 46 0.7 

Fig. 197 A 
① ② ③ 

4.9 
⑮ 3.8 64 首日 器 0.8 安山岩 82000414 

PL. 46 S K179 
④ 

852801 

Fig. 197 A ①② ③ (2.5) @ 
(3.9) 

65 !I 
(1. 0) 

刀 82000476 
PL. 46 S B003 

④ 
853087 

Fig. 198 A ③ ①② (8.1) ⑮ 4.4 
66 石 匙 0.7 

H 82000474 
PL. 46 S B016 

④ 
853081 

Fig. 198 A 
① (4.9) 
② (4.2) 

67 刀
③ 0.45 

!I 82000473 !I 

PL. 46 S B006 
④ 

Fig. 198 A 
① (4.0) 

68 !I ②③ (5.4) H 82000415 刀

PL. 46 (表土)
(0.4) 

④ 

Fig. 198 A ① 6.3 
⑮ 

② 3.9 69 自リ 器
③ 1.0 

H 82000475 
PL. 46 S B006 853085 

④ 

Fig. 198 A 
① 12 

⑮ 
② ③ 

5.9 70 磨製石斧 2.4 蛇紋岩 82000431 
PL. 47 (表土)

④ 
852827 

Fig. 198 A 
① (8.5) 

⑮ 
② (5.3) 

71 H 
④ ③ (2.2) 

!I 82000432 
PL. 47 S K046 852823 

Fig. 198 A ①② (7.3) ⑮ 4.6 
72 !I 

③④ (1.5) 
82000427 

PL. 47 S D216 852829 

Fig. 198 A ⑮ 5.0 
73 万

1.05 82000481 
PL. 47 S B003 853097 

Fig. 198 A ①② 15.4 ⑮ 4.5 
74 打製石斧

③ 1.5 82000430 
PL. 47 S D217 

④ 
852845 
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(2) 弥生時 代

土製品・石器・石製品が出土している。それらの遺物のうち，最も出土量が多いのは弥生土

器であり，他の遺物は少ない。

査・聾・鉢・高杯・器台・葦・支脚などの器種に分かれ，形態の相違によりいくつかに分類

できる。これらの土器は竪穴住居跡・土墳の埋土から比較的まとまった状態で出土している。

土器の出土状況は出土遺構がその本来の機能を終えた後にゴミ穴として使われた様子を示すも

のであり，土器も日常用がほとんどである。ただ出土土器は奮の出土が圧倒的に多く，壷や高

杯などの出土量が少ないなど器種構成にはかたよりが見られるようである。

弥生土器は全体として若干の違いはあるものの大きな時期差は無いようである。弥生時代中

期を二分した場合の前半のものだけである。このため各遺構ごとの記述をせず，出土量の多かっ

た遺構を中心に各器種ごとに分類し，下石動遺跡での弥生時代中期前半期の遺物の様相を観察

してみたい。

壷 (Fig.199-75~200-94 ， PL. 48) 

弥生土器のなかでは個体数は少なし 20個体を図示した。器形は土器の残存状況が悪いため

に1個体として口縁部から底部までの復元ができるものはなかった。このため分類するには少

ないが，口縁部の特徴でA.Bに大別できる。

壷A (75-83) 

口縁部は大きく外反し，口縁端は面を持っている。突帯はおそらく持たないであろう。外面

と口縁部内面はへラミガキされており，調整は丁寧である。

壷B(84-92) 

鋤先状口縁部を持つ査で，口縁部は小さな破片しか検出できなかった。器形全体は十分には

分からないがおそらく頚部や胴部に 1~数条の突帯があるであろう。赤色顔料を塗布している

土器もある。

聾 (Fig.201-95~208-189， PL. 48~50) 

出土土器の中では圧倒的に量が多く，各遺構ともに最も多く出土している。しかし，この器

種も他のものと同様に全体を十分に復元できるものは少なし 2個体のみが復元できた。

分類は口縁部の特徴と突帯の有無によっておこなっており，脚部や底部の特徴はあまり加味

していない。聾は突帯の有無でA・Bとに二分し大聾としてC類を設ける。また，短胴形のも
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のを D類，胴部が丸く張るものを E類とした。口縁部の細部の違いにより， A類を a~ fの6

区分， B類を a~b の 2 区分に細分する。

聾 Aa(95""103) 

口縁部は断面三角形で，上面は外傾もしくは水平で外にあまり伸びず短い。口縁部内側に張

り出さず，口縁部外端にキザミ目をもつものもある。口縁部の内外面はヨコナデで，胴部は内

外面ともに不定方向ナデによって仕上げられているものが多い。

聾 Ab(104""134) 

口縁部は逆 rLJ字形で，上面は水平もしくは若干内傾である。外への張り出しはやや長く，

口縁部内側に張り出しはない。口縁部の内外面はヨコナデで，胴部は内面が不定方向ナデで外

面はタテハケ目又は不定方向ナデである。
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Fig. 199 下石動遺跡出土弥生土器実測図(1)
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聾 Ac(135---148) 

口縁部は逆 iLJ字形で，上面

は内傾である。口縁部の外側への

張り出しはやや長く，内側には肥

厚はない。口縁部の内外面はヨコ

ナデで，胴部は内面が不定方向ナ

デで外面はタテハケ目で仕上げて

いる。

聾Ad(149---160) 

口縁部は逆 iLJ字形で，上面

は聾 Abと同様に水平もしくは若

干内傾である。外側への張り出し

はやや長く，内側に張り出しがあ

る。口縁部の内外面はヨコナデで，

胴部は内面が不定方向ナデで外面

はタテハケ目で仕上げている。

聾Ae(161---168) 

口縁部は逆 iLJ字形で，上面

は内傾である。口縁部の外側への

張り出しはやや長く，内側には若

干張り出しがある。口縁部の内外

面はヨコナデで，胴部は内面が不

定方向ナデで外面はタテハケ目で

仕上げている。

聾Af(169・170)

口縁部は iTJ字形で，上面は

水平である。口縁部は外への張り

出しは長く，内側に若干張り出し

がある。口縁部の内外面はヨコナ

デで，胴部は内面が不定方向ナデ

玉三三ご¥¥
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Fig.207 下石動遺跡出土弥生土器実測図(9)
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で外面はタテハケ目で仕上げている。

聾 Ba(171 "" 177) 

口縁部は逆 iLJ字形で，口縁部下に三角形突帯を l条めぐらす。口縁部上面は水平で，外

側への張り出しはやや長く，内側にも若干張り出すものもある。口縁部の内外面と突帯部外側

はヨコナデで，胴部は内面が不定方向ナデで外面はタテハケ目で仕上げている。

聾 Bb(178""185) 

口縁部は逆 iLJ字形で上面は内傾し，口縁部下に三角形突帯を 1条めぐらす。口縁部は外

側への張り出しはやや長く，内側には若干張り出すものもある。口縁部の内外面と突帯部外側

はヨコナデで，胴部は内面が不定方向ナデで外面はタテハケ目で仕上げている。

聾C (186) 

大形の聾で，本来は埋葬専用土器として多く用いられているものである。

聾o(187・188)

底部は無いが，口径と胴部の張り方から見て短胴形で底部径のやや大きい聾であろう。口縁

部下には突帯はない。

聾 E (189) 

胴部が丸く張り，最大胴径の位置に三角形突帯を 1条めぐらしている。口縁部は逆 iLJ字

形で上面はやや丸みがあり，ほぽ水平に外側に伸びる。

鉢 (Fig.208-191 ~ 196， PL. 49) 

弥生土器のなかでは個体数は少なく，器形は土器の残存状況が悪いために l個体として口縁

部から底部までの復元ができるものはなかった。このため分類するには少ないが，口縁部の特

徴と突帯の有無によっておこなった。聾の分類と類似している。鉢は突帯の有無でA.Bとに

二分した。口縁部の細部の違いにより， A類を a~c の 3 区分， B類を a・bの2区分に細分

する。

鉢 Aa(191) 

口縁部は断面三角形で，上面は外傾で外にあまり伸びず短い。口縁部内側に張り出しはなく

口縁部下には突帯はない。胴部は張らないようである。内外面ともにヨコナデ仕上げしている。
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鉢 Ab(192) 

口縁部は逆 iLJ字形で上面はほぼ水平なものである。口縁部は外側にあまり伸びず短い。

内側には張り出しはない。口縁部は内外面ともにヨコナデで，胴部の内外面は不定方向ナデに

よって仕上げている。

鉢 Ac(193) 

口縁部は逆 iLJ字形で上面は内傾し，口縁部内側に若干の張り出しがある。口縁部は内外

面ともにヨコナデで，胴部内面は不定方向ナデ，外面はタテハケメによって仕上げている。

鉢 Ba(194) 

口縁部は逆iLJ字形で，上面ほぽ水平で内側に若干の張り出しがある。口縁部下に三角形突

帯が1条ある。口縁部は内外面と胴部外面がヨコナデで，胴部内面は不定方向ナデ仕上げしている。

鉢 Bb(195) 

口縁部は逆iLJ字形で，上面は若干内傾し内側に少し肥厚している。口縁部下に三角形突帯が

1条ある。口縁部は内外面と胴部外面がヨコナデで，胴部内面は不定方向ナデ仕上げしている。

高杯 (Fig.209-198'"'-'200) 

高杯の出土は少なし器形の全体がわかるものはなかった。 198は口縁部上面が水平で，内側

に張り出しがない。

蓋 (Fig.209-201'"'-'203) 

体部下部が大きく外側に聞き笠形になるもので，体部上部とつまみ部との境で若干くびれて

いる。つまみ部上部には凹みがある。203は聾蓋の下部と見られるが，高杯の脚部の可能性もある。

器台A(Fig. 209-204'"'-'211， PL. 51) 

体部は鼓状をなし器壁が薄手のもので，口径は脚径より若干小さい。外面はタテハケメ調整，

内面は粗いナデで，口縁部と脚部はヨコナデを施している。

器台B(Fig. 209-212'"'-'215) 

体部は両端が若干広がるものの，全体としては柱状のもので，器壁は厚い。内外面ともに指

頭圧のち粗いナデ仕上げである。器台とするより支脚とすべきかもしれない。
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支脚 (Fig.209-216・217，PL. 51) 

上位にかけてやや小さくなるが，断面が方形をした，柱状のものである。体部中央よりやや

上位に，直径 1cmほどの孔をーか所貫く。重量感がある。調査は，側面はていねいなナデ，上

下面はともにヘラ状工具でナデ，である。 SB010住居跡より 3個体出土しているが，高さ13cm

ほどで，ほぽ同じ大きさである。

土製円盤 (Fig.209-218・219，PL. 51) 

完形ではないが，平面がほぼ円形と思われる土製品である。断面は， 218が楕円形， 219が隅

丸長方形，でやや異なる。調整はともに全面ナデである。 SB010住居跡より 2個体出土してい

るが，直径 9cmほどで，ほぽ同じ大きさである。

石器

本遺跡では，弥生時代の石器として石庖丁・挟入片刃石斧・磨製石斧・磨製石鯨・磨製石剣，

が出土している。

その他に，砥石・磨石が出土しているが，時代を確定できなかった。一応，ここに掲げてお

く。

石庖丁 (Fig.210-220~223， PL. 52) 

220は半分を欠損しているが，長さ20cm近い狭身の大型品になると推定される。 221も半分近

く欠損しているが，広身のものになると推定される。 222・223は大部分を欠損していて全体は

不明であるが， 223は前期に多くみられる逆三角形の形態のものと推定される。

挟入片刃石斧 (Fig.210-224・225，PL. 52) 

224はやや細身・小型のもので，刃部には使用痕と考え られる大きな刃こぼれがみとめられ

る。 225は幅広で、， 224よりは大型になると考えられるが，頭部を大きく欠損しており，扶りが

ないかもしれない。

磨製石斧 (Fig.210-226・227，PL. 52) 

226は片面全体が剥脱したよ うに欠損し，全体の形状を知ることは出来ない。 227は小型のも

のの頭部と考えられるが，器面に粗い擦痕を残すことや，表裏面ともに横位の刻線が入ること

から，他の器種の磨製石器の一部とも考えられる。
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磨製石鎌 (Fig.210-228， PL. 52) 

228は幅広，肩平で，基部の挟りが弧状に入る二等辺三角形のものである。全体的に研磨は組

く，器面に擦痕を残している。

磨製石剣 (Fig.210-229・230，PL. 52) 

229は磨製石剣か石文の切先部と考えられるものである。断面はレンズ状であるが，器面はか

なり荒れており ，本来は断面菱形の錆をもつものであろう。 230は薄い板状の石の周縁を打ち欠

いて形態を整えたもので，磨製石剣か石支の未成品と考えられる。

その他の石器

砥石 (Fig.211-231 ~235， PL. 53) 

砥石は基本的に板状のものと柱状のものの二種があり ，234・235が前者に，232・233が後者

にあたる。前者のものは表裏2面を使用され，概して組めの石が用いられる。後者は表裏面と

両側面の 4面が基本的に使用されるが， 233のように 3面とか 2面の場合もある。 231は大型で，

作業面が皿状になっており，石皿とすべきかもしれない。

磨石 (Fig.221-236~238， PL. 53) 

磨石は旧石器時代から縄文時代，弥生時代と最も長い期間にわたって使用された石器で，そ

の形態もほとんど変わることがない。 236・238は扇平な礁の表裏面，周縁部ともに丁寧に磨か

れて整形されている。 237は小型扇平醸をほとんどそのまま使用している。

Tab. 3 下石動遺跡出土弥生土器一覧表

( 法 量 ① 口径②器主流諜22) (写真登録番号⑮4x 5インチサイズ)

番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真豊録番号 備 考
図版番号

Fig. 199 A 
CiY 20.0 内面暗褐色 内面肩部~口縁部不明

75 萱 A 82001388 
PL. S K1l4 

②ー 外面褐色 外面ー肩部~口縁部不明

Fig. 199 A 
CiY 20.6 内面一頚部~口縁部不明

76 M 褐 色 11 82001382 
PL. S K1l4 

②ー 外面頚部~口縁部不明

Fig. 199 A 
①ー 内面肩部ナデ，頭部へラミ

77 11 褐 色 ガキ 11 82001387 
PL. S K1l4 

② ー 外商肩部~頚部へラミガキ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

① 19.5 
内面ー肩部~口縁部へラミガ

Fig. 199 A キ
78 萱 燈褐 色

外面肩部~口縁部へラミガ
A 84003191 

PL. S B012 
② 

キ

Fig. 199 A 
①， 23.9 内面一頚部~口縁部ヨコナデ

79 11 褐 色 外面頚部ナデ，ロ縁部ヨコ 11 84000262 
PL S B027 

② - ナデ

CD' 20.1 
内面頚部へラミガキ，口縁

Fig. 199 A 部ヨコナデ
80 11 明褐色

外面頚部ナデ，口縁部ヨコ
11 84001025 

PL S K165 
② 

ナデ

①r 22.8 
内面肩部ナデ，頚部へラミ

Fig. 199 A ガキ，口縁部ヨコナデ
81 11 褐 色

外面肩部へラミガキ，頚部
11 82000164 

PL. S K048 
②ー

~口縁部ヨコナデ

Fig. 199 A 
①， 26.2 内面頚部~口縁部不明

82 11 樫褐色 11 82000162 
PL. S K047 

②ー 外商頚部~口縁部ヨコナデ

① 12.9 
内面底部~肩部ナデ，頚部

Fig. 199 A ~口縁部へラミガキ ⑮ 
83 ノ/ ② 12.7 黒灰色

外面底部ナデ，胴下半部
11 84000452 

PL. 48 S K1l9 
③ 16.2 850506 

~口縁部へラミガキ

Fig. 200 A 
①， 31.0 内面燈褐色 内面頚部~口縁部不明

84 11 B 82001571 
PL. S K11l 

② 外面灰褐色 外面頚部~口縁部不明

Fig. 200 A 
①， 28.0 内面 暗糧褐色 内面一頭部~ロ縁部ヨコナデ

85 11 11 82001383 
PL. S K1l4 

②ー 外面暗茶褐色 外面頚部~口縁部ヨコナデ

① 
内面頭部へラミガキ，口縁

Fig. 200 A 部ヨコナデ
86 11 明褐 色

外面頭部ナデ，口縁部ヨコ
11 82000564 

PL. S B007 
② 

ナデ

Fig. 200 A 
① 内面一口縁部ヨコナデ

87 11 明赤褐色 /ノ 84003476 
PL. S B193 

② 外面一口縁部ヨコナデ

Fig. 200 A 
①ー 内面一口縁部ヨコナデ

88 11 淡褐 色 11 82000537 
PL. S B004 

② 外面一口縁部ヨコナデ

①ー 内面一肩部指頭調整後ナデ
肩部上位

Fig. 200 A に断面三
89 11 黄土 色 11 81001679 

角形の凸PL. S K042 
② 外商ー肩部ナデ

帯
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

① 内面ー胴下半部~肩部ナデ
胴部中央

Fig. 200 A に断面三
90 査 赤褐 色 外面ー胴下半部~肩部丹塗り B 81001524 

PL. S B027 
② 磨研

角形の凸

帯

内面底部~胴下半部指頭調
肩部と胴

Fig. 200 A 
①ー

整，胴部~肩部ナデ
⑮ 部中央に

91 11 褐 色 11 82001324 850675 断面三角
PL. 48 S K149 

②ー
外商底部~腕下半部へラミ

850676 形の凸帯
ガキ，胴部~肩部不明

を各2条

①ー 内面乳褐色 内面一胴部ヨコナデ
胴部中央

Fig. 200 A に断面三
92 11 ②ー 11 84001004 

角形の凸PL. (P-121) 
③ 16.6 外面褐色 外面ー胴部ヨコナデ

帯

Fig. 200 A 
①ー 内面底部~胴下半部不明

⑮ 
93 M 暗 褐色 H 82001366 

PL. 48 S K1l4 
②一 外面底部~胴下半部ナデ

850663 

Fig. 200 A 
①， 13.0 内面一口縁部不明

94 暗 黄 色 81001671 
PL. S K042 

②- 外面一口縁部不明

①( 17.8 内面橿褐色
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
95 蜜

外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ
Aa 84003475 

PL. S B193 
② 外面黒褐色

コナデ

①， 17.4 
内面ー胴部~肩部ナデ，ロ縁

Fig. 201 A 部ヨコナデ 口縁部外
96 11 褐 色 11 81001668 

PL. S K042 
②ー

外面ー胴部~肩部ハケ目，口 周に刻目

縁部ヨコナデ

Fig. 201 A 
①， 23.2 内面肩部~口縁部ナデ

97 ノ/ 明黄褐色 外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ 11 85000532 
PL S K133 

② コナデ

①， 23.4 
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 201 A 部ヨコナデ
98 11 橿 褐 色 ノ/ 84000413 

PL S K170 
② ー

外面ー胴部~肩部不明，口縁

部ヨコナデ

Fig. 201 A 
①， 29.0 内面一口縁部ヨコナデ

99 11 赤 褐 色 11 81001519 
PL. S B027 

② ー 外面一口縁部ヨコナデ

Fig. 201 A 
①， 28.6 内面灰褐色 内面 口縁部ヨコナデ

100 11 11 81001541 
PL. S B023 

② 外面黒褐色 外面 口縁部ヨコナデ

Fig. 201 A 
①( 23.2 内面明燈色 内面 口縁部ヨコナデ

101 11 11 82000557 
PL. S B006 

② 外商燈褐色 外面一口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 24.8 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
102 費 白 灰色

外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ
Aa 85000531 

PL. S K133 
② 

コナデ

Fig. 201 A 
①， 21.5 内面ー肩部~口縁部ナデ

口縁部外
103 I! 黄灰 色 H 85000530 

PL S K133 
② 外面ー肩部~口縁部ヨコナデ

周に刻目

①， 23.6 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
104 I! 櫨褐 色 Ab 82000510 

PL S B002 
② 

外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ

コナデ

Fig. 201 A 
①， 21，7 内面肩部~口縁部ナデ

105 ノy 褐 色 外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ M 85000203 
PL. S B017 

② コナデ

①， 25.4 
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
106 I! 淡褐 色 H 81001543 

PL. S B023 
② 

外面一肩部ナデ，口縁部ヨコ

ナデ

①， 28.0 内面 淡灰褐色
内面肩部指頭調整後ナデ，

Fig. 201 A ロ縁部ヨコナデ
107 ノノ I! 81001814 

PL S K034 
②ー 外面貧褐色

外商肩部ハケ目，口縁部ヨ

コナデ

内面ー胴部~肩部ナデ，ロ縁

Fig. 201 A 
①， 25.6 部ヨコナデ

108 I! ② 乳禍 色 外面ー胴部ハケ目，肩部ハケ H 84002892 
PL. S K149 ③， 23.7 目後ヨコナデ，口縁部

ヨコナデ

①， 23.6 
内面一肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
109 刀 褐 色 万 82001392 

PL. S K114 
② 

外面ー肩部ナデ，ロ縁部ヨコ

ナデ

CD' 28.4 内面褐色
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
110 M I! 82001393 

PL. S K114 
② 外面黒褐色

外面肩部ナデ，口縁部ヨコ

ナデ

Fig. 201 A 
①， 26.8 内面肩部~口縁部ナデ

111 11 淡褐 色 外面肩部ハケ目，口縁部ヨ H 82000506 
PL S B002 

② - コナデ

CD' 25.2 内面樫褐色
内面一肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
112 I! M 84003477 

PL. S B193 
② 外面暗褐色

外面肩部ハケ目，ロ縁部ヨ

コナデ

CD' 24.3 
内面ー胸部~肩部ナデ，口縁

Fig. 201 A 部ヨコナデ
113 M ②ー 赤褐 色 刀 81001523 

PL. S B023 ③， 22.8 
外面腕部~肩部ハケ日後ナ

デ，口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考|
図版番号

CD' 22.0 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
114 要 暗褐 色

外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ
Ab 82000156 

PL. S K047 
② 

コナデ

CD' 26.4 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
115 J! 白 褐色

外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ
H 84002891 

PL. S K149 
② 

コナデ

CD' 27.4 
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 201 A ナデ
116 J! 褐 色

外面ー肩部ハケ自，口縁部ヨ
J! 82001587 

PL S K114 
②ー

コナデ

Fig. 202 A 
CD' 24.6 内面ー肩部~ロ縁部不明

117 J! 淡 褐色 J! 82000502 
PL. S B002 

②ー 外面ー肩部~口縁部不明

CD' 31.0 
内面一肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 202 A ナデ
118 J! 淡 燈 色

外面肩部不明，口縁部ヨコ
H 82000514 

PL. S B002 
② 

ナデ

CD' 30.2 内面茶燈色
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
119 J! 

外面胴部ハケ目，肩部~口
J! 82000550 

PL. S B005 
②ー 外面茶白色

縁部ヨコナデ

Fig. 202 A 
CD' 26.0 内面一口縁部ヨコナデ

120 J! 茶 褐色 刀 81001545 
PL S B023 

②ー 外面一口縁部ヨコナデ

① 23.8 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 202 A ナデ
121 淡褐色

外面ー肩部不明，口縁部ヨコ
J! 81001810 

PL. S K034 
②ー

ナデ

CD' 27.4 
内面胴部~肩部指頭調整後

Fig. 202 A ナデ，口縁部ヨコナデ
122 淡褐 色 J! 81001812 

PL. S K034 
② 

外商ー胴部~肩部ハケ目，口

縁部ヨコナデ

CD' 24.5 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
123 聾 暗燈褐色 J! 82001588 

PL S K114 
② 

外面ー胴部ハケ目，肩部~口

縁部ヨコナデ

CD' 25.6 
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
124 J! ②ー 褐 色

外面胴部~肩部ハケ目，口
JI 82001593 

PL. S K114 
③ 24.4 

縁部ヨコナデ

CD' 26.2 
内薗ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ ⑬ 
125 H ② 燈褐色

外面ー胴部ハケ目，肩部~口
J! 82001378 

PL. 48 S K114 
@' 23.7 

851005 

縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

Fi怠 202 A 
①， 25.8 内面肩部~口縁部不明

126 斐 淡檀 色 Ab 82000509 
PL. S B002 

② 外面ー肩部~口縁部不明

①， 24.6 内面茶白色
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
127 11 11 82000551 

PL. S B005 
② 外面赤褐色

外面胴部~肩部ハケ目，口

縁部ヨコナデ

①， 26.6 
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
128 I! 樟褐色 I! 82000556 

PL. S B006 
② 

外面胴部ノ、ヶ目，肩部~口

縁部ヨコナデ

Fig. 202 A 
①， 27.6 内面一口縁部ヨコナデ

129 11 燈褐色 I! 81001809 
PL S B024 

②ー 外面一口縁部ヨコナデ

Fig. 202 A 
(1)' 27.4 内面一口縁部ヨコナデ

130 11 黄灰褐色 11 81001813 
PL S K034 

② 外面一口縁部ヨコナデ

(1)' 25.6 
内面胴部~肩部指頭調整後

Fig. 202 A ナデ，口縁部ヨコナデ
131 刀 燈褐 色 H 81001811 

PL S K034 
② 

外面胴部~肩部ハケ目，口

縁部ヨコナデ

①， 26.0 
内面一胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
132 11 褐 色 11 82001376 

PL S K114 
②ー

外面胴部~肩部ナデ，口縁

部ヨコナデ

<D' 24.2 
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 202 A 部ヨコナデ
133 11 ② 褐 色 H 82001370 

PL. S K114 ③， 22.7 
外面ー胴部~肩部ハケ目，口

縁部ヨコナデ

Fig. 202 A 
<D' 23.0 内面 暗茶褐色 内面胴部~口縁部不明

134 H ② ー 外面ー胴部ハケ目，肩部~口 11 82001586 
PL S K114 ③， 21. 2 外面暗植褐色 縁部ヨコナデ

Fig. 203 A 
①， '25.8 内面肩部~口縁部ナデ

135 11 淡褐 色 外面肩部ハケ目，ロ縁部ヨ Ac 82000503 
PL. S B002 

② - コナデ

Fig. 203 A 
①， 24.6 内面肩部~口縁部ヨコナデ

136 11 明褐 色 11 85000201 
PL. S B017 

② 外面肩部~口縁部ヨコナデ

① 22.7 
内面ー底部~肩部ナデ，口縁

⑮ 
Fig. 203 A 部ヨコナデ

137 刀 ② 27.7 褐 色
外面底部~肩部ハケ目，口

M 82000129 850689 
PL 48 S K119 

③ 21.6 850658 
縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真査録番号 備 考
図版番号

①， 27.8 
内面胴部~肩部ナデ，ロ縁

Fig. 203 A 部ヨコナデ
138 聾 ②ー 茶褐 色

外面ー胴部~肩部ハケ目，口
Ac 82001585 

PL S K1l4 ③， 24.8 
縁部ヨコナデ

CD' 26.2 内面暗褐色
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 203 A 昔日ヨコナデ
139 ノy ② 万 82001596 

PL. S K1l4 ③， 23.0 外面櫨褐色
外面ー胴部~肩部ハケ目，口

縁部ヨコナデ

①， 26.0 内面燈褐色
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 203 A ナデ
140 I! 

外面ー肩部ハケ目，口縁部ヨ
I! 84000449 

PL S K1l9 
② 外面暗褐色

コナデ

Fig. 203 A 
①， 26.4 内面肩部~口縁部ヨコナデ

141 I! 茶燈 色 I! 82000521 
PL. S B003 

② ー 外面肩部~口縁部ヨコナデ

①， 29.2 
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 203 A ナデ
142 I! 明黄褐色

外面肩部ナデ，口縁部ヨコ
11 84003474 

PL S B193 
② 

ナデ

Fig. 203 A 
① 29.4 内面淡褐色 内面肩部~口縁部不明

143 I! I! 81001580 
PL. S B201 

② 外面黄褐色 外面ー肩部~口縁部不明

Fig. 203 A 
CD' 27.2 内面肩部~口縁部不明

144 刀 檀褐色 I! 82000148 
PL. S K047 

②ー 外面肩部~口縁部不明

内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 203 A 
① 26.9 部ヨコナデ ⑮ 

145 万 乳褐色 外商ー胴部ハケ目，肩部ハケ I! 84002895 
PL. 48 S K149 

② 目後ヨコナデ，口縁部 851085 

ヨコナデ

内面一胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 203 A 
① 26.5 部ヨコナデ ⑮ 

146 I! ② 明褐 色 外面胴部ハケ目，肩部ハケ I! 84002894 
PL. 48 S K149 

③ 24.0 目後ヨコナデ，口縁部 851099 

ヨコナデ

内面一胴部ナデ，肩部~口縁

Fig. 203 A 
①， 26.8 部ヨコナデ

147 I! ② 茶褐 色 外面ー胴部ハケ目，肩部ハケ I! 82001590 
PL. S K1l4 

@' 24.0 目後ヨコナデ，口縁部
ヨコナデ

① 26.4 
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 203 A 部ヨコナデ ⑮ 
148 M ② 黄褐 色

外面ー胴部~肩部ハケ目，口
I! 84000451 

PL. 48 S K1l9 ③， 24.2 850516 

縁部ヨコナデ

Fig. 204 A 
C!:r 23.8 内面肩部~口縁部ヨコナデ

149 I! 褐 色 外面ー胴部ハケ目，肩部~口 Ad 84000263 
PL. S B027 

②ー 縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

CD' 25.8 
内面一胴部~口縁部不明

Fig. 204 A 外面胴部ノ、ヶ目，肩部ハケ
150 Jf 褐 色

目後ヨコナデ，口縁部
Ad 82000151 

PL. S K047 
② 一

ヨコナデ

内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 204 A 
① 27.3 部ヨコナデ ⑬ 

151 }} ② 褐 色 外面ー胴部ハケ目，肩部ハケ 11 82000174 
PL. 49 S K048 

③ 25.5 目後ヨコナデ，口縁部 850873 

ヨコナデ

内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 204 A 
①， 29.8 部ヨコナデ

152 M ② 暗褐 色 外面一胴部ハケ目，肩部ハケ M 82000175 
PL S K048 ③， 27.4 目後ヨコナデ，口縁部

ヨコナデ

内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 204 A 
①， 25.8 部ヨコナデ

153 11 褐 色 外面胴部ハケ目，肩部ハケ }} 82001317 
PL. S K149 

② 目後ヨコナデ，口縁部
ヨコナデ

①， 25.5 
内面胴部~ロ縁部不明

Fig. 204 A 外面ー鯛部ハケ目，肩部ハケ
154 万 ② 褐 色

後コヨコナデ，口縁部
M 82001307 

PL. S K149 
@' 23.6 

ヨコナデ

内面胴部ナデ，肩部指頭調

Fig. 204 A 
CD' 27.0 整，口縁部ヨコナデ

155 11 ②ー 赤褐 色 外面胴部ハケ目，肩部ハケ }} 82000157 
PL S K047 

③ 24.5 目後ヨコナデ，口縁部
ヨコナデ

CD' 27.0 
内面胴部~口縁部不明

Fig. 204 A 外面胴部ハケ目.肩部ハケ
156 }} 褐 色

目後ヨコナデ，口縁部
M 82000153 

PL S K047 
② 

ヨコナデ

Fig. 204 A 
CD' 25.3 内面肩部~口縁部不明

157 }} 明 褐 色 M 82000170 
PL S K048 

②- 外商肩部~口縁部ヨコナデ

内面一胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 204 A 
CD' 26.2 部ヨコナデ

158 H ②ー 褐 色 外面胴部ハケ目，肩部ハケ 11 82000169 
PL. S K048 

③ 24.0 目後ヨコナデ，口縁部
ヨコナデ

内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 204 A 
CD' 28.8 部ヨコナデ ⑮ 

159 }} ② ー 褐 色 外商胴部ハケ目，肩部ハケ }} 82000168 
PL. 49 SK048 ③， 26.5 日後ヨコナデ，口縁部 851003 

ヨコナデ

内面ー胴下半部~肩部ナデ，

Fig. 204 A 
①， 25.8 口縁部ヨコナデ

160 M ② 褐 色 外面一胴下半部~胴部ハケ目， }} 82001311 
PL. S K149 

③， 23.0 肩部ハケ目後ヨコナデ，
口縁部ヨコナデ

Fig. 205 A 
CD' 25.0 内面ー肩部~ロ縁部不明

161 M 燈 色 Ae 82000505 
PL. S B002 

②ー 外面肩部~口縁部不明
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物査録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

Q)' 28.8 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 205 A 部ヨコナデ
162 聾 ② 褐 色

外面ー胴部~肩部ハケ目， ロ
Ae 82000152 

PL S K047 
③， 27.6 

縁部ヨコナデ

内面底部~胴下半部不明，

Fig. 205 A 
①， 22.6 胴部~肩部ナデ，口縁 ⑮ 

163 I! ② 25.7 暗燈褐色 部ヨコナデ 11 82001391 
PL. 49 S K1l4 

③ 21.5 外面ー底部~肩部ハケ目，口 850657 

縁部ヨコナデ

Q)' 26.5 
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 205 A ナデ
164 I! 暗褐 色

外面肩部ハケ目，口縁部ヨ
I! 81002322 

PL. S B023 
② -

コナデ

①， 27.9 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 205 A ナデ
165 万 暗褐 色

外面ー肩部ハケ目，ロ縁部ヨ
I! 82001310 

PL. S K149 
②ー

コナデ

①， 28.6 
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 205 A ナデ
166 11 褐 色

外面ー肩部ハケ目， ロ縁部ヨ
M 82001316 

PL. S K149 
② 

コナデ

① 24.4 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 205 A 部ヨコナデ ⑮ 
167 I! ②ー 褐 色

外面胴部~肩部ノ、ヶ目，口
I! 82001368 

PL. 49 S K1l4 
③ 23.4 

850673 

縁部ヨコナデ

①， 26.3 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 205 A ナデ
168 11 明褐 色

外面肩部ナデ，口縁部ヨコ
I! 84002790 

PL. S K121 
②ー

ナデ

Fig. 205 A 
Q)' 35.4 内面胴部~口縁部ナデ

⑬ 
169 11 ② 黄褐 色 外面ー胴部~肩部ハケ目，口 Af 84000820 

PL. S K149 
③ 32.0 縁部ヨコナデ

850476 

Q)' 34.8 
内面一肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 205 A ナデ
170 11 白褐色

外面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ
M 82001338 

PL S K102 
②ー

ナデ

Fig. 206 A 
①ー 内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ 肩部に断

171 11 明黄燈色 ナデ Ba 84003478 面三角形
PL. S B194 

② - 外面肩部~口縁部ヨコナデ の凸帯

<D' 28.7 
内面肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 206 A ナデ
172 ノ/ 赤褐 色

外商ー肩部ハケ目後ヨコナデ，
I! 81001538 I! 

PL. S B023 
② 

口縁部ヨコナデ

Fig. 206 A 
<D' 29.6 内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

173 11 明褐 色 ナデ I! 82001386 11 
PL. S K1l4 

② 外面肩部~口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

① 29.4 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

肩部に断
Fig. 206 A 部ヨコナデ ⑬ 

174 護 ② 時樟褐色
外面ー胴部~肩部ハケ目，口

Ba 82001583 面三角形
PL. 49 S K1l4 

③ 27.4 
850691 

の凸帯
縁部ヨコナデ

内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 206 A 
① 30.2 部ヨコナデ ⑮ 

175 11 ② 白 褐色 外面ー胴部下半ハケ目，胴部 11 84000448 11 
PL. S K1l9 

③ 28.3 上半ハケ目後ヨコナデ， 850474 

肩部~口縁部ヨコナデ

Fig. 206 A 
<D' 36.6 内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

176 11 褐 色 部ヨコナデ 11 82001589 11 
PL. S K1l4 

② 外商ー肩部~口縁部ヨコナデ

①， 40.2 内面黄灰色
内面胴部~肩部指頭調整後

Fig. 206 A ナデ，口縁部ヨコナデ
177 11 

外面胴部ハケ目，肩部~口
M 81001816 11 

PL. S K034 
② 外面黄土色

縁部ヨコナデ

Fig. 207 A 
① 27.3 内面一肩部~口縁部不明

178 H 褐 色 Bb 82001312 11 
PL. S K149 

② ー 外面肩部~口縁部ヨコナデ

Fig. 207 A 
①! 25.8 内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

179 11 燈褐 色 ナデ 11 82001598 }} 

PL. S K1l4 
②ー 外面一肩部~口縁部ヨコナデ

<D' 29.6 
内面一肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 207 A ナデ
180 11 褐 色

外面胴部ナデ，肩部~口縁
刀 82000160 M 

PL. S K047 
② 

部ヨコナデ

①， 30.8 
内面ー胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 207 A 部ヨコナデ
181 }} 褐 色 ノJ 8200159 M 

PL. S K047 
② ー

外面胴部ハケ目，肩部~口

縁部ヨコナデ

① 31.0 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

⑮ 
Fig. 207 A 部ヨコナデ

182 }} ② 茶褐 色
外面胴部ノ、ヶ目，肩部~口

11 82001323 M 

PL. 49 S K047 
@' 29.3 851093 

縁部ヨコナデ

<D' 33.6 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 207 A 部ヨコナデ
183 M 褐 色

外面胴部~肩部ハケ目，口
}} 82000158 11 

PL. S K047 
② 

縁部ヨコナデ

Fig. 207 A 
<D' 32.6 内面ー胴部~肩部不明，口縁

184 }} 暗撞褐色 部ヨコナデ }} 82001390 }} 

PL. 50 S K1l4 
② 外面ー胴部~口縁部ヨコナデ

<D' 32.8 
内面胴部~口縁部ナデ，口

Fig. 207 A 縁部ヨコナデ
185 207 黄燈色 }} 84002789 M 

PL. S K121 
②ー

外面一胴部ハケ目，肩部ナデ，

ロ縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物登録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

① 45.0 
内面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 208 A ナデ
186 窪 褐 色

外面ー肩部ナデ，口縁部ヨコ
C 82001394 

PL. S K1l4 
② 

ナデ

CD' 22.6 
内面肩部ナデ， ロ縁部ヨコ

Fig. 208 A ナデ
187 11 茶 褐色

外面一肩部ナデ， ロ縁部ヨコ
D 81001544 

PL S B023 
② 

ナデ

CD' 21.2 
内面胴部ナデ，肩部~口縁

Fig. 208 A 部ヨコナデ
188 刀 褐 色

外面胴部ハケ目，肩部~口
I! 82001371 

PL. S K1l4 
② 

縁部ヨコナデ

① 19.8 
内面胴部~肩部ナデ，口縁

Fig. 208 A 部ヨコナデ
189 I! ② 暗褐 色

外面胴部不明，肩部~口縁
E 84000410 

PL S B209 
③ 20.4 

部ヨコナデ

Fig. 208 A 
① 内商黄白色 内商一口縁部ヨコナデ

190 11 81001818 
PL S K034 

② 外面 樫褐色 外面一口縁部ヨコナデ

Fig. 208 A 
CD' 26.6 内面ー胴部~口縁部ヨコナデ

191 鉢 乳褐 色 Aa 84000280 
PL. (G-1l9) 

② 外面ー胴部~口縁部ヨコナデ

① 21.4 
内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 208 A ナデ
192 I! 褐 色

外面 体部ナデ，口縁部ヨコ
Ab 82001377 

PL. S K1l4 
②ー

ナデ

CD' 26.2 
内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 208 A ナデ
193 I! 褐 色

外面一体部ハケ目，口縁部ヨ
Ac 82001318 

PL. S K149 
② 

コナデ

Fig. 208 A 
①， 28.9 内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

194 I! 褐 色 ナデ Ba 82001325 
PL. S K098 

② 外面一体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 208 A 
CD' 38.6 内面体部ナデ，口縁部ヨコ

⑮ 
195 I! 褐 色 ナデ Bb 82001379 

PL. 49 S K1l4 
② 外面体部~口縁部ヨコナデ

851001 

Fig. 208 A 
① 19.2 内面一体部~口縁部ヨコナデ

196 11 乳褐 色 84000284 
PL (Q-1l4) 

② 外面一体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 208 A 
① 内面底部~胴下半部不明

197 褐 色 82000132 
PL. S K043 

②ー 外面底部~胴下半部不明
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 21.8 
内面杯部ナデ，ロ縁部ヨコ

Fig. 209 A ナデ
198 高杯 暗縄色 82001381 

PL S K114 
② 

外面杯部不明，口縁部ヨコ

ナデ

Fig. 209 A 
①ー 内面ー脚部ヨコナデ

199 万 明褐 色 84000255 
PL. S B016 

② 外面脚部ヨコナデ

Fig. 209 A 
① ー 内面脚部ナデ

200 11 白 褐色 84000426 
PL. S K181 

②ー 外面ー脚部ハケ目

Fig. 209 A 
① 内面体部ナデ

201 蓋 乳 褐 色 84001005 
PL. (H-1l6) 

② 外面体部ハケ目

Fig. 209 A 
①ー 内面暗褐色 内面一体部ナデ

202 11 82001327 
PL. S K098 

②- 外面檀褐色 外面一体部ハケ目

(1)' 26.6 内面黒褐色
内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 209 A ナデ
203 M 82001395 

PL. S K114 
② 外面褐色

外面体部ナデ，口縁部ヨコ

ナデ

① 9.0 
内面裾部不明，体部ナデ，

Fig. 209 A 口縁部不明 ⑬ 
204 器台 褐 色

外面裾部ヨコナデ，体部ハ
A 82000197 

PL. 51 S K055 
② 14.1 

850707 

ケ目，ロ縁部不明

① 9.2 
内面裾部ヨコナデ，体部ナ

Fig. 209 A デ，口縁部ヨコナデ ⑬ 
205 11 褐 色 11 82000198 

PL. 51 S K055 
② 14.0 

外面裾部ヨコナデ，体部ハ 850715 
ケ目，口縁部ヨコナデ

①， 9.0 
内面体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 209 A ナデ ⑮ 
206 11 褐 色 11 82001306 

PL. S K149 
②ー

外面一体部ハケ目，口縁部ヨ 850713 

コナデ

① 9.0 
内面体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 209 A ナデ
207 11 褐 色 M 82001314 

PL. S K149 
② 

外面体部ノ、ヶ目，口縁部ヨ

コナデ

① 8.7 
内面ー裾部ヨコナデ，体部ナ

⑮ 
Fig. 209 A デ，口縁部ヨコナデ

208 11 褐 色 M 82001305 850685 
PL. 51 S K149 

② 15.4 
外面ー裾部ヨコナデ，体部ハ

850727 
ケ目，口縁部ヨコナデ

Fig. 209 A 
① 内面裾部ハケ目，体部ナデ

209 11 褐 色 11 81001666 
PL S K042 

② 外面裾部~体部ハケ目
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号写真萱録番号 備 考
図版番号

Fig. 209 A 
① 内面ー裾部~体部不明

210 器台 赤褐 色 A 82004787 
PL S K132 

②ー 外面ー裾部~体部不明

① 内面灰黄色
内面ー裾部ヨコナデ，体部ナ

Fig. 209 A ア ⑬ 
211 11 

外面ー裾部ヨコナデ，体部ハ
11 81001821 

PL 51 S K038 
② 外面 黄土色

851015 

ケ目

Fig. 209 A 
内面裾部~口縁部ナデ

212 11 ② 11.9 乳褐 色 外面裾部~口縁部ハケ目後 B 84000267 
PL. S K119 

ナデ

内面暗褐色
内面一裾部ヨ コナデ，体部ナ

Fig. 209 A ア
213 11 ② ー

外面一裾部ヨコナデ，体部ナ
11 81001552 

PL S B023 
外国茶褐色

ア

Fig. 209 A 
内面裾部~口縁部不明

214 11 ② 12.6 褐 色 11 82000184 
PL S K054 

外面ー裾部~口縁部ナデ

Fig. 209 A 
内面ー裾部~口縁部不明

215 11 ② 12.8 褐 色 11 82001301 
PL. S K055 

外面一裾部~口縁部ナデ

Fig. 209 A 
② 13.1 褐 色

@ 
216 支脚 ナ ア 84000264 

PL. 51 S B010 820242 

Fig. 209 A 
② 13.3 褐 色

⑮ 
217 11 ナ デ 84000265 

PL. 51 S B010 870241 
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Tab. 4 下石動遺跡出土石器一覧表(弥生時代・その他)

(法量 ①長さ 計③?;残25主1 [写真登録番号⑮4x 5インチサイズ)

番号 器 種
挿図番号

出土地点 法 量 石 質 遺物登録番号 写真登録番号 |
図版番号

① (4.4) 

220 石庖丁
Fig. 210 A ② (7.6) 

82000477 
⑮ 

PL. 52 S B003 ③ 0.5 853089 
④ 

① 6.6 

221 
Fig. 210 A ② (7.3) 

8200478 
⑮ 

月
③ 0.6 PL. 52 S B014 853091 
④ 

① (3.1) 

222 
Fig. 210 A ② (4.05) 

82000479 
⑮ 

JJ 
③ (0.4) PL. 52 S B002 853093 
④ 

① (3.3) 

223 
Fig. 210 A ② (4.2) 

82000416 
⑮ 

万
③ (0.4) PL. 52 S B200 852803 
④ 

① 12.4 
⑮ 扶入片刃 Fig. 210 A ② 2.5 

224 
石 斧 PL. 52 ( P-115) ③ 3.35 

82000429 852841 

④ 
852843 

① (7.1) 
⑮ Fig. 210 A ② (3.6) 

225 万 82000426 852833 
PL. 52 ③ (3.0) 

852837 
④ 

① (8.2) 

226 磨製石斧
Fig. 210 A ② (2.45) 

82000428 
⑮ 

PL. 52 S B010 ③(1.2) 852839 
④ 

① (2.2) 

227 
Fig. 210 A ② (2.5) 

82000483 
⑮ 

JJ 
③(1.0) PL. 52 S B009 853101 
④ 

① (2.9) 

228 磨製石鉱
Fig. 210 A ② 3.4 

82000417 
⑮ 

PL. 52 (P-115) ③ 0.2 852797 
④ 
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番号 器 種
挿図番号

出土地点 法 量 石 質 遺物登録番号 写真登録番号
図版番号

A 
① (3.1) 

229 磨製石剣
Fig. 210 ② (2.5) 

82000425 
⑮ 

PL. 52 ③ (0.35) 852835 (N-111) 
④ 

A 
① 13.8 

230 
JJ Fig. 210 ② 4.3 

82000480 
⑮ 

(未成品) PL. 52 ( P-122) 
③ 0.5 853095 
④ 

A 
① 22.2 

231 砥 石
Fig. 211 ② 19.1 

花闘岩 82000469 
⑮ 

PL. 53 ③ 7.9 853145 
④ 

A 
① 15.2 

232 万
Fig. 211 ② 9.4 

82000467 
⑮ 

PL. 53 (P-114) ③ 5.1 870229 
④ 

B 
① 14.8 

233 月
Fig. 211 ② 8.6 

82000468 
PL. 

S K095 
③ 6.5 

④ 

A 
① 15.2 

234 H 
Fig. 211 

S K046 
② 9.4 

82000466 
⑮ 

PL. 53 ③ 5.1 852811 No.10 
④ 

A 
① 5.6 

235 JJ 
Fig. 211 ② (7.5) 

82000464 
PL 

S D216 
③ 1.2 
④ 

A 
① 9.85 

236 磨 石
Fig. 211 ② 7.6 

82000434 
⑮ 

PL. 53 ③ 3.5 852819 
S B016 

④ 

A 
① 5.9 

237 JJ 
Fig. 211 ② 5.4 

82000433 
⑮ 

PL. 53 (J-115) 
③ 1.8 852820 
④ 

A 
① 9.5 

238 JJ 
Fig. 211 ② 10.8 

82000435 
⑮ 

PL. 53 
S B027 

③ 40.0 852825 
④ 
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(3) 古墳時代

土師器 ・須恵器 ・鉄器 ・石製品 ・土製品が出土している。それらのうち，もっとも出土数が

多いものは土師器である。須恵器は少なく ，鉄器 ・石製品 ・土製品もわずか数点にすぎない。

土師器は，器種として，聾 ・杯 ・査 ・高杯 ・甑 ・片口 ・手控土器にわけられる。そのうち，

聾と杯を主とする。

須恵器は，杯 ・高杯 ・提瓶 ・地にわけられる。杯を主とする。高杯は 1点を除いては，ほぽ

同じ時期の形態のものと考えられる。土師器との共伴もいくらかみられる。

しかし，これら土師器や須恵器には，一般に祭把的とされる形態あるいは調整の特徴をもつ

ものはほとんどなしまた住居跡や土壌などからのそれらの出土状況とも考えあわせると，む

しろ日常雑器類とされるものばかりである。

鉄器 ・鉄製品としては，万子と用途不明のものが出土している。

石製品としては，子持勾玉が出土している。大型である。県内では，他に鳥栖市神辺遺跡 ・

三日月町石木遺跡 ・芦刈町小路遺跡の 3例だけである。

土製品としては，土弾と土錘が出土している。ただ，土錘は遺構出土ではないため，時期の

決定が難しいが，出土地域の状況などから，一応この古墳時代としておく。

以下にこれら遺物の説明を行うが，土器類に関しては，各遺構ごとの一括として扱うことよ

りも，遺跡全体のなかでの遺物の変化をみることを中心に考えたため，各器種ごとに分類して

いる。

土師器 (Fig.2 12~222 ， PL. 54~59) 

聾 ・杯 ・査 ・高杯 ・甑 ・片口 ・手提土器のうち，聾がもっとも多く，杯が次いでト多い。

聾は，器形全体をみることができるものはあまり多くなし口縁部や胴部により大概分類を

行っている。形態としては多くわかれる。 杯は，出土数は多いが，形態的な違いはあまりみら

れない。査は，出土数は少ない。形態的にはいくつかの点で差がみられ，分類上のまとまりを

つかみにくい。高杯も，出土数は少ない。しかし，形態的には個々に特徴がみられ，分類上は

明らかに区分できそうである。甑も少ない。形態的にもほぼ同様のものである。片口は，本遺

跡からはわずか l点だけである。手担土器はミニチュアであるが，それらは，調整の程度の差

がかなり大きし器形として整っていないものも多い。
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聾 (Fig.212-239~217-296， PL. 54~55) 

土師器のなかで，もっとも個体数が多い。 60個体を図示している。

器形としても，それぞれ特徴のあるものが多い。分類する上で，個体数が少なすぎるものも

あるが，一応A~Hの 8 類に大別する。そして，口縁部や胴部の細部の違いにより， A類を a ・

bの2区分， c類を a~g の 7 区分，に細分する。また， A類 a ， B類， E類，を大きさの比

較により，それぞれ I・IIにわける。

聾A (239~249) 

球形をした胴部に，直立気味であまり聞かない口頭部がつくものである。

口径は胴部最大径より小さい。口頭部の聞きと胴部の長さの差により a• bに細分する。

また aは大きさにより 1・IIにわける。

聾Aa1 (239~241) 球形の胴部をもつもので，小型である。

丸い底部に，球形の胴部がつく。胴部から頚部へのしまりは弱く，その境に明瞭な稜をもた

ない。口頭部はやや外反しながら上外方にわずかに聞くが，直立気味である。口縁端部は丸い。

器壁は，底部がやや厚いが，他はほぼ同じ厚さである。胴部の調整は，内面ナデあるいはへラ

ケズリ，外面ハケ目。口径10.6'""'10.8cm。

聾AaII (242~246) 器形の特徴は Aa1 と同様である。口径が13.6~17.Ocmで，大きい。

胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ノ¥ケ目。

聾Ab(247~249) やや長胴である。

丸い底部に，球形の胴部がつくが， Aaに比べやや長胴である。

胴部から頭部へのしまりは Aaよりさらに弱く，口頭部も直立気味である。口縁端部はやや尖

る。器壁は，底部から胴部下半にかげで，やや厚い，胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ノ、

ケ目。口径11.8~ 14. 2cm。

聾B (250~255) 

やや張りの強い球形の胴部に，大きく開く口頭部がつくものである。

口径と胴部最大径はほぼ同じ。大きさにより， 1. IIにわける。

聾B1 (250・251) 球形の胴部で，頚部に稜をもたない。小型である。

丸い底部に，やや張りの強い球形の胴部がつく。胴部から頚部にかけてはしまりが弱く，そ

の境に稜はなく，口縁部までゆるやかにつづく。口頭部はやや外反しながら上外方に大きく開

く。口縁端部は丸い。器壁は，胴部から口縁部にかけて，ほぽ同じ。胴部の調整は，内面へラ

ケズリ，外面ナデあるいはハケ目。口径13.4，13.6cm。

聾BII (252~255) 器形の特徴は B1と同様でトある。口径が21.4~25. Ocmで，大きい。

また，器壁も口頭部の方が胴部に比べて，やや厚い。胴部の調整は， B 1に同じ。
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-168-

μ 

20cm 

247 

248 

γI十止

249 



に
お

ζ
ど
お

一仁
一
久

一
一
一

一
一

一

一

L
V

加

し

一

一

八

イ

y
u
nリパ加

252 

/) 

I 

Rへ

253 

261 

20佃。

254 

、、



聾C (256~278) 

張りの強いやや長胴の胴部に，大きく開く口頭部がつくものである。

頚部からつづく口縁部が，さらに外に聞く特徴をもっ。胴部最大径が口径よりかなり大きい。

聾の器形のなかで， もっとも多いタイプである。口頭部の形状の差により a~g に細分する。

また， bは大きさにより 1・IIにわける。

聾 Ca (256~263) 口縁端部が尖るものである。

胴部から頚部にかけてのしまりは強いが，その境に明瞭な稜はない。頭部はわずかに外反す

るぐらいで，直線的に上外方に聞き，口縁部でさらに短く外方に反る。 口縁端部はやや尖る。

器壁は，口頭部の方が胴部に比べて，厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ノ¥ケ目。口

径17 .0~20.8cm。

聾 Cb1 (264) 口頭部がゆるやかに外反するもので，小型で、ある。

張りの強い胴部から頚部にかけてのしまりは強く，その境に不明瞭だが稜をもっ。頚部はゆ

るやかに外反しながら上外方に開く。口縁部の折れは明瞭ではないが，さらに反る。口縁端部

は丸い。器壁は，口頭部の方が胴部に比べて，厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ハ

ケ目。口径10.8cm。

聾 CbII (265・266) 器形の特徴は Cb1と同様である。口径が18.8，19.4cmで，大きい。

胴部の調整も， Cb 1に同じ。

聾 Cc(267~269) 口縁端部が平坦なものである。

張りの強い胴部から頚部にかけてのしまりは強く， rくJ字形であり，境に明瞭な稜をもっ。

頚部は直線的に上外方に聞き，口縁部でさらに短く外方に折れる。口縁端部は平坦であるが，

端部内面にわずかに段をもっ。器壁は，口頭部の方が胴部に比べて，厚い。胴部の調整は，内

面へラケズリ，外面ノ、ヶ目。口径19.0~20.4cm。

聾 Cd(270~272) 口頚部がやや立ち上がるものである。

やや丸みの弱い丸底に，張りの強い少し長めの胴部がつく。胴部から頚部にかけてのしまり

は強く，境に明瞭な稜をもち，口頭部の形状は Ccに似るが，頚部は Ccほど上外方に聞かず，

直立気味である。口縁部は短く外方に折れるが，やや内湾気味である。 口縁端部は平坦である

が，端部内面にわずかに段をもっ。器壁は，底部がもっとも厚い。また，口頭部の方が胴部に

比べて，厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ノ、ヶ目。口径13.2~18.2cm。

聾 Ce(273・274) 口頚部が厚く ，強 く反るものである。

胴部から頚部にかけてはしまりがあるが，その境に明瞭な稜をもつほどではない。頚部は，

胴部からやや強く外反しながら上外方にのび，口縁部でさらに強く反る。口縁端部は丸い。器

壁は， Cタイプのなかでも，厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ハケ目。口径18.0，

19.0cm。
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聾Cf(275・276) 口頭部がやや短いものである。

胴部はあまり張りが強くないが，頚部にかけてはしまりがあり，その境に不明瞭だが稜をも

っ。口頚部はCタイ プのなかでも短い。頚部は外反しながら上外方に大きく聞き，口縁部も反

る。口縁端部は丸い。器壁は， 口頭部の方が胴部に比べて，厚い。胴部の調整は，内面へラケ

ズリ後ナデあるいはナデ，外面ハケ目あるいはナデ。口径15.3，15. 5cm。

聾 Cg(277・278) 頭部とのしまりが弱いものである。

胴部は丸みをもつが，あまり張りは強くない。頚部にかけてもしまりは弱 く，その境に明瞭

な稜をもたない。口縁部までゆるやかにつづく。頚部は外反しながら上外方に聞き，口縁部で

さらに外方に反る。口縁端部は丸いが，やや尖り気味である。器壁は，胴部から口縁部にかけ

て，ほぽ同じ厚さである。胴部の調整は，内面ハケ目あるいはへラケズリ，外面ハケ目。口径

14.0， 17.8cm。
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Fig.215 下石動遺跡出土土師器実測図(4)
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聾D(279・280)

内傾する頚部をもつものである。

胴部の形は不明だが，胴部から頚部にかけてのしまりも弱く，その境も明瞭でない。口縁部

までゆるやかにつづく。頭部はやや内傾するが，やや外反しながら口縁部までのびる。口縁部

で上外方にやや開く。口縁端部はやや平坦気味だが，丸い。胴部の調整は，内面へラケズリ，

外面ノ¥ケ目。口径12.3，16.0cm。

聾E(282---286) 

下位に最大径をおき，も っ担も張る特徴のある胴部に，胴部から直線的に折れる口頭部がつ

くものである。

平坦な底部か。口径と胴部最大径はほぼ同じ。大きさにより ， 1. 11にわける。

聾 E1 (282・283) 口頭部が大きく折れるもので，小型で、ある。

もっとも張りが強い胴部下位から，上位の頚部にかけては内傾しながら直線的にのびる。頚

部との境に，不明瞭だが稜をもっ。口頚部は胴部からほぽ直角に折れて，外方に大きく開く。

わずかに外反するが，ほぼまっすぐ口縁部までのびる。口縁端部は丸い。器壁は，胴部がかな

り薄く，口頚部が厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ ，外面ハケ目あるいはナデ。口径18.8，

20.6cm。

聾 E11 (284---286) 器形の特徴はE1 と同様である。口径が23 .1~29.3cmで，大きい。

胴部の調整は，内面へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ，外面ノ¥ケ目。

また，胴部下半の特徴が，286の土器でみることができる。胴部下半は底部にかけて，強く内

湾していくようである。

聾F(287---291) 

細長い胴部に，短く反転する 口頚部がつくものである。

胴部最大径は口径とほぽ同じか，やや大きいぐらいである。胴部は，ほぽ中央に最大径をと

るが，張りは弱 く，下位から上位までゆるやかに内湾する。頚部にかけてのしまりも弱く，そ

の境に明瞭な稜をもたない。口頭部は短く ，外反しながら上外方に大きく開く。口縁端部は丸

いが，やや尖り気味である。器壁は，胴部中央がやや薄いが，他はほぼ同じ厚さである。胴部

の調整は，内面へラケズリ，外面ハケ目。口径14 .3~21.2cm。

聾G (292---295) 

小型の聾である。平坦な底部に張りのない胴部がつづき，短い口縁部をつけるものである。

底部は凹凸がみられるが，平底であろう。胴部は底部から強く折れ，わずかに内湾するが，

そのまま直立気味に頚部までのびる。頚部にかけてのしまりもほとんどない。口頭部は大変短

く，上外方に折れる。口縁端部は丸いが，やや尖り気味である。器壁は，ほぽ同じ厚さである。

胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ノ、ヶ 目あるいはナデ。口径11.3~13.35cmo 295のみやや
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Fig.217 下石動遺跡出土土師器実測図(6)

295 

大きく， 20.4cm。

聾H (296) 

肩が張る鉢形の体部に，

大きく聞く口頭部がつく。

特徴のある器形である。

個体数としては l点だけ

である。

底部はやや丸みをもっ

た平底である。径 5cmほ
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いてのびる。胴部上位から頚部にかけては，やや内傾し，その境に不明瞭だ、が，稜をもっ。口

頭部は強く外反しながら，上外方に大きく聞く。口縁端部はやや尖る。口径がこの土器の最大

径をとる。全体的に不安定な感を与える。器壁は，底部がかなり厚いが，他はほぼ同じ厚さで

ある。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ハケ目。口径22.9cm。

杯 (Fig.218-297~219-334， PL. 56) 

土師器のなかで，窒類に次いで個体数が多い。 38個体を図示している。

器形としては，全体的に大きな違いはみられないが，口縁部の形態の特徴により， A・Bに

大別し，さらに体部や底部の細部の違いにより， A類を a~f の 6 区分， B類を a~c の 3 区

分に細分する。また， A類b，A類 fを大きさの比較により， l' IIにわける。

杯A (297""323) 

底部から口縁部まで，内湾しながら丸くおさまるものである。

わずかではあるが，口縁部の内湾する形状や底部の丸みの程度の差などから a~f に細分

する。なお a~c までの土器については，口径と器高との比較から， I椀」とすることもでき

ょう。

杯 Aa(297""299) 口縁部が直立する。

丸みの強い底部で，器高が高い。底部から体部下半にかけては，強く内湾しながら上外方に

のびるが，体部上半から口縁部までは，ほぽ直立に立ち上がる。体部の中央付近に軽い稜をも

っ。口縁端部は，やや内傾し，平坦である。器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内
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面の下半ナデ，上半ヨコナデあるいはナデ，外面の下半ハケ目あるいはハケ目後ナデ，上半ヨ

コナデ。口径14.4，14.6cm。

杯 Ab1 (300) 口縁部がゆるやかに内湾する。小型である。

Aaよりもさらに丸みの強い底部をもち，器高が高い。底部から体部下半にかけては，強く内

湾しながら上外方にのびるが，体部上半から口縁部までは，ゆるやかに内湾しながら，やや内

傾する。このため，体部下位の張りが強い。口縁端部は丸いが，やや尖り気味。器壁は，体部

がやや厚いが，ほぽ同じぐらいである。体部の調整は，内面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面

の下半へラケズリ，上半ヨコナデ。口径9.0cm。

杯 AbII (301・302) 器形の特徴は Ab1と同様である。口径が13.0，15.3cmで大きい。体

部の調整は，内面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面の下半へラケズリあるいはヘラケズリ後ナ

デ，上半ヨコナデ。

杯 Ac(303..-.-306) 口縁部が内側に折れ込む。

丸みの強い底部であるが， Aa'Abほど体部上半が立ち上がらず，器高がやや低くなる。底部

から体部上半までは，強く内湾しながら上外方にのび，体部の上位がもっとも張る。口縁部は

内側に折れ込み，体部との境に軽く稜をつくる。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，底部がもっ

とも厚く，口縁部にかけて次第にうすくなる。体部の調整は，内面ナデ，外面ナデあるいはへ

ラケズリ後ナデ。口径12.9~14.4cm。

杯 Ad(307..-.-314) 底部の丸味がやや弱く，口縁部もあまり内傾しない。

底部から体部下半までは，ゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく開く。体部上半から口

縁部にかけても，わずかに内湾しながらつづくが，内傾はあまりしないで，ほぽ直立する。し

かし， Aa~Ac と比較して，器高はやや低い。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，ほぽ同じ厚さ

である。体部の調整は，内面ナデ，外面の下半へラケズリあるいはヘラミガキ，上半へラケズ

リあるいはヨコナデ。口径13.2~16.0cm。

杯 Ae(315..-.-317) 底部の丸みが弱く，口縁部がやや内傾する。

Adよりもさらに底部の丸みが弱い。底部から体部下半までは，ゆるやかに内湾しながら，上

外方に大きく開く。体部上半から口縁部にかけては，内湾しながら，やや内傾する。器高は他

と比べて，やや低くなる。口縁端部は，尖り気味。器壁は，体部下位がややうすいが，他はほ

ぼ同じ厚さである。体部の調整は，内面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面の下半へラケズリ，

上半ヨコナデ。口径12.8~14.8cm。

杯 Af1 (318..-.-320) やや尖り気味の底部に，開いた体部がつく。小型である。

底部からゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく聞き，内傾もせずそのまま口縁部がつづ

く。器高はやや高い。口縁端部は丸いが，やや尖り気味。器壁は，全体的にやや厚い。体部の

調整は，内面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面の下半へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ，
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上半ヨコナデあるいはへラケズリ後ナデ。口径12.4~14.2cm。

杯 AfII (321"-'323) 器形の特徴は Af1 と同様である。口径が14.8~16.3cmで，大きい。

器壁はあまり厚くなしまたほぼ同じ厚さである。体部の調整は，内面の下半ナデ，上半ヨ

コナデ，外面の下半へラケズリ，上半ヨコナデ，あるいはへラケズリ。

杯B (324"-'334) 

底部から体部にかけては，内湾しながら丸くつづくが，口縁部が短く外へ折れるものである。

わずかではあるが，口縁部の外へ折れる形状や底部の丸みの程度の差などから a~c に細

分する。

杯 Ba(324) 底部の丸みが強く，器高が高いものである。小型である。

底部から体部にかけては，強く内湾しながら上外方にのび¥体部上半ではほぼ直立に立ち上

がる。口縁部は，やや外反しながら，体部からわずかに外へ折れる。口縁端部は丸い。器壁は，

ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ後ナデ。口径10.5cm。

杯 Bb(325) 底部の丸みがやや弱く，器高が低いものである。口縁部が大きく折れる。

底部から体部にかけては，ゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく聞き，そのまま口縁部

までのびる。口縁部は，ほぽまっすぐであり，体部から大きく外へ折れる。口縁端部は丸い。

器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内面ナデ，外面の下半へラケズリ後ナデ，上半

ナデ。口径14.2cm。

杯 Bc(326"-'334) 底部がやや平坦なものである。

底部から体部にかけては，強く内湾しながら上外方にのび，体部上半ではやや立ち上がる。

口縁部は短く外反しながら，体部からさらに外へわず、かに開く。口縁端部は丸いが，やや尖り

気味。器壁は，体部下位がややうすし他はほぼ同じ厚さである。体部の調整は，内面ナデあ

るいはヨコナデ，外面の下半へラケズリあるいはへラケズリ後ノ、ヶ目，上半ヨコナデ，ハケ目

あるいはへラケズリ。口径14.4~20.2cm。

壷 (Fig.219-335~342， PL. 57) 

個体数は少なし 8個体を図示している。

器形としては，胴部の形態の特徴により， A' Bに大別し，さらに口頭部や胴部の細部の違

いにより， A類を a~c の 3 区分， B類を a~c の 3 区分，に細分する。また， A類 a を大き

さの比較により， l' IIにわける。

壷A (335"-'339) 

胴部の張りが強いものである。

胴部から口頚部にかけての形状の差により a~c に細分する。また， Aaを大きさにより，

I・IIにわける。
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壷 Aa1 (335) やや横長の偏った球形の胴部に，まっすぐな口頭部がつく。胴部最大径を

ほぼ中央にとる。小型である。

底部は丸い。底部から胴部下半にかけては，強く内湾しながら上外方にのび，上半から頚部

にかけてもそのまま内湾する。頚部のしまりは強く，その境に明瞭な稜をもっ。口頚部は短く，

ほぼまっすぐに立ち上がり，あまり聞かない。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，底部がやや

うすいが，他はほぼ同じ厚さである。胴部の調整は，内面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面へ

ラミガキ。口径'9.6cm。

壷Aa11 (336・337) 器形の特徴は Aa1とほぼ同じである。口径が12.8，15.4cmで，大き

しヨ。

ただ，口頚部が Aa1よりも長く，またやや外反する。器壁は，やはり底部がややうすい。胴

部の調整は，内面へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ，外面ノ¥ケ目。

壷 Ab(338) 横長の偏った球形の胴部に，短く反る口頭部がつく。胴部最大径を下位にと

る。小型でbある。

底部はやや丸みが弱い。底部から胴部下半にかけては，ゆるやかに内湾しながら上外方につ

づく。胴部上半へは強く内湾しながら立ち上がり，口頚部にかけて，やや内傾していく。口頚

部との境は明瞭でなく，口頭部は短く反り，上外方にやや聞く。口縁端部は丸いが，やや尖り

気味。器壁は，底部がかなり厚い。胴部の調整は，内面ナデ，外面ハケ目。口径1l.4cm。

壷Ac(339) 横長の偏った球形の胴部に，内湾する口頚部がつく。

強く張った胴部から頚部にかけては，ゆるやかに内湾しながら，やや内傾していく。しまり

は弱く，その境に明瞭な稜をもたない。口縁部までゆるやかにつづく。頚部はやや内湾しなが

ら，わずかではあるが内傾する。口縁端部は丸い。器壁は，ほぼ同じ厚さである。胴部の調整

は，内面ナデ¥外面ハケ目。口径12.0cm。

査B (340"'342) 

胴部が球形をしたものである。

胴部の形状や口頚部の長さの差により a~c に細分する。

壷Ba(340) 球形の胴部に壇い口頚部がつく。小形である。

底部は丸みが弱く，やや平坦である。底部から体部までは，ほぽ球形をしており，内湾しな

がらつづく。頚部にかけてのしまりは強く，その境に明瞭な稜をもっ。口頚部はやや内湾しな

がら，上外方に聞く。口縁端部はやや尖る。器壁は，胴部中央がややうすいが，他はほぼ同じ

厚さである。胴部の調整は，内面不明，外面へラケズリ。口径7.4cm。

壷 Bb(341) 肩の張りが強い胴部に長い口頭部がつく。

底部は丸いがやや尖り気味。底部から胴部下半にかけては，ゆるやかに，内湾しながら上外

方に聞いていく。しかし，頚部にかけては強く内湾しながら，しまりも強いため，肩がかなり
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張る。境は「く」字形をし，明瞭な稜をもっ。頚部は長く，やや内湾しながら上外方に大きく

聞く。口縁部は，頚部から外へ短く折れる。口縁端部は尖る。器壁は，底部がかなり厚く，他

は逆にかなりうすい。胴部の調整は，内面の下半ナデ，上半へラケズリ，外面ナデ。口径10.0

cm。

壷 Bc(342) 球形の胴部に長い口頚部がつく。

底部は丸い。底部から胴部までもほぼ球形をしており，内湾しながらつづく。頚部にかけて

のしまりは強く，その境に明瞭な稜をもっ。口頭部はわずかに内湾するが，ほぼまっすぐで，

上外方に開く。口縁端部はやや尖る。器壁は，底部が厚く，口縁部に上がるにつれて，わずか

ずつうすくなる。胴部の調整は，内面ナデ(一部へラケズリ)，外面ナデ。口径11.8cm。

高杯 (Fig.220-343~349， PL. 58) 

査と同様に個体数は少なく 7個体しか図示していない。

器形としては杯部の形態の特徴により A ・Bに大別し，さらに杯部と脚部の細部の違いによ

り， A類を a・bの2区分に細分する。

高杯A(343"""'346) 

平坦な底をした杯部をもつものである。

杯の体部の聞き・脚部の形状・器高の差により， a. bに細分する。

高杯 Aa(343......，345) 深みのある杯に短い脚がつくものである。

杯の底部は平坦で，体部との境に明瞭な稜をもっ。体部下端は短く段をなし，わずかに外反

するが，ほぼまっすぐに上外方へ聞き，口縁部へつづく。口縁端部はやや尖る。脚部は，やや

¥=J;7 〉内:
347 

1て
348 

344 346 349 

。 20cm 

Fig.220 下石動遺跡出土土師器実測図(9)
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外反しながら下外方へゆるやかにのび，脚裾部で大きく開く。脚裾部はほぼまっすぐである。

裾端部は丸いが，やや尖り気味。器壁は，杯底部がかなり厚いが，他は逆にかなりうすい。杯

部の調整は，内面ヨコナデ，外面ヨコナデ。脚部は，内面へラケズリ，外面へラケズリ。口径

12.7~14.0cm。

高杯Ab(346) 浅い杯に長い脚がつくものである。

杯の底部は広く，平坦である。体部にかけてはゆるやかに内湾し，その境に稜をもつがあま

り明瞭でbはない。また，体部下端に l条の沈線を施す。体部は Aaに比べて短く，やや内湾しな

がら上外方に聞き，口縁部につづく。口縁端部は，やや尖り気味。脚部は長い。脚部上半はわ

ずかに外反するが，ほぽまっすぐに下外方にのび，下半から脚裾部にかけて大きく開く。裾端

部は丸い。器壁は，杯部はほぼ同じ厚さであるが，脚部は上端がかなり厚く，裾端部に下るに

つれてうすくなる。杯部の調整は，内面ヨコナデ，外面ヨコナデ。脚部は，内面ヨコナデ，外

面ヨコナデ，カキ目。口径16.2cm。

高杯B (347'"'-349) 

いわゆる椀形の杯部をもつものである。

杯部の全体の器形は明らかでないが，杯の底部は丸く，体部も内湾しながら続くものと思わ

れる。脚部はかなり短く，ほぼまっすぐで，下外方にやや聞いてのびる。裾端部は脚部から，

さらに大きく開く。 348は，脚部上端から大きく開いている。脚部の調整は，内面ヨコナデ，外

面ヨコナデあるいはへラケズリ。

甑 (Fig.221-350~353， PL. 58) 

図示したのはこの 4個体だけであるが，他に甑の把手部分と考えられるものが数点出土して

いる。

器形としては，底部の形態の特徴により， A' Bに大別できる。

甑A (350・351)
底部の透し部分が多孔のものである。

深い鉢形をした体部をもっ。底部はほぽ平坦で，ここに直径 2~3cmの円孔を，数個穿つ。

体部は，ゆるやかに内湾しながら上外方にのび，口縁部ではほぽ直立に立ち上がる。しまりは

ない。口縁端部はやや尖る。把手は体部中央よりやや上位につく。欠失しているが，体部の取

りつけ位置にあらかじめ穴をあけ，把手を挿入したものと思われる。器壁は，底部の透し部分

がやや厚く，口縁部にのびるにつれてうすくなる。体部の調整は，内面ヨコナデあるいはヘラ

ケズリ，外面ヨコナデあるいはハケ目。口径25.1，25.6cm。
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甑B (352・353)

底部全体をあけて，透しとするものである。

352は，体部下半以下を欠くが，甑の一部であろう。わずかに内湾するが，ほぽまっすぐに体

部はのび，口頭部で軽く外反する。口縁端部はやや尖る。器壁は，かなりうすい。体部の調整

は，内面へラケズリ，外商ハケ目。口径27.6cm。

353は，甑の体部上半を欠く。底部の孔径16.7cm。体部は，ゆるやかに内湾しながら上外方に

のびる。透し部分の端部はやや平坦でトある。器壁は，体部がやはりうすし端部がかなり厚い。

体部の調整は，内面へラケズリ，外面ノ¥ケ目。

片口 (Fig.221-354，PL. 58) 

出土した個体としては，図示したこの 1点だけである。 SB026住居跡から出土している。

鉢形の土器であるが，この口縁部の lか所を押し出して，口部分としている。

底部はやや平坦で広い。体部との境に稜はもたないが，やや強く上外方に折れる。体部は球

形であるが，やや凹凸がみられる。強く内湾しながらのび，頚部へはやや内傾する。頚部との

しまりは弱く，口頚部は短く反る。口縁端部はやや尖る。また口部分は，口縁部の器壁を2.5cm

ほど外へ押し出してつくっている。器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内外面とも

ハケ目。口径18.2cm。

手裡土器 (Fig.222-355~369， PL. 59) 

聾や杯などを模造したミニチュア品で，主に住居跡から出土している。

15個体を図示しているが，手担ねの跡が残って器形がややいびつなもの (355""360)，ていね

いな調整を施して器形がほぼ均一なもの (361""369)，がみられる。

前者は，粘土塊を指でおさえて器形をつくり，内外面を簡単にナデて仕上げたものである。

杯あるいは鉢を模造し 空白 (1D ¥p 史Eヲ
たものと考えられる。

器壁はやや厚い。口径

2.6~4.4cm，器高

1.8~4.15cm。
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なりていねいな調整を Fig. 222 下石動遺跡出土土師器実測図(日)
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施している。器壁の厚さの調整も良好である。

須恵器 (Fig.223・224，PL. 59) 

杯・高杯・提瓶・躍だけしか出土していなし〉。出土数も少ないが，さらにそのうちの大半を

杯が占める。

杯は，蓋と身が出土しているが，ニ者ともそれぞれに，形態的な違いはほとんどみられない。

製作時期の差はあまりないものと考えられる。高杯は，少ない。しかし，そのうちの 1点(389)

は，本遺跡の古墳時代の遺物のなかでも，時期的にもっとも湖るもののひとつのようである。

提瓶・越ともに，出土数は大変少ない。

杯蓋 (Fig.223-370~374， PL. 59) 

天井部と体部の境に，段をもたない器形のものだけが出土している。

丸みをもっ天井部からそのままゆるやかに内湾しながら体部がつづき，口縁部までのびる。

天井部と体部の境は明瞭でない。口縁部がやや立つものもある。口縁端部は段をもたず，やや

尖る。器壁は，天井部がやや厚い。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ。体部は，内

外面ともヨコナデ。口径1l .5~12.7cm。

杯 (Fig.223-375~386， PL. 59) 

立ち上がりをもっ器形のものだけが出土している。

やや平坦な底部から，体部が直線的に上外方にのびる。立ち上がりは，短くやや反り気味で，

内傾する。口縁端部は，やや尖る。受部も短く，やや斜め上方におさまる。器壁は，底部と体

部の境がやや厚い。底部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ。体部は，内外面ともヨコナデ。

口径9.1~10.9cm，器高3.1~3.3cm。

提瓶 (Fig.223-387， PL. 59) 

器形として示せるものは，わずかにこの 1個体だけである。包含層から出土している。

偏平であるがややふくらむ体部に，短くてやや直立気味の口頚部がつくものである。ロ縁部

近くに l条の沈線を施す。つり手はまわらず，途中できれる。器壁は，ほぽ同じ厚さである。

体部の調整は，表の内面ヨコナデあるいはナデ，外面カキ目。器高21.7cm。

高杯 (Fig.223-388~390) 

個体数は大変少なく，図示したのはこの 3個体だけであるが，これらも器形の全体は不明で

ある。
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388は，立ち上がりをもっ杯部である。脚部を欠く。やや平坦な底部から，そのままわずかに

内湾しながら体部がつづくが，杯は浅い。立ち上がりは強く内傾する。口縁端部は，やや尖る。

体部の外面下半にカキ目を施す。

389は，杯部の一部である。体部は全体的に精轍である。体部上半に波状文を施す。
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390は，脚部だけである。脚裾部にかけては，あまり聞かない。ゆるやかに外反しながらのび

る。脚部の四方に透しがはいる。

躍 (Fig.223-391) 

わずかに 1個体だけである。

口頭部は上外方にわ

その聞に櫛描列点文を配する。胴部

胴部下半を欠くが，胴部の張りは強い。頚部にかけてもしまりは強い。

ずかに聞きながらのびる。胴部中央に 2条の沈線を施し，
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PL. 60) 石製品 (Fig.225， 

ひここでは 2点だけしか掲げ得ない。本遺跡では，古墳時代の石製品の出土は大変少ない。

もうひとつは有孔円盤である。とつは子持勾玉で，

PL. 60) 子持勾玉 (Fig.225-392， 

子持形の一部分を欠くところが数か所にみられるが，ほぽ完形である。

子持形は，本体の各面に造り出されている。腹部に 1個，背部に 3個，両側面のそれぞれに

それらの大きさは，腹部のものを除いでほぼ同2列並列で各列に 3個ずつ，配置されている。

じで， 2.5"-'2. 8cmである。腹部のものは， 3.8cmもあり，大きい。

ていねいに磨いて，仕上げている。全長13.3cm，滑石製で，削痕もほとんど残っておらず，

S B024住居跡出土。この種の勾玉としてもかなり大きい。最大幅6.5cm，最大厚4.3cmで，
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PL. 60) 

一部分を欠くが，ほぽ完形である。

有孔円盤 (Fig.225-393， 



直径3.4cm，厚さ0.25cmの円板のほぼ中央に，直径O.lcmの小さな孔を穿つ。 A地区 SB031住

居跡出土。

土製品 (Fig.225， PL. 60) 

本遺跡では，古墳時代の土製品としては，土錘と土弾だけである。

土錘 (Fig.225-394・395，PL. 60) 

遺構に伴ったものではなく， B地区の包含層から出土したものである。

どちらも中央部がやや肥厚している。大きさも同じくらいで，長さ2.5cm，最大幅1.0cm。孔

径がやや異なり， 394は0.4cm，395は0.25cm。

土弾 (Fig.225-396) 

完形である。

両端がやや尖った楕円形をしている。中央部が大きく肥厚する。長さ4.4cm，最大径2.4cm。

A地区 SB003住居跡出土。

鉄器・鉄製品 (Fig.225， PL. 60) 

本遺跡では，鉄製のもので遺存したものは少なしわずかに万子と用途不明のものなど 4点

だけである。

力子 (Fig.225-397~399， PL. 60) 

397がSB014住居跡， 398が包含層， 399がSD216溝跡から，それぞれ出土している。

397は茎部の基部と刃部の鋒部先端を欠く。刃部残存長4.4cm，幅0.9cm，厚さ0.15cm。茎部幅

0.8cm，厚さ0.2cm。茎部には木質が残る。小型品である。 398は茎部を欠く。刃部長6.1cm，幅

1. 7cm，厚さ0.2cm。茎部幅0.8cm，厚さ0.5cm。茎部に縁金具を装着している。茎部に比べて刃

部が細身である。また，刃部は短く，中央部がやや凹んでおり，砥ぎ減りしたものか。 399は刃

部をほとんど欠き，茎部のみ残る。茎部長5.7cm，幅0.8cm，厚さ0.25cm。茎部には木質が残る。

用途不明鉄製品 (Fig.225-400， PL. 60) 

S B004住居跡の地点から出土している。

両端とも破損しており，何かの一部として使用されたものらしい。中央部分で段をなし，上

半と下半とでは断面形を異にする。上半は円形，下半は四角形である。残存長5.5cm。
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Fig. 225 下石動遺跡出土石製品・土製品 ・鉄器 ・鉄製品実測図(1)
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Tab. 5 下石動遺跡出土土師器一覧表(1)

(法量 ①口径②器高③脚裾部5852f22) (写真登録番号g;山:::万)

番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

Fig. 212 A 
①， 10.6 内面ー肩部へラケズリ，口頚

239 護 明褐 色 部ヨコナデ Aaj 84001052 
PL. S B014 

② 外面ー不明

① 10.8 
内面底部~肩部ナデ，口頚

Fig. 212 A 部ハケ目後ヨコナデ ⑮ 
240 刀 ② 9.45 明褐色 11 84000248 

PL. 54 S B016 外面底部~肩部ハケ目，口 850498 
④ 11.0 

頚部ハケ目後ヨコナデ

① 10.6 
内面底部ナデ，体部へラケ

Fig. 212 A ズリ，口頭部ヨコナデ ⑮ 
241 11 ② 13.15 褐 色 11 84000244 

PL. S B016 外面一底部ナデ，体部ハケ目， 850500 
④ 13.7 

口頚部ヨコナデ

Fig. 212 
① 13.4 内面褐色 外内面面 器野君喜平撤よffdl鶏

⑮ A 
② 15.4 242 11 AaII 81002321 

PL. 54 S B024 850737 
④ 15.8 外面赤褐色

① 14.4 
内面胴部下半~肩部へラケ

Fig. 212 A ズリ，口頚部ヨコナデ ⑮ 
243 11 ② 褐 色 11 84001044 

PL. 54 S B014 
④ 18.2 

外面ー胴部下半~肩部ハケ目， 850697 

口頚部ヨコナデ

内面ー胴部上半~屑部ヘラケ

Fig. 212 
(jj 17.0 ズリ，口頭部ハケ目後

⑮ 
244 11 ② 暗褐 色 ヨコナデ 11 84000249 

PL. 
④ 19.1 外面ー胴部上半~肩部ハケ目，

850470 

口頭部ヨコナデ

① 14.8 内面褐色
内面ー底部~胴部へラケズリ，

Fig. 212 A 
② 17.9 

肩部ナデ，口頭部ハケ目 ⑮ 
245 11 ノl 84001041 

PL. 54 S B014 
④ 18.1 外面赤褐色

外面底部~肩部ハケ目，口頚 850687 

部ヨコナデ

① 16.8 
内面底部~肩部へラケズリ，

Fig. 212 A 口頚部ハケ目 ⑬ 
246 lJ ② 18.85 褐 色 lJ 84001043 

PL. 54 S B014 
④ 18.7 

外面ー底部~肩部ハケ目，口 850723 

頚部ヨコナデ

内面胴部下半~肩部へラケ

Fig. 212 A 
① 11.8 内面暗褐色 ズリ，頚部ハケ目，口

⑮ 
247 lJ ② 縁部ヨコナデ Ab 81001805 

PL. 54 S B024 
④ 14.75 外面赤褐色 外面ー胴部下半~肩部ハケ目，

851457 

口頚部不明

内面一底部~肩部へラケズリ，

Fig. 212 A 
① 12.8 内面褐色 口頚部ハケ日後ヨコナ

⑮ 
248 刀 ② 15.5 ア 11 84000246 

PL. 54 S B016 
④ 14.6 外面赤褐色 外面一底部ハケ目，体部不明，

850502 

口頭部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号写真畳録番号 備 考
図版番号

① 14.2 
内面底部~肩部へラケズリ，

Fig. 212 A 口頚部ヨコナデ ⑬ 
249 護 ② 18.3 褐 色 Ab 84000257 

PL. 54 S B026 
④ 16.6 

外面底部~肩部ハケ目，口 850530 

頚部ヨコナデ

①， 13.4 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 213 B ズリ ，口頚部ヨコナデ ⑮ 
250 M ②ー 褐 色 B 1 85000131 

PL. 55 (R-84) 
④， 12.4 

外面胴部上半~肩部ハケ目， 852913 

口頚部ヨコナデ

①， 13.6 内面褐色
内面胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 213 A 
② ー

ズリ ，口頭部ヨコナデ
251 11 11 84001050 

PL S B014 外面ー胴部上半ナデ，肩部
④， 13.3 外面明褐色

~口頚部ヨコナデ

CD'21.4 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 213 A ズリ，口頚部ヨコナデ
252 11 ② ー 黄 褐 色 BII 85000206 

PL. S B020 
④ 19.7 

外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頚部ヨコナデ

① 21.8 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 213 A ズリ，口頭部ヨコナデ ⑬ 
253 11 ② 権褐色 11 84000441 

PL. 55 S B199 
④， 23.7 

外面ー胴部上半~肩部ハケ目， 850514 

口頭部ヨコナデ

CD' 22.4 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 213 C ズリ，口頚部ヨコナデ ⑬ 
254 11 ② 明 褐 色 11 85000702 

PL. S K065 
③ 21. 9 

外面ー胴部上半~肩部ハケ目， 852889 

口頭部ヨコナデ

内面ー胴部下半~頭部へラケ

Fig. 213 A 
CD' 25.0 ズリ，口縁部ヨコナデ

255 11 ②- 暗擾褐色 外面ー胴部下半~頚部ハケ目 JJ 84003480 
PL. (表土)

③ 25.6 後ナデ，口縁部ヨコナ

デ

① 20.8 
内面肩部ヘラケズリ ，頚部

Fig. 213 A 
下半ハケ目，頚部上半

褐 色 ~口縁部ヨコナデ256 H 
外面肩部ハケ目，頚部ハケ Ca 84001055 

PL. S B014 
② ー 国後ヨコナデ，口縁部

ヨコナデ

① 20.4 
内面肩部へラケズリ ，口頚

Fig. 213 A 部ヨコナデ ⑬ 
257 11 明 褐 色 JJ 84001046 

PL. 55 S B014 
②一

外面ー肩部ハケ目，口頚部ハ 850699 

ケ目後ヨコナデ

CD' 18.8 内面乳褐色
内面一肩部へラケズリ ，口頚

Fig. 213 A 部ヨコナデ
258 JI 11 84001054 

PL. S B0l4 
② 外面明褐色

外面肩部ハケ目，口頚部ハ

ケ目後ヨコナデ

CD' 19.8 
内面肩部ハケ目，口頚部ヨ

Fig. 213 A コナデ
259 11 乳 褐 色 11 84001053 

PL S B014 
② 

外面肩部ハケ目，口頚部ハ

ケ日後ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

①， 17.0 
内面ー肩部へラケズリ，口頚

Fig. 213 B 部ヨコナデ
260 聾 明褐色

外面ー肩部ハケ目，口頭部ヨ
Ca 8500137 

PL S D225 
② 

コナデ

内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 213 A 
①， 20.4 ズリ，口頭部ハケ目後

261 M 褐 色 ヨコナデ JI 84001045 
PL S B014 

② 外商ー胸部上半~肩部ハケ目，

口頭部ハケ目後ヨコナデ

①， 18.0 
内面ー肩部へラケズリ，口頚

Fig. 214 A 部ヨコナデ
262 JI 樫 色 JI 82000531 

PL. S B003 
② 

外面肩部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ

CD' 20.8 内面明褐色
内面ー胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 214 A ズリ，口頚部ヨコナデ
263 JI M 84000559 

PL S B014 
② 外面黄褐色

外面胴部上半~肩部ナデ，

口頚部ヨコナデ

内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 214 A 
①， 10.8 ズリ，口頚部ヨコナデ

⑬ 
264 JI ② 明褐 色 外面ー胴部上半~肩部ハケ目， C b 1 84000567 

PL. 55 S B014 850522 
⑥ 14.5 口頚部ハケ目後ヨコナ

ア

①， 18.8 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 214 B ズリ，口頚部ヨコナデ ⑬ 
265 JI ② 黄灰 色 CbII 81001661 

PL. 55 S B032 外面ー胴部上半~肩部ハケ目， 851455 
@' 27.3 

口頚部ヨコナデ

CD' 19.4 
内面ー肩部へラケズリ，口頭

Fig. 214 A 部ヨコナデ ⑮ 
266 JI 権褐 色 ノ/ 84000560 

PL. S B014 
② 

外面肩部ナデ，口頚部ヨコ 850719 

ナデ

①， 19.0 内面黒色
内面肩部へラケズリ，頚部

Fig. 214 A ナデ，口縁部ヨコナデ
267 JI Cc 82000535 

PL S B004 
②ー

外面肩部ナデ，口頭部ヨコ
外面淡樟色

ナデ

①， 19.6 I '. 
内面ー肩部へラケズリ，口頚

Fig. 214 A 部ヨコナデ
268 JI 淡褐 色 JI 82000515 

PL. S B003 
② 

外面ー肩部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ

内面肩部ナデ，頚部下半ハ

Fig. 214 A 
①， 20.4 ケ目，頚部上半~口縁

269 H 淡褐 色 部ヨコナデ M 82000516 
PL. S B003 

外面肩部ハケ目，口頚部ヨ② 
コナデ

①! 14.0 内面暗褐色
内面ー肩部へラケズリ，口頭

Fig. 214 B 部ヨコナデ
270 ノ/ Cd 81001655 

PL. S B032 
② 外面乳褐色

外面ー肩部ハケ目，ロ頚部ヨ

コナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

CD' 13.2 
内面一胴ズ部リ上半~肩部部へラケ

Fig. 214 A ，ナ口頭ハケ目後 ⑬ 
271 要 ② 糧褐 色 ヨ コ デ Cd 82000142 

PL. 55 S K046 外面 胴口ア頚部上部半~肩目後部ノ、ヶ目， 850867 
④， 22.5 ハケ ヨコナ

① 18.2 
内面一底部頚~肩部へラケズリ，

外面，口
Fig. 214 A 

口 部ハケ目後ヨコナ
⑬ 

272 11 ② 32.2 赤褐 色
外面一底アデ部~肩頚部部ノ、ケ目目後後ナ

刀 82000144 縁部内面
PL 55 S K046 851097 

④ 28.3 ，ナ口 ハケ ヨ に丹塗り
コテ.

内面肩部へラケズリ，口頚

Fig. 215 B 
CD' 18.0 部ヨコナデ

@ 
273 )) 明 褐色 外面肩部ハケ目，頚部ハケ Ce 85000116 

PL. S K092 
② 目後ヨコナデ，口縁部

852911 

ヨコナデ

(i)' 19.0 
内面肩部へラケズリ，口頚

Fig. 215 B 部ヨコナデ
274 11 明 褐色 )) 85000118 

PL S K091 
②ー

外面ー肩部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ

内面一胴部上半~屑部へラケ

Fig. 215 
① 15.5 内面暗褐色 ズリ後ナデ，口頭部ヨ

A 
275 )) コナデ C f 81001832 

PL. S K037 
② 外面暗黄褐色 外面ー腕部上半~肩部ハケ目，

口頚部ヨコナデ

(i)' 15.3 
内面胴部上半~肩部ナデ，

Fig. 215 A 口頚部ヨコナデ
276 11 明褐 色 11 84001006 

PL (J -121) 外面胴部上半~肩部ナデ，
② 

口頚部ヨコナデ

(i)' 14.0 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 215 A ズリ，口頚部ヨコナデ
277 ノ/ 暗灰 色 Cg 85000901 

PL (P-124) 外商ー胴部上半~肩部ハケ目，
② 

口頚部ヨコナデ

CD' 17.8 
内面ー胴部上半~肩部ハケ目，

Fig. 215 B 口頚部ハケ目後ナデ
278 )) 褐 色 11 85000406 

PL S B187 外面胸部上半~頚部ハケ目，
② 

口縁部ヨコナデ

Fig. 215 A 
(i)' 12.3 内面褐色 内面一口頚部ヨコナデ

279 )) D 82000143 
PL. S K046 

② 外面檀褐色 外面一口頚部ヨコナデ

①， 16.0 内面淡褐色
内面肩部へラケズリ，頚部

Fig. 215 A 
ハケ回，口縁部ノ、ヶ目
後ヨコナデ

280 11 
外面肩部~頚部下半ハケ目，

11 81001522 
PL S B026 

②ー 外面茶褐色 頭部上半~口縁部ハケ
目後ヨコナデ

岨 ;F車4i一軍事CD' 10.8 内面黒褐色 半ケ自後ヨコ
Fig. 215 A ~ロ縁部ヨコ

281 11 81002320 
PL S B024 

② 
外面一肩目 ケコナ目，デ頚，部口縁ハ部ケ外面檀褐色

ヨ デ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

① 18.8 
内面肩部ナデ，口頚部ヨコ

Fig. 216 A ナデ
282 蜜 明黄灰色 E 1 85000515 

PL S K133 
② 

外面ー肩部ナデ，口頭部ヨコ

ナデ

(D' 20.6 
内面ー肩部へラケズリ，口頭

口頭部内
Fig. 216 A 部ヨコナデ

283 M 明 褐色 IJ 82000140 外面に丹
PL. S K046 外面ー肩部ハケ目，口頭部ヨ

② 
コナデ

塗り

内面一胴部上半~肩部へラケ

Fig. 216 A 
CD' 23.1 ズリ後ナデ，口頚部ヨ

284 IJ 暗褐 色 コナデ EII 84000808 
PL. S K141 

② 外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頭部ヨコナデ

内面胴部上半~肩部へラケ
A ① 26.4 ズリ，口頭部ヨコナデ

Fig. 216 
285 IJ S K141 憶褐色 外面ー胴部上半不明，肩部 IJ 84000812 

PL. 
② ~頚部下半ナデ，頚部142 

上半~口縁部ヨコナデ

① 29.3 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 216 A 
ズリ ，頚部ハケ目，口

⑬ 
② 燈褐 色

縁部ヨコナデ
286 IJ 

外面ー胴部上半~頭部下半ハ
M 84000440 

PL S B199 
④， 30.2 ケ目，頚部上半~口縁

850552 

部ヨコナデ

内面ー胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 216 B 
①， 16.2 ズリ，口頚部ヨコナデ

287 IJ ② 明褐 色 外面胴部上半~肩部ハケ目， F 85000124 
PL. S K090 

④ 16.4 口頭部ハケ目後ヨコナ

ア

①， 14.3 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 216 A ズリ，口頭部ヨコナデ
288 IJ 暗樟褐色 IJ 84000436 

PL. S B199 
② 

外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頭部ヨコナデ

① 16.7 内面明褐色
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 216 B ズリ，口頭部ヨコナデ
289 IJ IJ 85000126 

PL. S K090 外面一胴部上半~肩部ハケ目，
② 外面褐色

口頚部ヨコナデ

(D' 16.3 
内面肩部ヘラケズリ，口頚

Fig. 216 B 部ヨコナデ
290 IJ 明褐色 刀 85000125 

PL S K090 
② 

外面肩部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ

① 21.2 
内面一胴部下半~肩部へラケ

Fig. 216 A ズリ ，口頚部ヨコナデ
291 IJ ② ー 褐 色 IJ 84003190 

PL. S B022 
③ 25.3 

外面ー胴部下半~肩部ハケ目，

口頭部ヨコナデ

① 11.3 
内面一胴部上半~肩部へラケ

Fig. 217 A ズリ，口頭部ヨコナデ
292 IJ 黄褐色 G 85000205 

PL. S B020 
②ー

外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頚部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

①， 13.35 内面暗褐色
内面一腕部上半~肩部へラケ

Fig. 217 A ズリ ，口頭部ヨコナデ
293 饗 G 84000437 

PL S B199 外面ー胴部上半~頚部ハケ目，
②ー 外面暗青褐色

口縁部ヨコナデ

①， 13.0 
内面ー底部~肩部へラケズリ，

Fig. 217 A 口頚部ヨコナデ
294 }} ② 13.0 赤褐 色 ρ 84003188 

PL S B022 外面底部~肩部ハケ目，口
④ 13.3 

頚部ヨコナデ

①， 20.4 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 217 A ズリ，口頭部ヨコナデ
295 刀 褐 色 }} 82000147 

PL. S K046 
② 

外面ー胴部上半~肩部ナデ，

口頚部ヨコナデ

①， 22.9 内面燈褐色
内面底部~肩部へラケズリ，

Fig. 217 A 
② 14.7 

口頭部ヨコナデ ⑮ 
296 }} H 84000565 

PL. 55 S B014 
④ 18.4 外面暗褐色

外面ー底部~肩部ハケ目，口 850534 

頚部ヨコナデ

内面ー底部~体部下半ナデ，
①， 14.4 内面黄褐色 体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
杯

Fig. 218 A ナデ
297 

外面ー底部~体部下半ハケ目，
Aa 81001804 

PL. 56 S B024 851441 
② 7.2 外面褐色 体部上半~口縁部ヨコ

ナデ

① 14.6 
内面底部~体部ナデ，口縁

Fig. 218 A 部ヨコナデ ⑮ 
298 }} 赤褐 色 万 81002324 

PL. S B024 
② 6.1 

外面ー底部~体部ハケ日後ナ 850671 

デ，口縁部ヨコナデ

内面底部ナデ~体部下半ナ

Fig. 218 A 
① 14.6 デ，体部上半~口縁部

⑮ 
299 }} 暗 褐 色 ヨコナデ }} 81001520 

PL. 56 S B026 
② 6.35 外面底部~体部へラケズリ，

851443 

口縁部ヨコナデ

Q)' 9.0 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 218 B 
体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
黄褐 色

ナデ
300 }} 

外面ー底部~体部下半へラケ AbI 85000037 
PL. 56 (R-84) 

② 5.8 ズリ ，体部上半~口縁
851202 

部ヨコナデ

内面一体部下半ナデ~体部上

Fig. 218 A 
Q)' 13.0 半~口縁部ヨコナデ

301 H 横 色 外面体部下半へラケズリ， AbII 82000524 
PL. S B003 

② 体部上半~口縁部ヨコ

ナデ

① 15.3 
内面一底部~体部下半ナデ，

Fig. 218 A 
体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
橿 色

ナデ
302 }} 

外面ー底部~体部下半へラケ
万 82000523 

PL. 56 S B003 
② 8.3 ズリ後ナデ，体部上半

851031 

不明，口縁部ヨコナデ

内面一底部~体部ナデ，口縁

Fig. 218 B 
① 13.4 部ヨコナデ

⑮ 
303 11 褐 色 外商ー底部~体部下半へラケ Ac 81001652 

PL. 56 S B032 
② 6.4 ズリ後ナデ，体部上半

851451 

ナデ，口縁部ヨコナデ
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番号 器種
指図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号写真畳録番号 備 考
図版番号

(j)' 12.9 
内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 218 B ナデ ⑬ 
304 杯 褐 色 Ac 85000140 

PL S D225 
② 

外面体部ナデ， 口縁部ヨコ 852899 

ナデ

①， 13.6 
内面底部~体部ナデ，口縁

Fig. 218 B 部ヨコナデ ⑮ 
305 11 暗黄燈色 11 84003463 

PL. S B031 
② 6.4 

外商一体部不明，口縁部ヨコ 852905 

ナデ

Fig. 218 A 
<D' 14.4 内面体部ナデ，口縁部ヨコ

306 11 褐 色 ナデ 11 82000525 
PL S B003 

② 外面一不明

(j)' 16.0 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 218 A 
体部上半~口縁部ヨコ

⑬ 
赤 褐 色

ナデ
307 刀

外面ー底部~体部下半へラケ Ad 81001521 
PL 56 S B026 

② 6.35 ズリ後ナデ，体部上半
851544 

~口縁部ヨコナデ

(j)' 13.2 内面一体部~口縁部ヨコナデ
Fig. 218 B 

外面 体部不明，口縁部ヨコ
@ 

308 11 乳 褐 色 11 85000133 
PL (R-84) 852903 

② ナデ

① 14.0 
内面底部~口縁部ナデ

Fig. 218 B 
内面灰黄色

外面ー底部~体部下半不明， ⑬ 
309 11 11 81001653 

PL. 56 S B032 
② 5.7 

体部上半~口縁部ヨコ 851449 
外面褐色

ナデ

①， 14.9 
内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 218 A 半~口縁部ヨコナデ 内外面に
310 H 赤 褐 色 11 81002316 

PL S B024 
② ー

外面一体部へラケズリ，口縁 丹塗り

部ヨコナデ

内面一底部~体部下半ナデ，

Fig. 218 A 
① 14.3 体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
311 11 澄 褐 色 ナデ 11 81001802 

PL. 56 S B024 
② 6.0 外面 底部~体部不明， 口縁

851453 

部ヨコナデ

① 14.0 
内面 底部~体部ナデ，口縁部

Fig. 218 A ヨコナデ ⑮ 
312 ノ/ 明茶褐色 刀 84000561 

PL. S B014 
② 6.0 

外面ー底部~体部へラケズリ後 850602 

ナデ，口縁部ヨコナデ

① 13.8 
内面底部~体部ナデ，口縁

Fig. 218 A 部ヨコナデ @ 
313 11 赤 褐 色 刀 81002313 

PL S B024 
② 4.85 

外面底部~体部へラケズリ， 850679 

口縁部ヨコナデ

(j)' 14.0 
内面体部~口縁部へラミガ

内外面と
Fig. 218 A キか

314 11 暗 褐 色 11 82000139 も黒漆塗
PL. S K046 

②-
外面体部~ロ縁部へラミガ

りか
キ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 218 B 
①， 14.0 半~口縁部ヨコナデ

⑮ 
315 杯 暗檀褐色 外面底部~体部下半ヘラケ Ae 84003464 

PL. S B031 
② 5.3 ズリ後ナデ，体部上半

852901 

ナデ，口縁部ヨコナデ

①， 14.8 
内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 218 A 半~口縁部不明
316 11 褐 色 11 82000520 

PL S B003 外面体部下半へラケズリ ，
② 4.8 

体部上半~口縁部不明

①， 12.8 
内面一体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 218 A 外面一体部下半へラケズリ後
317 11 赤褐色 11 81001595 

PL. S B026 
② 

ナデ，体部上半~口縁

部ヨコナデ

内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 218 A 
①， 12.4 半~口縁部ヨコナデ

318 11 褐 色 外面一体部下半ヘラケズリ ， A f 1 85000212 
PL 

体部上半ヘラケズリ後② 
ナデ，ロ縁部ヨコナデ

内面体部下半ナデ，体部上

Fig. 218 A 
①， 13.5 半~口縁部ヨコナデ

319 11 褐 色 外面一体部下半へラケズリ後 11 84001048 
PL S B014 

② ー ナデ，体部上半~口縁

部ヨコナデ

① 14.2 内面一体底ナ部部部デ~体半部下縁半ナデ.
Fig. 218 A 上~口部ヨコ ⑬ 

320 11 燈褐 色
外面一震ア ~体部へラケズリ

11 81001803 
PL. 56 S B024 851443 

② 5.7 ナデ，口縁部ヨコナ

内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 218 A 
<D' 14.8 内面茶褐色 ナデ

321 11 外面体部下半へラケズリ ， AfII 81001594 
PL. S B026 

② 体部上半~口縁部ヨコ外面赤茶褐色
ナデ

内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 218 A 
CD' 16.3 半~口縁部ヨコナデ

322 11 燈 褐色 外面一体部下半へラケズリ ， 11 81002317 
PL. S B024 

② 体部上半~口縁部ヨコ

ナデ

①， 15.8 内面淡褐色
内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 218 A ナデ
323 11 11 81002318 

PL. S B024 
② 外面 燈 褐 色

外面体部へラケズリ ，ロ縁

部ヨコナデ

内面 底部~体部ナデ，口縁

Fig. 219 B 
① 10.5 部ヨコナデ

324 11 淡燈色 外商底部~体部下半へラケ Ba 82000498 
PL. S K085 

② 5.4 ズリ ，体部上半~口縁

部ヨコナデ

内面一底部~体部ナデ，口縁
<D' 14.2 内面赤褐色 部ヨコナデ

⑮ Fig. 219 A 
325 11 外面ー底部~体部下半へラケ Bb 81002315 

PL S B024 
ズリ後ナデ，体部上半

850711 
② 4.8 外面暗褐色

ナデ，口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

内面一底部~体部ナデ，口縁

Fig. 219 A 
① 14.4 部ヨコナデ

⑬ 
326 杯 燈 色 外商底部~体部下半へラケ Bc 82000532 

PL. 56 S B004 
② 7.1 ズリ，体部上半ハケ目，

851033 

口縁部ヨコナデ

① 16.1 内面 底体底ナズ部部部デリ後~上~体半部~下口縁半部ナデヨ，コ
Fig. 219 A 

327 I! 明褐色 外面一 体ハ部ケ下目リ半，体ヘロ縁部ラケ
11 84000256 

PL S B026 
② 5.8 半へラケズ ， 上部

ヨコナデ

内面底部~体部ナデ，口縁

Fig. 219 A 
① 14.8 部ヨコナデ

⑮ 
328 I! 燈 色 外面底部~体部下半へラケ I! 82000533 

PL. 56 S B004 
② 4.5 ズリ，体部上半~口縁

851049 

部ヨコナデ

内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 219 
CD' 14.8 内面茶褐色 半~口縁部ヨコナデ

A 
329 I! 外面体部下半ヘラケズリ， M 82000560 

PL S B007 
② 体部上半~口縁部ヨコ外面黄横色

ナデ

①， 16.3 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 219 A 
体部上半~口縁部ヨコ

黄褐色
ナデ

330 M 
外面ー底部~体部下半ヘラケ

I! 81001592 
PL. S B026 

② 5.6 ズリ，体部上半~口縁
部ヨコナデ

内面底部~体部下半ナデ，

Fig. 219 B 
CD' 16.7 他はハケ目後ヨコナデ

⑮ 
331 I! 燈 色 外面底部~体部下半ヘラケ H 82000486 

PL. 56 S K076 
② 6.0 ズリ ，体部上半~口縁

851047 

部ヨコナデ

内面体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 219 B 
① 18.4 ナデ

332 I! 淡 権 色 外面一体部下半へラケズリ， I! 82000489 
PL S K076 

体部上半~口縁部ヨコ② 
ナデ

Fig. 219 B 
CD' 19.2 内面不明

333 I! 明 褐 色 外面体部上半へラケズリ， 刀 85000130 
PL. (R -84) 

②- 口縁部ヨコナデ

CD' 20.2. 
内面体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 219 B ナデ
334 I! 明 樟 色 M 82000487 

PL S K076 外面体部へラケズリ，口縁
② 

部ヨコナデ

CD' 9.6 
内面底部~胴部下半ナデ，

Fig. 219 A 
胴部上半~口縁部ヨコ

② 8.75 赤 褐 色
ナデ

335 壷 外面底部~胴部上半ヘラミ Aa 1 81002314 
PL. S B024 

@' 12.6 ガキ，肩部~口縁部ヨ
コナデ

内面一底部~肩部へラケズリ

Fig. 219 A 
① 12.8 後ナデ，口頚部ハケ目

⑮ 
336 I! ② 16.1 褐 色 後ヨコナデ AaII 81002319 

PL. 57 S B024 
④ 18.8 外面ー底部~肩部ハケ目，口

850709 

頚部ハケ目後ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

①， 15.4 
Fig. 219 A ナデ，ナ口頚部，、

⑮ 
337 萱 ② 褐 色 ケ ヨ コ デ AaII 84001047 

PL S B014 
④， 22.7 

外面一胴 半~肩目後部ノ、ヶ目. 850695 
口 ハケ ヨコナ
ア

① 11.4 
内面底部~肩部ナデ，口頚

Fig. 219 A 部ヨコナデ ⑮ 
338 11 ② 8.8 褐 色 Ab 84003187 

PL. 57 S B022 
⑥ 12.2 

外面底部~肩部ハケ目，口 851007 

頚部ヨコナデ

内面ー胴部上半~屑部ナデ，

Fig. 219 B 
① 12.0 頚部ハケ目，口縁部ヨ

339 M ② 暗褐 色 コナデ Ac 82000490 
PL. S K079 

④， 16.4 外面ー胴部上半~頚部ハケ目，

口縁部ヨコナデ

Fig. 219 A 
① 7.4 内面一不明

⑮ 
340 11 ② 10.35 暗褐 色 外面底部~肩部不明，口頚 Ba 84000258 

PL. 57 S B026 850532 
④ 10.8 部ナデ

内面←底部ナデ，胴部下半

Fig. 219 A 
① 10.0 ~肩部ヘラケズリ，口

⑥ 
341 11 ② 16.35 明褐 色 頚部ヨコナデ Bb 84000245 

PL. 57 S B016 
④ 14.0 外面一底部~肩部ナデ，口頚

850526 

部ヨコナデ

内面底部~体部ナデ(一部

Fig. 219 A 
① 11.8 にへラケズリ).口頚部

⑮ 
342 M ② 15.6 明褐 色 ヨコナテ' Bc 84000247 

PL. 57 S B016 
④ 14.8 外面底部~胴部ナデ，肩部

850538 

~口縁部ヨコナデ

①， 12.7 
内面一脚部ヘラケズリ，杯底

Fig. 220 B 
部ナデ，杯体部~口縁

⑮ 
高杯 ② 

部ヨコナデ
343 黄褐 色 外面一脚部~杯底部へラケズ

Aa 85000038 
PL. 58 (P-84) 

③ リ，杯体部~口縁部ヨ
851198 

コナデ

①， 14.0 
内閣 胸叩主ズ晦部?伊iヨ平;ヨヨ底ナ1コ部7Tナナ融，デjmF邸符ヘ体ヲ罰タFig. 220 B ⑮ 

344 11 ② 11.4 明褐 色 外面ー
11 84003450 

PL. 58 S B029 
③ 12.4 

852847 

①ー
内面脚部上半へラケズリ，

Fig. 220 B 杯底部ナデ
345 M ② 明黄褐色 11 85000039 

PL. (R-84) 
③ ー

外面一脚部上半へラケズリ，

杯底部不明

内面-z君縁部i望主ヨコzナ号車デ時JL 
Fig. 220 B 

①， 16.2 
⑮ 

346 11 ② 14.2 乳褐 色 外面 Ab 85000134 
PL. 58 (R -84) 

@' 13.8 
852849 

①ー
内面脚部上半ヨコナデ，脚

Fig. 220 A 部頂部ナデ，杯底部ナ
347 11 ② 燈褐 色 B 81001827 

PL. S K037 
③ 

デ

外面脚部上半ヨコナデ
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番号 器種
持図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

① 
内面ー脚裾部ヨコナ杯デ，底脚部部不

Fig. 220 A 
ヘラケズリ，

⑮ 
348 高杯 ② 燈褐 色

外商ー脚明裾部ヨコナデ，体脚部部下
B 84003185 

PL. S B022 
@' 10.8 ヘラケズリ，杯

851087 

半ヘラミガキ

Fig. 220 
① 内面脚裾部~脚部ヨコナデ

⑬ B 
② 349 JJ 暗黄褐色 JJ 84003454 

PL. 58 S B031 852891 
③ 11.4 外面脚裾部~脚部ヨコナデ

CD' 25.6 内面底部~口縁部ヨコナデ
⑬ 

Fig. 221 A 850518 
350 甑 黄褐 色 外面底部~口縁部ヨコナデ A 84000261 

PL. 58 S B026 
② 21.8 

850520 
(一部にハケ目)

(底部)

内面底部~体部へラケズリ，

Fig. 221 B 
CD' 25.1 口縁部ヨコナデ

⑮ 
351 JJ 褐 色 外面ー底部~体部下半ナデ， JJ 85000374 

PL. 58 S D225 
体部上半ハケ目，口縁

852781 
② 23.7 

部ヨコナデ

CD' 27.6 内面燈褐色
内面体部上半へラケズリ.

Fig. 221 A 口頭部ヨコナデ ⑥ 
352 M B 84000564 

PL. S B014 外面一体部上半ハケ目，口頚 850550 
② 外面暗黄褐色

部ヨコナデ

Fig. 221 A 
① 

内面体部下半へラケズリ
353 JJ 暗褐 色 M 82001597 

PL S K114 
② ー

外面一体部下半ハケ目

内面ー底部~体部ハケ目，口

鉢 Fig. 221 
CD' 18.2 内面 淡樫褐色 頚部ヨコナデ

⑮ A 
354 外面底部~体部下半ナデ， 81001593 

肘司 PL. 58 S B026 
② 12.5 外面淡褐色 胴部上半ハケ目，口頚

850735 

部ヨコナデ

手提 Fig. 222 A 
① 3.5 内面一底部~口縁部ナデ

355 乳褐 色 84001017 
土器 PL. S K155 

②1.8 外面底部~口縁部指頭調整

Fig. 222 A 
① 2.6 内面底部~口縁部ナデ

356 JJ 黄褐 色 85000904 
PL (H-123) 

② 2.9 外面一底部~口縁部指頭調整

Fig. 222 A 
① 3.8 内面底部~口縁部ナデ

357 JJ 黄褐 色 82000527 
PL. S B003 

② 2.6 外面底部~口縁部指頭調整

Fig. 222 A 
① 4.4 内面一底部~口縁部指頭調整

358 JJ 黄褐 色 82000526 
PL. S B003 

② 2.5 外面底部~口縁部指頭調整
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

① 4.0 
内面底部指頭調整，体部

手控 Fig. 222 B ~口縁部ナデ
359 褐 色 85000040 

土器 PL. (R-84) 
② 3.3 

外面ー底部~体部ナデ，口縁

部指頭調整

Fig. 222 A 
① 3.8 内面底部~口縁部ナデ

⑫ 
360 11 褐 色 84000260 

PL. 59 S B026 
② 4.15 

850235 
外面底部~口縁部指頭調整

① 4.6 
内面底部~体部ナデ，口頚

Fig. 222 A 部指頭調整
361 11 褐 色 84001057 

PL. S B014 外面底部~体部ナデ，口頚
② 3.1 

部指頭調整

Fig. 222 
① 5.0 内面底部~口縁部ナデ

⑫ A 
362 11 明褐 色 84000259 

PL. 59 S B016 
② 2.8 外面底部~口縁部ナデ

850236 

内面←底部~体部ナデ，口頭

Fig. 222 
①， 7.8 内面黒褐色 部ヨコナデ

B 
363 11 外面底部~体部下半ナデ， 84003458 

PL. S B031 
② 4.9 外面黄褐色 体部上半~口縁部ノ、ケ

目

Fig. 222 
UY 7.6 内面暗灰色 内面体部上半へラケズリ，

A 
口頭部ナデ364 11 85000506 

PL. S K134 
② 外商赤褐色 外面体部上半~口縁部ナデ

Fig. 222 
①， 7.0 内面暗褐色 内面一体部~口縁部ナデ

B 
365 11 84003457 

PL. S B031 
②ー 外面体部~口縁部指頭調整外面黒色

① 6.2 内面底部~口縁部ナデ
Fig. 222 B 

366 11 乳黄色 84003459 
PL. S B031 

② 3.8 外面底部~口縁部ナデ

UY 5.5 内面櫨褐色
内面胴部上半~頚部ナデ，

Fig. 222 A 口縁部ヨコナデ
367 11 84003192 

PL. S B012 
② 外面褐色

外面ー胴部上半~肩部ナデ，

口頚部ヨコナデ

①， 5.1 
内面胴部上半~肩部指押え，

Fig. 222 A 口頚部ヨコナデ
368 刀 明黄灰色 85000505 

PL. S K133 
② 

外面ー胴部上半~肩部ナデ，

口頭部ヨコナデ

Fig. 222 A 
① 内面ー底部ナデ

369 H 明黄灰色 85000903 
PL (K-1l6) 

② 外面ー底部~体部下半ナデ
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Tab. 6 下石動遺跡出土須恵器一覧表(1)

(法量①口径②器高健部最大径④立ち上がり高写真登録番号⑮4x 5インチサイズ)
⑤脚裾部径⑥体部最大径 ※Oは復元法量 ⑫ 6 x 7センチサイズ j

番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

内面一天井部~口縁部ヨコナ 天井部外

Fig. 223 B 
① 12.3 デ

⑮ 
面にへラ

370 杯蓋 灰 色 外面一天井部~体部上半へラ 85000026 記号
PL. 59 (L-120) 

② 4.4 ケズリ，体部下半~口
851200 ロクロ

縁部ヨコナデ 回転司右

Fig. 223 B 
① 12.7 内面 体天ナ井部デ部下~半体~部口上縁半部ナヨデコ， ⑮ 

ロクロ
371 }} 明 灰色

外面 天井ズ部~体体部部デ上半半へラ
85000135 852859 

PL. (R-84J 
②， 3.6 ケリ， 下~口 852860 

回転ー左

縁部ヨコナ

内面一天井部~口縁部ヨコナ

Fig. 223 A 
① 11.5 7 

⑬ 
372 }} 灰 色 外面一天井部~体部上半へラ 84003181 

PL. 59 S B022 
②'ー ケズリ，体部下半~口

851091 

縁部ヨコナデ

内面天井部頂部ナデ，天井 天井部外

Fig. 223 B 
①， 12.0 部~口縁部ヨコナデ

⑬ 
面にへラ

373 JI 暗灰色 外面天井部頂部ナデ，天井 85000119 記号
PL. 59 S K092 

②， 3.8 部へラケズリ，体部
852887 ロクロ

~口縁部ヨコナデ 回転ー右

内面一天井部ナデ，体部~ロ 天井部内

Fig. 223 
① 11.6 内面白灰色

縁部ヨコナデ 面にへラ
A 

374 }} 84000433 記号
PL. S B199 

② 4.35 外面暗灰色
外面一天井部へラケズリ，体 ロクロ | 

部~口縁部ヨコナデ 回転ー右

① 9.75 内面底部~体部下半ナデ， 底部内面

Fig. 223 。A ② 3.8 
体部上半~口縁部ヨコ

⑫ :へ汗日|
375 杯 黒灰色 ナデ 84000432 

PL. 59 S BI99 ③ 11.7 
外面ー底部へラケズリ，体部

850209 ロクロ

④1.0 ~口縁部ヨコナデ 回転右

①， 10.0 内面一底部ナデ，体部~ロ縁

Fig. 223 A ② 3.3 
暗灰 色

部ヨコナデ
376 JI 85000103 

PL. S KII5 ③， 12.3 外面底部ナデ，体部~口縁

④ 0.9 部ヨコナデ

①， 9.1 内面ー底部中央ナデ，底部
底部外面

Fig. 223 A ② 3.25 
灰 色

~口縁部ヨコナデ ⑪ 
にヘラ記377 JI 84000434 

PL. 59 S B199 ③， 11.4 外商底部へラケズリ，体部 850231 

④ 0.8 ~口縁部ヨコナデ
号

CD' 10.5 内面体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 223 B ② 外面一体部下半へラケズリ， ロクロ
378 }} 暗灰 色 85000035 

PL. (R-84) ③ 12.2 体部上半~口縁部ヨコ 回転ー右

④ 0.8 ナデ

①， 10.6 
内面体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 223 B ② ロクロ
379 }} 明灰 色 85000036 

PL. (R-84) ③ 12.3 
外面一体部~口縁部ヨコナデ

回転ー右

④ 0.7 

CD' 13.0 内面体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 223 B ②ー 外面一体部下半ヘラケズリ， ロクロ
380 M 灰 色 85000034 

PL. (R-84) ③ 13.4 体部上半~口縁部ヨコ 回転ー右

④ 0.7 ナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

CD' 10.6 内面体部上半~口縁部ヨコ

Fig. 223 A ② ナデ
381 杯 暗灰色 85000110 

PL S K111 ③ 12.8 外面体部上半~口縁部ヨコ

④ 0.6 ナデ

Q)' 9.9 内面体部上半~口縁部ヨコ 体部外面

Fig. 223 A ②ー ナデ にへラ記

382 M 暗 灰色 85000108 号
PL. S K115 @ 12.15 外面一体部上半へラケズリ， ロクロ

④ 0.4 口縁部ヨコナデ 回転ー右

CD' 10.9 

内面一鶴主部6ヨ立7コ苦ナ却下芸品デ
Fig. 223 A ② 3.1 

色 外面一 《部部デザ下上ロ半半~へ口ラヨ縁ケコ383 M 灰 84003182 
PL. S B022 @ 12.55 

④ 0.85 

Q)' 9.3 内面底部~体部下半ナデ，

Fig. 223 A ② 3.25 
体部上半~口縁部ヨコ

⑫ ロクロ
384 11 灰 色 ナデ 84000435 

PL. 59 S B199 ③， 11.8 
外面一底部へラ切り離し，体

850229 回転ー左

④ 0.5 部~口縁部ヨコナデ

CD' 10.0 内面体部上半~口縁部ヨコ

Fig. 223 A ② ー
色

ナデ
385 11 灰 84003183 

PL. S B022 ③ 12.2 外面体部上半~口縁部ヨコ

④ 0.6 ナデ

① 9.35 内面底部ナデ，体部~口縁
底部外面

Fig. 223 A ② 3.3 
色

部ヨコナデ
にへラ記386 11 灰 84000443 

PL. S B199 ③ 11.4 外面底部へラケズリ後ナデ，

④ 0.6 体部~口縁部ヨコナデ
号

① 6.8 
内面一体部中央ナデ，他はヨ

Fig. 223 B コナデ ⑮ 
387 提瓶 ② 21. 7 暗灰色 85000136 

PL. 59 (R-84) 
⑥ 17.9 

外面体部表側カキ目，他は 852893 

ヨコナデ

CD' 11. 2 内面杯底部~口縁部ヨコナ

Fig. 223 A ②ー
デ

388 高杯 灰 色 外面杯底部~体部下半カキ 84003196 
PL. S B013 ③ 13.9 

目，体部上半~口縁部
④ 0.4 ヨコナデ

① 
内面杯底部~体部下半ナデ

Fig. 223 A 外面杯底部へラケズリ，体
389 11 灰 色 84001056 

PL S B014 
② ー

部下半ヨコナデ(波状

文有り)

Fig. 223 A 
① ー 内面白灰色 内面ー脚部ヨコナデ

390 11 ② 85000074 
PL. S B016 

⑤， 11.5 外面黒灰色 外面ー脚部ヨコナデ

① 内面一体部上半ヨコナデ

魅
Fig. 223 B 

② 暗灰 色 外面一体部上半ヨコナデ(沈391 85000405 
PL S B187 

⑥ 13.7 線の聞に列点文有り)
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(4)歴史時 代

古墳時代と同じく ，土師器 ・黒色土器 ・須恵器 ・磁器 ・鉄器 ・石製品 ・土製品が出土してい

る。そして，それらのうちもっとも出土数が多いものも，やはり土師器である。ただ，古墳時

代に比べて，須恵器の出土数はかなり増している。鉄器 ・石製品 ・土製品は，わずかである。

土師器は，器種として，杯 ・査 ・皿 ・聾 ・甑 ・鉢にわけられる。そのうち，杯と聾を主とす

る。

須恵器は，杯 ・皿 ・聾 ・査 ・鉢にわけられる。杯を主とする。土師器との共伴も多くみられ

る。

これら土師器や須恵器は，須恵器の杯の形態からみて，端的に時期の幅がありそうである。

しかし，古墳時代のものと同様で，祭最E的とされる要素が遺物にほとんどみられず，やはり日

常雑器類が，この歴史時代を通じても多いようである。

鉄器 ・鉄製品には鉄鉱 ・鎌 ・手鎌，それに用途不明のものがみられる。

石製品には，石鍋と用途不明のものがみられる。後者は，類例が他にない。

土製品としては，土錘がみられる。形態的な分類ではなしその出土した遺構での他の共伴

遺物により ，歴史時代としておく。

以下にこれら遺物の説明を行うが，古墳時代の項と同様に，各器種ごとに分類している。

土師器 (Fig.226~236， PL. 61 ~63) 

杯・査 ・皿 ・聾 ・甑 ・鉢のうち，杯と聾が多いが，鉢もやや多い。

杯は，須恵器に器形が類似したものとそうでないものとがみられる。壷は，蓋の方だけしか

確認できていない。聾は，大型のものと小型のものがみられる。大型のものには長胴となるも

のが多い。甑は，わずかしかないが，甑としての底部の形態は 2種類に分類される。鉢も，聾

と同様で，大型のものと小型のものがみられる。そのうち，大型のものには明らかに器形の変

化が認められる。

杯蓋 (Fig.226-401へ-410，PL. 61) 

口縁部のかえりが消え，短く折れてのびるものである。天井部には擬宝珠状のつまみがつく。

図示している10個体は，器形としては全体的に大きな違いはみられないが，天井部 ・体部 ・

口縁端部の細部の違いにより a~c の 3 区分に細分する。

杯蓋 Aa(401・402) 口縁部が短く折れるものである。

偏平な擬宝珠状のつまみをもっ。天井部はやや平坦で，体部にかけてもほぼ直線的にのびる。

口縁部は，体部から短く折れ，立つ。口縁端部は丸い。器壁は，口縁部がややうすい。天井部

-204-



の調整は，内面ナデ，外面ヨコナデあるいはへラケズリ。体部は，内外面ともヨコナデ。口径

15.4， 17.0cm。

杯蓋Ab(403，，-，407) 天井部が平坦で，口縁部がわずかに折れるものである。

偏平な擬宝珠状のつまみをもっ。天井部は平坦で，体部にかげでは強く折れる。このため，

境に不明瞭だが稜をもっ。体部はわずかに内湾するが，ほぽ直線的に口縁部までのびる。口縁

部はわずかに折れているだけで，ほとんどなくなっており，やや端部が尖るだけである。器壁

は，体部がややうすし〉。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリあるいはナデ。体部は，

内外面ともヨコナデ。口径15.6~18.9cm。

杯蓋Ac(408，，-，410) 全体的に偏平で，口縁部の折れがほとんどなくなるものである。

上面がかなり偏平なつまみをもっ。天井部から口縁部にかけて，わずかに内湾するが，ほぽ

直線的につづく。偏平で器高がかなり低い。口縁部に折れはなくなり，端部はやや尖る。器壁

は，天井部中央がややうすい。天井部の調整は，内面ナデ，外面ヨコナデ。体部は，内外面と

もヨコナデ。口径14.0~15.0cmで，やや小さい。

壷蓋 (Fig.226-411) 

出土した個体としては，図示したこの 1点だけである。 SK037土壌から出土している。

擬宝珠状のつまみをもつものである。

天井部は平坦で，体部にかけては強く折れる。体部はわずかに内湾しながら，口縁部まで直

立する。体部はやや長い。器壁は，ほぽ同じ厚さである。天井部の調整は，内面ナデ，外面へ

ラケズリ後ナデ。体部は，内外面ともヨコナデ。

杯 (Fig.226-412~228-470， PL. 61・62)

土師器のなかで，聾類とともに，出土した個体数が多い。

器形としては，大きく分類すればA~C の 3 類にわかれる。そして，底部や体部の細部の違

いにより， A類を a~e の 5 区分， B類を a~e の 5 区分， C類を a"'fの6区分に細分する。

また， B類aを大きさの比較により， 1 '" IIIにわける。

杯A (412，，-，422) 

底部に高台をつけるものである。

杯のなかで，高台をもつものは多くない。高台と体部の形状の差により a"'eに細分する。

杯 Aa(412) 高台が長く，杯部が深いものである。

杯部の底は，平坦で、狭い。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部は，ほぼまっ

すぐで長い。上外方に大きく聞き，口縁部につづく。口縁端部は丸い。高台は，体部との境よ

りやや内側につき，ほぽ直立する。端部は丸い。器壁は，底部がやや厚い。体部の調整は，内
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外面ともヨコナデ。口径14.4cm。

杯 Ab(413) 高台が長く，そして開くものである。

杯部の底は平坦で，体部にかけてはやや強く折れ，その境は明瞭である。体部はほぼまっす

ぐで，上外方へ大きく聞き，口縁部につづく。口縁端部は丸い。高台は，体部との境よりやや

内側につき，下外方に聞きながらのびる。端部は外へさらに聞き，やや尖る。器壁は，ほぼ同

じ厚さである。体部の調整は，内面ヨコナデ，外面の下半ヘラケズリ，上半ヨコナデ。底部の

外面は，へラ切り離し。口径15.6cm。

杯 Ac(414"'419) 高台が短く，杯部があさいものである。

杯部の底は，平坦で広い。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部は短く，わ

ずかに内湾しながら上外方に開く。口縁部は逆に，わずかに外反する。口縁端部はやや尖る。

高台は短く，体部との境よりやや内側につき，ほぽ直立する。端部はやや丸みをもっ。器壁は，

ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内面ヨコナデ，外面ヨコナデ(一部へラケズリ有り)。底

部の外面は，へラケズリあるいはへラ切り離し。口径12.6~17.3cm。

杯 Ad(420) 杯部が内湾するものである。

杯部の底は平坦であるが，体部から口縁部にかけては強く内湾する。あまり聞かず，口縁部

ではほぼ立ち上がる。口縁端部は尖る。高台はやや長く，体部との境よりやや内側につき，直

立する。端部はやや平坦である。器壁は，体部がややうすい。体部の調整は，内面ヨコナデ，

外面へラミガキで，ていねいなっくりである。底部の外面は，へラケズリ。口径14.7cm。

杯 Ae(421・422) 高台が長く，あまり聞かないものである。

杯部の底はわずかに丸みをもっ。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部はや

や内湾し，あまり聞かない。口縁部を欠く。高台は長く，体部との境寄りにつく。やや下外方

に開く。端部はやや丸みをもっ。器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内外面ともヨ

コナデ。底部の外面は，ナデ。

杯B(423"'443) 

底部が平坦で，高台をつけないものである。

体部の形状の差により a~e に細分する。また. B類aを口径の差により. 1 ~IIIにわけ

る。

杯 Ba1 (423) 体部が短く，わずかに内湾するもので，小型である。

底部はほぼ平坦であるが，体部にかけてはやや丸みをもち，その境はあまり明瞭ではない。

体部は短く，わずかに内湾しながら，上外方に開き，口縁部につづく。口縁端部はやや尖る。

器壁は，体部との境がやや厚い。体部の調整は，不明。口径9.4cm。

杯 Ba11 (424"'426) 器形の特徴は Ba1 とほぽ同じである。口径が12.8~14.0cmで，やや

大きい。
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器壁は，底部がやや厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。ただし， 426はへラミガキ。

底部の外面は，へラ切り離しあるいはへラケズリ後ナデ。

杯 BaIII (427) 器形の特徴は Ba1 • Ba 11とほぼ同じである。口径が18.25cmで，大き

し〉。

器壁は，やはり底部がやや厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，ヘラ

ケズリ。

杯 Bb(428・429) 体部が長く，底部から強く折れるものである。 Baに似た器形である。

底部は平坦で，体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部は長く，わずかに内湾

するが，直線的に上外方にのびる。あまり聞かず，口縁部につづく。口縁端部は丸い。器壁は，

底部がやや厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。ただし， 428はへラミガキで，ていねい

につくりあげている。底部はへラケズリ。口径14.8，17.3cm。

杯 Bc(430"-'434) 体部が長く，口縁部で外反するものである。全体的なっくりも，杯B類

のなかではもっともていねいで、ある。

底部は平坦で、，広い。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部はかなり長く，

やや内湾しながら上外方にのびるが，口縁部にかけては，逆にやや外反する。口縁端部はやや

尖る。器壁は，底部がややうすく，体部との境が厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。

ただし， 431・433はへラキガキで，ていねいなっくりである。底部の外面は，へラケズリ。口

径15.8~17.6cm。

杯 Bd(435) 体部が内湾し，立ちあがるものである。

底部は平坦で，かなり広い。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部はゆるや

かに内湾し，あまり聞かず強く立ちあがる。口縁部へはそのままつづく。口縁端部はやや尖る。

器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。口径18.0cm。

杯 Be(436"-'443) 体部の聞きが大きしやや小型のものである。

底部は平坦で、，体部にかけては折れるため，その境は明瞭である。体部はわずかに内湾しな

がら，上外方に大きく聞き，のびる。口縁部は，ほぽまっすぐかあるいはわずかに外反しなが

らつづく。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，全体的にややうすい。体部の調整は，内外面と

もヨコナデ。底部の外面は，ヘラ切り離しあるいはへラ切り離し後ナデ。口径12.2~13.4倒。

杯C (444"-'470) 

底部に丸みをもつものである。口径が大きいのに対して，器高がかなり低い。

底部と体部の形状の差により a~f に細分する。

杯 Ca(444・445) 底部から体部にかげで丸みをもつものである。

底部は丸い。底部から体部下半にかけても，ゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく聞く。

底部との境は明瞭でない。体部中央からやや上位で内側に折れ，口縁部にかけて，わずかに内
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傾しながらまっすぐに立ちあがる。稜が入る。口縁端部は丸い。器壁は，ほぽ同じ厚さである。

体部の調整は，ヘラケズリ後ナデあるいはナデ。口径12.5，14.4cm。

杯 Cb(446.-...，455) 底部から体部にかけて丸みをもつものの，体部の折れがやや弱いもので

ある。

底部は丸い。底部から体部下半にかけても，ゆるやかに内湾しながら，Caよりさらに上外方

に大きく聞く。底部との境は明瞭でない。体部のほぼ中央で内側に折れるが，Caほど強くな

い。稜もやや明瞭でなくなる。 口縁部にかけては，わずかに内湾しながら上外方にのび，あま

り強く立ちあがらない。口縁端部はやや尖る。器壁は，底部がややうすい。体部の調整は，内

面ナデ， 外面の下半へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ， 上半ヨコナデ。口径13.2~16.3cm。

杯 Cc(456.-...，459) 底部の丸みがやゃなくなり ，体部上半が折れる ものである。

底部は丸みが弱い。体部下半にかけてもわずかに内湾してのび，器高が Ca・Cbに比べて低

くなる。底部との境はあまり明瞭でない。体部中央よりやや下位で内側におれるが， Cbと同じ

ぐらいで強くない。稜はやや明瞭でない。 口縁部にかけてはまっすぐで，上外方にのびる。あ

まり強く立ちあがらない。口縁端部はやや尖る。器壁は，底部がやや厚い。体部の調整は，内

面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面の下半へラケズリあるいはナデ，上半ヨコナデ。口径

13.6~16. 6cm。

杯 Cd(460.-...，464) 底部がやや平坦になり，体部の折れも不明瞭になるものである。

底部の丸みは弱く ，やや平坦になる。体部との境は不明瞭だがみられる。体部下半にかけて

は，ゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく開く。体部中央よりやや下位では折れず，強く

内湾しながら 口縁部までのびる。稜をつくらない。口縁端部はやや尖る。器壁は，底部がかな

りうすい。体部の調整は，内面の下半ナデ，上半ヨコナデ，外面の下半へラケズリ後ナデある

いはへラケズリ ， 上半ヨコナデ。口径12 .6~16.8cm。

杯 Ce(465.-...，467) 底部がさらに平坦になり ，体部も短く内湾するものである。

底部の丸みはほぼなくなり，平坦である。体部との境も不明瞭だがみられる。体部下半にか

けては，ゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく開くが，口縁部まではさらに強く内湾して，

短くのびる。口縁端部はやや平坦である。器壁は，全体的にやや厚い。体部の調整は，内面の

下半ナデ，上半ヨコナデ，外面の下半へラケズリ，あるいはへラケズリ後ナデ，上半ヨコナデ。

口径15 . 0~17.0cm。

杯 Cf(468.-...，470) 底部がほぼ平坦で，体部との境が明瞭なものである。

底部の丸みはなくなり，ほぽ平底となる。体部にかけては丸みがあるが，その境はほぼ明瞭

である。体部から口縁部までは，ゆるやかに内湾しながら，上外方に聞く。口縁端部は尖る。

器壁は，全体的にややうすい。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，へラケズ

リあるいはナデ。口径15 . 8~20 . 2cm。
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皿 (Fig.228-471へ-482，PL. 62) 

出土した個体数は少ない。前述の杯C類としたものでも， Ce. Cfなどは皿ともみなされよ

う。ここでは，皿を「底部が平坦で，体部との境が明瞭なもの」として，区別する。

器形としては，高台の有無により分類して，A. Bの2類にわかれる。そして，体部の形状

の差により， A類を a'"'-'dの4区分に細分する。また， A類aを大きさの比較により 1・11

にわける。

皿A (471，，-，480) 

底部に高台をつけないものである。

体部の形状と，その開き具合の差により ，a '"'-'dに区分する。また，口径の差により aを

I・11にわける。

皿 Aa1 (471・472) 体部の折れが強く，立ちあがるもので，小型である。

底部は平坦で広い。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部から口縁部までは，

ゆるやかに内湾しながら，上外方にのびる。あまり聞かない。口縁端部はやや尖り気味。器壁

は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面はへラケズリある

いはナデ。 口径14.3，14.8cm。

皿 Aa11 (473) 器形の特徴は Aa1とほぼ同じである。口径が18.9cmで，大きい。

器壁は，底部がかなり厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，へラ切り

離し。

皿 Ab(474，，-，476) 体部が大きく聞くものである。

底部は平坦で広い。体部にかけては折れ，その境は明瞭である。体部は短くわずかに反り気

味で，上外方に大きく聞きながら，口縁部までつづく。 口縁端部は丸い。器壁は，全体的にや

や厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，へラ切り離し。口径15.5'"'-'15.8

cm。

皿 Ac(477) 小型のものである。

底部は平坦である。体部にかけては折れ，その境は明瞭である。体部は短く，ほぼまっすぐ

で，上外方に大きく聞きながら，口縁部までつづく。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，体部

がやや厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。口径9.8cm。

皿 Ad(478"-'480) 大型で，体部が短いものである。

底部は平坦で， かなり広い。体部にかけては折れ，その境は明瞭である。体部はかなり短く，

わずかに内湾しながら，上外方に聞き，口縁部となる。口縁端部は丸い。器壁は，全体的に厚

い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，ナデ。口径22.0'"'-'24. Ocm。
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血 B (481・482)

底部に高台をつけるものである。

481 は，底部が平坦でトある。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部は短 く，ほ

ぼまっすぐで，上外方にのびるが，あまり聞かず，やや立ちあがる。口縁部はわずかに外へ折

れる。口縁端部は丸い。高台は，体部との境よりやや内側につく。長く ，ほぽ直立するが，端

部でやや外反する。端部は，平坦である。器壁は，体部がかなり厚い。 また，高台は うすい。

体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，ナデ。口径26.0cm。

482は，底部と高台部のみで，体部を欠き，形は不明である。ただ，高台の形状は481とかな

り異なり ，短くて， 器壁も厚い。

聾 (Fig.229-483~233-532 ， PL. 62・63)

土師器のなかで，も っとも個体数が多い。 50個体を図示している。

器形としては，大型のものは長胴になるものがほとんどである 。 A~Gの 7 類に大別す る。

そして，口縁部と胴部の細部の違いにより .A類を a~ d の 4 区分.E類を a~c の 3 区分に

細分する。
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Fig. 228 下石動遺跡出土土師器実測図(14)
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聾A (483"-'502) 

胴部が長く，頚部が「く」字形にしまるものである。

頚部の折れ具合と胴部の形状の差により a~d に細分する。

聾 Aa(483"-'489) 胴部の張りが弱く，頚部が「く」字形にしまるものである。口径と胴部

最大径はほぼ同じである。

胴部下半以下を欠く。胴部から頚部へのしまりはあまり強くないが，その境に稜をもっ。頚

部は他の聾類に比べて長く，わずかに内湾するが，ほぽまっすぐで，上外方に大きく聞き，口

縁部までつづく。口縁端部は丸い。器壁は，ほぽ同じ厚さである。胴部の調整は，内面へラケ

ズリ，外面ハケ目。口径22.2~28.4cm。

聾Ab(490"-'494) 胴部が少し張り，頚部もやや外反するものである。胴部最大径が口径よ

りやや大きい。

底部は494のように，やや平底気味になるかと思われる。胴部は長胴で，胴部最大径が胴部中

央よりやや下位にある。胴部は少し張りがあり，頚部にかけてのしまりも強い。頚部との境は

丸みがあり，稜をもつが，やや不明瞭である。口頚部は短く，外反しながら，上外方に大きく

聞く。口縁端部はやや平坦である。器壁は，全体的に厚い。胴部の調整は，内面へラケズリあ

るいはナデ，外面ハケ目。口径20.3~22.3cm。

なお， 494は493の底部かと思われる土器片で，内面へラケズリ，外面ノ、ヶ目の調整を行って

いる。

聾 Ac(495，，-，498) 胴部が強く張り，頚部が「く」字形にしまるものである。胴部最大径が

口径よりかなり大きい。

胴部下半以下を欠く。胴部はかなり強く張り，頚部にかけてのしまりも強い。頚部との境は

折れ，稜をもっ。頚部は短く，わずかに反るが，ほぼまっすぐで，上外方に大きく聞き，口縁

部につづく。口縁部はやや尖り気味。器壁は，ほぽ同じ厚さである。胴部の調整は，内面へラ

ケズリ，外面ハケ目あるいはナデ。口径15.2~18.8cm。

聾 Ad(499，，-，502) 頚部が短く外反するものである。

底部は丸みが弱く，やや平坦である。胴部は長胴で，胴部最大径が胴部中央よりやや下位に

ある。胴部は少し張りがあり，下位から中央までやや強く内湾する。頚部にかけてのしまりも

強いが，その境は丸みをもち，稜はやや不明瞭である。頚部は短く，強く外反しながら，上外

方に大きく聞き，口縁部につづく。口縁部では，さらに強く外反する。口縁端部はやや尖り気

味。器壁は，口頚部がやや厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ナデあるいはハケ目。

口径20.4~26.3cm。

聾B(503"-'508) 

胴部の張りがあまりなく，頚部が短く外反するものである。胴部最大径は口径とほぽ同じか
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小さしユ。

胴部下半以下を欠く。胴部の張りは弱く，頚部にかけてのしまりもあまりない。その境は不

明瞭である。頚部は短く，強く外反しながら，上外方に大きく聞き，口縁部までつづく。口縁

端部は丸い。器壁は，口頭部がかなり厚く，胴部はうすい。胴部の調整は，内面へラケズリあ

るいはへラケズリ後ナデ，外面はハケ目。口径17.2~28.0cm。

聾C (509"-'511) 

張りが弱く直線的な胴部に，大きく折れる口頭部がつくものである。

口径が胴部最大径より大きい。大きさにより， 1. 11にわける。

聾C1 (509) 口頭部が大きく折れるもので，小型である。

胴部下半以下を欠く。胴部の張りは弱く，頚部にかけては直線的にのびる。頚部との境は丸

みがある。不明瞭だが稜をもっ。口頚部は胴部からほぼ直角に折れて，外方に大きく聞き，わ

ずかに外反しながら，口縁部までのびる。口縁端部は丸い。器壁は，全体的にほぼ同じ厚さで

ある。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ナデ。口径18.0cm。

聾C11 (510・511) 器形の特徴はC1とほぼ同じである。口径が25.4，29.9cmで，大きい。

器壁は，ほぽ同じ厚さである。胴部の調整は，内面へラケズリ後ナデ，外面ナデ。

聾D (512，，-，515) 

球形の胴部に，短く折れる口頚部がつくものである。

口径と胴部最大径が，ほぽ同じである。大きさにより， 1. 11にわける。

聾D1 (512) 球形の胴部に，短く折れる口頭部がつくもので，小型である。

丸い底部に，球形の胴部がつく。頚部へのしまりは弱いが，その境は折れ，不明瞭だが稜を

もっ。頭部は短く，ほぽまっすぐで上外方に大きく聞きながら，口縁部までつづく。口縁端部

はやや平坦である。器壁は，全体的にやや厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ナデ。

口径1l.6cm。

聾D11 (513"-'515) 器形の特徴はD 1 とほぼ同じである。口径が15.8~24.6cmで，大きい。

器壁は，全体的にやや厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面ナデ。

聾E(516"-'527) 

小型の聾である。やや平坦な底部に，張りの弱い胴部がつくものである。

胴部最大径が口径とほぼ同じか，小さい。このE類としたものは，底部から胴部までの特徴

はほぽ同じである。口頭部の形状の差などにより a~c に細分する。

聾 Ea(516・517) 口頚部が大きく折れるものである。

底部はやや丸みをもつが，平坦である。胴部は底部から強く折れるが，その境は丸みをもち，

やや不明瞭である。胴部の張りは弱く，ゆるやかに内湾しながら，立ちあがっていく。頚部に

かけては強く折れ，上外方に大きく開く。頭部は短く，やや外反しながら，口縁部につづく。
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Fig.231 下石動遺跡出土土師器実測図(17)



口縁端部はやや尖り気味。器壁は，頚部がかなり厚い。胴部の調整は，内面へラケズリ，外面

ハケ目あるいはへラケズリ。口径16.3，23.4cm。

聾 Eb(518""'525) 口頚部が短く，強く外方へ折れるものである。

底部から胴部にかけての特徴は，Eaとほぼ同じである。胴部の張りは弱く，上外方に聞か

ず，ほぽ立ちあがる。頚部にかけ

ては強く折れるが，その境はやや

不明瞭で、ある。口頭部はかなり短

い。口縁端部はやや尖り気味。器

壁は，ほぽ同じ厚さである。胴部

の調整は，内面へラケズリ ，外面

ナテもあるいはハケ目。 口径;

12.0"'-'16.0cm。

聾 Ec(526・527) 口頭部がや

や長く，あまり聞かないものであ

る。

底部から胴部にかけての特徴は，

Eaとほぼ同じである。胴部の張り

は弱く，上外方にあまり開かず，

立ちあがる。頚部にかけては強く

折れず，上外方にゆるやかに開く。

その境は明瞭でない。頭部はやや

長く，外反しながら，口縁部につ

づく。口縁端部は丸い。器壁は，

口頭部がやや厚い。胴部の調整は，

内面へラケズリ，外面ナデあるい

はハケ目。口f圭11.4，13.8cm。

聾F(528) 

把手がー箇所に付く，小型のも

ので，この遺跡からただ 1個体だ

け出土している。

底部は丸いが，やや平底気味で

ある。胴部は底部からゆるやかに

内湾しながらのびる。胴部は強く

力
1
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Fig. 232 下石動遺跡出土土師器実測図(18)
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Fig.233 下石動遺跡出土土師器実測図(19) 、、
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張らない。頚部にかけてもゆるやかで，その境はあまり明瞭でない。上外方にわずかに聞く。

頚部は短く，ほぼまっすぐで，口縁部につづく。口縁端部は丸い。把手は，胴部中央よりやや

上位につく。器形と比べて，やや長い。器壁はほぼ同じ厚さである。胴部の調整は，内面へラ

ケズリ，外面ハケ目。口径12.7cm。

聾G (529""532) 

把手が二箇所に付く，大型のものである。

すべて底部を欠く。胴部はやや長胴である。胴部中央よりやや上位に最大径をとるが，張り

は弱く，下位から上位までゆるやかに内湾する。頚部にかけてのしまりも弱い。その境はやや

不明瞭である。口頭部は，わずかに外反しながら上外方に聞く。口縁端部はやや平坦である。

把手は，胴部中央よりやや上位につく。器壁に挿入するものである。器壁は，全体的にほぼ同

じ厚さである。胴部の調整は，内面へラケズリあるいはナデ，外面ノ、ヶ目あるいはナデ。口径

はともに27.0cm。

甑 (Fig.234-533・534)

個体数も少ないが，図示できるほど器形があきらかなものも，わずかである。ここでは 2

個体を示す。

器形としては，底部の形態の特徴により， A. Bに大別できる。

甑A (533) 

底部の透し部分が穿孔である。

体部が長く，整形をした器形である。底部はやや平坦である。孔は底部中央よりやや外側に

偏して，穿つ。体部にかけては強く内湾するが，その境は丸みをもち，明瞭でない。体部は強

く張らず，わずかに内湾しながら，立ちあがる。頭部にかけてのしまりは弱く，その境はやや

不明瞭である。口頚部はほぼまっすぐで，外方に強く折れる。口縁端部はやや尖る。把手は，

体部中央よりやや上位につける。器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内面へラケズ

リ，外面ナデ。口径21.2cm。

甑B (534) 

底部全体をあけて，透しとするものである。

鉢形をした器形である。底部の孔径13.4cm。体部はほとんど張らず，わずかに内湾しながら，

ほぼまっすぐにのびる。外方にもほとんど聞かず，立ちあがる。頚部にかけてもしまらない。

口頭部は短く，やや強く外方へ反る。口縁端部は丸い。把手は，体部中央よりやや上位に付く。

器壁は，全体的にやや厚い。体部の調整は，内面へラケズリ後ハケ目。

鉢 (Fig.235-535~236-555， PL. 63) 

この遺跡では，歴史時代に入ってから，明らかに確認できる器種である。 21個体を図示して
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いる。

器形の特徴では，小型のものと

大型のもので，はっきりと区別さ

れる。ここでは小型のものを A

~C ， 大型のものを E ・Fとし，

5類に大別する。そして，底部や

体部の細部の違いにより， A類を

a ・bの2区分， B類・ E類をそ

れぞれ a~ c の 3 区分に細分する。

また，E類 aを大きさの比較によ

り， 1. IIにわける。

鉢A (535""539) 

広い底部をもち，口頚部が短く

折れるものである。

器高と口頭部の聞き具合の差に

より a・bに区分する。

鉢 Aa(535""537) 器高が低

く，口頭部が強く折れるものであ 。

、、

k 

533 

534 

20cm 

る。 Fig. 234 下石動遺跡出土土師器実測図(20)

底部は平坦で，広い。体部にか

けでは少し丸みをもち，境はやや明瞭ではない。体部はゆるやかに内湾しながら，上外方に大

きく開く。頚部にかけては強く外方に折れ，その境に稜をもっ。頚部は短く ，わずかに外反し

ながら，口縁部につづく。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，底部が厚い。体部の調整は，内

外面とも不明。口径15.4~18.4cm。

鉢 Ab(538・539) 器高が高く，口頚部があまり折れないものである。

底部を欠く。体部はやや強く内湾しながら，上外方にのびるが，あまり聞かず，体部上半で

ほぼ立ちあがる。頚部にかけてはやや外方に折れ，境に稜をもっ。口頭部は短く ，わずかに内

湾しながらつづく。口縁端部は丸い。器壁は，口縁部にかけてしだいにうすくなる。体部の調

整は，内外面とも不明。口径16.4，18.4cm。

鉢B (540""543) 

器高が高く，体部がほぼ直線的につづく ものである。

体部と口縁部の差により a~c に区分する 。

鉢 Ba(540) 体部がやや内湾し，口縁部が外反するものである。
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底部は平底であり，体部にかけては強く折れ，境は明瞭である。体部はゆるやかに内湾しな

がら，上外方に聞く。頚部にかけてもゆるやかで，境に稜をもたない。口頚部は短く，反る。

口縁端部はやや尖り気味。器壁は，全体的に厚く，特に底部は厚い。体部の調整は，内面ヨコ

ナデ，外面の下半ナデ，上半ヨコナデ。口径13.lcm。

鉢 Bb(541) 体部から口縁部にかけて，ほぽ直線的につづくものである。

底部は平底であるが，丸みをもっ。体部にかけては強く折れるが，境は丸く，やや明瞭で、な

い。体部はわずかに内湾するが，ほぼまっすぐで，上外方にやや聞き，口縁部までつづく。口

縁端部はやや尖り気味。器壁は，全体的にやや厚い。体部の調整は，内面へラケズリ，外面ナ

デ。口径12.6cm。

鉢 Bc(542・543) 体部が直線的につづき，口縁部がわずかに外へ折れるものである。

底部は平底で，広い。体部にかけては強く折れ，境は明瞭である。体部はわずかに内湾する

が，ほぼまっすぐで，上外方にのびる。あまり聞かない。口頚部は短く，体部からやや外方に

のびる。口縁端部は丸い。器壁はうすい。体部の調整は，内外面とも不明。口径14.6cm。

鉢C (544) 

体部から口縁部まで，ほぽ直立してつづくものである。

底部を欠く。体部から口縁部まで，ゆるやかに内湾しながら，のびる。ほとんど聞かず，ほ

ぼまっすぐに立ちあがる。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，口縁部へしだいにうすくなる。

体部の調整は，内外面とも不明。口径21.2cm。

鉢 D (545--.，547) 

大型で，底部が丸みをもつものである。

丸い底部に，体部もゆるやかに内湾しながらつづく。頚部にかげでは上外方に開くが，強く

折れずのびる。境に丸みがあり，稜をもつが，やや不明瞭である。頚部は短く，ほぽまっすぐ

で，口縁部につづく。口縁端部はやや平坦である。器壁は，口頚部が厚く，他は全体的にうす

い。体部の調整は，内面へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ，外面ナデあるいはハケ目。口

径25.8~32.1cm。

鉢 E (548--.，555) 

大型で底部にやや丸みがなくなるものである。 Dに比べて深みがある。

体部と口頚部の形状の差などにより a~c に細分する。また， E類aを大きさの比較によ

り， 1. IIにわける。

鉢 Ea1 (548・549) 口頭部との境がやや不明瞭なものである。

底部を欠くが，丸みが弱くやや平坦になるものであろう。体部との境は丸みをもっ。体部は

やや内湾しながら上外方にのびるが，あまり聞かず，やや立ちあがる。頭部にかけては上外方

に大きく開く。強く折れず，境にやや丸みをもっ。稜が入るが，やや不明瞭である。口頚部は
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短く，わずかに外反しながら

のびる。口縁端部はやや平坦

である。器壁は，ほぽ同じ厚

さである。体部の調整は，内

面へラケズ リ，外面ハケ目。

口径19.7，23.4cm。

鉢 EaII (550・551) 器形

の特徴は Ea1とほぼ同じで

ある。口径が29.6，33.0cmで，

大きい。

体部の調整も，内面へラケ

ズリ ，外面ハケ目で，Ea 1と

同じである。

鉢 Eb(552・553) 口頚部

との境が明瞭で，体部が張る

ものである。

底部を欠くが，丸みが弱く

やや平坦になるものであろう。

体部との境は丸みをもっ。体

部は強 く内湾しながら，上外

方に開く。頚部にかけてはや

やしまる。境に明瞭な稜をも

っ。頚部は強く折れ，上外方

に大きく開く。やや外反しな

がら，口縁部につづく。口縁

端部はやや平坦である。器壁 '

は，ほぽ同じ厚さである。体

部の調整は，内外面ともハケ

目。口f圭30.9，35.1cm。

鉢 Ec(554・555) 口頚部

との境が明瞭で、，体部が立ち

あがるものである。

丸みがなくなり，やや平坦

、、

、、

。

不可:
いぺぐと¥、
や'¥'.し¥-:、¥¥、
山中ふい

~ーノ

20cm 

Fig.236 下石動遺跡出土土師器実測図仰)
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な底部である。体部にかけては強く内湾する。境は丸みをもっ。体部はわずかに内湾しながら

つづき，体部上半でほぼ立ちあがる。頚部にかけては強く折れ，境に明瞭な稜をもっ。口頚部

はわずかに外反しながら，上外方に大きく開く。口縁端部はやや丸い。器壁はほぼ同じ厚さで

ある。体部の調整は，内面へラケズリ，外面ハケ目。口径29.7，31. 2cm。

須恵器 (Fig.237-556~239-630， PL. 64~66) 

杯・皿・窒・査・鉢が出土している。そのうちの大半を杯が占める。

杯は，蓋と身が出土している。身では高台付のものが多い。また，二者ともそれぞれに，形

態的な違いがみられるため，製作時期の差がいくらかあるものと考えられる。皿・査・鉢はい

ずれも，出土数はほとんどない。聾も少ない。本遺跡では，とくに大型のものがほとんどみられ

ない。

杯蓋 (Fig.237-556~588， PL. 64) 

口縁部にかえりがつくものと，短く折れてのびるものとがみられる。

土師器の杯蓋に比べて出土した個体数はかなり多い。図示した33個体を，かえりの有無，天

井部の形状の違いにより， A~C に大きく分類する。そして，口縁部のかえりや折れの細部の

違いにより， A類を a・bの2区分， B類を a~d の 4 区分に細分する。

杯蓋A (556~560) 

口縁部にかえりがつくものである。

杯蓋のなかで，かえりがつくものは少ない。天井部とかえりの形状の差により a• bに細

分する。

杯蓋 Aa(556~558) 天井部から体部までゆるやかにつづくものである。口縁部にかえりが

つく。

天井部はやや平坦である。体部にかけてはやや内湾しながらのび，その境は不明瞭である。

体部はほぼ直線的である。口縁部は，体部から短く外方へ折れる。かえりも短く，その先端は

口縁端部よりやや下方に出るぐらいである。かえりの先端部は尖る。器壁は，ほぽ同じ厚さで

ある。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ。体部は，内外面ともヨコナデ。口径11.5

~13.5cm。

杯蓋 Ab(559・560) 天井部が平坦なものである。口縁部にかえりがつく。

偏平なつまみをもっ。天井部は平坦で、，体部にかけてはやや強く内湾する。体部もやや内湾

する。口縁部は，体部から短く外方へ折れる。かえりは短く，その先端は口縁端部よりわずか

に下方に出る。かえりの先端部はやや丸い。器壁は，ほぽ同じ厚さである。天井部の調整は，

内面ナデ，外面へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ。体部は，内外面ともヨコナデ。口径，
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ともに15.0cm。

杯蓋B (561~586) 

口縁部のかえりがなくなり，短く折れるものである。

天井部の丸みと口縁部の折れの形状の細部の違いにより， a~d の 4 区分に細分する。また，

B類 C を口径の差により， 1. IIにわける。

杯蓋 Ba(561) 口縁部が折れるが，やや長いものである。

擬宝珠状のつまみをもっ。天井部から体部まで，ゆるやかに内湾しながらつづく。口縁部は

やや長く ，体部から強く折れ，ほぽ直立する。口縁端部はやや尖る。器壁は，ややうすい。天

井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ後ナデ。体部は，内外面ともヨコナデ。口径10.3cm。

杯蓋 Bb(562~568) 口縁部が短く折れるが，その折れが明瞭なものである。

天井部は平坦で，体部にかけてはやや内湾しながら折れる。体部も内湾しながらつづく。口

縁部は短く折れ，体部との境に稜をもっ。口縁端部はやや尖る。器壁は，全体的にややうすい。

天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリあるいはへラケズリ後ナデ。口径11.5~15.8cm。

杯蓋 Bc1 (569) 口縁部が短く折れるが，やや不明瞭となるもので，小型である。

天井部から体部まで，ゆるやかに内湾しながらつづく。口縁部にかけてもゆるやかにのび，

その境はやや不明瞭である。口縁部は短い。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，全体的にやや

うすい。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ 。体部は，内外面ともヨコナデ。口径9.6

cm。

杯蓋 Bc11 (570~573) 器形の特徴は Bc1 とほぼ同じである。口径が13.6~16 .0cm。

器壁は，ややうすい。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ。体部は，内外面ともヨ

o
 

-アナコ

杯蓋 Bd(574~586) 全体的に偏平で，口縁部の折れがほとんどなくなるものである。

上面がかなり偏平なつまみをもつものもある。天井部から口縁部にかけて，わずかに内湾す

るが，ほぽ直線的につづく。偏平で器高がかなり低い。口縁部に折れはほとんどなくなり，端

部はやや尖る。器壁は，体部がややうすい。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ。体

部は，内外面ともヨコナデ。口径10.7~16.6cm。

杯蓋C (587・588) 天井部のつまみが輪状のものである。シャープなっくりである。

つまみの径は大きい。天井部は平坦である。体部にかけては強く折れ，境に不明瞭だが，稜

をもっ。体部は長く，わずかに内湾するがほぼまっすぐで，下外方に開いてのびる。口縁部も

体部から強く折れ，ほぽ直立する。境に稜をもっ。口縁端部はやや尖る。器壁は，全体的にう

すい。天井部の調整は，内面ナデ，外面へラケズリ 。体部は，内外面ともヨコ ナデ。口径，と

もに13.0cm。
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Fig.237 下石動遺跡出土須恵器実測図(2)
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杯 (Fig.238-589~618 ， PL. 65・66)

底部に高台がつくものと，つかないものがある。

高台がつくものには，器形的に区分しやすいまとまりがみられるが，高台がつかないものに

は，個体数が少なすぎるためか，区分しにくいものが多い。器形としては，高台の有無の違い

により，大きく A ・ B に分類する。そして，体部の細部の違いにより， A類を a ~ d の 4 区分，

B類を a ~e の 5 区分に細分する。また ， A類 a を大きさの比較により ， l' 11にわける。

杯A (589...-.-609) 

底部に高台がつくものである。

体部と高台の形状の差により a ~ d に細分する。また ， A類 a を口径の差により ， l' 11 

にわける。

杯 Aa1 (589) 体部が長く ，あまり聞かないものである。

杯部の底は平坦である。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。体部は長く ，やや

外反しながら， 上外方にのびる。あまり聞かず，やや立ちあがって，口縁部までつづく。口縁

端部は尖る。高台は，体部との境よりわずかに内側につき，下外方にやや聞く。器壁は，底部

がやや厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，へラ切り離し。口径8.7cm。

杯 Aa11 (590) 器形の特徴は Aa1とほぼ同じである。口径が12.6cmで，大きい。

器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。 底部の外面は，ナデ。

杯 Ab(591...-.-594) 体部が長く ，やや聞くものである。

底部の底は平坦である。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭であるがやや丸みをもっ。

体部は長く，やや内湾しながら上外方にのびるが，口縁部にかげでは，逆にやや外反する。口

縁端部は，やや丸い。高台はやや長く，体部との境よりやや内側につく。やや下外方に開く。

端部は平坦である。器壁は，端部がややうすい。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の

外面は， へラ切り離しあるいはへラ切り離し後ナデ。 口径13.9~14. 6cm。

杯 Ac(595・596) 体部が強く 内湾するものである。

杯部の底は平坦である。体部にかけては，強く内湾し，やや張る。その境はやや不明瞭であ

る。体部も内湾しながら上外方にのびるが，あまり聞かない。口縁部へはやや立ちあがり ，逆

にやや外反してつづく。 口縁端部はやや尖る。高台は短く ，体部との境よりかなり内側につく。

下外方に大きく 聞く。器壁は，体部上半がうすい。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部

の外面は，へラケズリあるいはナデ。 口径12.2，13.0cm。

杯 Ad(597"'609) 体部が短いものである。 A類でもっとも個体数が多い。

杯部の底は平坦である。体部にかけては強く折れ，その境は明瞭である。 体部は短く ，ほぼ

まっすぐで，上外方にやや聞きながら， 口縁部までつづく。 口縁端部はやや尖り気味。高台も

短く ，体部との境よりやや内側につく。 器壁は，全体的にほぽ同じ厚さである。体部の調整は，
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Fig.238 下石動遺跡出土須恵器実測図(3)

- 229-



内外面ともヨコナデ。底部の外面は，ヘラ切り離しあるいはナデ。口径10.8~13.8cm。

キ不B (610"'-'618) 

底部に高台がつかないものである。

個体数が少なく，細分するにはやや不十分かもしれないが，体部の形状や聞き具合の差によ

り，一応 a~e に細分する。

杯 Ba(610・611) 体部中央で折れ，稜がはいるものである。

底部は平坦である。体部にかけてはやや折れて，境は明瞭となる。体部は，下半まではほぼ

まっすぐで，上外方に大きく聞く。中央で内側に強く折れ，そこに稜をもっ。口縁部にかけて

はやや外反しながら，立ちあがっていく。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，底部がかなり厚

い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面はへラ切り離し。口径10.6，11. 3cm。

杯 Bb(612・613) 杯が深く，体部との境が丸いものである。

底部は平坦である。体部にかけては丸みをもっ。体部はわずかに内湾しながら，上外方に聞

く。口縁部では逆に少し反る。口縁端部はやや尖る。器壁は，体部がややうすい。体部の調整

は，内外面ともヨコナデ。口径10.7，14.6cm。

杯 Bc(614・615) 底部と体部との境が強く折れるものである。

底部は平坦である。体部にかけては強く折れ，境は明瞭である。体部は短く，ほぼまっすぐ

で，上外方に聞きながら口縁部までのびる。口縁端部はやや尖り気味。器壁は，ほぽ同じ厚さ

である。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，へラケズリあるいはナデ。口径

14.4， 16.8cm。

杯 Bd(616・617) 底部が広く，体部との境が丸いものである。

底部は平坦で、ある。体部にかけてはやや丸みをもつが，境は明瞭である。体部はやや内湾し

ながら，上外方に開いてのびるが，口縁部では逆に少し反る。口縁端部は丸い。器壁は，底部

がやや厚い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，へラ切り離し。口径15.5，

15. 75cm。

杯 Be(618) 杯が深く，体部が強く内湾するものである。

底部は平坦である。体部にかけては強く折れ，境は明瞭である。体部は強く内湾しながら，

上外方にのびるが，あまり聞かない。口縁部ではほぼ立ちあがる。口縁端部は平坦である。器

壁はほぼ同じ厚さである。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。口径14.6cm。

皿 (Fig.238-619・620，PL. 66) 

底部が広く，体部がかなり短い。あさいものである。

個体数はわずかであり 2個体を図示する。底部から体部にかけての形状の違いにより a

• bの2区分に細分する。
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皿 Aa(619) 体部との境が丸いものである。

底部は広く，平坦である。体部にかけては強く内湾し，丸みをもつが，境は明瞭である。体

部は短く，内湾しながら上外方に聞く。口縁端部は短く反転する。丸い。器壁は，全体的に厚

い。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。口径24.2cm。

皿 Ab(620) 体部との境が強く折れるものである。

底部は平坦である。体部にかけては強く折れ，境は明瞭である。体部は短く，わずかに外反

するが，ほぽまっすぐで，上外方に大きく聞いてつづく。口縁端部では短く反る。器壁は，や

やうすい。体部の調整は，内外面ともヨコナデ。底部の外面は，ヘラ切り離し。口径17.4cm。

聾 (Fig.239--621~626) 

器形を図示できるものはなく，口頚部までである。土師器の聾に比べると，個体数はかなり

少なしまた器形としての個々の特徴もあまりみられないようである。口縁部付近の形状に若
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6個体を図示している。干の差があるぐらいである。

口縁部の上端を肥厚させている。頚部に 2条の波状文をめぐらす。621は，

口縁部の上下端を肥厚させたもので，端部は平坦である。622"'624は，

口縁部下方に 1条の突帯をめぐらす。

口縁端部が尖るものである。

口縁部を上方に折り曲げたもので，

625は，

626は，

PL. 66) 壷 (Fig.239-627・628，

この個体もかなり少ない。いわゆる長頚査で，底部に高台が付くものである。

627は，ほぽ器形を復元できる。底部は平坦である。体部にかけては強く折れ，境は明瞭であ

る。体部はわずかに内湾しながら，上外方に聞き，体部中央よりやや上位で，内側に強く傾く。

境には明瞭な稜が入る。体部から頚部にかけては強くしまる。頚部は体部から上方へ強く折れ，

口長くゆるやかに外反しながら，口縁部につづく。

縁端部はやや尖り気味。頚部中央に l条の沈線が入る。高台はやや長く，体部との境につき，

口縁部では外方にやや聞き，短く折れる。

下外方へやや開く。端部でさらに外へ折れる。器壁は体部がやや厚い。体部の調整は，内面ヨ

口径10.6cm。コナデ，外面の下半へラケズリ後ヨコナデ，上半ヨコナデ。

628は，体部のみで，他を欠く。やはり，体部中央で強く屈曲し，稜をもっ。器壁は，ほぽ同

じ厚さである。体部の調整は，内面ヨコナデ，外面の下半へラケズリ，上半ヨコナデ。

鉢 (Fig.239-629・630)

小型のもので，やはり個体数が少なし図示できるのはこの 2点だけである。いずれも底部
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を欠く。

629は，ゆるやかに内湾しながら，上外方に聞いていく体部に，外方へ強く折れる口頚部がつ

くものである。口頭部は短く，口縁端部でさらに短く上方へのびる。器壁は，ほぽ同じ厚さで

ある。体部の調整は，内面ヨコナデ，外面の下半へラケズリ，上半ヨコナデ。口径16.0cm。

630は，やや強く内湾しながら上外方に開いていく体部に，短く反転する口縁部がつくもので

ある。体部上端の張りが強い。口縁端部はやや尖る。器壁は，ほぼ同じ厚さである。体部の調

整は，内外面ともヨコナデ。

黒色土器 (Fig.241-631 ~636， PL. 66) 

出土した遺物の量は大変少ない。器種としても，椀(高台付)のみである。

椀 (Fig.241-631 ~636， PL. 66) 

内面のみ燥したもの (631"'634) と，内外面とも燥したもの (635・636)がみられる。

631は，杯部の底が平坦で、広い。体部にかけてはわずかに折れ，境がやや明瞭となる。体部は

ゆるやかに内湾しながら，上外方にのびる。高台はやや高く，端部でさらに外へ折れる。体部

の調整は，内面へラミガキ，外面不明。

632は，杯部の底がやや丸みがあり，狭い。体部にかけても丸心その境は明瞭ではない。体

部中央からやや下位で内側に少し折れるが，口縁部にかけては，上外方に開く。口縁端部は，

短く外側へ反る。高台は高く，下外方へ大きく聞く。器壁は，ほぽ同じ厚さである。体部の調

整は，内面へラミガキ，外面ヨコナデ。口径14.7cm。

633は，杯部の底が丸い。体部にかけても丸く，その境は明瞭ではない。体部はゆるやかに内

湾しながら，上外方にのびるが，体部中央よりやや下位で，少し内側に折れる。口縁端部は，

短く外側へ反る。高台はやや短いが，下外方に大きく開く。器壁は，杯部の底がややうすい。

体部の調整は，内外面ともへラ，ミガキ。口径14.6cm。

634は，杯部の底がやや平坦である。体部にかけては丸みがあり，その境はやや不明瞭であ

る。体部もゆるやかに内湾しながら，上外方に大きく聞く。高台は短い。器壁は，底部から体

部にかけて，厚い。体部の調整は，内面へラミガキ，外面不明。

635は，杯部の底が丸い。体部にかけても丸く，その境は明瞭で、はない。体部はゆるやかに内

湾しながら，上外方にのびるが，体部中央でやや内側に折れる。口縁端部は反らず，やや尖り

気味。高台は短いが，下外方に大きく聞く。器壁は，ほぼ同じ厚さである。体部の調整は，内

外面ともへラミガキ。口径16.lcm。
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磁器 (Fig.241-636) 

出土した遺物の器類のなかでは，もっとも少なしまた，器形として図示し得るものもほと

んどない。

碗 (Fig.241-636)

高台付の碗で，白磁である。

631 丈一一どにL?L~ 

¥重/
。 20cm 

Fig.241 下石動遺跡出土黒色土器・磁器実測図

石製品 (Fig.242-637・638，PL. 67) 

本遺跡では，歴史時代の石製品の出土は，古墳時代と同様で，大変少ない。ここでは， 2点

だけしか掲げ得ない。ひとつは石鍋であるが，もうひとつは用途不明のものである。

石鍋 (Fig.242-637) 

口縁部から胴部上半までで，底部を欠く。

胴部から口縁部にかけては，ゆるやかに内湾しながら上方にのび，しだいに内傾していく。

口縁端部は平坦である。また，口縁部の直下には，断面台形をした突帯が 1条めぐる。器壁は，

胴部から口縁部にかけて，わずかだが厚くなる。滑石製で，内面にはノミの削痕は残らず，て

いねいに磨かれているが，外面には削痕が残っている。口径22.0cm，最大厚2.0cm。

遺構に伴ったものではなく， A地区の包含層から出土したものである。

用途不明石製品 (Fig.242-638， PL. 67) 

県内では，他に類したものが出土したことはなく，何に用いられたのか不明の遺物である。
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ほぽ完形である。

体部上半には彫り込みが施されているが，下半にはない。彫り込みは，頂部から体部のほぽ

%まで，ゆるやかな曲線を描いてのびている。上面からみると，放射状に26もの花びら様をし

たものが広がった形をしている。その端部からは 1段の段がつき，直径が小さくなる。下方

へは0.6cmしかのびず，短い。底面は平坦である。また，頂部にはやや尖った突起が付き，それ

に直径0.2cmほどの小さな孔を穿つ。紐通しの孔か。

滑石製で，全体をていねいに磨いて仕上げている。高さ4.0cm，最大幅3.2cm，底部径2.65cmo

A地区 SK142土壌出土。

体部下半の形状からすると，何らかのものに差しこんで，栓として使用されたものとも考え

られる。

土製品 (Fig.242-639~642， PL. 67) 

本遺跡では，歴史時代の土製品の出土もまた，大変少ない。ここでは 4点だけしか掲げ得

ない。土錘 2点，土玉 2点である。

土鍾 (Fig.242-639・640，PL. 67) 

遺構に伴ったものではなく， A地区の包含層から出土したものである。

どちらもやや大型で，中央部が肥厚した形をしている。 639は長さ5.2cm，最大幅1.7cm，孔径

0.4cmo 640は残存長3.1cm，孔径0.5cm。

土玉 (Fig.242-641・642，PL. 67) 

641がSK090士墳， 642がSB188住居跡からそれぞれ出土しており，歴史時代のものであろ

う。完形である。

641は，直径1.1cm，孔径0.2cmo 642は直径0.8cm，孔径O.lcm。

鉄器・鉄製品 (Fig.242-643~650， PL. 67) 

古墳時代と同じく，鉄製のもので遺存したものは少ない。鉄鉱や農具(鎌・手鎌)がみられ

る。

鎌 (Fig.242-643， PL. 67) 

S K184土壌から出土している。

ほぽ完形である。最大長12.2cm。刃部最大幅2.8cm，厚0.4cm。刃部が湾曲する曲刃鎌で，先

端も丸い。基部の側縁全体を内側に折り曲げて，柄の装着部をつくっている。
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手鎌 (Fig.242-644・645，PL. 67) 

644・645，ともに SK184土壌から出土している。

644は，左半分を欠く。刃部幅1.8cm，厚0.25cm。横長の鉄板の端部を折り曲げて，装着部を

つくる。 645は，右半分を欠く。刃部幅1.9cm，厚0.2cm。やはり，端部を折り曲げている。

鉄鯨 (Fig.242-646・647，PL. 67) 

646・647，ともに SK065土壌から出土している。

646は，茎部の基部を欠く。身部長6.4cm，厚0.3cm。茎部幅0.35cm，厚0.4cm。また，身部で

は鋒部がもっとも幅があり， 2.8cm。いわゆる広根式に属するものである。 647は，茎部の基部

であろうか。断面が四角形をしている。

用途不明鉄製品 (Fig.242-648~650， PL. 67) 

648が SK046土壌， 649がA地区F114区の包含層， 650がB地区K97区の包含層から出土して

いる。

648は両端とも破損している。中央部分がやや曲がる。断面は四角形である。残存長10.8cm。

649も両端を破損している。断面が四角形をなす棒状のもので，その先端部が鈎形にまがってい

る。残存長8.4cmo 650はこの形でほぽ完形である。最大長8.6cm，最大幅1.7cm，厚0.6cm。全体

の幅はほぼ一様である。刃もつかない。
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Tab. 7 下石動遺跡出土土師器一覧表(2)

(法量323鍔F③つまみ径④高気舘禁:1 写真登録番号⑮4x 5インチサイズ)

番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 15.4 
内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 226 B 縁部ヨコナデ ⑮ 
401 杯葦 ② 2.05 燈褐 色 Aa 85000428 

PL. 61 S K094 
③ 2.4 

外面一天井部へラケズリ，体 852853 回転一

部~口縁部ヨコナデ

① 17.0 
内面一天井部ナデ，体部~口

ロクロ | Fig. 226 A 縁部ヨコナデ ⑮ 
402 H ② 2.95 燈褐 色 11 84000492 

PL. 61 S K184 
③ 3.0 

外面一天井部~口縁部ヨコナ 850588 回転ー右 |

デ

① 15.6 内面一天井ヨミ部ガコヘナキ，テラ.体後ケ部へズ~ラリ後口ミ縁へガ
Fig. 226 A 

外薗一孟課員;?主主主ゴ
内外面に

403 }J ② 2.6 黄褐色 Ab 85000211 
PL S B196 

③ 3.2 
赤色顔料

内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 226 A 
①， 18.9 内面褐色 縁部ヨコナデ

404 }J ② 2.85 外面一天井部へラケズリ後ナ }J 81001571 
PL. S B201 

③ 3.5 デ，体部~ロ縁部ヨコ外面茶褐色
ナデ

Fig. 226 
① ー 内面一天井部ナデ

A 
② ー 明褐 色405 }J 1) 84001012 

PL. S K163 
③ 3.8 外面天井部へラケズリ

<D' 17.5 
内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 226 A 縁部ヨコナデ ⑮ 内外面に
406 }J ② 2.7 明 褐 色 }J 84000276 

PL 6~ S K184 
③ ー

外面一天井部ナデ，体部~口 850490 赤色顔料

縁部ヨコナデ

内面一体部よ体半ナナデ後半へラミ

① 17.7 ガキ， 部デ後下 ~口縁ガ
Fig. 226 A 部体キヨコ ヘラミ

407 1) 明 褐 色
外面一 部上半ヘラケズ下後リ後半へ

}J 84000293 
PL (N-124) 

②ー ヘラ縁ガミガキ， 体ナ部デ
~口部ヨコ
ラミキ

内面一天井部ナデ後へラミガキ，

Fig. 226 A 
<D' 14': 0 体部~口縁部ヨコナデ後

② 1.6 明燈白色
ヘラミガキ

408 }J 
外面一天井部へラケズリ後ヘラ

Ac 84003281 
PL. S K134 

③ 2.7 ミガキ，体部~口縁部ヨ
コナデ後ヘラミガキ

① 15.0 
内面一天井部頂部ナデ，天井

Fig. 226 A 部~口縁部ヨコナデ
409 M ② 2.1 燈褐色 }J 81001570 

PL S B201 
③ 3.0 

外面一天井部~口縁部ヨコナ

ア

①， 14.2 
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 226 A 縁部ヨコナデ
410 }J 赤 褐 色 刀 82001344 

PL S K102 
② 

外面天井部ナデ，体部~口

縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

①←  内 面 黄 褐 色
内面一天井部頂部ナデ，天井

Fig. 226 A 部~体部下半ヨコナデ
411 査蓋 ② 81001825 

PL. S K037 
③ 3.6 外面燈褐色

外面一天井部へラケズリ後ナ

デ，体部ヨコナデ

①， 14.4 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 A 部ヨコナデ
412 杯 ② 6.4 黄 褐 色 Aa 85000046 

PL. S K115 
④~ 9.9 

外面一底部ナデ，体部~口縁

部ヨコナデ

①， 15.6 
Fig. 226 A ヨコナ

413 M ② 4.0 樟褐色 外面一 下上部へラ切り離ズし，体体 Ab 84003277 
PL S K132 半半へラケ リ，

④ 11.8 ~口縁部ヨコナ

①， 14.9 
内面体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 226 A ナデ
414 11 ② 4.2 偉 色 Ac 82000544 

PL S B004 外面一体部下半ナデ，体部上
@' 10.0 

半~口縁部ヨコナデ

①， 17.3 
内面ー底部中央ナデ，底部

Fig. 226 B ~口縁部ヨコナデ
415 11 ② 4.4 権褐色 11 81001554 

PL S B189 
④， 11.0 

外面底部へラケズリ，体部

~口縁部ヨコナデ

CD' 14.7 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 A 部ヨコナデ ⑬ 
416 11 ② 3.1 樟褐色 M 84000430 

PL. 61 S B021 
③ 10.6 

外商底部へラ切り離し，体 850578 

部~口縁部ヨコナデ

① 13.8 
内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 A 部ヨコナデ
417 M ② 3.65 明 褐 色 11 85000214 

PL. S B196 
④ 9;1 

外面一底部へラ切り離し，体

部~口縁部ヨコナデ

CD' 12.6 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 B 部ヨコナデ
418 11 ② 3.25 明 橿 色 11 84003446 

PL S B029 外面一底部へラケズリ後ナデ，
④ 8.8 

体部~口縁部ヨコナデ

CD' 14.4 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 A 部ヨコナデ
419 11 ② 4.0 暗燈褐色 11 84003299 

PL. S K134 
④， 9.3 

外面底部へラケズリ，体部

~口縁部ヨコナデ

① 14.4 
内面底部ナデ後へラミガキ，

Fig. 226 C 
体部~口縁部ヨコナデ

⑬ 
② 4.9 暗黄褐色 後底ヘラミガキ420 11 

外面 部ヘラケズリ，体部 Ad 84003265 
PL. 61 S K064 851196 

④， 9.4 下半ヘラミガキ，体部
上半~口縁部不明

①一
内面底部ナデ，体部下半ヨ

Fig. 226 A コナデ
421 11 ②ー 燈 褐 色 Ae 84000490 

PL S K184 外面ー底部中央ナデ，底部
④ 7.95 

~体部下半ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

① 
内面底部ナデ，体部下半ヨ

Fig. 226 A コナデ
422 杯 ② 褐 色 Ae 82001350 

PL. S K102 
④ 9.6 

外箇ー底部ナデ，体部下半ヨ

コナデ

Fig. 226 A 
(D' 9.4 内面一底部ナデ，体部~口縁

423 11 慢褐 色 部不明 B a 1 84000482 
PL. S K184 

② 3.3 外面底部~口縁部不明

内面一底部ナデ，体部~口縁
① 13.4 内面暗褐色 部ヨコナデ

Fig. 226 A 
424 )} 外面底部~体部下半へラケ BaII 81001577 

PL. 
② 4.0 外面赤褐色 ズリ後ナデ，体部上半

~口縁部ヨコナデ

① 12.8 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 A 部ヨコナデ
425 }} 明褐色 11 84000275 

PL. S K184 
② 4.2 

外面底部へラ切り離し，体

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 226 
① 14.0 内面底部ナデ，体部~口縁

外面に赤A 
明褐色 部ヘラミガキ426 11 }} 84000274 

PL. S K184 
② 4.2 外面底部~口縁部不明

色顔料

(D' 18.25 
内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 226 A 部ヨコナデ
427 11 樟褐 色 BaIII 84000429 

PL. S B021 
② 4.7 

外面一底部へラケズリ ，体部

~口縁部ヨコナデ

Fig. 226 C 
(D' 14.8 内面ー底部~口縁部不明

⑮ 
428 11 明黄褐色 外面ー底部ヘラケズリ，体部 Bb 84003266 

PL. 61 S K064 
② 5.05 ~ロ縁部不明

851194 

CD' 17.3 

内商面 底軒一Eデ底S上a郎m線ヘ半下中aラヘ~s央切口=ラ守ナケ縁コりT離郡ナズ，デしヨリ底，コ部
Fig. 226 A 

明燈 色外 注429 )} }} 84003276 
PL. S K134 

② 5.6 ナ

Fig. 226 A 
CD' 15.8 内面底部~口縁部不明

430 11 明褐 色 外面ー底部へラケズリ，体部 Bc 84001031 
PL M122溝

② 5.0 ~口縁部ヨコナデ

CD' 17.6 
内面底部~口縁部へラミガ

Fig. 226 A キ
431 }} 明褐 色 }} 84000285 

PL (P-l24) 
② 5.8 

外面底部へラケズリ，体部

~口縁部へラミガキ

① 16.4 
内面底部ナデ，体部~ロ縁

Fig. 226 A 
部ヨコナデ

432 M 明 樺 色
外面ー底部へラケズリ ，体部

刀 85000208 
PL S B196 下半へラケズリ後ナデ，

② 6.1 体部上半~口縁部ヨコ
ナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物査録番号 写真畳録番号 備 考

CD' 16.3 
内面底部~口縁部へラミガ

Fig. 226 A キ
433 杯 檀褐 色 Bc 85000215 

PL. S B196 
② 6.1 

外面ー底部~口縁部へラミガ

キ

内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 B 
① 17.3 部ヨコナデ

⑮ 
434 11 明樺 色 外面底部中央ナデ，底部へ 11 82001744 

PL. S K089 
② 7.0 ラケズリ，体部~口縁

850739 

部ヨコナデ

① 18.0 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 A 部ヨコナデ @ 
435 11 樟褐色 Bd 84000554 

PL. 61 S K184 
② 5.4 

外面ー底部へラケズリ，体部 850600 

~口縁部ヨコナデ

① 13.4 
内面底部ナデ，体部~口縁

内外面に
Fig. 227 B 

淡燈 色
部ヨコナデ ⑮ 

436 11 Be 82000499 丹塗りの
PL 61 S K086 

② 3.3 
外面底部ナデ，体部~口縁 851019 

部ヨコナデ
痕跡有り

Fig. 227 
①， 13.2 内面底部~口縁部不明

B 
437 11 淡権 色 11 82001707 

PL. S K087 
② 3.3 外面底部~口縁部不明

① 13.0 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 B 部ヨコナデ
438 11 淡糧 色 M 82000500 

PL S K086 
② 3.0 

外商ー底部ナデ，体部~口縁

部ヨコナデ

Fig. 227 B 
CD' 12.5 内面黒色 内面ー底部~口縁部不明

⑮ 
439 11 11 82001709 

PL. 61 S K087 
② 3.4 外面淡燈色 外面底部~口縁部不明

850995 

① 12.8 
内商ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 B 部ヨコナデ
440 11 淡櫨 色 11 82001708 

PL. S K087 
② 3.2 

外面一底部ナデ，体部~口縁

部ヨコナデ

Fig. 227 
CD' 12.8 内面一底部~口縁部不明

B 
淡燈 色441 式/ 刀 82001739 

PL S K089 
② 3.3 外面底部~口縁部不明

CD' 12.2 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 A 部ヨコナデ
442 11 明褐色 万 84000298 

PL. (N-1l8) 
② 3.65 

外面底部へラ切り離し，体

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 227 
CD' 12.7 内面ー底部ナデ，体部~口縁

B 
明褐色 部不明443 11 11 85000028 

PL (L-98) 
② 4.1 外面底部~口縁部不明

-241-



番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

UY 12.5 内面黄褐色 内面一底後ア部~デ体.部口縁へラケズリ
Fig. 227 A ナ ， 部ヨコナ 内外面に

444 杯
外面 底後ア部~体部へラケズリ

Ca 81001826 
PL. S K037 

② 3.9 外面黒褐色
黒色顔料

ナデ，口縁部ヨコナ

①， 14.4 
内面一体部下半ナデ，体部上

Fig. 227 A 半~口縁部ヨコナデ
445 11 燈褐 色 M 85000501 

PL. S K134 外面体部ナデ.口縁部ヨコ
② 

ナデ

内面体部下半ナデ，体部上

Fig. 227 A 
① 14.45 半~口縁部ヨコナデ

446 11 撞褐 色 外面一体部下半へラケズリ， Cb 84000428 
PL S B021 

体部上半~口縁部ヨコ② 
ナデ

CD' 15.7 
内面底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
鐙褐 色

ナデ
447 11 

外面底部~体部下半ヘラケ
N 82001302 

PL. S K065 
② 4.0 ズリ後ナデ，体部上半

850685 

~口縁部ヨコナデ

UY 15.0 
内面底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

白櫨褐色
ナデ

448 M 
外面底部~体部下半ヘラケ

11 84000493 
PL. S K184 

② ズリ，体部上半ナデ，
口縁部ヨコナデ

① 14.8 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

黄褐 色
ナデ

449 ノ/
外面ー底部~体部下半ヘラケ

刀 84000427 
PL S B021 

② 4.1 ズリ，体部上半ナデ，
口縁部ヨコナデ

UY 15.8 
内面底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
白燈褐色

ナデ
450 M 

外面底部~体部下半ヘラケ
万 84000465 

PL. 61 S K184 
② 3.65 ズリ，体部上半~口縁

850594 

部ヨコナデ

① 16.3 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

⑮ 
憧褐 色

ナデ
451 11 

外面一底部~体部下半へラケ
11 84000466 

PL. 61 S K184 
② 3.8 ズリ，体部上半~口縁

850596 

部ヨコナデ

Fig. 227 B 
① 13.2， 内面体部~口縁部不明

452 11. 灰褐色 11 85000429 
PL S K094 

②ー 外面体部~口縁部不明

CD' 15.1 
内面ー底部~体部下半ナデ，

底部内面
Fig. 227 B 

体部上半~口縁部ヨコ
⑮ 

淡褐 色
ナデ

453 11 
外面一底部へラケズリ，体部

M 82001718 にへラ記
PL. S K089 850653 

② 3.85 下半ナデ，体部上半 号
~口縁部ヨコナデ

UY 15.0 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

淡褐 色
ナデ

454 11 
外面一底部~体部下半ナデ，

H 81001576 
PL. S B201 

② 体部上半~口縁部ヨコ
ナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

①， 15.2 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 B 
体部上半~口縁部ヨコ

⑬ ナデ
455 杯 明樟褐色 外面底部~体部下半ヘラケ Cb 85000430 

PL. 61 S K094 
② 3.5 ズリ，体部上半~口縁

852895 

部ヨコナデ

内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 B 
CD' 14.6 部ヨコナデ

⑬ 
456 I! 明燈 色 外面底部へラケズリ，体部 Cc 82001736 

PL. S K089 
② 3.25 下半ナデ，体部上半

850655 

~口縁部ヨコナデ

CD' 13.6 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 B 
体部上半~口縁部ヨコ
ナデ

457 I! 淡燈 色
外面 底部~体部下半縁ナデ，

I! 82001735 
PL. S K089 

② 2.75 体部上半~口部ヨコ
ナデ

Fig. 227 
CD' 14.2 内面体部~口縁部不明

B 
黄褐 色458 I! H 82001719 

PL. S K089 
② 外面体部~口縁部不明

Fig. 227 
CD' 16.6 内面体部上半不明，口縁部

B 
明燈色459 I! ヨコナデ I! 82001734 

PL S K089 
② 外面一体部上半~口縁部不明

内面体部下半ナデ，体部上

Fig. 227 A 
CD' 12.6 半~口縁部ヨコナデ

460 I! 明檀色 外面一体部下半へラケズリ， Cd 84003280 
PL. S K132 

② 体部上半~口縁部ヨコ

ナデ

CD' 13.8 
内面体部上半~口縁部ヨコ

Fig. 227 A ナデ
461 11 明黄灰色 H 85000508 

PL. S K138 
② 

外面一体部上半~口縁部ヨコ

ナデ

CD' 15.5 
内面ー底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部よ半~口縁部ヨコ

明黄色
ナデ

462 I! 
外面ー底部~体部下半ナデ，

I! 84003278 
PL. S K134 

② 3.3 体部上半~口縁部ヨコ
ナデ

CD' 15.0 
内面一底部~体部下半ナデ，

Fig. 227 A 
体部上半~口縁部ヨコ

明黄白色
ナデ

463 I! 
外面 底体部~体部下半ナデ，

ノ/ 84003279 
PL S K134 

② 3.4 部上半~口縁部ヨコ
ナデ

内面体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 227 A 
CD' 16.8 ナデ

464 11 明褐 色 外面一体部下半へラケズリ後 I! 84001014 
PL S K163 

② ナデ，体部上半~口縁

部ヨコナデ

内面底部~体部不明，口縁

Fig. 227 A 
CD' 15.0 部ヨコナデ

465 11 乳褐色 外面底部~体部下半へラケ Ce 84001008 
PL S K163 

② 2.55 ズリ，体部上半~口縁

部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 16.6 内面 底体部部部プ~体半部下縁半ナデ， 内外面に
Fig. 227 B 上 ~口部ヨコ

466 杯 淡茶 色 Ce 82001733 丹塗りの
PL S K089 

② 2.9 
外面 震ナア ~体部へラケズリ

痕跡有りナデ，口縁部ヨコナ

①， 17.0 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 227 A 部ヨコナデ ⑮ 
467 11 暗白褐色 11 84000467 

PL. 62 S K184 外面底部ヘラケズリ，体部 850580 
② 2.5 

~口縁部ヨコナデ

① 20.2 
内面体部下半ナデ，体部上

Fig. 228 A 
黄褐色

半~口縁部ヨコナデ
468 11 C f 84003300 

PL S K134 
② 

外面一体部下半ナデ，体部上

半~口縁部ヨコナデ

①， 15.8 
内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 部ヨコナデ ⑬ 
469 11 赤褐 色 11 82001349 

PL 62 S K132 
② 3.0 

外面底部へラケズリ ，体部 851055 

~口縁部ヨコナデ

内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 
① 16.8 部ヨコナデ

470 11 明褐 色 外面ー底部~体部下半へラケ 11 84000277 
PL. S K184 

② 3.0 ズリ，体部上半~口縁

部ヨコナデ

内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 
(j)' 14.8 部ヨコナデ

471 皿 白褐色 外面底部~体部下半ヘラケ Aa 1 82004784 
PL. S K132 

② 2.2 ズリ，体部上半~口縁

部ヨコナデ

(j)' 14.3 
内面一底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 部ヨコナデ
472 11 明黄白色 M 85000502 

PL S K134 外面底部ナデ，体部~口縁
② 2.1 

部ヨコナデ

(j)' 18.9 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 部ヨコナデ
473 11 撞褐 色 AaII 84000489 

PL. S K184 
② 2.85 

外面底部へラ切り離し，体

部~口縁部ヨコナデ

(j)' 15.8" 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 B 部ヨコナデ ⑮ 
474 11 淡燈 色 Ab 82000496 

PL. 62 S K082 
②1.7 

外面底部ヘラ切り離し，体 851029 

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 228 B 
(j)' 15.5 内面底部~口縁部不明

⑮ 
475 11 淡槌 色 11 82001706 

PL. 62 S K087 
②1.9 外面底部~口縁部不明

850991 

① 15.8 内面底部~口縁部不明
Fig. 228 B 

淡権 色476 11 }! 82001705 
PL. S K087 

②1.8 外面一底部~口縁部不明
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色
図版番号

調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

<D' 9.8 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 部ヨコナデ
477 皿 乳褐色 Ac 84000297 

PL (M-ll7) 
② 1.4 

外箇底部不明，体部~口縁

部不明

<D' 22.0 
内面ー底部~口縁部ヨコナデ

Fig. 228 B 外商底部ナデ，体部下半へ
478 11 明燈色 Ad 82001740 

PL S K089 
② 2.1 

ラケズリ，体部上半

~口縁部ヨコナデ

①， 22.6 
内面底部~口縁部ヨコナデ

Fig. 228 B 外面底部ナデ，体部下半へ @ 
479 11 明 燈 色 11 82001741 

PL. 62 S K089 ラケズリ，体部上半 850659 
②1.8 

~口縁部ヨコナデ

①， 24.0 内面一底部~口縁部ヨコナデ
⑮ Fig. 228 B 

淡 燈 色 外面ー底部ナデ，体部~口縁 台付か?480 刀 J/ 82001743 
PL. 62 S K089 850667 

②1.85 部ヨコナデ

① 26.0 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 228 A 部ヨコナデ
481 J/ ② 4.05 白褐色 B 84000491 

PL S K184 
④ 22.0 

外面底部ナデ，体部~口縁

部ヨコナデ

CD' 19.4 内面底部不明
Fig. 228 B 

赤 褐 色482 J/ J/ 82001715 
PL. S K087 

② 外面底部不明

CD' 26.4 
内面肩部ナデ，口頚部ヨコ

Fig. 229 A ナデ
483 婆 褐 色 Aa 82001351 

PL S K102 外面ー肩部ハケ目，口頚部ヨ
② 

コナデ

<D' 28.4 
内面一肩部へラケズリ，頚部

Fig. 229 B 
下半ナデ，頭部上半

茶 褐 色 ~口縁部ヨコナデ
484 J/ 

外面ー肩部~頚部下半ナデ，
J/ 82001753 

PL. S K089 
② 頭部上半~口縁部ヨコ

ナデ

内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 229 
<D' 24.4 内面暗褐色 ズリ ，口頚部ヨコナデ

A 
485 11 外面ー胴部上半~肩部ハケ目 J/ 81001572 

PL S B201 
② 外面褐色 後ナデ，口頚部ヨコナ

デ

CD' 22.2 
内面肩部へラケズリ，口頚

Fig. 229 A 部ヨコナデ
486 J/ 褐 色 11 82000145 

PL S K046 
② ー

外面肩部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ

Fig. 229 A 
① 23.2 

畑内爾1語品i主告tZ欝訴サ2L2説も ⑮ 
487 J/ 明 褐 色 11 82001303 

PL. 62 S K065 
② ー

850721 
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 24.6 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 229 A 
ズリ ，口頚部ハケ目後 腕部外商
ヨコナテ2

488 聾 褐 色
外面ー胴部上半~肩部ハケ目，

Aa 82001304 にスス付
PL. S K064 

② 口頭部ハケ目後ヨコナ 着
フ一ー・

内面ー胴部上半~肩部へラケズリ，

Fig. 229 C 
①， 26.8 頚部下半ハケEJ.頭部上半

489 JI 暗黄 色 ~口縁部ハケ目後ヨコナデ JI 84003272 
PL. S K064 

② 外面ー胴部上半~肩部ハケ目，口頭

部ハケ目後ヨコナデ

内面胸部上半~肩部へラケ

Fig. 229 A 
①， 22.3 

ズリ，口頭部ヨコナデ

490 JI 暗撞褐色 外面ー胴部上半~肩部ハケ目， Ab 84000497 
PL. S K184 

② 口頚部ハケ日後ヨコナ

デ

①， 22.2 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 229 A ズリ，口頚部ヨコナデ ⑮ 
491 M 褐 色 M 84000270 

PL. 62 S K184 
②ー

外面胴部上半~肩部ハケ目， 850540 

口頭部ヨコナデ

①， 20.3 
内面胴部上半~肩部ナデ，

Fig. 229 A 口頚部ヨコナデ ⑮ 
492 JI ② 明褐 色 H 84000269 

PL. 62 S K184 
⑥， 24.9 

外面ー胴部上半~肩部ハケ目， 850542 

口頭部ヨコナデ

内面胴部上半へラケズリ ，

Fig. 229 B 
Q)' 21. 2 肩部ナデ，口頚部ヨコ

493 JI ② 樟 色 ナデ JI 82001762 
PL. S K089 

⑥ 29.1 外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頚部ヨコナデ

Fig. 229 B 
① ー 内面明燈色 内面ー底部へラケズリ

494 JI M 82001763 
PL. S K089 

② 外面茶褐色 外面底部ハケ目

①， 16.0 
内面ー肩部へラケズリ，口頚

Fig. 230 B 部ヨコナデ
495 I! 乳褐 色 Ac 85000132 

PL. (R-84) 
②ー

外面ー肩部ナデ，口頚部ヨコ

ナデ

(i)' 15.2 内面赤燈色
内面一胴部上半~肩部へラケ

Fig. 230 B ズリ，口頚部ヨコナデ
496 /ノ 刀 84003451 

PL. S B031 外面ー胴部上半~肩部ナデ，
② 外面檀褐色

口頚部ヨコナデ

内面肩部へラケズリ，頚部

Fig. 230 A 
Q)' 18.8 ハケ目，口縁部ヨコナ

497 I! 樟褐色 デ M 82001332 
PL. S K1l0 

② ー 外面ー肩部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ

①， 17.7 
内面胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 230 A ズリ，口頭部ヨコナデ
498 JI 明褐 色 刀 85000053 

PL. S K1l5 
② 

外面ー胴部上半~肩部ハケ目，

口頭部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

(i)' 20.4 
内面ー底部~肩部へラケズリ，

Fig. 230 A 口頭部ヨコナデ ⑮ 
499 窪 ② 31.4 檀褐 色 Ad 84000558 

PL. 62 5 K184 
⑥ 26.7 

外面底部~肩部ナデ，口頚 850560 

部ヨコナデ

(i)' 23.2 
内面一肩部へラケズリ，口頭

Fig. 230 A 部ヨコナデ
500 11 暗燈褐色 11 84000494 

PL S K184 
②ー

外面肩部~頚部ナデ，口縁

部ヨコナデ

(i)' 23.8 
内面一胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 230 A ズリ，口頚部ヨコナデ
501 11 明檀灰色 刀 85000516 

PL S K138 外面ー胴部上半~肩部ナデ，
② 

口頚部ヨコナデ

内面ー胴肩ナ部部デ上半ヘラケズリ，

(i)' 26.3 内面援褐色
ヘラケズリ後ケヨコ

Fig. 230 C ，ナ口頚部ハ 目後
ヨコデ

502 11 
外面ー胴部頚部ナ上半ハケ目，半国後肩部

刀 85000609 
PL 5 K064 

②ー 外面明檀褐色 ~ 部デ下半頚ナハケ ヨ
コ ， 部デ上 ~口
縁ヨコ

内面一胴部上半~屑部へラケ

Fig. 230 
(i)' 21. 6 内面白燈色 ズリ，口頚部ヨコナデ

A 
503 M 外面ー胴部上半~頚部下半ナ B 84000481 

PL. 5 K184 
②ー デ，頚部上半~口縁部外面種褐色

ヨコナデ

(i)' 27.4 内面ー胴部上半~口縁部不明
Fig. 230 B 

②ー 淡褐 色504 11 11 82001701 
PL. 5 K087 

⑥ 26.3 外面胴部上半~口縁部不明

(i)' 28.0 
内面ー肩部ヘラケズリ，口頚

Fig. 230 B 部ヨコナデ
505 11 淡褐 色 11 82001702 

PL. S K087 
② 

外面肩部ナデ，口頭部ヨコ

ナデ

内面ー胴部上半~屑部へフケ

Fig. 231 C 
①， 17.2 ズリ，口頚部ハケ目後

506 11 暗黄褐色 ヨコナデ 11 84003275 
PL. 5 K064 

② 外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頚部ヨコナデ

内面ー胴部上半~屑部へラケ

Fig. 231 A 
(i)' 22.2 ズリ，口頭部ヨコナデ

507 11 ②一 明褐 色 外面胴部上半~肩部ナデ 11 84000272 
PL. S K184 

⑥ 20.6 (一部ハケ自痕残)，口

頚部ヨコナデ

内面胴部上半~屑部ヘラケ

A (i)' 21.8 ズリ後ナデ，ロ頚部ヨ
Fig. 231 

508 11 S K133 暗黄褐色 コナデ 11 85000527 
PL. 

② 外面ー胴部上半~肩部ハケ目，5 K134 
口頭部ヨコナデ

(i)' 18.0 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 231 A ズリ，口頚部ヨコナデ
509 M 褐 色 C 1 82001344 

PL. 5 K102 
②ー

外面胴部上半~肩部ナデ，

口頚部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

① 25.4 
内面胴部上半~肩部ナデ，

Fig. 231 C 口頚部ヨコナデ
510 饗 燈褐 色

外面胴部上半~肩部ナデ，
CII 84003269 

PL. S K064 
② 

口頭部ヨコナデ

<D' 29.9 
内面一胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 231 A 
ズリ後ナデ，口頭部ヨ

② 暗燈褐色
コナデ

511 刀
外面一胴部上半ハケ目，肩部

I! 84000496 
PL S K184 

⑥， 26.9 ~頚部下半ナデ，頚部
上半~口縁部ヨコナデ

① 11.6 内面燈色
内面ー底部~肩部ナデ(胴部

下半に指押え有り，胴
⑥ Fig. 231 A 

② 9.35 
部上半にヘラケズリ有

512 I! り)，口頚部ヨコナデ D 1 85000210 
PL. 63 S B196 853133 

⑥ 11.0 外面 明憧褐色 外面ー底部~肩部ナデ，口頭
部ヨコナデ

内面底部ナデ，体部ヘラケズ

Fig. 231 A 
<D' 15.8 リ，口頭部ヨコナデ

⑮ 
513 I! ② 13.25 褐 色 外面底部~肩部(底部の一部 DII 84000271 

PL. 63 S K184 
にハケ目有り)，口頚部ヨ

850504 
⑥ 14.5 

コナデ

(iY 18.0 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 231 A ズリ，口頚部ヨコナデ
514 I! 褐 色 I! 84000556 

PL. S K184 
② 

外面胴部上半~肩部ナデ，

口頚部ヨコナデ

<D' 24.6 
内面一胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 231 A ズリ，口頭部ヨコナデ
515 H 明褐 色 刀 82000146 

PL. S K046 
② 

外面ー胴部上半~肩部不明，

口頚部ヨコナデ

内面一底部~屑部ヘラケズリ，

Fig. 231 B 
(1)' 16.3 口頚部ハケ日後ヨコナデ

516 I! ② 12.2 褐 色 外面ー底部ハケ目，体部へラケ Ea 85000447 
PL. S K094 

⑥ 14.0 ズリ，口頭部ハケ目後ヨ

コナデ

<D' 23.4 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 231 A 
ズリ，頚部ナデ，口縁

明黄灰色
部ヨコナデ

517 I! 
外面一胴部上半~肩部ハケ目，

刀 85000537 
PL. S K134 

② 頭部ナデ，口縁部ヨコ
ナデ

Fig. 232 A 
(1)' 12.0' 内面暗褐色 内面胴部上半~肩部ヘラケ

518 I! ズリ，口頚部ヨコナデ Eb 81001833 
PL S K037 

② 外商権褐色 外面ー胴部上半~口縁部不明

内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 232 A 
<D' 13.0 ズリ後ナデ，口頭部ヨ

519 I! 黄褐 色 コナデ I! 81001831 
PL. S K037 

②ー 外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頚部ヨコナデ

① 15.6 
内面胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 232 A ズリ ，口頚部ヨコナデ
520 I! ② 褐 色 I! 84001010 

PL. S K163 
⑥ 13.8 

外面胴部上半~肩部不明，

口頚部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色
図版番号

調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

<D' 15.3 
内面ー胴部上半~肩部へラケ

Fig. 232 A ズリ，口頭部ヨコナデ
521 褒 檀褐 色 Eb 84000555 

PL. S K184 
② 

外面ー胴部上半~肩部ナデ，

口頚部ヨコナデ

① 12.0 内面暗褐色

内面 崩Sヂ冨ド口リEfL吉ヘ頭{掘一田ト周部すラヨ一縁首ずコケヨk。ナ都コ上ズ厨ヘ学ナヘデリ館~ヂ後ヲヲ下厨ケタナ半aズデズgナヘ有りリラデ{り後ーケi } 都
Fig. 232 A ⑬ 

522 )) ② 11.05 外面 ズ 刀 85000218 
PL. 63 S B196 

⑥ 12.1 外面黄褐色
ナ 853131 
口

①， 13.2 
内面胴部上半~肩部へラケ

Fig. 232 C ズリ，口頚部ヨコナデ
523 I! 暗黄灰色 I! 84003273 

PL. S K064 
② 

外面胴部上半~肩部ハケ目，

口頭部ヨコナデ

CD' 14.6 内面暗褐色
内面ー胴部上半~肩部ヘラケ

Fig. 232 C ズリ，口頭部ヨコナデ
524 I! I! 84003274 

PL S K064 
② 

外面胴部上半~肩部ハケ目，
外商 暗黄灰色

口頚部ヨコナデ

CD' 16.0 内面灰黄色
内面一胴部上半~肩部へラケ

Fig. 232 B 
ズリ，口頭部ハケ日後
ヨコナデ

525 I! 
外面一胴部上半~肩部ハケ目

ノ/ 82001757 
PL. S K089 

② 外面淡横色 後ナデ，口頚部ヨコナ
デ

CD' 11.4 
内面一底部ナデ，体部へラケ

Fig. 232 C ズリ，口頭部ヨコナデ ⑬ 
526 I! ② 9.45 暗褐色 Ec 84003267 

PL. 63 S K064 
⑥， 9.9 

外面底部~肩部ナデ，口頚 851182 

部ヨコナデ

内面底部~肩部へラケズリ，

Fig. 232 A 
CD' 13.8 口頭部ヨコナデ

527 I! ② 12.85 褐 色 外面底部へラケズリ，体部 I! 84001019 
PL S K155 

⑤ 12.8 ハケ目，口頚部ヨコナ

デ

内面底部ナデ，体部へラケ
I! <D' 12.7 ズリ，口頚部ヨコナデ

Fig. 232 B 
528 (把手 褐 色 外面底部~胴部下半ハケ目， F 85000448 

PL S K094 
② 11.4 胴部上半~肩部ナデ，付)

口頚部ヨコナデ

① 内面胴部へラケズリ
Fig. 233 A 

529 I! 暗黄灰色 G 85000538 
PL. S K134 

② 外面納部ナデ，把手部ナデ

Fig. 233 A 
①ー 内面一胴部下半へラケズリ，

530 I! 褐 色 胴部上半ナデ I! 82001357 
PL S K102 

②一 外面ー鋼部ハケ目

① 27.0 
内面胴部~肩部へラケズリ，

Fig. 233 A 口頭部ヨコナデ
531 I! 褐 色 H 82000141 

PL S K046 
②ー

外面胴部~頚部ハケ目，口

縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

内面胴部下半へラケズリ，

Fig. 233 A 
① 27.0 胴部上半~肩部ナデ，

532 費 横褐色 口頭部ヨコナデ G 84000431 
PL. S B021 

②ー 外面ー胴部~肩部ナデ，口頚

部ヨコナデ

内面ー底部~体部へラケズリ，

Fig. 234 C 
①， 21.2 口頭部ヨコナデ

533 甑 黄褐色 外面底部~体部ナデ(ヘラ A 85000539 
PL S K058 

状工具)，口頭部ヨコナ② 21.5 
デ，把手部ナデ

Fig. 234 
①， 19.0 内面明燈色 内面一体部へラケズリ後ハケ

⑮ B 
目，口頚部ヨコナデ534 11 B 82001766 

PL. S K089 
② 14.8 外面淡燈色 外面一体部~口縁部不明

850733 

Fig. 235 
(i)' 15.4 内面体部~口縁部不明

鉢
B 

明橿褐色535 Aa 85000431 
PL. S K094 

② 外面一体部~口縁部不明

Fig. 235 B 
①， 17.2 内面一体部~口縁部不明

536 M 明燈褐色 11 85000432 
PL. S K094 

②ー 外面一体部~ロ縁部不明

Fig. 235 B 
①， 18.4 内面一底部~口縁部不明

⑮ 
537 11 淡燈 色 11 82001742 

PL. S K089 
② 3.3 

850661 
外面一底部~口縁部不明

Fig. 235 B 
①， 16.4 内面一体部~口縁部不明

538 11 淡橿 色 Ab 82001746 
PL S K089 

② 外面一体部~口縁部不明

Fig. 235 B 
(i)' 18.4 内面体部~口縁部不明

539 11 自 櫨色 11 82001750 
PL S K089 

②ー 外面一体部~口縁部不明

内面一底部ナデ，体部~口縁

Fig. 235 B 
α13.1， 内面茶灰色 部ヨコナデ

⑬ 
540 11 外商ー底部~体部下半ナデ， Ba 82001767 

PL. 63 SK089 
② 6.35 外面明樟色 体部上半~口縁部ヨコ

850731 

ナデ

① 12.6 
内面ー底部J平宇都へラケズリ，

Fig. 235 A 口頚部ヨコナデ
541 11 暗 褐 色 Bb 85000052 

PL. SK1l4 
② 

外面一底部~体部ナデ，口頚

官官ヨコナデ

Fig. 235 
① 内面淡樺色 内面ー底部~体部下半

B 
542 11 外面底部へラケズリ，体部 Bc 82001745 

PL SK089 
②ー 外面明檀色 下半不明
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物登録番号 写真畳録番号 備 考

Fig. 235 B 
①， 14.6 内面ー底部~口縁部不明

⑮ 
543 鉢 明燈 色 Bc 82001768 

PL S K089 
② 8.9 外面底部~口縁部不明

850729 

①， 21.2 内箇一体部~口縁部不明
Fig. 235 B 

544 11 樟 色 C 82001717 
PL S K088 

② ー 外面一体部~口縁部不明

CD' 25.8 
内面一体部ヘラケズリ，口頚

Fig. 235 A 部ヨコナデ
545 11 赤褐 色 D 82001352 

PL. S K107 
② 

外面一体部ナデ，口頭部ヨコ

ナデ

①， 32.1 
内面一体部上半へラケズリ，

Fig. 235 A 口頚部ヨコナデ
546 11 褐 色 11 82001347 

PL. SK102 
②ー

外面杯体部上半ナデ，口頚

部ヨコナデ

Fig. 235 A 
① 32.1 

外内画面一世れ監砂紗4併て世領是下間半正IラUiケ吸fズ器jりヲ ⑮ 外面にス
547 万 権褐色 /1 84000821 

PL. 63 S K142 850572 スが付着
② 11.25 

内面一体部へラケズリ，頚部

Fig. 235 C 
CD' 19.7 内面暗褐色 ノ、ヶ目，口縁部ヨコナ

548 /1 ア E a 1 85000605 
PL. SK064 

② 外面暗橿褐色 外面一体部ノ、ヶ目，口頭部ヨ

コナデ

CD' 23.4 
内面体部上半へラケズリ，

Fig. 235 A 口頚部ヨコナデ
549 /1 乳 褐 色 /1 84001018 

PL. S K155 
② 

外商一体部上半ハケ目，口頭

部ヨコナデ

①， 29.6 内面明褐色
内面一体部上半へラケズリ ，

Fig. 235 
頚部ハケ目後ヨコナデ，

B ロ縁部ヨコナデ
550 /1 

外面一体部上半ハケ目，頚部
EaII 82001751 

PL S K089 
②ー 外箇茶褐色 ハケ目後ヨコナデ，口

縁部ヨコナデ

①， 33.0 内面淡樺色
内面一体部ナデ，口頚部ヨコ

Fig. 236 B ナデ
551 /1 /1 82001759 

PL S K089 
② ー

外面体部ハケ目，口頭部ヨ
外面茶褐色

コナデ

内面体部下半ナデ，体部上半
①， 35.1 内面赤褐色 ハケ目，口頭部ハケ目後

Fig. 236 C 
552 /1 ヨコナデ Eb 85000607 

PL S K064 
② 外面暗褐色 外面体部下半ハケ目，体部上

半ナデ，口頭部ヨコナデ

①， 30.9 内面乳棒色
内面体部ハケ目，口頚部ヨ

Fig. 236 B コナデ
553 /1 /1 84003461 

PL. S B031 
② 外商黄櫨色

外面体部ハケ目，口頭部ヨ

コナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色
図版番号

調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

CIY 31. 2 
内面一体部へラケズリ，頭部

Fig. 236 C 
内面明貰糧色 下半ハケ目，頚部上半

554 鉢
~口縁部ヨコナデ Ec 85000604 

PL. S K064 外面一体部~頚部下半ハケ目，
②ー 外面暗褐色 頚部上半~口縁部ヨコ

ナデ

内面ー底部~体部へラケズリ，

Fig. 236 B 
①， 29.7 内面黄褐色 口頭部ハケ目後ヨコナデ

⑮ 
555 I! 外面ー底部~体部下半ハケ日後 I! 85000149 

PL. S K094 
ナデ，体部上半ハケ目，口

853137 
②， 15.5 外面褐色

頚部ヨコナデ
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Tab. 8 下石動遺跡出土須恵器一覧表(2)
(法量 ①口径②器高③かえり径④つまみ径、

) 写真登録番号@4x 5インチサイズ
⑤高台径⑥体部最大径 | 

j ⑫ 6 x 7センチサイズ
※0'は復元法量'

番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

内面一天井部ナデ，体部~口 天井部外

Fig. 237 B 
① 11.5 

縁部ヨコナデ ⑮ 
面にへラ

556 杯藁 ②1.7 暗灰色
外面天井部ヘラケズリ，体

Aa 82000497 記号
PL. 64 S K085 

③ 9.3 
851045 

ロクロ
部~口縁部ヨコナデ 回転一右

(t' 13.0 
内面一体部下半~口縁部ヨコ

Fig. 237 B ナデ
557 11 ② 暗灰 色 H 85000425 

PL. S K094 
@' 10.5 

外面体部下半~口縁部ヨコ

ナデ

① 13.5 
、内面体部下半~口縁部ヨコ

Fig. 237 B ナデ
558 11 ② 灰 色 M 81001558 

PL. S B189 
③ 11.1 

外面体部下半~口縁部ヨコ

ナデ

① 15.0 
内面白灰色

内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A ② 2.4 縁部ヨコナデ ⑮ ロクロ
559 11 Ab 84000471 

PL 64 S K184 ③ 13.6 外面一天井部ヘラケズリ ，体 850496 回転ー右

④ 2.6 
外面暗灰色

部~口縁部ヨコナデ

内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
① 15.0 縁部ヨコナデ

⑮ 
560 11 ② ー 灰 色 外面一天井部~体部上半へラ 11 81001835 

PL 64 S K037 
ケズリ後ナデ，体部下

851061 
③ 13.0 

半~口縁部ヨコナデ

内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
(t' 10.3 縁部ヨコナデ

⑫ 
赤焼

561 11 ② 3.15 赤茶 色 外面一天井部ヘラケズリ後ナ Ba 84000473 ロクロ
PL 64 S K184 

④ 1.8 デ，体部~口縁部ヨコ
850211 

回転ー右

ナデ

① 11.5 内面青灰色
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 縁部ヨコナデ ⑫ ロクロ
562 11 Bb 84000474 

PL. 64 S K184 
② 2.15 

外面天井部へラ切り離し， 850223 回転ー右
外面暗赤褐色

体部~口縁部ヨコナデ

① 12.5 
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 B 縁部ヨコナデ ⑬ 
563 11 ② 3.0 明灰 色 刀 85000415 11 

PL. 64 S K094 
④ 1.9 

外箇一天井部へラ切り離し， 852855 

体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 237 A 
(t' 13.6 内面体部~口縁部ヨコナデ

564 11 灰 白 色 11 81001566 
PL. S B021 

② 外面一体部~口縁部ヨコナデ

① 15.8 
内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 縁部ヨコナデ ⑬ ロクロ
565 11 ② 2.6 灰 白 色 刀 84000469 

PL. S K184 
④ 3.0 

外面天井部へラケズリ ，体 850492 回転ー左

部~口縁部ヨコナデ
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番号 器種
掃図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
①， 15.1 縁部ヨコナデ

⑮ 
566 杯蓋 ② 2.0 灰 色 外商一天井部へラケズリ後ナ Bb 84000470 

PL. 64 S K184 
④ 3.8 デ，体部~口縁部ヨコ

850494 

ナデ

内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
① 15.4 縁部ヨコナデ

⑬ ロクロ
567 JJ ② 2.25 明灰 色 外商一天井部へラケズリ後ナ JJ 84000253 

PL. 64 S B016 
④ 3.2 デ，体部~口縁部ヨコ

850488 回転ー右

ナデ

Fig. 237 
(j)' 14.8 内面天井部ナデ，体部~口

B 
@' 2.5 白 色 縁部ヨコナデ568 M 灰 M 81001560 

PL. S B189 
④ 2.5 外面一体部~口縁部ヨコナデ

(j)' 9.6 
内面天井部頂部ナデ，体部

Fig. 237 B ~口縁部ヨコナデ
569 M ② 2.5 明灰色 BC 1 85000426 

PL. S K094 
④ 2.6 

外面ー天井部~口縁部ヨコナ

ア

① 16.0 内面紫灰色
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
② 3.4 

縁部ヨコナデ ⑮ ロクロ
570 ノ/ B C!I 84000551 

PL. 64 S K184 
④ 2.3 外面青灰色

外面天井部へラケズリ，体 850590 回転ー右

部~口縁部ヨコナデ

(j)' 15.8 
内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
② 2.8 明灰 色

縁部ヨコナデ ⑬ 
571 ノノ IJ 84002900 ノF

PL S K102 外面一天井部へラケズリ，体 852851 
④ 3.2 

部~口縁部ヨコナデ

① 13.6 
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 B 縁部ヨコナデ ⑮ 
572 IJ ② 2.9 灰 白 色 IJ 82001775 IJ 

PL. 64 S K089 
④ 2.7 

外面天井部ヘラケズリ，体 851089 

部~口縁部ヨコナデ

内面一天井部~体部上半ナデ，

Fig. 237 A 
(j)' 15.6 体部下半~口縁部ヨコ @ 

573 IJ ② 3.8 暗褐 色 ナデ JJ 84002898 JJ 

PL. 64 S K132 
④ 2.6 外商一天井部へラケズリ，体

852857 

部~口縁部ヨコナデ

(j)' 10.9 内面白灰色
内面一天井部頂部ナデ，天井

Fig. 237 A 
②1.55 

部~口縁部ヨコナデ @ ロクロ
574 IJ Bd 84000472 

PL. 64 S K184 
④1.9 外面灰色

外面天井部へラケズリ，体 850225 回転ー左

部~口縁部ヨコナデ

内面一天井部~口縁部ヨコナ
①， 11.2 デ

Fig. 237 A 
575 IJ 明 灰色 外面←天井部ナデ，体部上半 M 84000268 

PL. S B019 
ヘラケズリ，体部下半② 
~口縁部ヨコナデ

内面天井部~体部上半ナデ，

Fig. 237 B 
①， 10.7 体部下半~口縁部ヨコ

ロクロ
576 JJ 灰 色 ナデ IJ 85000424 

PL. S K094 
外面一天井部ヘラ切り離し，

回転一右
②ー

体部~口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 謂 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 12.4 内 面 白 灰色
内面一天井部ナデ， 体部~口

杯蓋
Fig. 237 C 縁部ヨコナデ ロクロ

577 Bd 84003488 
PL. S K064 

② ー 外面明灰色
外国一天井部へラケズリ，体 回転右

部~口縁部ヨコナデ

① 14.8 内面 明紫灰色
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 C 縁部ヨコナデ
578 11 ② 1.5 11 84003482 11 

PL. S K064 外面一天井部へラケズリ ，体
④ 2.9 外面 明灰色

部~口縁部ヨコナデ

内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 
(1)' 15.0 縁部ヨコナデ

579 11 明灰 色 外面天井部へラケズリ後ナ 11 84001015 
PL. S K154 

② デ，体部~口縁部ヨコ

ナデ

①， 14.4 
内面一体部ナデ，口縁部ヨコ

Fig. 237 A ナデ ロクロ
580 万 明灰 色 11 84001016 

PL S K158 
② -

外面一体部ヘラケズリ後ナデ， 回転ー右

口縁部ヨコナデ

①， 14.1 
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 B 縁部ヨコナデ ロクロ
581 11 明灰 色 11 85000427 

PL. S K094 
② 

外面 天井部へラケズリ，体 回転一左

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 237 
① 16.6 内面一体部~口縁部ヨコナデ

C 
暗紫灰色582 11 11 84003490 

PL S K064 
② 外面体部~口縁部ヨコナデ

① 13.2 
内面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 A 縁部ヨコナデ ロクロ
583 刀 ② 1.55 明青 灰色 11 84003481 

PL. S K184 
④ 2.3 

外面天井部へラケズリ，体 回転右

部~口縁部ヨコナデ

① 13.6 
内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 C 縁部ヨコナデ
584 11 黄 灰色 11 84003486 

PL S K064 外面一天井部へラケズリ，体
② 

部~口縁部ヨコナデ

(D' 14.7 
内 面天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 B 縁部ヨコナデ ロクロ
585 11 暗 灰 色 11 85000414 

PL. S K094 
② 

外面天井部へラケズリ，体 回転右

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 237 C 
Q)' 14.0 内面 体部~口縁部ヨコナデ

586 11 明黄 灰色 刀 84003489 11 
PL S K064 

② 外面一体部~口縁部ヨコナデ

内面一天井部~体部上半ナデ，

Fig. 237 C 
Q)' 13.0 体部下半~口縁部ヨコ

587 11 事L 白 色 ナデ C 84003484 11 
PL S K064 

② 3.7 外商一天井部ヘラケズリ ，体

部~口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

①， 13.0 内面白灰色
内面一天井部ナデ，体部~口

Fig. 237 C 縁部ヨコナデ ロクロ
588 杯葦 C 84003485 

PL. S K064 
@' 3.5 外面明黄灰色

外面一天井部へラケズリ，体 回転ー右

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 238 A 
① 8.7 内面暗紫灰色 内面ー底部~口縁部ヨコナデ

⑫ 
589 杯 ② 4.1 Aaj 84000479 

PL. 65 S K184 850219 
⑤ 6.4 外面暗赤褐色 外面ー底部~口縁部ヨコナデ

C!Y 12.6 
内面一底部中央ナデ，底部

Fig. 238 A ~口縁部ヨコナデ ⑮ 
590 11 ② 5.55 暗灰 色 AaII 84002897 

PL. 65 S K046 外面底部中央ナデ，底部 852877 回転右
⑤， 9.1 

~口縁部ヨコナデ

内面底部中央ナデ，底部

Fig. 238 A 
① 14.6 内面黒灰色 ~口縁部ヨコナデ

⑮ 
591 11 ② 5.7 外面底部へラ切り離し後ナ Ab 84000477 

PL 65 S K184 
デ，体部~口縁部ヨコ

850512 
⑤ 10.5 外面青灰色

ナデ

内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 
W 14.0 

部ヨコナデ @ ロクロ
592 11 ② 5.3 灰 色 H 82001769 

PL. 65 S K089 
@' 9.4 

外面一底部ヘラ切り離し，体 850725 回転ー右

部~口縁部ヨコナデ

① 13.9 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 A 部ヨコナデ ⑮ 
593 11 ② 5.0 明灰 色 M 84002896 11 

PL 65 S K046 
⑤ 10.3 

外商底部ナデ，体部~口縁 852881 

部ヨコナデ

① 
内面ー底部ナデ，体部ヨコナ

Fig. 238 A ア
594 11 ② 灰 色 刀 84000478 

PL. S K184 
⑤， 9.8 

外面一底部ヘラ切り離し後ナ

デ，体部ヨコナデ

内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 
W 13.0 部ヨコナデ

@ 
595 11 ② 4.5 青灰色 外面ー底部ナデ，体部下半へ Ac 82001770 

PL. 65 S K089 
⑤ 8.2 ラケズリ，体部上半

850681 回転左

~口縁部ヨコナデ

内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 
①， 12:2 部ヨコナデ

⑮ 
596 ノf ② 4.5 青灰色 外面底部~体部下半へラケ 刀 82001771 

PL. 65 S K089 
⑤ 8.3 ズリ，体部上半~ロ縁

850701 

部ヨコナデ

W 13.5 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ ロクロ
597 11 ② 3.7 明灰 色 Ad 85000412 

PL. S K094 外面底部ヘラ切り離し，体
⑤ 8.9 

部~口縁部ヨコナデ

内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 
W 10.8 内面明灰色 部ヨコナデ

B 
598 JJ ② 3.4 外面底部~体部下半へラケ 11 84003448 11 

PL. S B029 
⑤ 7.5 外面暗灰色 ズリ，体部上半~口縁

部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 C 
① 13.0 部ヨコナデ

⑮ ロクロ
599 杯 ② 4.15 青 灰色 外面ー底部へラ切り離し後ナ Ad 84003264 

PL. 65 S K064 
⑤ 8.5 デ， 体部~口縁部ヨコ

851188 回転ー右

ナデ

<D' 11.4 
内面一底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ
600 11 ② 3.25 灰 色 11 85000404 

PL S B189 外面底部ナデ，体部~口縁
@' 8.2 

部ヨコナデ

(D' 12.7 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 
② 3.95 灰 色

部ヨコナデ @ ロクロ
601 11 H 85000408 

PL. 65 S K094 
⑤ 8.1 

外面底部ヘラ切り離し，体 852865 回転右

部~口縁部ヨコナデ

(D' 13.4 内面明灰色
内面一底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ
602 11 ② 3.5 11 85000410 

PL. S K094 外面ー底部ナデ，体部~口縁
⑤ 9.1 外面 暗灰色

部ヨコナデ

<D' 12.6 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ ロク ロ
603 11 ② 4.05 明 灰色 11 85000422 

PL S K094 外面底部ナデ，体部~口縁 回転右
@' 8.2 

部ヨコナデ

①， 12.6 
内面底部ナデ， 体部 ~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ
604 11 ② 3.55 明 灰 色 11 85000411 11 

PL. S K094 外面底部ナデ，体部~口縁
@' 9.2 

部ヨコナデ

(D' 13.8 
内面ー底部ナデ，体部~口縁

底部外面
Fig. 238 B 

② 3.95 明灰 色
部ヨコナデ

605 11 11 84000286 にへラ記
PL (K-92) 外面一底部へラ切り離し，体

⑤ 8.8 
部~口縁部ヨコナデ

号

<D' 12.2 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ ⑬ 
606 11 ② 3.9 灰 色 11 85000409 

PL 65 S K094 外面一底部へラ切り 離し，体 852867 
⑤， 9.4 

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 238 B 
(D' 11.6 内面一底部ナデ，体部~口縁

ロクロ
607 ノy ② 4.3 灰 色 部ヨコナデ 11 85000420 

PL. S K094 回転右
⑤ 7.0 外面一体部~口縁部ヨコナデ

(D' 12.2 
内面一底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ
608 11 ② 4.65 灰 色 ノ/ 85000421 11 

PL. S K094 
⑤， 8.5 

外面 底部中央ナデ，底部

~口縁部ヨコナデ

① 12.8 内面 明灰色
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 A 
② 3.9 

部ヨコナデ @ 
609 11 11 84001007 11 

PL. 65 S K163 
⑤ 9.6 外面 暗灰色

外面 底部ヘラ切り離し，体 850215 

部 ~口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

(D' 11.3 
内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 A 部ヨコナデ ⑪ ロクロ
610 杯 灰 色 Ba 84000442 

PL S B199 外面底部へラ切り離し，体 850207 回転ー左
② 2.75 

部~口縁部ヨコナデ

① 10.6 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ
611 )) 暗灰 色 )) 85000413 /ノ

PL. S K094 
② 3.1 

外面底部へラ切り離し，体

部~口縁部ヨコナデ

CD' 10.7 
内面ー底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 A 部ヨコナデ ⑫ 
612 )) 灰 色 Bb 84000475 M 

PL. 66 S K184 外面底部へラ切り離し，体 850221 
② 3.5 

部~口縁部ヨコナデ

① 14.6 内面明灰色
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 A 部ヨコナデ ⑮ ロクロ
613 )) H 85000101 

PL. 66 S K115 
② 4.25 

外面ー底部ヘラ切り離し，体 852875 回転ー右
外面褐灰色

部~口縁部ヨコナデ

CD' 14.4 
内面一底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 A 部ヨコナデ ⑮ 
614 )) 明灰 色 Bc 85000102 11 

PL. 66 S K101 外面底部ナデ，体部~口縁 852883 
② 3.4 

部ヨコナデ

(D' 16.8 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 罰百ヨコナデ
615 )) 灰 白 色 M 82001774 

PL. S K089 
② 4.55 

外面底部へラケズリ，体部

~口縁部ヨコナデ

内面ー底部ナデ，体部~口縁 底部外面

Fig. 238 A 
① 15.75 

部ヨコナデ
にへラ記

616 )) 白 灰色 Bd 84000813 号
PL. S K142 

② 3.1 
外面ー底部へラ切り離し，体

ロクロ
部~口縁部ヨコナデ 回転ー右

CD' 15.5 
内面底部ナデ，体部~口縁

Fig. 238 B 部ヨコナデ ⑮ ロクロ
617 )) 灰 白色 ノ/ 82001773 

PL. S K089 
② 3.4 

外面底部へラ切り離し，体 851095 回転ー左

部~口縁部ヨコナデ

Fig. 238 
(D' 14:6 内面暗灰色 内面体部~口縁部ヨコナデ

/ノ
A 

618 Be 81001834 
PL S K037 

②ー 外面黒灰色 外面体部~口縁部ヨコナデ

内面底部ナデ，体部~ロ縁

Fig. 238 B 
① 24.2 部ヨコナデ

619 皿 灰 色 外面ー底部~体部下半ナデ， Aa 85000419 
PL S K094 

体部上半~口縁部ヨコ② 4.0 
ナデ

CD' 17.4 内面一底部~口縁部ヨコナデ
⑬ Fig. 238 A 

620 )) 白 灰 色 外面底部へラ切り離し，体 Ab 84000485 
PL. 66 S K184 

②1.65 
850584 

部~口縁部ヨコナデ
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番号 器種
挿図番号

図版番号
出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

Fig. 239 B 
(j)' 36.0 内面 口頚部ヨコナデ

621 婆 暗灰色 85000416 
PL. S K094 

② 外面一口頚部ヨコナデ

①， 19.2 内面白灰色 内面一口頭部ヨコナデ
Fig. 239 A 

622 11 84000287 
PL. (J -124) 

② 外面暗灰色 外面一口頚部ヨコナデ

Fig. 239 B 
(j)' 24.8 内面頚部ナデ，口縁部ヨコ

623 11 暗灰 色 ナデ 85000417 
PL. S K094 

② 外面一口頭部ヨコナデ

Fig. 239 
①， 11.0 内面 口頚部ヨコナデ

⑬ A 
624 刀 白 灰色 84000480 

PL S K184 
②ー

850478 
外面一口頭部ヨコ ナデ

Fig. 239 
(j)' 20.0 内面一口頚部ヨコナデ

B 
暗灰 色625 11 85000418 

PL S K094 
② 外面一口頚部ヨコナデ

(j)' 27.0 内面一口頚部ヨコナデ
Fig. 239 B 

白 色 外面頚部カキ目.口縁部ヨ626 M 灰 82001782 
PL S K089 

② コナデ

査
Fig. 239 

①， 10.6 

輔内面 Z君部f主fiリ詩省痕型?P緑24 2 ⑮ 
(長頚

A 
② 暗灰色627 84000552 

壷)
PL. 66 S K184 

⑤ 12.9 
850568 

シ上手 痕，口 ， 部ヨ
コナ

Fig. 239 A 
① 内面明灰色 内面体部ヨコナデ

628 }} ② 外面一体部下半へラケズリ， 85000114 
PL. S K104 

@' 20.5 外面暗灰色 体部上半ヨコナデ

(j)' 16.0 
内面一体部~口縁部ヨコナデ

Fig. 239 B 外面体部下半ヘラケズリ，
629 鉢 青灰 色 82001778 

PL S K089 
② 

体部上半~口縁部ヨコ

ナデ

(j)' 15.6 内面 暗町灰色
内面一体部上半~口縁部ヨコ

Fig. 239 A ナデ
630 }} 84003465 

PL S B192 
② 

外面体部上半~ロ縁部ヨコ
外面暗灰色

ナデ
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Tab. 9 下石動遺跡出土黒色土器・磁器一覧表

(法量 ①口径三tT32221 (写真登録番号⑬ 4x 5インチサイズ)

番号 器種
挿図番号

出土地点 I去 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

① 内面黒色
内面底部~体部下半へラミ

椀
Fig. 241 A 

② 
ガキ ⑮ 

631 84000468 
PL S K184 外面底部ナデ，体部下半不 850492 

③， 7.2 外面灰褐色
明

①， 14.7 内面黒色 内面へラミガキ
@ Fig. 241 A 

② 5.4 外面底部ナデ，体部~口縁632 !! 82001328 
PL. 66 S K099 

③， 8.0 外面灰白色 部ヨコナデ
851025 

CD' 14.6 内面黒色 内面ーへラミガキ
@ Fig. 241 A 

② 5.7 外商ー底部ナデ，体部~口縁633 !! 82001329 
PL. 66 S K099 851035 

③ 7.3 外面灰色 部ヘラミガキ

CD' 14.2 内面黒色
内面底部~体部下半へラミ

Fig. 241 A ガキ
634 H ③ 4.1 84000300 

PL. (L-1l5) 外面底部ナデ，体部下半不
③ 5.9 外面黒褐色

明

① 16.1 
内面ー底部~口縁部へラミガ

Fig. 241 A キ ⑮ 
635 !! ② 6.1 黒 灰 色 84000289 

PL 66 (Q-1ω) 
③ 7.9 

外面底部ナデ，体部~口縁 850510 

部へラミガキ

Fig. 241 A 
① 内面ー底部ヨコナデ

636 !! ②ー 乳 褐 色 84001002 
PL (P-121l 

③ 4.4 外面底部ヨコナデ
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Tab.10 下石動遺跡出土遺物番号表

遺富畠 土 器 石 器

型書 縄文土器: 弥生 土器 土 師 器 須 恵 器 石製品 鉄製品

S B002 104・111.117・118・126・ 222 

135・161

S B003 141 262・268・269・301・302・306・ 58・65・73・220・396
316・357・358

S B004 88 267・326・328・414 53 

S B005 119・127 50 

S B006 101・128 67・69

S B007 86 329 

S B009 227 

S BOI0 

: 78 : 367 

S B013 : 388 

S B014 : 239・243・245・246・251・256- : 389 

259・261・263・264・266・296・

312・319・337・352・361

S B015 22 

S B016 199 240・241・248・341・342・362 390・567 I 66・236
S B017 105・136

S B019 575 

S B020 47 252・292

S B021 416・427・446・532 564 

S B022 291・294・338・348 372・383・385

S B023 100.106・113・120・164・

172・187

S B024 129 ， 242・247・281・297・298・310・
311・313・320・322・323・325・

335・336

S B026 249・280・299・307・317・321・

327・33、0・340・350・354・360
S B027 79・90・99・149

S B029 344・418 : 598 

S B031 305・315・349・363・365・366・'
496・553

S B032 265・270・303・309

S K034 107・121・122・130・131・

177・190

S K037 : 275・347・411・444・518・519 : 560・618

S K038 

S K042 89・94・96

S K043 197 

S K045 

S K046 ; 271・272・279・283・295・314・;590・593 71・234

: 486・515・531

S K047 82・114・144・150・155・

156・162・180-183

S K048 81・151・152・157-159

S K054 

S K055 

: 533 
S K064 : 420・428・488・489・502・506・ 577・578・582・584・586-588・

510・523・524・526・548・552・ 599

554 

S K065 254・447・487

647 

S K076 331・332・334

S K079 339 

SK082 474 

S K085 324 : 556 

S K086 436・438

S K087 437・439・440・475・476・482・

504・505

S K088 544 

S K089 434・441・453・456-459・466 : 572・592・595・596・617・626・

.478-480・必4・493・494・525 : 629 

.534・537-540・臼3・550・551
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土 器

;里一|土製品|

石 器

弥生土器: 土 面市 器 須 恵 器 石 製 品 鉄製品

: 287・289・290

: 274 

S K092 ι273 : 373 

S K094 : 401・452・455・516・528・535・ 557・563・569・576・581・585・

536・555 597 ・ 601~604・ 606~608 ・

611・619・621・623・625

S K095 

SK098 194・202

S B099 

S KIOI : 614 

S KI02 170 410・422・483・509・530・546 : 571 

S KI04 : 628 

S KI07 545 

S KIIO 497 

S KIII 84 : 381 

S KII4 7ト 77・85・93・1ω・I!O・ 353・541
116・ 123~125・ 132~

134・138・139・147・163・

167・173・174・176・179・

184・186・188・192・195・

198・203

S KII5 : 412・498 ， 376・382・613
S KII9 83・137・140・148・175

S KI21 168・185
S KI22 48 

S KI32 413・460・469・471 : 573 I 54 
S KI33 97・102・103 282・368・508

S KI34 364・408・419・429・445・462・

463・468・472・517・529

S KI38 461・501

S KI41 284 

S KI42 285・547

S KI49 91・108'115・145・146・ 207・208

153・154・160・165・166・

169・178・193

S KI52 1~21 

S KI54 ， 579 
S KI55 355・527・549

S KI58 : 580 

S KI63 405・464・465・520 : 609 

S KI65 80 

S KI70 98 

S KI71 23~30 

S KI79 31~34 

S KI81 200 

S KI83 35~43 

S KI84 : 402・406・421・423・425・426・ 559・561・562・565・566・570・:631 

435・450・451・467・470・473・ 574・583・589・591・594・612・ 645 

481・ 490~492・ 499・ 500・ 503・ 620'624 ・ 627

507，'.511・513・514・521

S BI87 : 278 391 

S BI88 

S BI89 ， 415 558・568・600

S BI92 49 630 

S BI93 87・95・112・142

S BI94 171 

S BI96 403・417・432・433・522

S BI99 253・286・288・293 : 374・375・377・384・386・610

S B200 1223 

S B201 44~46 : 143 404・409・454・485

S B209 189 

S D216 

S D217 

S D225 260・304・351
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4.小結

下石動遺跡の調査における遺構および遺物の状況は以上のとおりであり，遺構に関しては弥

生・古墳・歴史の各時代色遺物には縄文・弥生・古墳・歴史の各時代を，それぞれ充てるこ

とができょう。以下には，それらの時代における，この調査区域の状況について概括してみる。

縄文時代

遺構を検出できていないため，詳述することはできないが，遺物としては条痕文・員殻文・

縄文・曽畑式などの土器片を約50点と，尖頭器・石鉱・削器などの石器を発掘している。土器

は型式編年からすると，前期後半から中期のものである。また，それらのほとんどは深鉢と考

えられる。ただ l点 (Fig.195~30) だけは土器片を加工したもので，ていねいに打ち欠いて円

盤状にして，再利用している。県下で，類例をみないものである。

弥生時代

調査にあたっては，現在の道路や溝により便宜的に東からA・B・C地区と設定していた。

調査においても， A地区と B地区， B地区と C地区，のそれぞれの聞に，やや幅の広い川状の

遺構を検出しており，過去においても，地域をわけるひとつの境と考えてよいようであり，当

初の地区設定はそのまま用いることにする。

まず， A地区の地形をみると，前述のように地区の西端には， S D219とSD217とした溝跡

が南北方向にはしる。幅約 3mである。その東側は南へゆるやかにのびる微高地をなしてお

り，他のB・C地区よりもやや小高い。 B地区はその東端に SD226溝跡が，西端に SD220・

S D221溝跡が，それぞれやはり南北方向にはしる。東端の SD226溝跡はかなり幅がひろし

最大幅19mにも及んで、いる。規模や位置から考えると， S D226溝跡が本流で， A地区の SD219 

溝跡はその一支流だったことも想定できょう。さて，それら溝跡に挟まれたB地区の地形であ

るが，北から南へかけてはほぼ平坦であり，比高差はほとんどみられない。地区の東側が， S 

D226溝跡の影響によるものか，やや等高線がみだれているぐらいである。また， C地区にも B

地区と同じような状況で，東側にわずかに小高いところがみられるが，やはりほとんど平坦で

ある。

このように，全体としてはそれほどの地形的な変化をもたない地域であるが，検出した遺構

の分布に関しては，各地区で明らかに違いを示している。

いま，弥生時代の遺構としては，竪穴式住居跡と土墳を確認しているが，そのほとんどはA

地区に集中しており，他はB地区に SB030住居跡が 1軒だけ分布しているにすぎないのであ

る。また，その 2地区にわかれる遺構は時期をも違えており， A地区のは中期前半， B地区の
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は後期後半とされている。つまり，概略すると，中期前半にはA地区で住居を中心に営まれて

いたが，それは長く存続せずにいったん途絶え，後期後半には西のB地区が再び住居の区域と

してわずかに利用された，と考えられよう。ただ，これら遺構の分布が地域あるいは時期によっ

て，なぜこれほどまでの状況を示すのかは，明らかにできていない。

つぎに個々の遺構をみることにする。まず，竪穴式住居跡は，その平面に長楕円形・隅丸長

方形→円形という変化をたどれるが，そのなかでもっとも軒数が多い円形の住居跡(9軒)に

ついて考えると，規模的には， A地区西側に東西方向に並ぶSBOl1 . S B012住居跡がやや大

きいぐらいであり，大小差はそれほどないようである。直径としては 4， 5~6 m，床面積に

すると 20~30m2，の範囲のものである。構造的には，主柱穴を確認しており，その数は 4~8

である。 一定していないが 6個ぐらいのものが多い。それらには，柱痕まで検出できた柱穴

もあるが，平均して太さ 15cmほどの丸太であったようで，意外と細い。また，平面が長楕円形

のSB202・SB204住居跡や，隅丸長方形の SBOIO. S B020・SB205住居跡でも柱穴を確認

しているが，円形のものが床面に丸形に配置し規則的なのに比べて，その数は少なく，床面へ

の掘り込みはあまりみられない。

土壌は，平面形が明確なものは 5タイプにわかれ，それに不整形なものが加わる。断面形も

概して 2タイプにわかれる。それらのなかで，平面が長方形あるいは方形で断面が平坦な墳底

から壁をほぼまっすぐに立ち上がらせるタイプのものは，いわゆる貯蔵穴と考えられよう。た

だ，それら貯蔵穴のなかには墳底に柱穴らしき小穴を掘り込んだものがみられる。何らかの上

部構造と関連したものであろうか。また，平面が不整形なものには，土器の破片が多く混じっ

ている。断面も浅く掘り込んだものであり，しっかりした壁をつくっておらず，土器などの廃

棄壊として利用されたものであろう。

古墳時代

古墳時代においても，弥生時代と同様で地形的には大きな変化はない。また，弥生時代にA

~C の各地区を分断していたいくつかの溝跡も，やはり存在していたようである。ただ，遺構

の分布からみると，この地域での居住区域は弥生時代に比べると明らかにそれをこえて広がっ

ており， A地区だけでなく B地区にも住居跡や土壌を検出しているし，さらにC地区にも 1基

だげではあるが土壌を確認している。

それら遺構のなかで，土墳は弥生時代あるいは歴史時代に比べて，大変少ない。また，検出

した土壌は，弥生時代における土壌のなかでの廃棄を目的としたタイプのものと，形状や遺物

の出土状況を同様にするものである。

住居跡は，その規模にかなりの違いがあるが，構造としては規模にかかわりなしいずれも

住居跡の平面にあわせて方形に 4本の主柱を立て，上屋を築くものを基本としている。 SB

-264-



014・SB0l6住居跡などで柱痕も確認しているが，直径20cmほどの丸太を用いている。

それらの遺構から出土した遺物は，土師器がほとんどであるが，須恵、器と共伴しているもの

もある。本報告書のIII-3. (P. 302~304) に参考資料として，いくつかの遺構から出土した

ものをまとめているが，S B014・SB016・SB024・SB 026. S B 003住居跡の遺物と，S B 

031・SB022・SB199住居跡の遺物には，若干の形態差が認められ，時期も少し異なるようで

ある。いま，それらについての若干の比較検討をするために，県内での古墳時代の住居跡およ
註22 註23

び土墳を中心に出土例をさぐってみると，鳥栖市梅坂炭化米遺跡 ・平原遺跡，上峰村屋形原
註24 註25 註26 註27 註28

遺跡，北茂安町宝満谷遺跡，三田川町下中杖遺跡，東脊振村松の森遺跡 ・浦田遺跡 ・タヶ里
註29 註30 註31 註32 註33 註34

遺跡，神埼町船塚遺跡 ・志波屋六本松遺跡 ・切畑遺跡，三日月町杉町遺跡，小城町天神軒遺跡、

などをあげる ことができょう。とくに浦田遺跡の住居跡出土のものは，須恵器と土師器が共伴

しており ，良好な資料と思われるが，それらからすると，本遺跡で古墳時代の遺物としたもの

のなかで，先の前者の住居跡群に属するものは 6世紀前半，後者のは 6世紀後半と大概考えて

いる。

歴史時代

弥生時代から下って歴史時代となっても，地形的に大きな変化はない。ただ，この時期にな

ると弥生時代からの溝跡に加えて， 明らかに人の手により掘削された溝跡を， A地区でも B地

区でも確認できる。それらの溝跡を他の遺構との配置関係でみてみると，注目すべき状況を示

している。

まずA地区においては，西端は SD219・SD217溝跡により以前から限られていたが，この

時代になると東および南側にも，さらにひとつの境を設けていたようであり ，S D216とした溝

跡をめぐらせている。この溝跡は，地区の東端を南へ下り，そしてその南東隅で大きく西方へ

向きを曲げ，さ らに SD217溝跡の近くまでの，延長約80m (地区内)にもおよぶものである。

が，このように方向を変えたり ，他の溝跡に継ぐという状況からすると，計画的に掘られた可

能性が強い。それは他の遺構(住居跡・土壌)の配置からも推測できる。これらは， S K154土

壌を除いて，すべてこの SD216溝跡の西および北側にみられるのである。つまり ，以上のこと

からすると，歴史時代においても A地区は依然として居住区域であったが，その区域を西側は

S D219・SD217溝跡で，東および南側は SD216溝跡で，大きく囲んでbいたことが想定でき

る。

またB地区においても，やはり A地区と同じような状況がみられる。遺構 (住居跡 ・掘立柱

建物跡・土壌)は地区の東側に集中しているが，この居住区域を東端は SD226溝跡で限り ，そ

して西側は新たに SD224溝跡を北から南へ配置し，それぞれ区画しているのである。 SD224 

溝跡より西側には遺構はみられなしh ただ，A地区とやや状況が異なるのは，南側を限る遺構
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がB地区のなかでは今のところ検出されていないことである。また，歴史時代に新たに配置さ

れたA地区の SD216溝跡と B地区のSD224溝跡を比較してみると，溝跡の幅・深さなどの規

模はほぼ同じようであるが，その周辺の状況がやや異なる。それは， S D216溝跡ではそれほど

でもないが， S D224溝跡では東壁近く(居住区域側)に多数の小穴が検出されているのに対

し，西壁側ではまったくそれがみられないことである。それら小穴は，溝跡の北端から南端ま

でかなり集中しており，またこのB地区で検出された他の小穴群と比べてもその密度は高い。

このようなことから，これら小穴は SD224溝跡と関連したもののようであり ，I柵列Jの構築

などが想定される。

さて，以上のような状況が歴史時代の遺構からは検討できるわけであるが，その時期につい

ては多量に出土した遺物(主に土師器・須恵器)から考えてみたい。本報告書の皿-4. (P. 

305~307) に参考資料として，いくつかの遺構から出土したものをまとめているが，県内にお
註お

ける歴史時代の住居跡および土墳を中心に主な類例をさぐってみると，鳥栖市本川原遺跡，中
註36 註37 鼓38

原町姫方原遺跡F地区，北茂安町宝満谷遺跡，東脊振村浦田遺跡，三田川町下中杖遺跡，相知
註39 註40

町伊岐佐伊良尾遺跡，塩田町大黒町遺跡などがあげられよう。そして，それらからの出土遺物

と比較検討をしてみると，本遺跡の歴史時代の遺物としたものについては，須恵器の杯蓋Aa・

Ab類，杯Ba類，土師器の鉢D類など，いくらかの遺物にやや先行するものがあるものの，

ほとんどは 8世紀前半から中ごろにかけての奈良時代のものと考えている。また， S K099土壌

からわずかに黒色土器が出土しているが，この遺物が下石動遺跡のほぼ終りの時期を示してい
註41 註42

るようであり，神埼町尾崎利回遺跡，諸富町徳富権現堂遺跡の例からすると平安時代後半とみ

られる。

以上のように，本遺跡の状況を弥生時代から歴史時代まで概観してきたが，この地域はその

規模に変化はみられるものの，長 く居住区域としての役割を果たしてきたようである。今後は

さらに周辺へ調査を広げ，この下石動地域の「集落Jの問題へと進めねばならないが，そのた

めには，ひとつはこの調査でまったく確認されなかった墓制に関する資料が要求されよう。
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つつみいっ ほ。ん くろ き

堤 一本黒木遺跡

遺跡名:堤一本黒木遺跡(略号T1 K) 

所在地:三養基郡上峰村大字堤字一本黒木

-267-



堤一本黒木遺跡

1.遺跡の概要

堤一本黒木遺跡は，三養基郡上峰村大字堤字一本黒木に所在する。地形からみると，脊振山

地南麓の鎮西山(標高200m)から南西方向に派生した， 二塚山丘陵と通称される低く長い丘陵

上(標高約40m)に位置している。下石動遺跡の東側にみえる丘陵である。この丘陵は現在，北

側を県道鳥栖 川久保線が，南側を国道34号線が，東西方向に横切っているため，地形が分断

されているが，もとは南へ約4.5kmものびる長い丘陵であった。ただ，この丘陵において，北側

と南側では地形的に少し異なっている。丘陵北側では，山地からの尾根続きで，また小さな谷

が東西方向から入り込んでいるため，南側ほどの平坦地形は少なく，地形が複雑に連なり傾斜

Fig.243 上峰村堤地区周辺地形図
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面が多くみられるのに対し，南側では，丘陵頂部の平坦地から低平な平野部にかけてゆるやか

な広がりをもつような地形が多い。

このような地形において，遺跡の分布状況をみてみると，周辺地域と同じように，やはり平

坦地が広がっている丘陵南側に，多く遺跡が分布しており，それも規模の大きなものが多いの

に対し，丘陵北側には比較的規模の小さな遺跡しか点在していないようである (Fig.1)。例え

ば，丘陵南側では，二塚山遺跡群(大規模な墳墓群，舶載鏡 ・貝釧|・青銅製鋤先 ・鉄矛などが

出土)，一本谷遺跡(弥生時代の集落跡)，切通遺跡(聾棺墓，銅剣・貝釧が出土)などがみら

れるが，北側では，鎮西山南麓古墳群，屋形原古墳群，屋形原遺跡などにすぎない，という状

況である。

なお，この丘陵周辺には，東側に堤土塁跡，船石遺跡，上地遺跡，西側に下石動遺跡，西石

動遺跡，西前田遺跡などの遺跡が分布しているが，概して弥生時代から古墳時代にかけての遺

跡が多しこの時期の地域の中心のひとつであったようである。

この堤一本黒木遺跡も弥生時代の遺跡である。丘陵北端の微高地(標高約67m)で，南側は小

さく入り込む谷地形，東・西側は傾斜地形となっており，地形的には北側の丘陵部とゆるやか

に尾根状に続いているようである (Fig.243・244，PL. 68・69)。一帯は狭く ，平坦なところが
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弥生時代の土壊を 3基である。しかし，これらの遺構のうち 2基は平坦地ではなく，傾斜面上

にあるなど，やはりこの時代の土墳の立地としては，通有でないようなところである (Fig.

245， PL. 70)。

遺構の残存状況は良くない。また，遺物はすべて土器であったが，これも磨滅したものが多

しユ。

2.遺構

本調査区で確認できた遺構は，土墳 3基だけである。残存する遺構の平面形や規模などの状

況からは，これらを住居跡とも考えられないことはないが，明確に柱穴とされる遺構が検出で

きなかったこと，傾斜面上という立地的なこと，また各遺構からいくつか土器も出土している

が，すべて磨滅がひどしその形態をとらえられないものが多いため，これらからも遺構の性

格をとらえる資料とはしにくいこと，などから一応 3基の遺構を SKOl~03土壌としておきた

し〉。

S KOl土壌は微高地の最高所，狭い平坦地にあるが， S K02土壌はその東側傾斜面に下ると

ころ，また SK03土墳はその傾斜面の途中，にそれぞれ位置している。

Fig. 245 堤一本黒木遺跡遺構配置図
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Fig.246 堤一本黒木遺跡SKOl土墳実測図

S KOl土墳 (Fig.246， PL. 71-1) 

調査区での最高所，微高地の狭い平坦部の南側に位置している。かなり削平されているよう

で，土壌の南辺と東辺の状況から平面は方形であったのかとも考えられるが，他の各辺が不整

形であり，はっきりしない。最大長4.6m，最大幅3.9m，で他の 2基に比べて規模は大きい。深

さはO.15mしかない。底面は中央部分がやや低いが，ほぽ平坦である。この底面の南側部分に

だけ穴がみられる。 4か所であるが，そのうちの 2個は不整形である。深さはいずれもO.lmほ

どしかなしかなり浅い。また，底面にはところどころ炭化物がみられ，埋土中にも混ってい

る。遺物はすべて土器で，埋土中からのものが多い。表面がかなり剥離しており，残存状態は

大変悪い。査・聾・高杯などの弥生土器である。
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Fig.247 堤一本黒木遺跡SK02土壌実測図

S K02土壌 (Fig.247， PL. 71-2) 

調査区のほぼ中央，微高地の平坦部から東側傾斜面へ下りかげたところに位置している。こ

の土墳はこのように傾斜面を掘り下げて造られており，斜面低位にあたる東側の壁部分はない。

平面は隅丸長方形である。南北の長辺3.9m，東西の短辺2.5m。深さは，西壁近くの深いところ

でO.45m。底面はほぼ平坦であるが，全体的に東側へわず、かに傾いている。この底面には 3個の

穴がみられる。西壁に接してやや南寄りに 1個，土壌中央やや東側に 1個，それにその穴と並

んで東側に 1 個である。深さはO.1~O.2m ほどで，やはりかなり浅い。この土壌では底面全体

に炭化物がみられ，密に集中しているところもある。遺物はすべて土器で，ほとんど埋土中か

ら出土している。表面がかなり剥離しており，残存状態は良くない。聾 ・鉢・高杯などの弥生

土器である。
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Fig.248 堤一本黒木遺跡SK03土壌実測図

S K03土塀 (Fig.248， PL. 71-3 ) 

、¥

一一一 L=64.6m 

2 m 

調査区のやや東側， S K02土壌よ りさらに東側傾斜面を約 9m下ったところに位置してい

る。この土壊も SK02土壌と 同じく ，傾斜面を掘り下げて造られており ，斜面低位にあたる東

側の壁部分はない。平面の現状は隅丸の台形であるが，南側半分はやや削平されており，復元

すると SK02土墳と同じような長方形か。南北の長辺2.7m，東西(北壁部)の短辺2.2m。深さ

は，西壁の近くの深いところでO.4m。底面はほぼ平坦であるが，全体的に東側へわず、かに傾い

ている。この底面には 4個の穴がみられる。土壌の南側に 3個，中央やや北側に 1個である。

深さはO.05"'O.15mほどで，かなり浅い。この土壌にもやはり底面や埋土中に炭化物がみられ

る。遺物はすべて土器で，ほとんど埋土中からであるが，穴にもみられる。表面がかなり剥離

しており，残存状態は良くない。聾 ・鉢・甑・高杯などの弥生土器である。
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3.遺 物

この遺跡の遺構の残存状況はあまり良好ではなかったが，出土した遺物も残存状況は良くな

かった。特に SK01 ・02土壌のものは，磨滅や破損がかなりひどく，小破片が多いため，その

ほとんどが図示不可能であった。以下に遺物を示すが，すべて弥生土器である。 1~9 は SK

03土壌， 10はSK02土墳，からそれぞれ出土している。

弥生土器 (Fig.249-1 ~ 10) 

聾(1---..5)

1・2はいずれも長胴の聾である。 lは胴部下半を欠くが，やや大型である。やはり胴部の

張りはあまりなく，ゆるやかに内湾しながらのびる。頭部にかけてのしまりは弱い。境に一条

の突帯がめぐる。口頚部は外反しながら，上外方に大きく聞く。口縁端部は平坦である。器壁

は，胴部がかなりうすい。胴部の調整は，内外面ともナデ。口径32.6cillo 2は胴部のみで，胴

部中央に最大径をとるが張りは強くなく，ゆるやかに内湾しながらつづく。胴部の調整は，内

外面ともナデか。 3~5 は底部のみである。 3 は台付のもので，底部は丸い。底部から体部に

かけてもゆるやかに内湾しながら，上外方に聞いていく。 4は底部がやや平坦である。体部に

かけてはやや折れて，境はやや明瞭で、ある。体部はわずかに内湾しながら，上外方にのびる。

器壁は，底部がややうすい。体部の調整は，内面ハケ目，外面ナデ。 5は器形の特徴はほぼ4

に同じである。体部の聞きがやや大きい。器壁は，やはり底部がややうすい。体部の調整は，

内面ナデ，外面ナデ。

高杯(6 ) 

6は復元の器形である。杯の底部は狭く，やや丸みをもっ。体部もやや内湾しながら，上外

方に大きく開く。口頚部にかけては強く折れ，境にやや不明瞭だが，稜をもっ。口頭部はやや

外反しながら，上方へやや立ちあがる。口縁端部は，やや平坦である。脚部は，ゆるやかに外

反しながら下外方へのび，脚裾部では大きく外方へ開く。裾端部は平坦である。器壁は，口頚

部がやや厚く，他はほぼ同じ厚さである。杯部の調整は，内外面ともナデ。脚部は，内面ナデ，

外面不明。口径22.8cill。

鉢(7---..9)

7はいわゆる手担ねの土器である。器面全体の凹凸がひどい。口径7.3cillo 8は底部を欠く。

体部はゆるやかに内湾しながら，口縁部までつづく。上外方にあまり聞かず，やや立ちあがる。

体部の調整は不明。口径13.2cillo 9は体部上半を欠く。底部は平坦である。体部にかけては強
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Fig.249 堤一本黒木遺跡出土遺物実測図

く折れ，境は明瞭である。体部はわずかに内湾するが，ほぽ直線的にのびる。上外方にあまり

聞かない。器壁は，底部がかなり厚い。体部の調整は，内面ナデ，外面ハケ目。

甑(10)

10は底部に孔をひとつ穿つ。 底部はやや平坦であるが，かなり狭い。体部にかけての境はあ
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まり明瞭でなく ，底部から体部にかげで，ゆるやかに内湾しながら，上外方に聞く。口縁部は，

内側にやや折れる。口縁端部はやや丸い。器壁は，全体的にやや厚い。調整はおもに指押さえ

でおこなっており，器面全体にかなり 凹凸がみられる。口径16.2cm。

Tab.11 堤一本黒木遺跡出土弥生土器一覧表

番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整
図版番号

①， 32.6 内面ー胴部上半ナデ，口頭部

l 護
Fig. 249 

S K03 黄褐 色
ヨコナデ

PL. 外面ー胴部上半ナデ，口頚部
② ー ヨコナデ

① ー
内面 』同部ナデ，頚部ヨコナ

2 
Fig. 249 

S K02 黄褐 色
デ

M 
PL 外面一胴部ナデ，頚部ヨ コナ

② ー デ

① ー 内面ー不明

3 11 
Fig. 249 

S K03 明黄燈色
PL. 

②一 外面ー不明

①ー 内面底部~胴部下半ノ、ヶ目

4 M 
Fig. 249 

S K03 貧褐 色
PL 

② ー 外面底部~胴部下半ナデか

① ー 内面一底部~胴部下半ナデ

5 11 
Fig. 249 

S K03 黄燈 色
PL. 

② ー 外面底部~胴部下半ナデ

Fig. 249 
CiY 22.8 内面ー脚ナ部デシ杯事ポ口底縁:リ痕杯部部脚杯裾体~ナ杯部部デ

6 高杯 S K03 ② 21.0 明燈色
外面ー脚体ナナ部部デデ，不ナ ， 口底縁ヨ部部コヨコPL. 

③， 18.2 

① 7.3 内面ーナデ(指頭調整)

7 鉢
Fig. 249 

S K03 黄褐色
PL 

②， n5  外商ーナデ(指頭調整)

CiY 13.2 内面不明

8 11 
Fig. 249 

S K03 明 黄 褐色
PL. 

② ー 外面ー不明

① ー 内面 底部~体部下半ナデ

9 M 
Fig. 249 

S K03 明黄櫨色 外商底部ナデ，体部下半ハ
PL. 

② ー ケ目

① 16.2 内面ーナデ(指頭調整)

10 甑
Fig. 249 

S K03 貧補色
PL. 

② 外面ーナデ(指頭調整)
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(法量①口径②器高③脚裾部径)
※0'は復元法量 j

分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考

85002401 

85002407 

85001091 

85002406 

85002405 

85001093 

85001094 

85001099 

85001090 

85001092 



4.小結

堤一本黒木遺跡の所在する丘陵は，さらに南へと裾野を広げるが，その低平な丘陵は二塚山

丘陵と称されている。この二塚山丘陵での過去の調査においては，弥生時代の聾棺墓159墓・土

壌墓89基・箱式石棺墓 6基，という多数の墓跡を検出しており，広く墓域として使われた地域

であったことが確認されている。しかし，堤一本黒木遺跡においては，調査区域の制限はあっ

たものの，弥生時代の土壌をわずか 3基だけ検出したにすぎない。この結果から，端的に考え

ると，逆に弥生時代における二塚山という地域の土地利用に関して，その重要性を強くうかが

わせているようである。

さて，それら 3基の土墳であるが， S K01土墳はやや狭いが平坦地に， S K02・03土墳は丘

陵の斜面上にそれぞれ位置している。すべて平面はやや不整形であるが， S K02・03土壌の状

況より，隅丸の方形を基本としていたようである。墳内においては，すべての土墳の埋土に多

量の炭化物が混じり，特に墳底においては焼土と炭化物がかなり集中してみられるなど，いわ

ば焼失した状況がみうけられる。このように，これら土壌については，立地・構造・検出状況

などに特異な状況が多い。

ただ，出土した遺物に関しては全て磨滅しており，表面の調整方法さえも判明しないほどで

あるが，その器種は聾・高杯・鉢であり，日常の容器類しかみられない。弥生時代後期後半ご

ろのものか。

以上の遺構・遺物の様子から，この土壌の性格を判断することは大変難しい。祭杷的要素も

みられないし，住居的な構造を考えるにしても，得られた資料からの想定はしにくい。周辺地

域の調査を待ちたい。
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たに わたり

，，~、

'口可 渡 古 墳

遺跡名:谷渡古墳群(略号TNW)
所在地:三養基郡上峰村大字堤字谷渡
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谷渡古墳群

1.遺跡の概要

谷渡古墳群は三養基郡上峰村大字堤字谷渡に所在する。地形からみると，脊振山地南麓の鷹

取山(標高403m)から南方向に派生した丘陵の，頂部に位置している。後述する一本桜古墳群

の分布する丘陵の，西側の丘陵である。

これら脊振山地南麓の丘陵地域は，佐賀県下でも有数の遺跡分布地であり，とくに弥生時代

から古墳時代にかげでのものが多い (Fig.250)。この古墳時代のものでは，やはり古墳が中心

であるが，それらはいわゆる群集墳を形成している例がほとんどである。地域の群集墳として

は，宮山北方古墳群，小弐山古墳群，白虎谷古墳群，二本柳古墳群，鎮西山南麓古墳群，奥の

院古墳群，などがあげられよう。未発掘のものが多いが，いくつかの調査による資料から，い

l 谷渡古墳群 8 新立古墳群 15 上石動古墳群 22 

2 一本桜古墳群 9 二本柳古墳群 16 西石動古墳群 23 

3 大塚古墳群 10 鎮西山南麓古墳群 17 二塚山遺跡 24 船石遺跡

4 白虎谷古墳群 11 屋形原古墳群 18 下石動遺跡 25 上地遺跡

5 山田古墳群 12 伊勢塚 19 堤一本黒木遺跡 26 姫方遺跡

6 香田遺跡 13 下三津前方後円墳 20 西石動遺跡 27 姫方原遺跡

7 奥の院古墳群 14 西一本杉遺跡 21 タヶ里遺跡

Fig.250 上峰村周辺遺跡分布図
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まのところ，それらの築造時期は古墳時代後期を中心に考えられ，それより湖るとみられる古

墳は，この地域では数少ないようである。中原町蓑原の雄塚(竪穴式石室か)・雌塚(円墳，蝶

榔)，東脊振村石動の西一本杉遺跡(円墳，石棺・木棺)，などであろうか。ただ，これらの他

に中原町姫方遺跡，姫方原遺跡，上峰村二塚山遺跡群の五本谷遺跡などで，方形周溝墓とされ

るものが確認されている。

谷渡古墳群は，これら群集墳のひとつである。この古墳群が立地するところは，南へのびる

小丘陵(標高約73m)で，丘陵としては幅40mぐらいしかなし狭く，細長い。この丘陵は，北

から南へなだらかに傾斜していくが，先端部では再び小高くなっており，起伏がみられる (Fig.

251・252，PL. 72) 。古墳はこの丘陵の北側部分に分布しており，調査区域で 3 基 (ST01~03

古墳)確認した (Fig.253， PL. 73・74)0ST01古墳と ST02古墳はともに丘陵の中央部にある

が， ST03古墳は ST01古墳の南東方向，丘陵東側斜面寄りに位置している。遺物はいずれも須

恵器である。また，その他には，縄文土器がST01古墳の墓道近くで出土しているが，遺構は

確認できていない。

Fig. 251 上峰村堤地区周辺地形図(1/10，000) 
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Fig. 252 谷渡古墳群周辺地形図

2.遺構

区域内において，遺構は ST Ol~03古墳の 3 基だけであった。

S TOl古墳 (Fig.254， PL. 75) 

横穴式石室の古墳である。調査区の最北端，丘陵北部の中央平坦部に位置しているが，墳丘

北半は区域外となり，未調査である。すでにかなり削平されており，内部主体も墳丘もあまり

良く残っていない。ただ，墓道は残っている。

墳丘 周溝が確認できず，また墳丘が削平されているために，この古墳の墳形は復元しにく

いが，地形測量から判断して，円墳か。盛土の状況も確認できない。

内部主体 単室両袖式の横穴式石室である。主軸方位はN26
0

Eで，南側に開口する。玄室も

羨道も，腰石とその一部の石積みだけが残っており，他は失っている。石材は花闘岩である。

石室の掘り方はやや不整な長方形で，長さ4.3m，幅3.4m，深さ 1.5m。玄室の平面はほぼ長

方形であるが，玄室奥壁側に比べ玄門側の方の幅がわずかに狭い。長さ2.1m，奥壁側幅1.7m， 

玄門側幅1.5m，腰石部は，奥壁 2個，西側壁 3個，東側壁 4個の石を立てて用い，構成してい
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Fig. 253 谷渡古墳群遺構配置図
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る。奥壁と東側壁に一部裏込めがみられる。敷石はない。

玄門は幅O.95mで，両方に袖石をもつが，玄室の腰石の石材に比べて，やや小さい。また，

羨道部との聞に仕切石は置いていない。

羨道は長さO.75m，幅は1.25mでほとんど聞かず，石室の主軸方向に南へのびる。この部分

も西壁は腰石だけ，東壁は腰石と 2段の石積みしか残っていない。腰石は羨道中央の床面から

すると，O.2~O.4m 上方の位置から置いている 。

墓道はこの内部主体から南東方向に，ゆるやかに丘陵東側斜面を下っていくようである。長

さ 8.5m，幅l. O~1. 5m， 深さ O.2~O.7m で， S T03古墳の北側付近まで確認できる。

遺物は原位置を保つものはなく ，量も少ない。羨道部から須恵器の杯 ・平瓶， 土師器の聾，

の計 3点が出土しただけである。いず、れも完形ではない。

S T02古墳 (Fig.255， PL. 76-1・2) 

横穴式石室の円墳である。調査区北側の南へ下る傾斜面の先端部に位置しており， S T01古

墳からは南に約22mのところにある。やはりかなり削平されており ，内部主体も墳丘もあまり

良く残っていない。とくに墳丘の南西部分は大き く削られている。周溝はめぐっているが，こ

れは北側半分だけにみられる。墓道も一部しか残っていない。

墳丘 残存する北側の周溝から円墳として復元すると，径約 6mの小さな古墳であったと推

定される。周溝は幅約1.5m，深さ約O.5mで，墳丘の規模と比べるとやや広い溝である。 ー墳丘

の盛土部分は削平されてすでにない。石室基部の部分は，地山を掘り込んで造っている。

内部主体単室両袖式の横穴式石室である。主軸方位はN90Wで， 南側に開口する。玄室も羨

道も，腰石とその裏込め石の一部を残しているだけで，他は失っている。石材は花闘岩である。

石室の掘り方は隅丸のほぽ方形で，長さ2.6m，幅2.65m，深さ 1.1m。玄室は西側袖石を失っ

ているだけで，各壁の腰石と東側袖石は残っており，その平面はほぽ方形と考えられる。長さ

1.35m，幅1.45mである。腰石部は，奥壁 2個，西側壁 2個，東側壁 3個の石を立てて用い，

構成している。各壁にはい くつかの裏込め石も残る。敷石は玄室の北側に半分ほど残っており ，

用いた石は20cmほどの.丸みのある石である。

玄門は，西側袖石がないが，その抜き跡からすると，幅 1mほどか。羨道部との聞に仕切石

は置いていない。ただ，閉塞石の一部と考えられる石が玄門前面に並んでいる。

羨道部には東側袖石の南側にひとつだけその腰石がみられる。この部分の石室掘り方の状況

を考えると，羨道は短く，ここまでと思われる。

墓道は ST01古墳と同じように，やはり内部主体から南東方向に，丘陵の東側斜面を下るが，

長さ 4. 0m，幅O.5~1.55m， 深さ O. 15~O.5m で， 墓道の残存する長さは S T01古墳よりかなり

短い。
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Fig. 254 谷渡古墳群STOl古墳石室実測図
。
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遺物は原位置を保つも のはなく ，量も少ない。玄室から須恵器の杯蓋 ・杯，羨道部から須恵

器の杯 5点 ・窒，の計8点が出土しただけである。いずれも完形ではない。
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Fig.255 谷渡古墳群ST02古墳石室実測図
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S T03古墳 (Fig.256， PL. 76~ 3 ) 

横穴式石室の古墳である。調査区北側の南へのびる傾斜面の東側斜面に位置している。 ST

01古墳からは南東に約11mのところであり，この 2基の古墳はかなり近接している。また，こ

のST03古墳の北側には， S TOl古墳の墓道が約 2mまで接近し，ゆるやかに東へ方向をかえ

ている。

内部主体も墳丘もあまり良く残っていない。また，周溝も墓道もみられない。

墳丘墳丘が削平されているうえ，周溝もないため，古墳の規模は不明である。ただ，内部

主体の大きさから推定すると，かなり小さなもののようである。残っている石室基部の部分は，

地山を掘り込んで造っている。
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Fig.256 谷渡古墳群ST03古墳石室実測図

-287 

一一←一一 L=72.0m 

戸

H
叶
N

。ョ

1 m 



内部主体 単室両袖式の横穴式石室である。主軸方位はN16
0

Eで，南側に開口する。玄室も

羨道も，腰石とその一部の石積みだけが残っており，他は失っている。また，閉塞石もいくつ

か残っている。石材は花両岩である。

石室の掘り方は隅丸のやや不整な方形で，長さ1.lm，幅1.15m，深さO.4m。玄室の平面もほ

ぼ方形で，長さO.55m，幅O.64m。腰石部は，奥壁 3個，西側壁 1個，東側壁 2個の石を立てて

用い，構成している。各壁の積石は，奥壁に 1段，西側壁に 1段，東側壁に 2段，残っている。

また，西側壁に一部裏込めがみられる。敷石はない。

玄門は幅O.33mで，両方に袖石をもつが，玄室の腰石の石材に比べて，やや小さい。また，

羨道部との聞に仕切石は置いていない。

羨道部には閉塞石が 5~6 個残っているが，これより南側には遺構はみられないため，羨道

の構造はあまり明らかではない。ただ，閉塞石を置いている玄室前面のあたりは，わずかに凹

む。

他の 2基と異なり，この古墳には墓道はみられない。

遺物は須恵器の杯ただ 1点だけで，玄室の西袖石の北側に，伏せた状態で残っていた。完形

品である。

3.遺 物

縄文土 器

ST01古墳の墓道近くから，奮の破片が多数出土している。器面が大変荒れているため，復

元はまったくできなかった。図示もし得なかったが，ほぽ 1個体分と考えられる。遺構は検出

できなかった (PL.77)。

須恵器・土師器

S T01~03古墳から，土師器と須恵器が出土した。須恵器は11点であるが，土師器はわずか

1点だけである。ただし，これらすべての遺物が遺構の埋土中から出土したもので，原位置を

保っていたものはない。

須恵器 (Fig.257， PL. 78) 

杯蓋(4 ) 

S T02古墳の石室内から 1点だけ出土している。 4は口縁部内面にかえりをもち，天井部に

つまみをつげるものである。つまみ部分を欠くが，平坦な天井部から，やや丸みのある体部が
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つづき，口縁部が下外方に大きく折れている。かえりはほぼ垂直で，口縁端部より少し下方に

出ている。口径12.8cm。外面の天井部から体部にかけてはへラケズリ。内面の天井部は不定方

向のナデ。他はヨコナデ。

杯(2・5，，-， 9)

7点出土しているが，杯部が残っているのは 4点で，他の 3点は底部・高台部の部分だけで

ある。すべて高台が付くもので，法量も口径13.8~14.9cm，器高4.1~4.7cm，高台径8.8~10.0

cmと近似しており，形態および法量についての大きな区分は同じと考えてよい。 5は，ゆるや

かに内湾する体部が上外方にやや開いて伸び，口縁部では逆にやや外反するものである。端部

はやや尖る。口径14.6cm。体部外面の下半がへラケズリで，他は全面ヨコナデ。 ST02古墳の

羨道部から出土。 6と11は，平坦で広い底部から，わずかに内湾する体部が上外方にやや開い

て伸びる。口縁部は少し外反するくらいである。杯部全体としては 5に比べて直線的である。

6の高台は高い。外反しながら下外方に開く。 11の高台は低く，わずかに聞く。 6の口径13.8

cm，底径9.6cm，器高4.7cmo 11の口径14.0叩，底径9.2cm，器高4.4cmo 6・11とも調整は同じ

で，底部外面はへラ切り離し，内

¥ 何です
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Fig. 257 谷渡古墳群出土遺物実測図
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面はナデ。杯部は内外面ともヨコ

ナデ。 6はST02古墳の羨道部，

11はST03古墳の玄室，からそれ

ぞれ出土。 2は，平坦でト広い底部

から，やや直線的な体部が上外方

に大きく開いて伸びる。口縁部は

さらに少し外方へ開く。高台は高

く，強く外反しながら下外方に開

く。口径14.9cm，底径8.8cm，器高

4.1cm。底部外面はへラ切り離し，

内面はナデ。杯部は体部外面の下

半だけへラケズリ，他はヨコナデ。

S T01古墳の羨道部から出土。 7

"-'9は高台部から底部の一部分ま

でしか残っていないものである。

2 高台の形態は 2にほぼ同じ。。仰



聾 (10)

S T02古墳の羨道部から l点だけ出土している。 10は口縁部の破片である。口縁部は外反し

ながら大きく聞く。端部は丸くなでられており，下端の部分だけ短く出る。内外面ともヨコナ

日ア

平瓶(11)

S T01古墳の羨道部から 1点だけ出土している。 11は口縁部だけを欠く。やや上げ底の底部

に，やや肩部が張るが頚部まで丸くおさまる体部がつくものである。頚部は，体部から上外方

へ大きく折れる。底径10.4cm。底部は内外面ともナデ。胴部の外面は，下端がへラケズリ，他

はヨコナデ。肩部の外面はカキ目。その他の部分はすべてヨコナデ。

土師器 (Fig.257) 

聾(1)

S T01古墳の羨道部から 1点だけ出土している。 1は口縁部と体部の一部だけである。直線

的に大きく外方へ折れまがり，逆L字形をした口縁部に，やはり直線的に下方にのびる胴部が

つくものである。口縁部の上面は丸みをもっ。端部も丸い。口径14.0cm。口縁部はヨコナデ。

胴部の外面は不明瞭だ、が，内面はへラケズリ。

Tab.12 谷渡古墳群出土土師器・須恵器一覧表

(法量①口径②器高③かえり径④つまみ径(1]:7-;;!;;"~.ð=t.3lX.I:I. """" ， ，~，.. ~ "， --t..Ll... ~ _ 1 
写真登録番号⑮4x 5インチサイズ i⑤高台径 ※0'は復元法量 l~:7":.J;:C...)II;1'\.-1:I:I 7~-.:".... 1" ，1 " 1/'¥ J 

番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 15.5 内面屑部へラケズリ、口頭

l 碧
Fig. 257 S T01 

暗灰褐色
部ヨコナデ

84001960 
PL. 羨道 外面ー肩部不明、口頚部ヨコ

② ナデ

(j)' 14.9 内面暗灰色
内面底部ナデ、他はヨコナ

底部外面
Fig. 257 S T01 ア ⑮ 

2 杯 ② 4.1 外商ー底部中央へラ切り離し、 84001956 にへラ記
PL. 78 羨道

⑤ 8.8 外面黄灰色 底部~体部の境へラケ 851166 
号

ズリ、他はヨコナデ

① 15.5 内面 底部ナナデ、体部~頭部ヨ
コデ

3 平瓶
Fig. 257 ST01 ② ー

暗褐色 外面ー底境部ヘナラデケ、ズ底体コリナ部部、デ体上と体部半部下カ半の 84001963 
⑮ 

PL. 78 羨道 ③ 12.9 851168 
④ ヨ、コ頚ナ部デ、 キ

日ヨ

① 15.5 内面一天ナ井井デ部ナデ、他はヨコ

4 杯蓋
Fig. 257 ST02 ② ー

明黄灰色 外面一天部へラケズリ、他 84001957 
⑮ 

PL. 78 玄室 ③ 12.9 はヨコナデ、つまみは 851164 

④ 貼付

Fig. 257 ST02 
(j)' 14.6 内面黄灰色 内面ー+ナ宇都車デデ上工半~は録部ヨコ

5 杯 ② 外面一体体 半半へラケズリ、 84001955 
PL. 羨道

⑤ 外面灰色 ~口頚部ヨコ
ナ
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番号 器種
挿図番号

出土地点 法 量 色 調 調 整 分類 遺物畳録番号 写真畳録番号 備 考
図版番号

①， 13.8 内面明黄灰色 内面一底部ナデ、他はヨコナ

Fig. 257 ST02 ア ⑮ 
6 杯 ② 4.7 84001961 

PL. 78 羨道
⑤ 9.6 

外面底部へラ切り離し、他 851160 
外面灰色 はヨコナデ

Fig. 257 S T02 
① 内面ー底部ナデ

7 11 ② 明灰 色 外面一底部へラ切り離し、体 84001964 
PL. 羨道

⑤r 10.0 部下半ヨコナデ

① ー 内面ー不明
Fig. 257 ST02 

8 万 ② 明 灰 色 84001954 
PL. 玄室

⑤， 9.6 外面ー不明

① 内面底部ナデ
Fig. 257 ST02 

9 刀 ② 明 灰 色 84001953 
PL. 羨道

⑤， 9.0 外面ー底部へラ切り離し

① 内面口縁部ヨコナデ

10 要
Fig. 257 ST02 

灰 褐 色 84001952 
PL. 羨道

② 外面 白縁部ヨコナデ

① 14.0 
内面底部ナデ、他はヨコナ

Fig. 257 ST03 ア ⑮ 
11 杯 ② 4.4 黄 褐 色 84001959 

PL. 78 玄室
⑤ 9.2 

外面一底部ヘラ切り離し、他 851162 
はヨコナデ

4.小結

谷渡古墳群は，この一帯の低丘陵地域に分布する古墳をひとつのまとまりとして称している

古墳群であり，今までに10数基ほどが確認されている。これらの古墳に対して，発掘調査が実

施されたことはなし今回が初めてである。

調査の対象地域は丘陵のもっとも南端，古墳群のなかでも南に位置するところにあたる。丘

陵の平坦地ではあるが，尾根としてはやや狭い。ここで 3 基の古墳 (ST01~ST03) を検出

した。

まず，古墳の配置についてみると， S T01・ST02古墳は，どちらも丘陵中央部に位置して

いるが， ST03古墳は， S T01古墳の墓道端近くに置かれている。 ST01・ST02古墳のどち

らの古墳とも，墓道は丘陵東側へのびていくが， S T01古墳の方は ST03古墳の内部主体のや

や北側で東へさらに少しまがる。

石室は 3基とも，腰石部を除いて，その上部構造をほとんど欠いており，明らかではないが，

それら石室の平面形はみることができる。 3基とも，単室で両袖式の横穴式石室であるが， S 
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TOl古墳は平面が長方形で奥壁側より玄門側がやや狭いタイプ， S T02古墳は平面が隅丸のほ

ぼ方形となるタイプ， S T03古墳も ST02古墳と同じく平面が隅丸の方形となるタイプ，であ

る。 STOl古墳の平面形は ST02古墳とやや異なるが，腰石部の石材の用い方や玄門から羨道

にかけての構築方法などは類似している。ただ， S T03古墳の石室は，石材を縦横に乱雑に用

いた感がみられる。

注目したいのは， S T03古墳の石室の規模である。長さ0.55m，幅0.64mしかなしきわめて

小さい。県下でも，神埼町天神尾古墳群30号墳~32号墳・ 35号墳，佐賀市金立開拓遺跡 S T040 

古墳，大和町醸石A遺跡ST007古墳，多久市山の上古墳群ST05・ST06・STOIO・ST012 

古墳などが小規模な横穴式石室をもっ古墳として確認されているが，この ST03古墳ほどの規

模のものはない。県下で最小の横穴式石室といえよう。

遺物は， S TOl古墳から土師器の聾片と須恵器の平瓶・杯， S T02古墳から須恵器の杯・杯

蓋・聾， ST03古墳から杯が，それぞれ出土している。 STOl古墳の遺物では，杯は杯部の深

さや高台の形状などから 7世紀後半のものか。 ST02古墳のものでは，杯蓋は口縁端部より

かえりが下方にのびることから 7世紀中ごろか。また杯は， S TOl古墳のものと同様で 7

世紀後半か。そして， S T03古墳のものでは，杯は高台が短くなる点から，他の遺物よりやや

後で 8世紀前後か。

以上のような遺構・遺物の諸状況から，これら 3基の古墳は，この地域の古墳築造の終末期

の様子を示すものとして重要である。
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いっ ほ。ん ざくら

一 本桜古墳群

遺跡名:一本桜古墳群(略号 1P Z) 

所在地:三養基郡中原町大字原古賀字一本桜
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本桜古墳群

1.遺跡の概要

一本桜古墳群は，三養基郡中原町大字原古賀字一本桜に所在する。地形からみると，脊振山

地南麓の鷹取山(標高403m)から，南西方向に派生した丘陵に位置している。傾斜はやや急で

ある。さきの上峰村谷渡古墳群の分布する丘陵の，東側の丘陵である (Fig.251・258，PL. 

79)。

谷渡古墳群の調査報告でも述べたように，この脊振山地南麓の丘陵一帯は，佐賀県下でも有

数の古墳分布地域である。そして，それらの地域では，古墳は群集墳をなしているものが多く

みられる。この一本桜古墳群もそのうちのひとつであり，周辺にも群集墳は多い (Fig.250)。

しかし，これら古墳群については，広範囲に調査した例が少ないため，今までその遺構の状況

などについてはほとんど把握することができていない。一本桜古墳群でも今までに確認されて

。 200m 

Fig. 258 一本桜古墳群周辺地形図
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そして，今回調査した古墳は，それら周知されていたものでもなく ，新たに発見されたもの

である。残念ながら，それは当初に調査対象区域として定められた谷渡古墳群の調査中に，対

象区域外の丘陵で確認されたものであり ，工事により 一部が削平さ れてしま っていた (Fig.

259， PL. 80)。

古墳の位置は丘陵先端の東側斜面上であり ，他の周辺の古墳と比べて，地形的にはかなり急

な斜面に立地しているようである。工事により，古墳の墳丘東側を削平されてしまったが，残

存している部分においても，以前に古墳はほとんど破壊されており ，調査では周溝と石室だけ

を何とか確認できたにすぎない。

遺物は，石室埋土中から須恵器の聾を 1点発見しただけである。

¥ 
¥ 
¥ 

/ 
/ iデ〆

ペ

o -
Fig.259 一本桜古墳群STOl古墳墳丘測量図
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2.遺構

区域内においては ST01古墳 1基だけであった。

S T01古墳 (Figo259・260，PL. 80・81)

横穴式石室の古墳である。丘陵東側の急斜面上にあり，石室は標高76m付近に位置してい

る。周溝はまわるが，墓道はみられない。

墳丘 墳丘はほとんど削平されてしまっている。古墳の墳形は，残存している西側の周溝部

分からみて，径10m前後の円墳か。周溝は幅101"'203m，深さ約 1mで，墳丘の規模と比べる

とやや広い溝である。ただ，円墳としても，傾斜面上部の周溝のめぐり方に対して，内部主体

の位置はかなり北側に片寄っている。

内部主体 横穴式石室である。仕切石より南側に置いである石は閉塞石と考えられ，石室は

単室であろう。また，仕切石の東側の抜き跡からみて，両袖式か。主軸方位はN230Eで，南側

に開口する。玄室も羨道も，西側の腰石とその裏込め石の一部を残しているだけで，他は失っ

ている。石材は花闘岩である。

石室の掘り方は隅丸の長方形で，玄室部分の長さ約 3m，復元幅約305m，深さ105mほどで

あろう。玄室は東側壁をすべて欠いているが，奥壁と西側壁は残っている。復元すると，その

平面はいわゆる羽子板形で，長さ2015m，奥壁側の復元幅109m，玄門側の復元幅105m。腰石部

は，奥壁 2個，西側壁 4個の石を立てて用い，構成している。西側壁にはいくつかの裏込め石

も残る。また，玄室の敷石はほぼ残っており，用いた石は25cmほどの丸みのある石である。

玄門は，東側袖石がないが，その抜き跡からすると，幅009mほどか。西側袖石は玄室の腰石

の石材とほぼ同じ位の大きさである。羨道部との聞に，幅25cm，高さ25cmの仕切石を置いてい

る。

また，その閉塞石の一部と考えられる石が玄門の前面に散乱している。

羨道部には，西側袖石の南側に，ひとつだけその腰石がみられるだけで，その他の状況は不

明である。閉塞石の状況からすると，破壊されているようである。

3.遺物

S T01古墳の石室埋土中から須恵器の聾片 1点が出土しただけである。
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Fig.260 一本桜古墳群STOl古墳石室実測図
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須恵器 (Fig.261) 

聾(1)

口縁部だけ残存する。ゆるやかに外反する口縁

に，斜め下方に強く屈曲する端部が付くものであ

¥|  子川川一
。 20cm 

る。端部は短い。厚みは端部までほぼ同じである。 Fig.261 一本桜古墳群ST01 

口径22.6cm。内外面ともヨコナデ。 古墳出土須恵器実測図

4.小結

一本桜古墳群として把握されている数基の古墳のうち、今回調査されたのはわずかに l基だ

けであり、古墳群全体の様子を窺い得るには至っていない。ここでは、本古墳 (ST01古墳)

の状況のみ、みてみたい。

まず、墳丘の築成に関してであるが、古墳は丘陵の東側傾斜面上でもやや傾斜がゆるやかな

低位のところに位置している。そして、墳丘をなすために、傾斜面の高位の方を大きく削り、

斜面との分離を行っている。そのまま、周溝が東側までめぐっていたかどうか疑問であるが、

このような地形を利用すれば、さほど盛土する必要もなく、墳丘の築成はかなり容易なことで

はなかったろうか。

石室は、円墳になると考えられる墳丘の、かなり北側に偏ったところに配置されている。そ

して、その中心軸を傾斜面の等高線とほぽ平行する方向にとり、南側に開口する。単室で、両

袖式の横穴式石室である。その石室平面はいわゆる羽子板形で、石室の幅は奥壁側から玄門側

へ、わずかではあるが、狭くなっていく。腰石は、ほぽ同じくらいのやや偏平な石を立てて用

いているが、袖石もほぼ同じような大きさの石であり、袖部はやや幅広である。やや大ぶりで

あるが、石室の床面には敷石をもっ。このような石室の状況を概観すると、墳丘築成の簡略さ

に比べて、その構築はていねいに行われていたようである。

遺物は、わずかに須恵器の聾片 1点である。その破片も口縁部片だけであり、以前にそのほ

とんどを失っている。口縁部は端部を短く折り曲げただけのものである。

以上のような状況から、この古墳の築造年代を想定することは難しいが、横穴式石室である

ということ、腰石の構築方法、古墳の立地、遺物の形態的な退化、などから考えると、 7世紀

代のものであろうか。

-298-



111 ま と め
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1 .下石動遺跡出土の縄文土器について

多々良友博

縄文時代の下石動遺跡では土器が出土遺物の主体を占め，製品としての石器は少ししか出土

しなかった。その属する時期はほぼ前期後葉を中心とするものである。出土遺構・出土状況に
註43 註44

は多くの問題を含むが，この時期の県内有明海側の資料は三日月町竜王遺跡・大和町醸石遺跡・
註45

神埼町志波屋六本松遺跡の他にまとまったものはなしこの時期の様相を知る数少ない資料と

なろう。ここでは出土した土器について簡単な検討を加え，今後の研究のきっかけとしたい。

条痕文土器 S K180土壌で多数出土した。 大多数が小破片で全体の器形を知れるものは少

ない。出土したものから推定できる器形は轟B式・曽畑式土器に類似した，口頭部が直口ない

しわずかに外反し，胴部は張らずゆるやかに響曲して丸底あるいは丸平底に終るものである。

この条痕文土器としたものの中には，条痕によって器面調整された曽畑系の土器あるいは突帯

文土器とした46が轟B式土器とすれば，その類の土器も含むかもしれない。胎土は全て同質の

ものであるが金雲母を含むものもある。また調整によって大きく 2つに分けることができる。

l・3・38のように条痕のあとナデたもの， 2・22・39のように条痕のままのものである。この違い

が形式差を示すのか，その意味するものについては小破片が多く不明である。縄文土器 SK 

152土壌で出土した。この種の縄文をもっ土器は県内でも出土例が増えているが，出土量が少な
註45

く，また全体を知れるようなものは神埼町志波屋六本松遺跡で出土しているのみである。この

種の縄文土器は遺跡で主体を占めることはなく，概して瀬戸内系土器として位置づけられるこ

とが多いが，具体的に瀬戸内地方のどの土器と対応するのかが不明確であり，九州、|島における

この種の縄文土器の様相を解明することが必要で、あろう。貝殻文土器 S K183土墳で 3点出土

した。いず、れも小破片であり，器形等は不明である。県内ではこれまで未知の土器である。九
註46

州島内でこの種の土器がまとまって出土した遺跡に長崎県長崎市深堀遺跡・熊本県天水町尾田
註47 註48

員塚・鹿児島県大口市瀬ノ上遺跡があり，器形は口頭部が直口ないしわずかに外反し，胴部は

張らずゆるやかに響曲して丸底に終るものと考えられる。貝殻縁を主たる施文具としている点
註46

から南九州系土器群との関連を想定する説もあるが，これまで知られている土器群とは直接系

譜関係がたどれない上に，編年的位置づけや分布などについて今後十分検討する必要がある。

この他曽畑式系土器が 4点出土しているが，口頭部の小破片である。胎土に滑石はふくまず¥

文様の規則性もくずれており，曽畑式系土器の中でも新しいものに属するものと考えられる。
註49

また49はいわゆる轟C.D式土器である。

以上簡単に下石動遺跡の縄文土器について検討を加えてきたがなにぶ、ん資料が少なし隔靴

掻淳の感もある。今後の類似資料の増加を待つことにしたい。
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2.下石動遺跡出土の弥生土器について

久保伸洋

下石動遺跡の土器は，竪穴住居跡や土壌などから出土しているが，弥生時代中期のものが圧

倒的に多い。特に弥生時代中期の土墳から検出されたものが大部分である。竪穴住居跡からも

ある程度検出されたが，土墳からの出土に比べると少ない。土器は竪穴住居跡の埋土中に一部

で集中したものもあるが，埋土中に破片で散在して出土した。弥生時代の遺構は重複している

ものは少なし大部分は前後関係を持っていない。このことは，土器の特徴にも大きな差のな

い事と考え合わせると，下石動遺跡の弥生時代中期の集落は数世代程度の存続期間であったこ

とがうかがえる。下石動遺跡の土器出土状態は必ずしも良好な一括出土資料ではないが，竪穴

住居跡や土壌の埋土が最上位から最下位まで士層の変化がなく，埋没するのにかかった時間が

あまり長くないことや，土器が比較的にまとまって出土していることなどから出土土器に時期

的差があまりないと見ることができょう。ただ，土器は口縁部から底部まで接合可能なものが

数点で，土器の器種構成にも偏りがあり，土器編年を考えるには十分で、はない。

下石動遺跡の弥生時代中期の土器は，聾Af類に見られるような rTJ字形口縁部に発達し

た形のものは極めて少なしほとんどは城ノ越式から発展してできた土器である。器種構成上

から見ても中期土器の典型的土器であり，須玖 I式の古い時期の土器と言えよう。特に聾にお

いては丁寧な成形と調整による，より画一化した技法が見られる。聾においてはAa類を除い

たものは口縁部の発達，胴部内面の丁寧なナデ，胴部外面の一見連続しているかのように見え

る底部外面端までの縦方向のナデ，長胴であまり張らない胴部，口縁部と突帯付近の丁寧な横

方向のナデ等の特徴によって，中期初頭の城ノ越式からは脱却した土器と言えよう。聾の口縁

部は粘土帯の外への伸び具合の差はあるが，基本的には折り返しただけのものは少なし多く

は外端に粘土帯を貼り付けたものである。査は口縁部から胴部にかけて接合できたものがなく，

特徴を把握することは出来なかった。

下石動遺跡の弥生時代中期の土器は，中期前葉を中心にしたものであろうが，部分的にその

前後の時期のものを含んでいる。

(参考文献)
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3.参考資料一下石動遺跡出土の土師器・須恵器(古墳時代)
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4.参考資料一下石動遺跡出土の土師器・須恵器(歴史時代)
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PLAN 1 下石動遺跡遺構配置図 (A地区)
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下石動遺跡遺構配置図 (B地区)PLAN 2 
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図版

下石動 遺 跡



石動地区 く航空写真〉



巨工三ヨ

2 

1.石動地区遠景 く南か ら〉

2.石動地区遠景 く南から〉



2 

1.下石動地区遠景 〈南東から〉

2，下石動遺跡遠景 く南西から〉



1. 

2 

1.下石動遺跡A地区遠景 く南から〉

2.下石動遺跡A地区遠景 く北東から〉



2 

1.下石動遺跡、A地区全景 く南から〉

2.下石動遺跡A地区全景 く西か ら〉
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2 

1.下石動遺跡A地区北側(遺構検出状況) く東から〉

2.下石動遺跡A地区西側(遺構検出状況) く東から〉



2 

1.下石動遺跡A地区東端(遺構検出状況) く北から〉

2.下石動遺跡A地区東端(遺構検出状況<南から〉
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2 

1.下石動遺跡B地区全景 く西から〉

2.下石動遺跡B地区東側 く北から〉



2 

1.下石動遺跡B地区西側 く南か ら〉

2.下石動遺跡B地区西側 〈北から〉
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2 

1.下石動遺跡C地区全景 〈東から〉

2.下石動遺跡C地区全景 く北か ら〉
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1.下石動A S B002 <南から〉

2. 下石野~A S B005 く南から〉

3.下石動A S B009 <南から〉
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1.下石動A S BOll <東から〉

2.下石動A S B012 く南か ら〉

3.下石動A S B017 く南東か ら〉

3 
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1.下石動A S B023 <南東から〉

2.下石動A S B027 く南から〉

3.下石動A S B202 <南から〉

3 
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1.下石動A S B204 <北西から〉

2.下石動A S B006 <東から〉

3.下石動A S BOIO く西から〉

3. 
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1.下石動A S B020 <西から〉

2.下石動A S B205 く北西か ら〉

3.下石動B S B030 <北か ら〉

3 
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1.下石動A S K038 く西から〉

2.下石動A S K039 <西から〉

3.下石動A S K040 く南東から〉

3. 
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1.下石動A S K161 く南西か ら〉

2.下石動A S Kl71 く東か ら〉

3.下石動A S K035 く南東か ら〉
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1.下石動A S Klll <東から〉

2.下石動A S K121 く東から〉

3 . 下石蜜~ A S K162 <北東から〉
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1.下石動A S K165 く南か ら〉

2.下石動A S K041 く南西から〉

3.下石動A S K042 く南か ら〉

3 



1.下石動A S K043 

2.下石動A S K055 

3.T石動bAS K098 

く東から〉

〈南から〉

く西から〉



1.下石動A S K1l9 

2.下石動A S K123 

3.下石動A S K138 

く西かち〉

〈北東から〉

〈南か ら〉
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1.下石動A S K147 

2.下石動A S K148 

3.下石動A S K149 

く南から〉

〈南東から〉

〈西か ら〉
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1.下石動A S K166 <南か ら〉

2.下石動A S K056 く南から〉

3.下石動A SK140 <北から〉
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1.下石動A S K048 <北から〉

2.下石動A S KllO く西から〉

3.下石動A S K034 く南から〉
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1.下石動A S B003 <南から〉

2.下石動A S B004 く南東から〉

3.下石動A S B007 <南から〉

3 



2 

1.下石動A S B014 く北から〉

2，下石動A S B016 く南から〉

3，下石動A S B019 <南から〉
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1.下石動A S B022 く南から〉

2.下石動A S B024 <南から〉

3.下石動A S B025 <北から〉
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1.下石動A S B026 <南から〉

2.下石動A S B199 く南から〉

3.下石動A S B206 <南から〉
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1.下石動B S B028 <北から〉

2.下石動B S B029 <東から〉

3.下石動B S B031 く東から〉
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1.下石動B S B032 <東から〉

2.下石動B S B 187 <東から〉

3.下石動B S K079 く東から〉
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1.下石動A S B008 く南西から〉

2.下石動A S B013 く東から〉

3.下石動A S B021 <南西から〉
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1.下石動A S B196 く東から〉

2.下石動A SB201 <南から〉

3.下石動B S B 188 <南西から〉
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1.下石動B S B 190 

2.下石動C S K058 

3.下石動C S K065 

く南から〉

く北から〉

く北か ら〉

1 

2 
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1.下石動A S K045 <西から〉

2.下石動A SK102 <南か ら〉

3.下石動A S K115 く西か ら〉

3 



1.下石動A S K133 く東か ら〉

2，下石動A S K134 く北か ら〉

3，下石動B S K087 く北西から〉
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1.下石動C S K060 <北か ら〉

2.下石動C S K067 く南か ら〉

3.下石動C S K070 く北から〉

3 



1.下石動C S K074 <南から〉

2.下石動C S K077 <北から〉

3.下石動A S D217・SD218 

く北から〉
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遺物出土状況

1. 下石動A S BOI0 

2.3.下石動A S K149 



遺物出土状況

1. ~3. 下石動A S B026 



2 

遺物出土状況

1. 2.下石動A S B016 

3. 下石動A S B024 

3. 
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遺物出土状況

1. 2.下石動A S B014 

3. 下石動A S B199 
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遺物出土状況

1. 下石動A S B021 

2.3.下石動A S K184 
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遺物出土状況

1.2.下石動B S B189 

3.. 下石動A S B196 
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1. ~21.下石動A S K152 
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22. 下石動A S B015 23. ~30. 下石動A S Kl71 
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50. 下石動A S B005 51. 下石動A (K -114) 52.下石動B ( 1 -97) 53.下石動A S B004 
54. 下石動A S K132 55. 下石動A S B014 56.下石動B (M-95) 57.下石動A (M-125) 
58.65.下石動A S B003 59. 下石動A S K045 60.下石動A ( P-115) 61.下石動A (Q-117) 

62. 下石動A (N -112) 63. 下石動B 64.下石動A S K179 
66. 下石動A S B016 67.69.下石動A S B006 68.下石動A
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83. 137. 148.下石動A S K119 
91. 145. 146.下石動A S K149 
93.125. 下石動A S K114 
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151. 1関. 下石動A S K048 

1臼.1肌 174.195.下石動A S K114 

182. 下石動A S K047 

195 
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S K 110 



加.2侃.下石動A S K055 
211. 下石動A S K038 
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216. "-'219.下石動A S BOIO 
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~31.下石動A

234.下石動A S K046 

23i.下石動A (J-1l5) 

234 

237 

232.下石動A (P-1l4) 

236.下石動A S B016 

238.下石動A S B027 
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24仏248. 下石動A S B016 

243. 245. 246.下石動A S B014 
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242. 247.下石動A S B024 

249. 下石動A S B026 



P L.55 
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250. 下石動B (R-84) 253.下石動A S B 199 

257.加.296.下石動A S B014 2防.下石動B S B032 

271. 272. 下石動A S K046 
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297. 311. 320.下石動A S B024 299.307.下石動A S B026 

湖. 下石動B (R-84) 302. 下石動A S B003 

303.捌. 下石動B S B032 326. 328.下石動A S B004 

331. 下石動B S K076 
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336.下石動A S B024 338. 下石動A S B022 

340.下石動A S B026 341. 342.下石動A S B016 
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343. 下石動B (P-84) 

揃. 下石動B (R-84) 

瑚.354.下石動A S B026 

344.下石動B S B029 

349.下石動B S B031 

351.下石動B S D225 
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387.下石動B (R -84) 
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512. 522.下石ttJA S B196 

526. 下石動C S K064 
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513. 下石動~A S K184 

540.下石動B S K089 

547.下石動A S K142 
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556.下石動B S K085 

560.下石動A S K037 

567.下石動A S B016 

573.下石動A S K132 
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589. 591. 下石動A S K184 

592.問.596.下石動B S K089 

ω1.揃. 下石動B S K094 

側. 下石動A S K163 
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590. 593.下石動A S K046 

5鈎. 下石動C S K064 
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633 612. 620. 6訂.下石動A S K184 

613. 下石動A S K115 

614. 下石動A S K101 

632・633. 下石動A S K099 

635. 下石動A (Q-109) 
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側. 下石動A S K141 639.下石動A ( L -111) 640. 下石動A (M-125) 
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堤一本黒木遺跡



堤一本黒木地区(航空写真)



圧~

1. 

2 

1.堤一本黒木遺跡遠景(手前は下石動遺跡)

2.堤一本黒木遺跡遠景(下石動遺跡から)<西から〉



巨王亙

2 

1.堤一本黒木遺跡 〈北東から〉

2.堤一本黒木遺跡全景 く北西から〉



2 

1.堤一本黒木SKOl く南から〉

2.堤一本黒木SK02 <西から〉

3.堤一本黒木SK03 <東から〉
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谷渡古墳群



谷渡地区 (航空写真)



[王L.731 
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2 

1.谷渡古墳群全景(調査中)く西から〉

2.谷渡古墳群全景(調査終了後)<西から〉



2 

1.谷渡古墳群全景く南から〉

2.谷渡古墳群全景く南から〉

! P L .741 
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3. 

1.谷渡古墳群STOl 全景

く南から〉

2.谷j度古墳群STOl 石室

く南から〉

3.谷j度古墳群STOl 石室

く東から〉



1.谷渡古墳群ST 02 全景

く南から〉

2.谷渡古墳群ST02 石室

〈西から〉

3.谷渡古墳群ST03 石室

〈南から〉
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遺物出土状況

1.谷渡古墳群STOl 墓道付近

く縄文土器〉

2.谷渡古墳群STOl 

3.谷渡古墳群STOl 
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2.3.谷渡古墳群ST01 

4.6.谷渡古墳群ST02 

11. 谷渡古墳群ST03 
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一本桜 古墳群



一本桜地区(航空写真)



1.一本桜古墳群STOl 全景

2.一本桜古墳群STOl 全景

く東か ら〉

く南か ら〉
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1.一本桜古墳群STOl 全景

2.一本桜古墳群STOl 全景

く東から〉

く南から〉
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